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ま え が き

近年、情 報処理 システ ムは、高度化 の1つ として人工知能(AI:ArtificialIntelligence)

技術 な どの発 展 を背景 として、知識処理 の 方向 に進んでお ります。 これ と ともに大 量

の知識情 報 を体 系 的 に蓄積 し、共有 す る大規模 知識 ベース(VLKB:VeryLarge-Scale

KnowledgeBases)は 、 よ り高度 な知識処理 を実 現す る情 報基盤 として期待 され てお り

ます。

大規模 知識 ベ ースは、学術 、技術、産業 などの知識情報が文字、言語 、画像 ・映像、

音声 ・音響 な どの多様 なメデ ィアに よ り表 現 され、それが大量 で あ り、迅 速 に利 用 で

きる必 要があ り、 これらの構 築 と共有 のための技術 の研 究 開発 が求 め られ てお ります。

この ような状況 の も と、 当協会 で は、平 成6年 度 「大規模知 識 ベース に関す る調 査

研 究」 として、大規模 知識 ベ ース の構 築 と共有 に関連 す る技術 の研 究 開発 動 向 を調 査

す る とともに、 プ ロジ ェク ト化 に向 けた、 具体 的な 目標 、研 究 開発課 題 お よび体制 等

の検 討 を行 い、 これ らの結 果 を大規模 知識 ベースに関 する研 究 開発 の枠 組み と して整

理 しました。

実施 にあ た りま しては、大規模知識 ベース調査研究委員会(委 員 長 長尾 眞 京都

大学工学部 電気 工学第 二教 室教授)を 設置 して、同委 員会 にお いて検 討 を行 うと と も

に、 「ヒューマ ンメデ ィアに関す る ワー ク シ ョップ」 を開催 して関連分 野 の研 究者 ・

技術 者70名 余 の参加者 に よる意見交換 を行 い ま した。

本報告書 は、 これ らの成 果 を と りまとめ た ものです。本書 が 今後 の大規模 知識 ベ ー

ス関連 の プロジェ ク ト計 画 の立案 ひいては高度情報化 の発展 に寄与 す るこ とを念願 す

る次第 です。

最後 に、本調査研 究 の実施 にあた り、 ご指導 ご協力 いた だい た長尾委 員長 をは じめ

委 員各位 な らび に関係各位 に深甚 なる謝意 を表 す る次第 で あ ります。

平成7年3月

財団法人 日本情報処理開発協会
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序

情報処 理技術 に新 しい展 開の時が 訪 れ ようと してい る。1980年 代 の模 索 の時期 を経

て、確 実 な技術 開発 に取 り組 み う る時代 になろ うと している。背景 にあ るのは、 国家

情報基盤 、国際情 報基盤 の整備 に向 けての大 きな動 きであ る。

ネ ッ トワーク、 メ デ ィア、 コンテ ンツ、 これ らが、 これか らの情報処 理 に関する技

術 開発 を方 向づ け るキー ワー ドとな ろう。 日本 にお いて もよ うや くコン ピュー タネ ッ

トワー クへ の本格 的 な普及 に向けての努力 が始 まった。今 の ところは第 一段 階 として、

光 フ ァイバ ー網等 の議 論 が先行 してい るが、次 はネ ッ トワー ク上 の コンテ ンツの議 論

で ある。 これ に関 しては、マルチ メデ ィア時代 の企 業競争 の中で商 品性 の高 い コンテ

ンツを どう生み だ してい くか とい う議論 があ る。 しか し、 よ り重要 なの は、情報基盤、

情 報環境 としての コ ンテ ンツをど う整備 し、利 用環境 をどう構 築 してい くか とい う議

論 で あろ う。 ネ ッ トワー クとコンテ ンツを結 び付 け 、情報全般 を規 定 す るのが メデ ィ

アで ある。 マ ルチ メ デ ィア技術 とパ ソコンの普及 に よって、 メ デ ィア技術 は大 き く様

相 を変 えつつ ある。

ネ ッ トワーク、 メ デ ィア、 コンテ ン ツをめ ぐる技術 開発 が大 き く指 向 す る ものは、

社 会総 体 としての情 報化 を実現 す る情 報都 市空間の建設 であ る。電 子 図書館 、電子博

物館 、電子行 政、 電子 金融、電子 調達 、電子 大学等 々である。 この"電 子"と い う形

容 は、"バ ーチ ャル"や"ネ ッ トワー ク"と い う言葉 にも置 き換 え られ る。 これか ら

の情 報都市 空 間の建 設 ・運用 ・利 用 にかかわ る多様 な技術 、 その将 来技 術 の核 とな る

のが本 調査研 究が課題 と した大規模知識 ベースで ある。

報告書作成 にあた っては、WGを 組織 し、効率的 な運営 を試み た。 また、 ワークシ ョッ

プにお け る多 方面 か らの識者 の意 見 も加味 した。た だ し、広範 な技 術 要素 を含 む大 き

な課題 であ るだけ に詰 めるべ き個 所 は まだ多 々残 されている。 しか しなが ら、委員 各

位 の努 力 に よ り本 報 告書 が 当該分 野 の議論 の礎 とな るものに達 した と確 信 す る もの で

あ る。
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1.技 術 の全体動 向

情報処理技術 は変 曲点 の 時期 をす ぎ、新 たな発 展 の段 階 に達 した と考 え られ る。

過去10年 間(1980年 代)の コンピュータ技術 の大 きな変 動(ダ ウンサイジ ング、

オープ ン化等)、 新技術 に向けての試行錯誤(人 工知 能等)の 時期 を経 て、新 た な

成 長 ・発 展 に 向け ての長 期 的サイク ルに入 った。 コンピュ ー タ技術 の変動 は、 こ の

技術 が実 に素 直 に成 長 したために生 じた こ とで あ り、技術 に問題 点が あるわけで は

ない。 コンピ ュー タ産業 の企業経営 や産業構造 をど うこの変動 に対応 させ るか とい

う所 に問題が あ るの であ る。 そ して、新技術 に向けて の試 行錯誤 も、 実際 に努力 が

な され た部分 を限定 して見 れば、多 くの場合 そ の時代 の技 術 レベル に対応 した妥 当

な成 果 を上 げ た と見 るべ きである。 ただ し、 ビジ ネス面 に おいて も、研 究 開発面 に

おいて も期待 が過剰 に増 幅 され、多 くの後遺症 を残 したこ とも事実であ る。 しか し、

これ も一度 は経 てみ なければな らぬ ひ とつの過程 と考 える こともで き よう。

過去10年 の整 理 を含 め 、現在 、技術 の全体 的 な どの よ うな動 向の上 に立脚 して

い るのか要点 を以下 の3点 に まとめる。

(1)全 領 域が眺 め渡 され、基本 的な ものが列挙 された。

人間の知 能 とい う究極 の課題 を とりあえず 目標 にす るこ とに よ って情 報処理 技

術 の全領 域 を眺 め渡 す こ とが できた。何 が難iし く、 どの よ うな ステ ップ を踏 まね

ばな らな いのか、 各課題 の もう一段 詳細 な構 造が明 らか になっ た。 また 、理 論 、

モデル、 方式等 も基本 的 な ものが列挙 され、 それ ぞれ の役割 や 効用が凡 そ明 らか

にな りつ つあ る。 人 間の知 能解 明に向 けて も基本的 な糸 口が明 らか にされ、着 実

な、 そ して包括 的 な努力 が重 要であ るこ とが広 く認 め られ るよ うにな った。 同時

に、情報 処理技術 その もの の進展へ の努 力 を人間 の知 能解 明の努 力 とあ る程 度 距

離 をおいて進 め る とい う冷静 さも生 まれ て きている。

(2)土 台 とな るコン ピュー タ技術 は安定 した成長 を続 け る。

土台 とな る コン ピュー タ技術 、すな わち、 プロセ ッサ、 メモ リ(主 、 二次)、

デ ィスプ レイ、 ネ ッ トワー ク等 、そ して、そ れ らにか かわ る基 本 的な ソ フ トウェ

ア、 これ らに致命 的 な技術 上 の ネックが あるわけで は ない。 こ れ らは今 後10年

ない し20年 は、 今 までの延長、 な い しはそ れ を越 え たテ ンポ で成長 しつづ け る

もの と予想 される 。 もちろ ん、 それ は、現場 での不断 の開発努 力 とそれ を押 し上

げ る需要 に支 え られ ての こ とである。そ して 、次 は さ まざまな新機 能 が この コ ン

ピュータ技術 の成 長 に合 わせ、 どう実現 され てい くか の正確 な タイムス ケ ジュ ー

ルが求 め られ る こ とになる。 どの時点 で研究 開発 が本 格化 する のか、 どの時点 で

体系 的 な技術 の輪 郭 が見 え て くるのか、 どの 時点 で製 品化が可 能 になる のか、 ど

の時点で独 自の市 場 を形 成 する ようにな るの か、等 々 につ きコ ンセ ンサ スの得 ら

れ る見 通 しを立 て ね ばな らない。 また、立 て られ るはず である 。す なわ ち、個 々

に思いつ きで取 組 む ので は な く、総 合 的な技 術 スケ ジ ュールの もとにそ れぞ れ の

一3一



技術 課題 、それぞ れの新機 能 に取 組 む こ との で きる時代 にな っ た とい うべ きで あ

ろう。特 に、国家 プロジ ェク トにおいては この観点 を的確 に踏 まえるべ きである。

(3)情 報基盤 の整備 と利用域 の拡 大が進 むσ

社会全体 の統合 的な情 報化 の フェー ズ に入 った。 個 々の企 業 や個 々の社会 シス

テムの情 報化 の努 力 が一段 落 し、社 会全体、 国家全体 、 地球全 体 を包括 する統 合

的な情報 化 の努力 が始 まっ た。 この情報化 は各個人、 各家庭 、 各組織 に行 き渡 る

パ ー ソナル コン ピュー タ、 それ らを結 ぶ ネ ッ トワー ク、 これ らの上 に蓄 積 され広

く利用 され る情報 の集積 、 この3つ を軸 に進 展 してい く。 この 動 向 は情 報処理 技

術 の根 幹 となる ものであ り少 な くとも21世 紀 の半 ば まで は続 くと思 わ れ る。 そ

して、 この情報化 の定着 に ともな って コンピ ュー タの利用 域拡 大へ の需 要が生 ま

れ、急 速 な広 が りへ と進 む こ とにな ろ う。 これか らの情 報処理 技術 の研 究 開発 、

特 に国家 プロジ ェ ク トとしての研 究 開発 はこの動 向 にそ うこ とが最 大 の要請 とな

る。
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2.プ ロ ジ ェ ク トに求 め られ る もの

情 報処理 技術 の全 体動 向か ら、 いか なるプロ ジェク トが求 め られている のか、 基

本 的 な要請 を概 観 する。技術 動向か ら要請 され る達 成 すべ き技術像 、 技術 イメー ジ

とプロジ ェク トと して要請 される果 たすべ き役 割 につ いて述べ る。

2.1達 成 すべ き技 術像

情 報環境 の整備 と利用 域 の拡大 を基 調 に して、達成 す べ き技術 像 を情報 スペー ス

と名付 ける。 情報 スペ ース を実現す る土台 とな るの は、 す みずみ に まで行 き渡 る コ

ン ピュー タ、 す みずみ まで を結ぶ ネ ッ トワーク、全 情報 の 電子化(デ ィジ タル化)

であ る。 この3つ を融合 させ一体 となった土台 を作 り上 げ るのが情報 をにな う媒 体

(メ デ ィア)こ こでい う情報 スペ ースメデ ィアである。

情報 スペ ース

広 大 な情 報 スペ ー ス(メ デ ィアスペ ース)の 中で、多 様 な情報 を利用 し、個 人 や

協 同で、互 い に、 また情 報スペ ース とコ ミュニケ ー トしな が ら作 業 し、新 しい情 報

を作 り出 し、新 しい価値 へ と結 びつ ける。 そ して、 この過 程 で得 られ た情報 を再 利

用 の ため に情 報 スペース に還元す る。情報 スペ ース は、情 報世界 に安 定 した、 しか

も柔軟 な秩序 を作 り出す 。そ して、 情報洪水 、 情報公 害、 情 報資源浪 費、情報犯 罪

等 の情報障害 を克服 し、人間性豊 かな情報世界 を作 り出 す役 目をにな う。

この ような情 報環 境(メ デ ィア環境)が 効果 的 に機 能 するため には情報 スペー ス

メ デ ィア に次 の ような こ とが求 め られる。

1)高 い応 答性

求 める ものが、 求 め る時 と所 で素直 に手 に入れ うる こ と。 ネ ッ トワー ク等 に よ

り物理 的 な距離が 無視 で きる ように な り、情 報の距離 のみで計 れる ようにな る こ

と。パ ー ソナルな情 報スペ ースか ら世界規模 の もの まで多様 で 柔軟 な階層 を構 成

す るこ とがで きる こ と。

2)高 い密着性

人 間の情 報処理 感覚 に素直 に そ うこ と。人 間の頭脳 の中 の情報 スペ ー ス とシ ー

ム レス に つなが っ て いるこ と。基本 的 に同 じ情報構 造 を持 ち、 人 間のメ デ ィア と

コ ンピュー タのメデ ィアが連続 しているこ と。
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3)高 い融合性

人 間の知 覚、感 覚 を効 果的 に刺 激 し、情 報 の受容 能力 、処理 能力 を活 性化す る

ようメデ ィアは統 合化 し、 融合 化 され るこ と。大 ビッ トメデ ィ アを効果 的に利 用

す るこ と。

4)高 い利便 性

情報 スペ ース とのイ ン タラク シ ョンか ら十分 な利 得 が得 られ る こ と。 大規模 さ

が実現 され、柔軟 な対応 が な され、着実 に発展 してい くこ と。

5)高 い安全 性

情報犯 罪 や情報公 害等 の情報 障害へ の万全 の対 策 が講 じ られて いる こ と。 さ ま

ざまな災害 に対 し柔軟 な頑健 さを維持 し、高 い安全性 、安定性 を保 持 で きる こと。

全体 として、各種 の フェイ ルセ ー フ機 能 を もち、 日々 の情報活動 を安心 して委 ね る

こ とが で きる こと。

2.2果 た すべ き役 割

達成すべ き技術 像 にそ って 国家 プロジ ェク トを設定 す る時、技 術 的、社 会 的観 点

か ら要請 される事項 をま とめる。

(1)観 点 を転 換 させ る プ ロ ジ ェ ク ト

人 間指 向 、情 報 指 向、 内容 指 向 、 メ デ ィア指 向 、 ソ フ ト指 向 、応 用 指 向 、 ユ ー

ザ 指 向 の観 点 に立 っ た プ ロジ ェ ク トで あ る こ と。新 しい コ ン ピ ュ ー タ文化 の

創 造 、 豊 か な ヒ ュ ーマ ンメ デ ィ ア社 会 の実 現 に貢 献 す る こ と。

(2)有 機 的 な連携 に基づ くプ ロジ ェク ト

産 学官 の効 果的で実 効 的な協力 関係 を作 り上 げる もので あ るこ と。人文科 学

や社会科 学の諸学 と連携 し、新 しい学際領域 の形成 を目指す ものであるこ と。

省庁 間の壁 を越 え、 関連 す るプロジェ ク トや諸活動 と多 様 な連 携 を試 みる も

のであ るこ と。

(3)産 業構 造 の変革 に貢献 す るプロジ ェク ト

我 が国 の情報(処 理)産 業 の競 争力 の 強化 に貢献 す る ものであ るこ と。 これ

か らの大 きな産業構 造の転換 を視野 に入 れ、新 た な情報 関連産業 の創 出 を効

果 的に促 す もので あるこ と。

(4)新 しい形態 の国際協 力 を推進 す るプロジェク ト

国際 的な情報共有 、 我が国 か らの情 報 発信 、そ して対 等 で互恵的 な協 力 とい

6



う観 点 に立 ち 、

る こ と。

これ か らの新 しいス タ イルの国際協 力 を実現 で きる もので あ

(5)NII、GIIの 整備 に貢献す る プロジ ェク ト

国家情報基盤 、 そ して国際情報基盤 の 整備 に コンテ ンツ面 、 ソ フ ト面 か ら効

果的 に貢献 で きる もので あるこ と。着 手 されつつ ある情 報基 盤(行 政情報 、

医療情報、教 育情報、科学技術研 究情報、電子 図書館等)の 整備 と連動 させ、

その成 果 を素材 として情 報基盤構 築 の将来技術 の実現 を達成 す るこ と。
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3.プ ロ ジ ェ ク トの 目標

知識 メデ ィアの位 置付 け を明確 にす るために ヒューマ ンメデ ィ ア全体 と して の 目

標 を設定 し、 その中で の知識 メデ ィアの役割 を述べ る。

3.1全 体 目標

目標 はヒューマ ンメデ ィアスペース技術 の研 究開発 である。

ヒューマ ンメデ ィ アスペ ー ス技術 とは、知 的 で感性 や臨場感 に富 む高度 な情報 ス

ペ ースの構築 と利 用 のた めの、 ヒュ ーマ ンメデ ィアに よる ア クテ ィブ でユ ニバ ー サ

ルなメデ ィア環境 を統合 的かつ総合 的に実現す る技術 である。

ヒューマ ンメデ ィア とは知 識 メデ ィア、感性 メデ ィア、仮想 メ デ ィア とい う3つ

のメデ ィアの そ れぞれの特 性、 ある いはそれ らを適 切 に融 合化 した特 性 を持 つ未 来

型 メデ ィアで ある。知 識 メディアは表現対象 とす る世界 の知識 や人間 の情報処理 感

覚 にそ った知 的処理 に基 づ くメデ ィアであ る。感性 メデ ィアは美 的感 覚、情緒、 ひ

らめ き等 の感 性 的処理 に基づ くメデ ィアであ る。仮想 メデ ィアは視 覚 、聴覚、 身体

感覚等 を統合 す る リア リテ ィ化 処理 に基づ くメディアである。(図3.1-1)

メデ ィア環境 が ア クテ ィブ である とは、環境 が システ ム と して 能動 的、 自己組 織

的 に機 能す る ものであ る とい うことである。 ま た、ユ ニバ ーサ ルであ る とはパ ー ソ

ナ ルな環境か ら地球規模 の環境 まで を構成 しうる高度 な汎 用性 、適応 性 、柔軟性 を

持 つ とい うことであ る。

この よう に して、 このメデ ィア環境 は個人 や人間集 団 や社会組 織 の情報 処理 活 動

を全側 面か ら高度 に支 援 する機 能 を持つ ことに なる。 すな わち、個 人 、集 団、組 織

として、有用 と思 われ る情報 を収集 し、適切 に利 用 し、新 しい情報 を作 り出す。 こ

の新 しい情報 か ら新 しい価値 を生 み 出す。 そ して、関連 す る情報 を含 め今後 の利 用

の ために保存 す る。以上 の ような情 報 の生産 と消費 のサイ クルを高度 に効 果的、 効

率 的 な ものに す るのが ヒューマ ンメ デ ィアに よるメデ ィア環境が実現 すべ き目標 機

能で ある。
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図3.1-1知 識 ・感 性 ・仮 想 メデ ィア の相 互 関係

3.2ヒ ュ ー マ ン メデ ィア と知 識 メ デ ィア

プ ロジ ェ ク トの 目標 を研 究 開発 課 題 へ と具体 化 を進 め るた め の指 針 と して、 ヒュ ー

マ ン メ デ ィ ア と知 識 メ デ ィア をめ ぐる諸 側 面 を概 観 す る。

(1)計 算 機 の メ デ ィア か ら人 間 の メ デ ィアへ

情 報 は メ デ ィア に よ って 表 現 され る 。 情 報 処 理 とは メ デ ィ ア処 理 の こ と で あ る 。

メデ ィアは大 き く人 間 の メデ ィア と計 算 機 の メ デ ィア に分 かれ る(図3.2-1)。 従 来 、
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計 算機 上 の情 報処 理 は、計算機 のメ デ ィアで行 われ、人 間 の情報処理 とはへ だ て ら

れていた。 この隔壁 をやわ らげる手だてとして、すなわち、 ヒューマ ン ・インタフェー

ス として人間 のメデ ィア を計算機 に取 り込む努 力 が行 われ て きた。 しか し、 マ ル チ

メ デ ィア技術 がす くな く ともビッ ト列 としては この隔壁 を取 り去 り、 人 間のメ デ ィ

アを用 いて計 算機 が情報 処理 を行 い うる基礎 条件 を整 えつ つ ある。 イ ンタフェー ス

機 能 もこの情報処理 の一形態 に解消 され る。

そ して、 これか ら は計算機 に とって も人間の メデ ィアが情報処 理 の基本 メデ ィ ア

となる。 もち ろん、計算 機 が人間 の メディアを人 間の よう に理解 で きるわけでは な

い。 ご く表層 のみで ある。 そ こで計 算機 に理解 させ るため に情報 を計算機 のメデ ィ

ア に変換 し、 計算機 へ の イ ンタフェ ース を とる こ とになる 。計算機 の メデ ィアは コ

ンピュー タイ ンタフェース と位置付 け られ るこ とになる。
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自然言語

人 間のメデ ィア

〈人 間 〉

、 計 算 機 の 知 識
"＼(プ ロ グ ラ ム

,デ ー タ)

機械可読データ

1(ヒ ユ ー マ 咋:ニ ュ ー ロ'コ ン ピ ュ ー ア イ ン グl

lメ デ ィ ア)::フ ァ ジ ー ・ロ ジ ッ ク等1

知識 表現言語

(プログラム言語,デー タベース言語等)

計算機のメディア

〈計算機〉

図3.2-1人 間 の メデ ィア と計 算 機 の メデ ィ ア
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(2)マ ル チ メ デ ィ ア か ら ヒ ュー マ ンメ デ ィアへ

計算 機 に とって も人 間のメ デ ィアが 情報処理 の基本 メ デ ィア となったの はマ ル チ

メデ ィア技術 に よるが、 その背景 には、次 の2点 の事 実があ る。

(a)人 間 を支援 する とい う ような対 人間 の情報処 理で は、情報 は人 間が理解 す れ ば

良 く、計算機 は人間 の理解 を支援 で きる程度 の理解能力 を持 てば良い。

(b)人 間のメデ ィアによる情報 の作 成 は容易 で あ り、既 に膨大 な蓄積 が ある。

この 背 景 をふ ま え て、 人 間 の メ デ ィ アへ の移 行 が 完 結 す る た め に はマ ル チ メ デ ィ

ア の レベ ルか らヒ ュ ーマ ンメ デ ィ アへ と高 機 能 化 を進 め ね ば な らな い。

ヒ ュ ー マ ンメ デ ィ ア とは次 の よ う な機 能 を実 現 す るメ デ ィ ア で あ る。

計算機 の情報処理機能に関 して

表現 され た ま とま りのあ る情 報 の作成 、変換 、蓄積 ・検索 、提 示、伝 達 に

関 し知 的な処理 機 能 を実現 す る。すな わち、 情報 を知識 や感 情 と して処 理

する能力 を持 つ 。そ の処理 の 能力 や精度 が あ る閾値 を越 え る と、有意 な機

能 の レベル に達 す る。計算機 による人 間のメ デ ィアの処 理 には誤 りが含 ま

れ、必 要な情 報 が欠落 した り、不必 要 な情報 が混入 した りす る。 この誤 り

があ る程度 以下 にな り、 一方 で多量 で安価 な処理 が行 える ようになる と、

す なわち質 の悪 さを量 で カバ ーで きる ように な る と閾値 を越 え るこ とに な

る。

人間の情報処理機能 に関 して

人間 の情報処理能力 も大 い に高 める機 能 を実現す る。す なわち、

(a)知 性 に訴 え、情報 を正確 に効率 良 く理解 させ る。

(b>感 性 を刺激 し、情報 を理解 す る意欲 を活性化 させ る。

(c)知 覚 、感 覚 を統合 的 に連携 させ、情報 の受容 巾 を拡大 させ る。

以上 の よ うな機 能 が、現状 のメ デ ィア環境 か ら適切 な つ なが りを持 って導 き出 せ

るこ とも重要 な ヒューマ ンメデ ィアの付 帯要件 であ る。

(3)要 素 メ デ ィア か ら構 造 メ デ ィ アへ

情報処 理 におけ る メデ ィア の研 究 は、要素 メ ディアの解折 、認 識、理解 、生成 と
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い う基本 的 な処 理機 能の解 明、実現 を主課題 と して きた。 こ こでい う要素 メディ ア

とは、 自然 言 語、音声 、静 止画像 、動 画像 な どの基本 的な 要素 となる メデ ィアの こ

とであ る。実 世界 で利用 され るメデ ィア とは、 実問題対応 の情報 表現 のために適 切

な構造化 、複 合化 が はか られ ている。要素 メデ ィアは組 み 合 わ され、 構造化 され、

実 問題対応 の構造 メ ディ ア となる。例 えば、科 学技術論 文 、 医療 カル テ、装置 の組

立 を教 える ビデ オ、新 聞記事、地 図等 々であ る。

メデ ィア に実 問題 か らアプ ローチす る。 すな わち、構 造 メデ ィ ア を対象 にする。

要素 メデ ィア の処 理機 能 にかか わる研 究 開発課 題 に加 え、 マ ルチモー ダルな処理 機

能、構 造 に関 す る処理機 能が新 たな課題 に加 わ るこ とにな る。 この よ うなアプロー

チ に よって有 用性 の高 い技術 の実現 や要素 メデ ィアにお け る新 しい進展 が促 進 され

る。

(4)そ れぞ れのメデ ィアの役 割

メデ ィア はメデ ィ ア総体 と して人間 の情報活動 の全側 面 に対 応 す る。 そ れぞれ の

メデ ィアには、他 の もの で は置 き換 える ことので きないそ れぞれ の役 割が ある。 そ

の役割 を正確 に見極 め、位 置付 ける ことがすべ てに先 立つ。

第一 は、 記号(言 語)的 メ デ ィア と非記号(非 言語)的 メデ ィ アに関す るもの で

あ る。画像 ・映像 な どの 非記号 メデ ィアは、情 報 をあ るが ままに直栽 に表現 する に

は優 れ ている が、情報 を濾過 して表 現 する には記号 メ デ ィア、特 に 自然言語 が大 き

な役 割 を果 た す。情報 を分節化 す る機能 と対象 化す る機 能 によって、 自然言語 は非

記号 メデ ィア が持 つ こ とので きない優 れた機能 を持 つ こ と になる、注 目点 に しぼ っ

た コンパ ク トな表現が で きる、 もの 一般 を表現 するこ とが で きる、抽 象 的 な概念 を

表現 す る こ とがで きる、 否定 を表現 す るこ とが で きる、 自身 に言及 す るこ とがで き

る、等 々で ある。

第二 は、 情 報表現 機 能 とイ ンタフェ ース機 能 とい う2つ のメデ ィアの機 能 に関 し

てであ る。音 声 は、書 き言葉 に対 比 させ る と典 型的なイ ン タフェース メデ ィアで あ

る。 た だ し、 音楽 は情報 表現 メデ ィアである。 画像 は、本 来 、情 報表 現 のメデ ィ ア

であ るが、共 有 する世界 を一望 の ものに描 きだす こ とがで きる とい う能力 によって

優 れた イ ンタ フェース機 能 を実現 す る ことが で きる。 自然 言語 は、 イ ンタフェー ス

機能 としも利 用 は され るが、本 来 の能力 は高 い情報表現機 能であ る。 万 能性 を持 つ

汎用知 識表現 メデ ィアで ある。

第 三 は、 表現 ・伝 達 され る情報が知 性(理 性)面 の ものか感性 面 の もの か とい う

こ とで ある。 どの ような メデ ィア も両面 を持 つ。 アー ト的 な要素が増 す に したが っ

て感性 面 の比重 が高 くなる。音楽 の ようにほぼ感性面 のみ とい うメデ ィア もあ る。

第 四 は、 コンピュ ー タの処 理機 能 か ら見 たメ ディアの位 置付 け であ る。 メディ ア

は、 デー タ と して計算機 のメデ ィア とな る階段 か ら認識 ・理解 の対象 として計算 機

のメデ ィア となる段 階 までい くつ ものステ ップを経 るこ とにな る。CPUの 処理能力、

メモ リの容量 、通信 ライ ンの伝 送 巾 、入 出力機 器 の機 能、 これ らが コス ト面 を加 味
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してあるレベ ル を越 える とメデ ィア はデー タ と しての計算 機 のメデ ィア となる。 日

本語 は、入力 機器 の問題 が解決 され た ところで計算機 の領 域 に入 った。今、画像 、

映像 が、 まさ に計算機 の領 域 に入 っ た といえる 。音 楽 もリアル タイ ム性 を保 証 で き

る計算機上 のメディア となった。 コンピュー タ とのかか わ りで もう一つ重要 なのは、

新 しい形態 で のメデ ィア の融合、有 機的 なマル チモ ーダル性 の実現 で ある。 いず れ

に しろコンピュー タ との か かわ りで言 えば これ か らの課 題 はいろい ろ な意味 での大

ビ ッ トメデ ィアであ る。

(5)知 識 メ デ ィ ア

以上 のメ デ ィアの分析 に基 づ き、知 識 メデ ィアの包括 的 な定義 を行 う。 人間 の メ

デ ィア を知 識 を表現 す る 中心 メディ ア とす る。 知識 は、人 間 と計算機 の複合体 に対

して表現 され る。特 に、 自然 言語 を中核 のメデ ィア として それぞれの メデ ィアの適

切な役割付 けを行 う。 この ような要素メ デ ィ.アの上に知性 的(理 性的)な 情 報表現 ・

伝 達 に重点 を置 く構造 メ デ ィアが知 識メ ディア である。知 識 メデ ィア は知識 に裏 付

け られたイ ンテ リジェ ン トなメデ ィ アであ る。 このイ ンテ リジェ ンス は、あ ま り高

度 ではない知 識 を大量 に、高速 に、安定 して処 理す る計算 機 の能力 に よって生 み 出

され る。大規 模 デー タ、 大規模情報 、大規模 知 識 を拠 り所 に したイ ンテ リジ ェンス

で ある。 これ に よ り人 間 のイ ンテ リジ ェンスが補 完 され、 実用性 の高 い増 巾効 果 を

もた らす。 この ように して知識 メデ ィアは大 ビ ッ トメデ ィ アの ひ とつ とな る。計 算

機 が扱 わねば な らない知 識 は、構造 メデ ィアの構造 に関す る知 識、要 素 となる各 要

素 メディアに関す る知識 、表現対象 とな る対 象 世界 の知識(対 象 世界 一般 の知 識 と

対象 世界 ご との知 識)か らな る。 大量 の知 識素材 、事例知 識か らこれ らの知 識 を獲

得 、組織化 して い く機 能 も知識 メデ ィアの重要 な役 割 であ る。
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4.研 究開発課題

基本 的 に実問題 か らアプ ローチす る。各 実問題 に固有 の課題 と共通 の課 題 に分 か

れるが、 ここで は実 問題 の列挙 と共 通 の枠組 となる技術 課 題 に整理 す る。先 立 っ て

以下 に知 識 メ デ ィアの定 義 を再確認 する。続 い て、実問題 と技術 課題 の基本 方針 を

述べ る。

知 識 メデ ィア

メデ ィア に関す る基本 的 な考 え方 を4つ の観 点 か ら整 理 し、知 識 メデ ィアの定 義

を行 う。

(1)計 算機 のメデ ィアか ら人間の メデ ィアへ

情報 はメ デ ィアに よって表 現 され る。情報処 理 とはメ デ ィア処 理 の こ とで ある。

メデ ィアは大 き く人間 のメデ ィア と計算機 のメデ ィアに分 かれる(図3 .2-1)。 従 来、

計算機 上 の情 報処理 は、 計算機 のメ デ ィアで行 われ、人間 の情 報処理 とはへだ て ら

れていた。 この隔壁 をやわらげる手だて として、すなわち、 ヒューマ ン ・インタフェー

ス と して人 間 のメデ ィア を計算機 に取 り込 む努 力が行 われ て きた。 しか し、 マル チ

メデ ィア技術 がす くな く ともビッ ト列 としては この隔壁 を取 り去 り、 人 間のメデ ィ

アを用 い て計 算機が情報 処理 を行 い うる基礎 条件 を整 えつ つ あ る。 イ ンタフェー ス

機 能 もこの情報処理 の一形態 に解 消 される。

そ して、 これ か らは計算機 に とって も人 間の メデ ィアが情報処 理 の基本 メデ ィア

となる。 もち ろん、計算 機 が人間 の メデ ィアを人間の よう に理解 で きるわけでは な

い。 ご く表層 のみ であ る。そ こで計 算機 に理解 させ るため に情報 を計 算機 のメデ ィ

アに変換 し、 計算機 へ の イ ンタフェ ースを とる こ とにな る。計算機 の メデ ィアは コ

ン ピュー タイ ンタフェース と位置付 け られるこ とになる。

(2)マ ル チ メ デ ィア か ら ヒ ュー マ ンメ デ ィ アへ

計算機 に とって も人 間のメ デ ィアが 情報処理 の基本 メ デ ィア とな ったの はマ ル チ

メデ ィア技術 によるが、 その背景 には、次 の2点 の事実 があ る。

(a)人 間 を支援 す る とい うような対 人 間の情報処理 では、 情報 は人間が理解 す れ

ば 良 く、計算機 は人 間の理解 を支援 で きる程度 の理解 能力 を持 てば良 い。

(b)人 間 のメデ ィアによる情報 の作成 は容易 であ り、既 に膨 大 な蓄積 があ る。

この背景 をふ まえ て、人間 のメデ ィアへ の移 行が完結 す るため にはマル チ メデ ィ
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アの レベ ル か ら ヒ ュ ーマ ンメ デ ィア へ と高 機 能化 を進 め ね ば な ら な い。

ヒ ュー マ ンメ デ ィ ア とは次 の よ う な機 能 を実 現 す る メ デ ィ アで あ る。

計算機の情報処理機能に関 して

表現 され た まとま りのあ る情報 の作 成、変換 、蓄積 ・検索 、提 示、伝 達 に関 し知

的な処理機能 を実現 する。す なわち、情報 を知識 や感情 として処理する能力 を持 つ。

その処理 の能 力 や精度 が あ る閾値 を越 える と、 有意 な機 能 の レベル に達 す る。計 算

機 に よる人間 のメデ ィア の処理 には誤 りが含 まれ、必 要 な情 報が欠 落 した り、不 必

要 な情報が混 入 した りす る。 この誤 りが ある程 度 以下 にな り、一方で多 量で安価 な

処 理が行 える ようになる と、 すなわ ち質 の悪 さを量 でカバ ーで きるよ うになる と閾

値 を越 えるこ とになる。

人間の情報処理機能に関 して

人 間の情報処理能力 も大 い に高 める機 能 を実現 す る。す なわち、

(a)知 性 に訴 え、情 報 を正確 に効率 良 く理解 させ る。

(b)感 性 を刺激 し、情報 を理解 す る意欲 を活性化 させ る。

(c)知 覚 、感覚 を統 合 的に連携 させ、情報 の受容 巾 を拡大 させ る。

以上 の よ うな機 能 が、現状 のメデ ィア環境 か ら適切 な つ なが りを持 って導 き出 せ

る ことも重要 な ヒューマ ンメデ ィアの付 帯要件 であ る。

(3)要 素 メデ ィアか ら構 造 メデ ィアへ

情報処理 における メデ ィア の研 究 は、要素 メ デ ィアの解折、認 識、理解 、生成 と

い う基本 的な処理機 能 の解 明、実現 を主課題 と して きた。 ここでい う要素 メデ ィ ア

とは、 自然言 語 、音声 、 静止画像 、動画像 な ど の基本 的な 要素 とな る メデ ィアの こ

とであ る。実世界 で利 用 されるメデ ィア とは、 実問題対応 の情報表現 のため に適 切

な構 造化 、複 合化 が はか られてい る。要素 メ デ ィアは組 み合 わ され、構 造化 され 、

実問題対応 の構 造 メデ ィア とな る。例 えば、科 学技術論文 、医療 カル テ、装 置 の組

立 を教 える ビデオ、新 聞記事 、地図等々で ある。

メデ ィア に実問題 か らアプ ローチす る。す な わち、構 造 メデ ィア を対象 にす る。

要素 メデ ィア の処理機 能 にかか わる研 究 開発 課 題 に加 え、 マ ルチモー ダルな処理 機

能、構造 に関 す る処理機 能が新 たな課題 に加 わ るこ とにな る。 この よ うなア プロー

チに よって有 用性 の高 い技術 の実現 や要素 メデ ィアにおけ る新 しい進 展 が促進 され

る。
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(4)そ れぞれ のメデ ィアの役割

メデ ィア はメデ ィ ア総体 と して人 間 の情報活 動 の全側 面 に対応 す る。 そ れぞれ の

メデ ィア には、他 の もの で は置 き換 えるこ との で きないそ れぞ れの役 割 が ある。 そ

の役割 を正確 に見極 め、位 置付 ける ことが すべ て に先立 つ。

第 一 は、 記号(言 語)的 メ デ ィア と非記号(非 言語)的 メ デ ィ アに関す る もの で

あ る。画像 ・映像 な どの非記号 メデ ィアは、情 報 をあるが ままに直栽 に表現 する に

は優 れ てい るが、情報 を濾過 して表 現 する には記号 メデ ィ ア、特 に自然言語が大 き

な役 割 を果 た す。情報 を分節化 する機能 と対象 化 す る機 能 に よって、 自然言語 は非

記号 メデ ィアが持 つ こ とので きない優 れた機 能 を持 つ こ と にな る,注 目点 に しぼ っ

た コンパ ク トな表現 が で きる、 もの 一般 を表現 す るこ とが で きる,抽 象 的な概念 を

表現 す るこ とが で きる,否 定 を表現 す るこ とが で きる,自 身 に言及 す るこ とがで き

る,等 々で ある。

第 二は、 情報表現 機 能 とイ ンタ フェース機能 とい う2つ の メデ ィアの機 能 に関 し

てであ る。音 声 は、書 き言葉 に対比 させ る と典 型 的なイ ン タフェース メデ ィアで あ

る。 ただ し、 音 楽 は情 報 表現 メデ ィアである。画像 は、本 来、情 報表 現 のメデ ィア

で あるが、共 有 す る世界 を一望 の もの に描 きだ す こ とがで きる とい う能力 によって

優iれたイ ンタ フ ェース機 能 を実現 す るこ とがで きる。 自然 言語 は、 イ ンタフェー ス

機 能 と しも利 用 は され るが、本来 の 能力 は高 い情報表現機 能 であ る。 万能性 を持 つ

汎用知識表 現 メデ ィアであ る。

第 三は、 表現 ・伝 達 され る情報 が知性(理 性)面 の ものか感性 面 の もの か とい う

こ とであ る。 どの よ うな メデ ィア も両面 を持 つ 。 アー ト的 な要素が増 す に したが っ

て感性面 の比重 が高 くな る。音楽 の ようにほぼ感性面 のみ とい うメデ ィア もある。

第 四 は、 コンピュ ー タの処 理機 能 か ら見 たメ デ ィアの位置付 け であ る。 メデ ィア

は、 デー タ と して計算機 のメデ ィア とな る階段 か ら認識 ・理解 の対 象 として計算 機

のメデ ィア となる段 階 までい くつ ものステ ップを経 るこ とになる。CPUの 処理 能力、

メモ リの容量 、通信 ライ ンの伝 送 巾 、入 出力機 器 の機 能、 これ らが コス ト面 を加 味

してある レベ ル を越 える とメデ ィア はデ ータ と しての計算 機 のメ デ ィア となる。 日

本語 は、入力機 器 の問題 が解決 され た ところで計算機 の領 域 に入 った。今 、画像 、

映像 が、 まさに計算機 の領域 に入 っ た といえる。音楽 もリアル タイム性 を保証 で き

る計算機i上のメディア とな った。コ ンピュー タ とのかかわ りで もう一 つ重 要 なのは、

新 しい形 態 で のメデ ィアの融合 、有 機 的 なマ ル チモー ダル性 の実現 で あ る。 いず れ

に しろ コンピュー タ との かか わ りで 言 えば これ か らの課題 はい ろいろ な意味 での大

ビ ッ トメデ ィアで ある。

知識 メデ ィアの定義

以上 のメ デ ィアの分析 に基 づ き、知 識 メデ ィ アの包括 的 な定義 を行 う。 人 間の メ

デ ィア を知 識 を表現 す る 中心 メデ ィ ア とす る。 知識 は、人 間 と計算機 の複合体 に対
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して表現 され る。特 に、 自然言語 を 中核 のメデ ィア として それ ぞれの メデ ィアの適

切な役割付 け を行 う。 この ような要 素 メデ ィアの上 に知性 的(理 性的)な 情 報表現 ・

伝 達 に重点 を置 く構 造 メ デ ィアが知 識 メデ ィア である。知 識 メデ ィア は知 識 に裏 付

け られたイ ンテ リジェ ン トなメデ ィ アで ある。 このイ ンテ リジェ ンス は、 あ ま り高

度 ではない知 識 を大量 に、高速 に、 安定 して処 理 する計算 機 の能力 に よって生 み 出

される。大規 模 デ ータ、 大規模情報 、大規模 知 識 を拠 り所 に したイ ンテ リジ ェンス

で ある。 これ によ り人 間 のイ ンテ リジェ ンスが 補完 され、 実用 性 の高 い増 巾効 果 を

もた らす。`この ように して知識 メデ ィアは大 ビ ッ トメデ ィ アのひ とつ とな る。計 算

機 が扱 わねば な らない知 識 は、構造 メ デ ィアの構造 に関 す る知 識、要 素 とな る各 要

素 メデ ィア に関す る知 識 、表現対象 となる対 象 世界 の知識(対 象世界 一般 の知識 と

対象 世界 ご との知識)か らなる。大 量 の知 識素 材、事例知 識か らこれ らの知 識 を獲

得 、組織化 してい く機 能 も知 識 メデ ィアの重要 な役割 である。

実 問題

で きるだ け多 数、 バ ラエ テ ィに富 ん だ もの を あげる。 知識 メデ ィア、感 性 メデ ィ

ア、仮想 メ デ ィア、 それ ぞれ に等分 に重 みが置 か れる もの 、それ ぞれ のメデ ィア に

重点 を置 くものな ど多彩 な もの を列 挙 す る。 どれ をどう選 ぶか は、実 行計画段 階 の

議論 に委 ね る。

技 術 課 題

(1)知 識 メ デ ィア ・コ ンテ ン ツ オ ー サ リン グ技 術

知 識 メ デ ィア ・知 識 ベ ー ス を利 用 しなが ら、個 人 で 、 あ る い は協 同作 業 で新 し

い知 識 を ク リエ ー トす る知 識 ク リエー タ達(一 般 の利 用 者 、 シ ス テ ム開発 者 等)

の作 業 環 境 に か か わ る技 術 。

(2)知 識 メ デ ィ ア ・知 識 ベ ー ス技 術

知 識 を管 理 し、 さ ま ざ まな 要 求 に知 的 に対 処 す る知 識 ベ ース に か か わ る技 術 。

この パ ー ソ ナ ル な もの は 、 当 然(1)に も含 まれ る。

(3)知 識 メ デ ィ ア環 境 構 成 技 術

多 数 、 ま た、 さ ま ざ まの タイ プ の(1)や(2)を 有機 的 に結 び つ け ス ケ ー ラ ブル に メ

デ ィ ア環 境 を構 成 す る技 術 。 ビ ル デ ィ ン グ ブ ロ ック とな るエ ー ジ ェ ン トの組 み

合 わ せ に よ っ て シ ス テ ム を構 成 す る。 ソ フ トロ ボ ッ トが 、 こ れ らの エ ー ジ ェ ン

トを要 素 シ ス テ ム と して利 用 しな が ら、 マ ク ロな機 能 を利 用 者 に提 供 す る。

枠組 み と しての技術 課 題 は、 基本 的 には全 実問題 に共通 で ある。 すな わち、各

実 問題 ご とに部分 的 に特殊 化 された 、知 識 メ デ ィア ・コンテ ン ツオーサ リング シ

ステム、知 識 メデ ィア ・知 識ベ ース シス テム、知識 メ デ ィア環 境構成法 が研 究 開

発 され るこ とになる。 で きるだけ共通 化 してい くが 、一一種 類 の技 術 や システ ム を

開発 して 、全 実問 題 に押 し付 ける とい う考 え方 は とらない。具 体 的 には、実行 計

画 を作 る段 階 でつ め る。
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4.1実 問 題

情 報技術 の歴史 を顧 みる と、優 れた 「技術 」 は良質 な利 用者達 の協力 の 下 に育 て

られ て きてい る。 ヒュー マ ンメデ ィア に関す る技術 開発 に おいて は、 この点 に特 に

留意 して研 究 開発 を推進 する ことが 重 要 と考 え る。 プ ロジ ェ ク トを進 め る過程 にお

い て、 アイデ ィアをプ ロ トタイプシ ステム と して まとめる努力 をす る こ とに よ り、

新 しいアイデ ィアが利 用 する立場 か ら評価 を受 けるこ ととな り、利 用 者 か らの要 望

に答 えうる成熟 した技術 へ と変質 して行 くこ とに期待 したい。

情報 、特 に色 々 な人が利用 す るこ と を前提 に している ような ソ フ トウェア シス テ

ムは、多様 な ア プローチ/コ ンセプ トで トライ し、そ のな かか ら自然 選択 的 に優 れ

た もの がの こ るの が最近 の傾 向 で あ る(UND(,Macintosh,Windows)。 さら に、 そ

れ ら優秀 なソ フ トは、互 いに他 の利 点 を取 り入 れ、 よ り優 れ た もの に混 血 してい く

とい う形 態 も現 われて い る。 これ に よ り、 ソ フ トウェアシス テムは(ハ ー ドウェア

には無 い競 争 形態 で)そ の進化 の早 さも加 速 され る。 この ような特徴 を もつ ソフ ト

ウェア技術 の研 究 開発 には、それ な りの技術 開発 戦略が必 要 になって きている。

ソフ トウ ェアシス テ ムは、 目標 に対 す る物理 的制約 は ほ とん どない。 どの ような

目標 を設定 す るか、 どの ような アプ ローチ を とるか、 どの ような制約 を想 定 する か

等 は、 ひ とえ に研 究者/開 発者 の アイデ ア とセ ンス にかか って いる。 さ らに、今 回

の ヒューマ ンメ デ ィアの、従来 との違 いは、 人 間 との接点 であ る。人 間の利用 者 に

とって新 規 で有用 な情報 システムの研 究 開発 を 目標 として いるので あ るか ら、利 用

者達か らの フィー ドバ ック を取 り入 れなが ら進 めることが効果 的であ る。 その場合 、

最初 か ら一つのシステム、一つのアプ ローチに絞 って しまったのでは、ほ とん どフィー

ドバ ックす る余 地が な くなって しま うであろ う。 い くつか の類似 の プ ロ トタイ プ シ

ステ ム作 成 を並行 して進 め、 その中 か ら生 まれ て きたアイ デアや比較 的小 さな単位

の技術 要素 を用 い て、 さ らに次 の世代 の プロ トタイプシス テム を計 画 作成 す る、 と

い うよ うな進 め方が効果 的であろ う。

取 り組 む べ き実 問 題 に よっ て、具体 的なアプ ローチが 明確 にな る。 ただ し、実 問

題 の粒度 を どの くらいにす るか には色 々な考 え方が ある。 ひ とつかふ たつの大 きな

実 問題 に共 同 で取 り組 む のか、 中 ・小規模 な もの として切 り出 した多 数 の実 問題 に

取 り組 むか で ある。いず れ にせ よ、留 意 しなけ ればな らな い重要 な観 点 は次 の3つ

である。

(1)実 問題 自身 と して十分 な成 果が え られるこ と

実問題 を要素技術 や基本機 能 を研 究 開発 す る ための単 な る応用 事例 として扱 って

はな らない。 各問題 の特 徴 を十分 に生 か し、 そ れ 自身 として十分 に存 在 感 のある成

果 を上 げ る ものでなけれ ばな らない。 その実 問題 に対 する成 果 として 十分 に評価 さ

れ る もので な くてはな らない。

た とえば、未来 の情報都市 の ような もの を想 定 し、 そ のなかで 、 国民 の生活 を豊
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か にす る情 報技術 、 それ に よ り実現 され る応用 システム、 社会基 盤 の プロ トタイ プ

を試作 す るこ とを 目標 とす る。

(2)適 切 な共通化 を計 ってい くこ と

様 々な仕 様 の共通 化 、 ソ フ トウエ ア の共有化 、研 究環境 の統 一 化等可 能 な限 りの

共通化 を心掛 けるこ とが 重要 である。 ただ し、 共通化 に走 るあ ま り、各 実問題 の 自

由な展 開 を拘 束する ような事態 にな らぬ よう十分 に気 をつ けねばな らない。 プロジ ェ

ク トの最後 に共通 な ものが得 られ る とい う設定 も考慮 すべ きであ る。

(3)要 素技術 のマイ ルス トーンに対 して確実 な成 果が得 られ る こと。

システムが 開発 さ れ、実問 題対応 の機能 が実 証 され る とい うだ けで は成 果 として

は不十分 であ る。各要素技術 に国家 プロジ ェク トとしてふ さわ しいマ イルス トー ン

を設定 し、そ れぞれ の 目標 に対 して十分 に実感 ある成果が得 られな くてはな らない。

この よう な観 点 の も とに実 問題 を と りあ げ、 そ の た め に最 適 な プ ロジ ェ ク トフ ォー

メ ー シ ョ ン を とる。 どの よ うな 問題 を どの よ う に取 り上 げ る の か を 「ク リニ ック 情

報 ス ペ ー ス シス テ ム ー 一診 療 支 援 シ ス テ ム」 を事 例 と して説 明 す る。

[実問題 の意義]医 療 ・福 祉領域 にお いては、医療 ニーズの高 ま りや、高齢化等 、、

わが国 の医療 を巡 る状況 の変化 によ り、一層 質 の高 い医療 サー ビス を地域 的格差 を

生 じるこ とな く提供 す るため に、医 療 ・福祉 の情報化 お よ びネ ッ トワー ク化 の果 た

す役割 は極 め て大 きい。従 って、 こ の領域 に実 問題 を求め 、 システ ムの開発 に成 功

す れば、技術 シーズが生 れ るばか りではな く、社 会的効 果 も大 きい。 「実在 感 の あ

る プロジ ェク ト」 とな りうる実問題 を設定 すべ きである。

[研究 開発 の 目標]こ の課 題 の 目標 は、健康 状態 の管 理機能 、 コンサル テ ーシ ョ

ン機 能、医療従 事者支援 機 能等 を提 供 す るため の情報 スペ ース システ ム技術 を開発

す るこ とで あ る。設定 された実 問題 が必要 とす る具体 的な機 能 を実現 す る過程 の 中

で、4.2節 以下 の技術課題 に取 り組 む。

[研究 開発 の フ ォーメーシ ョン]プ ロジ ェク トとして は、 一つ の診療科 を取 り上

げ、(1)教 科書 、医学 書 レベルの情 報のみ な らず、論文 等 に現 われ る最新 情報 も

蓄積 し利用 しつつ(知 識 メデ ィア)、(2)診 療現場 に即 した検索/利 用 を可能 と

し(感 性 メデ ィア)、 さらに、(3)実 体 験 的 医学教 育/訓 練 を可 能 とす る(仮 想

メデ ィア)シ ステ ムの構 築 を行 う。 この ように、実問題 は、知識 メデ ィア技術 、感

性 メデ ィア技術 、仮想 メ ディア技術 の3つ の技 術 の総体 と して実現 される もの を選

定す る。 テーマ によってこれ ら3つ のメデ ィア技術 に対す る力点 の置 き方 は異 な る。
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ヒ ュ ーマ ンメ デ ィ ア技 術 と して の総 合 的基 盤 技 術 を確 立 で き る よ う に プ ロ ジ ェ ク ト

の フ ォー メ ー シ ョ ンを行 うべ きで あ る。

[知識 メ デ ィアか らみた研 究課題]知 識メデ ィアの観 点 か らは 、様 々な知識 の統

合技術 を始 め とす る高度 な知識 ベー ス技術 、記号情報 と音 声/音 響 、 映像/画 像 情

報等 との融合 化技術 、大 規模性 克服 のための技 術、 な ど、 チ ャ レンジ ングな研 究 課

題 が横 たわ っ ているテー マであ る。知 識 の獲得 、蓄積 、利 用 を行 う上 で重要 な役 割

を演 じる 自然 言語処理技 術 、円滑 な対 話 を可能 とす る上 で 重要性 の認 識が高 ま りつ

つ ある文脈依 存 性 に着 目 した情報処 理方式 な ど も課題 として取 り上 げ る。 この よ う

に、各 メ デ ィア技術 に期 待 され る研 究 開発課 題 との関連 を明確 に して お く必 要が あ

る。

[研究 開発 の進 め方]ま ず 、例 えば消化器科 など一つ の診療科 に関す る ク リニ ッ

ク情報 スペ ー ス システ ムの プロ トタイ プの開発 、次 に一般 の ク リニ ッ ク情 報スペ ー

ス シス テム を構築 す るため のオーサ リング技術 な らびにオ ーサ リング支援 システ ム

の完成 、 の2段 階であ る。 この ように ヒューマ ンメデ ィア技術 の研 究 開発 にあた っ

ては、個 別 的/具 体 的機 能 の実現 か ら着手 し、 その後、道 具 としての 一般化/技 術

として の一般化 へ と進 む こ ととする。

以下 に実 問題 を列 挙 す る。6つ の分 野 に対 しで きるだ け多数 、 バ ラエ テ ィに富 ん

だ もの をあげ る。知 識 メ デ ィア、感 性 メデ ィア、仮想 メデ ィア、 それ ぞれ に等分 に

重みが置 かれ る もの、 あるいは重み の置 き方が一様で ない ものな どさまざまであ る。

どれ を どう選 ぶか は、実行 計画段 階の議論 に委 ねる。

4.1.1医 療 ・福 祉 分 野

医療 ニー ズ の高 ま りや、高齢化 等、 わが国の 医療 を巡 る状況 の 変化 に よ り、一 層

質 の高 い医療 サ ー ビス を地域 的格差 を生 じるこ とな く提供 す るた めに、医療 の情 報

化 、 ネ ッ トワーク化 の果 たす役割 は極 めて大 きい。従 って、 この領 域 に実問題 を求

める こ との意義 は大 きい。

(1)ク リ三 ッ ク情 報 ス ペ ース シ ス テ ム ー 一診 療 支援 シ ス テ ム

健康 状態 の管理機 能 、 コンサル テー シ ョン機 能、医療 従 事者支 援機 能等 を提供 す

るための情報 スペース シス テム技術 の開発 を目的 とす る。

プ ロジ ェク トと しては、一つの 診療科 を取 り上 げ、(a)教 科書 、 医学書 レベルの情

報 のみ な らず、論文等 に現 われ る最新 情報 も蓄積 し利用 しつ つ(知 識 メデ ィア)、

(b)診 療現 場 に即 した検索/利 用 を可能 と し(感 性 メデ ィア)、 さらに、(c)実 体 験
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的医学教 育/訓 練 を可能 とす る(仮 想 メデ ィア)シ ス テムの構 築を行 う。 ネ ッ トワー

クを活用 す る こ とに よ り、疫学上 の統計情報 の 活用 な ど、 ネ ッ トワー ク時代 に即 し

た先 進的な システ ムの実現 を図る。

知識 メデ ィアの観 点 か らは、様 々 な知識 の統 合技術 を始 め とす る高度 な知 識ベ ー

ス技術 、記号 情報 と音声/音 響、 映像/画 像情 報等 との融 合化技術 、 大規模性 克服

の ための技術 、な ど、 チ ャレンジ ングな研究課題 が横 たわ っているテーマ であ る。

研究 開発 の進 め方 としては、 まず、例 えば消 化器科 な ど一 つの 診療科 に 関す る ク

リニ ック情 報 スペ ースシ ステムの プ ロ トタイ プの開発 、次 に一般 のク リニ ック情 報

スペ ース シス テ ムを構 築 するための オーサ リン グ技術 な ら びにオーサ リング支援 シ

ス テムの完成 、の2段 階である。

(2)ハ イ パ ー家 庭 医 学 辞 典 一 一受 診 ナ ビゲ ー タ

家庭用医 学書 は各 家庭 に1冊 はあ る といわれ てい る家庭 用 医学書 の21世 紀版 を

目指 して、 プ ロ トタイプ を試作 する。本実問題 の狙 いは、 利用 者 は医 療 の専 門家 で

は な く、医学 的専 門知 識 を有 しない 一般人/患 者 を主 たる利用 者 として想定 して い

る点 にある。

最近 、総 合病 院の 受 け付 け には どの診療科 に掛 か るのが適 当か 、患者 の相 談窓 口

が設置 され て いる例 もあ るが、 この システム はそ の ような 受診 ナ ビゲ ー タ として も

利 用可能で ある。

プロジェク トと しては、 まず、 一つ の診療科 を取 り上 げ、(a)家 庭 医学書 レベ ル の

情報 を画像/映 像 情報 も含 め て蓄積 し利 用 しつつ(知 識 メデ ィア)、(b)患 者 の感 覚

的 な(自 覚〉症 状 の訴 えを も取 り入れ(感 性 メディア)、 さらに、(c)実 体 験的症 状

の確 認等(仮 想 メデ ィア)が で きる システ ムの構 築 を行 う。対 話 お よび診 断 に文 脈

依存 性 を取 り入 れる こ とによる円滑 な対 話/検 索技法 な ど も鍵 となる技術 で ある。

知 識 メデ ィアの観 点 か らは、様 々な知 識の統合技術 を始 め とす る高度 な知識 ベ ー

ス技術 、記号 情報 と音声/音 響 、映像/画 像情 報等 との融 合化技術 、 大規模 性克 服

のための技術 、 な ど、 チ ャ レンジ ングな研究課 題が横 たわ ってい るテ ーマ である 。『

利 用者が非専 門家 であ るため に、利 用 者の知 識 とシステ ム の知識 との イ ンタフェ ー

ス技術 が課題で あ り、 オ ン トロジーの研 究が重要 な役割 を演 じる。

研 究開発 の進 め方 としては、 まず、例 えば消化 器科 な ど一つ の診療科 に関 す るハ

イパ ー家庭 医 学辞典 を開発 し、次 に各 診療科 に拡張 しつつ ハ イパ ー家庭 医学辞典 を

構築 するためのオーサ リング技術 な らびにオーサ リング支援 システムを完 成 させ る。

この ように して開発 され た技術 を総合 して、総合病院の受 け付 け用の 「受診 ナ ビゲ ー

タ」 の試作 に発展 させ る。

(3)家 庭 におけ る遠隔健康管理 システ ム

家庭から健康管理 データを病院に定期的に自動送信 し、病状が悪化すれ ば遠隔地
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にいる医者 か らの指示 に基づ き、場 合 に よって は自動 的 に ア ドバ イス す るシステ ム

を開発 す る。 在 宅 とい う意味合 の他 に、国民が 受 ける医療 サー ビの地 域格差解消 に

もつ なが る施 策 に結 び付 くものであ り、 また、 高齢化 が進 む わが国の 医療福祉 政 策

の ツール として期待 で きる。

プロジ ェ ク トと して は、個 人 情報 の蓄積 ・利 用 、様 々 な セ ンサ ー情 報 の統 合 化

(知識 メ デ ィア)な らび に可視化(仮 想 メデ ィ ア)と ア ドバ イス技術(感 性 メデ ィ

ア)に 関す る技術 等 の技術 開発 が必 要であ る。

知識 メデ ィアの観 点 か らは、健康管 理 に関す る様 々な知識 の統 合技術 、健康管 理

のためのセ ンサ ー情 報 を理解 しア ドバイス を生 成 するため の知 識 と問 題解決機構 を

始 め とす る高度 な知 識ベ ース技術 、信号処理 と記号情報 との融 合化 技術 な どの研 究

課題が ある。利用 者 が非 専 門家 であ るために、利 用者 の知 識 とシステ ムの知識 との

イ ンタフェース技術 が課題 であ り、オ ン トロジーの研 究が重 要 な役 割 を演 じる。

研 究開発 の進 め方 としては 、前記 の課題 とは異 なって、第1バ ージ ョンでで き る

だけ広 い領域 をカバ ーす るプロ トタイ プを開発 する ことを狙 う。

4.1.2行 政 分 野

行 政分 野 の情報化 は、従来 か ら情報 シス テムの導入が行 われ て きた大量 ・定型 処

理 の業務 に と どま らず、広 範 な行 政 事務 ・サ ー ビス分野 に広 が って きて いるが、 単

な る行政事 務 の効率化 を超 えた行 政 事務 ・サ ー ビスの質の 向上 を図る こ とが望 まれ

ている。 この領 域 の実問題 は、解 決 に よる効 果が非常 に大 きい。

(1)行 政 窓 口 コ ミュ ニケ ー シ ョ ンシス テ ム

法令、規 則 等 に則 った各種 行 政窓口 におけ る手続 きの可視化機 能、 コ ンサ ルテ ー

シ ョン機 能 の実現。 この種 の ヒューマ ンメデ ィア利用 シス テ ムの設計 指針 を得 る こ

とに よ り、様 々な行政 システ ムの情報化 を促進 するこ とが可 能 とな り、 国民 へ のサ ー

ビスの向上 に直接 的 に結 び付 く。

種 々のかつ膨 大 な法体系 の統合処理 、多数 の慣例/事 例の蓄積 と利 用(知 識 メデ ィ

ア〉、行政 窓 口におけ る手続 きの可 視化機 能(仮 想 メデ ィ ア)、 ヒューマ ンイ ン タ

フェース(感 性 メデ ィア)が 課題 とな る。

知識 メデ ィアの観 点 か らは、例外規定 を含 む法令等 に関する知 識 のオ ン トロジー、

事例 か らの知 識 の抽 出、法令 の改正 等 にともな う知識環境 の変化 へ の対応 な どが 開

発 課題 である。

研 究開発 の進 め方 は、 まず 、現行法 体系 に基 づ いてプ ロ トタイ プ を開発 し、次 の

ス テ ップで、 この法体 系 が動 的 に変 化 するケー ス、つ ま り、法 改正 に も耐 える機 能

を もたせ る研 究 な らび にそれ による実装 を実現 す る。海外 か ら我 が国 の行政 にア ク

セスす る際 に必 要 となる対応機能 も実現す る。
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(2)通 関 シス テ ム

上記課題 の具体 的行 政分 野 。 わが 国が、世界 の産業/企 業 か ら見 て、魅 力 的 な商

環境 を提供 す るこ とに よ り、国内 に おけ る世界 規模 のビジ ネスが活性 化 され、そ の

結 果わが国 の新 たな産業基盤が確 立 す る。

具体 的応 用 事例 は シ ンガポ ールのオ ンライ ン24時 間 通関 シス テ ムに見 られ る。

効率 の よい通 関 システム を実現す る こ とが最大 の狙 いであ るが、合 わ せ て手続 きに

必 要 な情報提供、 コンサ ルテーシ ョン等 の機 能 も提供す る。

関連法令 、規則等 の体系 的表現 な らびに問題 解決(知 識 メデ ィ ア)、 法体系 の可

視化 や手 続 き手順 の可視化(仮 想 メデ ィア)、 使 いやす く利用者 にとって親切 なヒュー

マ ンイ ンタフェース(感 性 メデ ィア)等 の課題が ある。

知識 メデ ィアの観点 か らは、例外 規定 を含 む法令等 に関する知 識 のオ ン トロジー、

事例 か らの知 識 の抽 出、法令 の改正 等 に ともな う知識環境 の変化 へ の対応 な どが 開

発課題 である。

研 究 開発 の進 め方 は、 まず 、現行法 体系 に基 づいて プ ロ トタイ プ を開発 し、次 の

ステ ップで、 この法体系 が動 的 に変 化 す るケー ス、つ ま り、法 改正 に も耐 える機 能

をもたせ る研 究 な らび にそれ による実装 を実現 する。海外 か ら我が 国 の行 政 にア ク

セスす る際 に必 要 となる対応機 能 も実現 す る。

4.1.3教 育 ・文 化 分 野

豊 富 な情 報/知 識 ベ ース、 ネ ッ トワ ークに よる世界 的広 が りの あ る情報 源、新 た

なシ ミュ レー シ ョン技術 に よる今 まで にない体 験 な どが、 教 育の世界 の情報化へ の

期待 を膨 らませ ている。

(1)ハ イパ ーメデ ィア版 日本文化使節

諸外 国が 関心 を持 つ 日本情 報(科 学技術 、経 済、文化)の 蓄積 と提供機 能の実現

お よびネ ッ トワー ク活用 による外 国 における 日本関係 の情 報(新 聞記 事等)の 蓄積

と利 用機能 の提供。

我が 国か らの情報 発信 の必 要性 が叫 ばれてい る。情 報発信 は情 報 を生 み 出す主体

が 自ら提供 で きるように なっている こ とが望 ま しい。国や 地方 自治体 の行 政組織 、

大学 や国立研 究所 な どの研 究組織 、 その他情 報 を生 み出す 組織 が、定 常 の業務 を進

め る過程 で価 値 ある情報 をネ ッ トワー ク上 に発 信 で きる必 要 があ る。 また、外 国 の

ジ ャー ナ リズ ム等 が発信 す る 日本 に 関する情 報 を効 果的 に検索 で きる機 能 が望 まれ

る。 そのため には、情報 や知識 の獲 得 や表現 な らびに翻訳 機 能(知 識 メデ ィア)、

円滑 な ブラウ ジ ング(感 性 メデ ィア)、 情 報体 系 や知 識 内容 の可視化(仮 想 メデ ィ

ア)な どの機 能が必 要 となる。
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知 識 メデ ィアの観 点 か らは、知識 メ デ ィア言 語 の開発 、知 識 メ デ ィア操 作技術 、

知 識 メデ ィア環境構成技術 等 の課題が ある。 自然言語技術 も重要 な課題 であ る。

研 究 開発 の進 め方 は、研 究機 関 を対 象 に研 究 情報発信 の ための プ ロ トタ イプ を開

発 し、次 のス テ ップで、行 政 の情報 化 に合 わせ て、 スケ ー ルア ップ を図 る。 この過

程 で、 シス テムのオーサ リング技術 を開発 しツール を提供 す る。

(2)要 員 訓 練 用 メ デ ィア ス ペ ー ス&オ ーサ リ ング シ ス テ ム

ネ ッ トワ ーク上 で 、教 師、 生徒 が遠 隔授業 を行 う。VRイ ンタ フェース で、話 題

の対象 を共有 し、 それ ら を互 い に手 に取 る ように理解 しあ う。 さらに、認知工学 的

手法 に よ り、 対話者 達 の注 目点 が 自然 に強調 され、参加 者 はそれぞれ の関心事項 に

適 した情報 を受 け取 りなが ら授業 に参加 で きる。

その ため には、教 授 すべ き知 識の獲 得 、表現 、利用技 術(知 識 メデ ィア)、 自然

言語 、音声、画像、動 画 を駆使 したインス トラクション(感 性 メディア、仮想 メデ ィ

ア)が 不可欠 であ る。状 況 に適応 した最適 な組 み合 わせ に よる情報提 供 が必要 で あ

る。

知識 メデ ィアの観点 か らは、オ ン トロジーベース技術 、問題解決知識 オ ン トロジ ー

技術 を中心 と して、知 識 メデ ィア言 語の開発、 知識 メディ ア操作技術 、知識 メデ ィ

ア環境構成技術等 の課題 があ る。 自然 言語技術 も重 要 な課題 であ る。

研 究開発 の進 め方 は、具体 的 にプラン ト運転要員 の訓練 システムの プロ トタイプ

の開発 を目指 す。

(3)科 学技術 史学習支援 ヒューマ ンメデ ィアベース

現代 文 明 を支 える科学技術 の重要性 の認識 、今後 の技 術 の進む べ き道、 そのあ る

べ き姿 に関す る正 しい理 解 を支援 す る と同時 に、若 い世代 の科 学技術 に対 す る興 味

を喚起 す るシステ ム を開発 す る。本 シス テムは科 学技術 の基礎 を支 え る原理 や技 術

の発 展 の歴 史 を示す映像 情 報、説明 の文章/音 声、物理現 象 のシ ミュ レー シ ョン情

報等 の提 示、 そ して、複 雑 な機構 の動作 原理の理解 、技術 の安全 性、信 頼性 、副作

用 の理解 な ど を支援 す る仮想 実験環 境 を備 え、科 学技術 に関す る総合 的 な学習 を支

援 す る。副作 用 の理解 に関 しては環 境保 護学習 支援 との リ ンクを適切 に設定 し、 相

互 の関連性 の理解 を支援 す る。

学習支援 タス クで は、 ヒュ ーマ ンメ ディアベ ース の構 築 という全 ての実 問題 に共

通す る技術課 題 に加 えて 、言語、音 声、画像 、動 画 を駆使 したイ ンタラク シ ョンが

極 めて重 要 となる。 しか も、各 メデ ィアがバ ラバ ラではな く、学習 の状況、 よ り具

体 的 には利用 者 の特性(年 齢 、理解度 な ど)に 応 じて適応 的 に表現 メデ ィアの変換 、

内容 の要約 、 最適 な組 み合 わせ に よる情報提 示 などの ヒュ ーマ ンメデ ィアベース の

高度利用 に関わ る課題 が多 く含 まれている。
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(4)情 報発信 学習支援 メデ ィアベ ース

国際化 、 情報化社 会 の到来 とともに、情報発 信 能力 の重 要性 が これ まで にな く高

まって きてい る。特 に、 生成 した情 報 を効果 的 に発信 する 能力 につい ては、 日本 人

は欧米 に対 して劣 ってい る こ とを認 め ざるをえ ない。 この面 で の遅 れが 国際社 会 に

おけ る 日本 に とってマ イ ナス に働 い ていたこ とは明 らかで あ り、今後 の 日本 に とっ

て致命 的 な問題点 となる可能性 さえ持 っている。

情 報 を発 信 す るた めのハ ー ド面 で の整備 が徐 々に整 い つつあ る現在、 い か に して

効 果的 に情報 を発信 す る か について の方法論、 つ ま り情報 発信 につい ての ソフ ト面

につ いての向上が焦点 に な ってい る。 そのため には、個 々 人 の情報発 信能力 を向 上

させ るこ とが 必要 となる。ユ ーザ 自身 の能力向 上 を 目的 と した学習支 援 や、あ る い

はユ三ザ の能力 増 幅(lntelligenceAugmentation)を 目的 と した プ レゼ ンテーシ ョンの設

計支援等 の、 情報発信 の ための支援 基盤 を確 立 す る必要が あ る。 その ため に、各 種

メデ ィアの存在/利 用 方法 やAugmentedRealityと しての効果 といったメデ ィアの中 身

に関す る知 識 を体系 的 に整備 し、 そ れ らの知 識 につ いての 学習 、 ある いは実 際 の プ

レゼ ンテーシ ョンのため の作 業 の支 援 やこれ らの実践 を通 した能力 向上 の支援 、 な

どを行 な うこ とので きる 「情報発信 支援 メデ ィアベ ース」 の開発 を行 う。

(5)環 境保 護 学 習 支援 ヒュ ー マ ン メ デ ィアベ ー ス

21世 紀 の電子教 科書(自 習書)の モデル構 築 を 目指 して、地 球規模 の環境保 護

の大 切 さを理 解 し、地球 人 として何 をなすべ きか の学習 を支援 す る システ ムを開発

する。近年、近代文明社 会 の発展の副作 用 として地球規模 の環境破壊 が進 んで お り、

かな り危機 的 な状況 にあ る。環境保 護 の深 い理 解 は年齢、 性 別 を問わ ず、人類 に共

通 す る要件 で ある。 しか しなが ら、 我が 国にお ける環境保 護 に関 する 関心 は決 して

高 い とは言 え ないのが現 状 である。 本 システム は幼児 か ら老 人 まで を含 む広 い範 囲

の人 々 を対 象 に して、環 境破 壊 の実体 とその影 響 を認識 し、地球人 と して何 をな す

べ きか を理解 す るこ とを支援 する ものであ り、 我が 国だけ に とどま らず、世界 的 な

視野 か ら見 て も意義深 い。

本 シス テ ムは環境破壊 の実 体 を理 解 するため に必 要な地球全体 での現状 を示 す映

像情報 、説明 の文章/音 声、環境破 壊 のシ ミュ レーシ ョン、対 策 の実施 な ど、環 境

破壊 の実体 、 その原 因 と破壊過程 の理解、 そ して個人 としてなすべ きこ と、地域 社

会 として、 国 としてなす べ きこ との理解等 の幅 広 い視野 か ら、21世 紀 をに らん だ

地球 環境保護 の在 り方 の学習 を支援 す る。
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4.1.4産 業 技 術 分 野

(1)デ ザ イ ン ライ ブ ラ リ

デザ イ ン事例 、 デザ イ ンル ール、 デザ イ ンモ デル を集積 し、服 飾 やイ ンテ リアの

デザ インを効 果 的に支援 す る機 能。 例 えば未来 の フ ァッシ ョンブティ ックのモデ ル

であ る。 デザ イナー社会 、利 用者本 人 の感性 を、感性 モ デ ル によ り同定 し、 それ ら

を組 み合 わせ る ことで、利用 者 の好 む新 しいデザ イ ンの製 品 を作成 す るシス テム を

開発 す る。

その ために は、 デザ イ ン事例 、 デザ イ ンルー ル、 デザ イ ンモデル を集積 す る機 能

(感性 メ ディ ア)、 服飾 やイ ンテ リアのデザ イ ンを効果 的 に支援 す る機 能(知 識 メ

デ ィア)、 仮 想 空間 の中 で立体 的 な デザ イ ンを支援 する機 能(仮 想 メ デ ィア)が 必

要 とな る。

知識 メデ ィアの観点 か らは、オ ン トロジーベ ース技術 、問題 解決知識 オ ン トロジー

技術 を中心 と して、知識 メデ ィア言語 の開発 、知 識 メデ ィ ア操作技術 、知識 メ デ ィ

ア環境構成技術等 の課題 があ る。 自然 言語技術 も重要 な課題 で ある。

研 究開発 の進 め方 は、 まず 、 プロ トタイプの開発 を行 ない、 そ の結果 を用 い て、

デザ イ ンライ ブラ リの構築用 ツール を開発、提供す る。

(2)技 術 伝承 システ ム

様 々 な伝 統芸術 、 職 人芸 な どの記録 、蓄積、 検索 、分 析 、利用 を支援 す るシス テ

ムを開発 す る。

そのた め には、画 像 情報、 映像情報 、音声情 報、音響 情報、文 字情報等 を構造 化

して蓄積 す る機能(知 識 メデ ィア)、 蓄積 され た情報 を感 性表現 等 と結 び付 ける機

能(感 性 メデ ィア)、 利 用 者 に リア ルに表示 す る機 能(仮 想 メデ ィア)が 必要 で あ

る。

知識 メデ ィアの観 点 か らは、オ ン トロジーベース技術 、問題解決知 識 オン トロジー

技術 を中心 と して、知 識 メ デ ィア言 語の開発、 知識 メデ ィ ア操作技術 、知 識 メデ ィ

ア環境構成技術 等 の課題 が ある。 自然言語技術 も重 要 な課題 であ る。

研 究 開発 の進 め方 は、 まず 、 プ ロ トタイ プの 開発 を行 ない、 そ の結 果 を用 いて、

各種技術伝承 システム に適用 で きるシステム構築用 ツー ルを開発 、提供 す る。

(3)CSCW応 用 コ ンカ レン トエ ンジニ ヤ リ ングサ ポ ー トシ ス テ ム

設計、生 産 、マ ー ケ ッテ ィ ング等、強 い相互 関連 を有 す る企 業 活動 のそ れぞれ の

部 門に従事 す る担当者 の協 調作 業 を支援 するシステム を開発 す る。

そ の ため には、 設計 、生 産 、マ ーケ ッテ ィ ング等 に 関 す る知識 メデ ィ ア機 能、

CSCW(計 算 機支援共 同作業)の ための感性情 報処 理 に重点 をお いた コ ミュニケ 一

一27一



シ ョンお よび ヒューマ ンイ ンタフェ ース機能、 情報 の可視 化 と各種 シ ミュ レーシ ョ

ンを可 能 とす る仮想 メデ ィア機 能 の実現 が課題 とな る。

知識 メデ ィアの観 点か らは、問題解 決知識 オ ン トロジ ー技術 、 知 識メデ ィア言 語

の開発 、知識 メデイァ操作技術 、知 識メデ ィア 環境構成技術等 の課題 があ る。

研 究開発 の進 め方 は、 プロ トタイ プの開発 を行 ない、利 用現場 での評価 を行 いつ

つ、技術 の高度化 を図るこ とを促進 す る。

この分野 での実問 題 は、 プ ロジ ェク ト参加者 の抱 える さまざま な問題 を対象 とす

る こ とがで きる。以下 にい くつか の事例 の タイ トル を列挙 す るに止 める。

(4)リ ク ルー ト情報 シス テ ム

(5)住 宅情報

(6)ト ラ ベ ル エ ー ジ ェ ン ト

4.1.5図 書 館 分 野

(1)ハ イ パ ー エ ン サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア

ハ イパ ー メデ ィア時代 の電 子 図鑑 の プロ トタ イプの開発 。 この 開発 を通 して、 こ

の手 の図鑑 の オーサ リング ツール を提供 す る。 これ に よっ て、新 しい電子 出版産 業

のマ ーケ ッ トが広 が る。

服 飾 図鑑 、野草図鑑 、野鳥 図鑑 、住 宅図鑑 な ど、最 も適 した対 象 を選定 し、 プ ロ

トタイ プを完成 させ る。要件 として:マ ルチメデ ィア活用 、 デー タ圧縮、感性検索 、

知 識検索 、実 体験等 を実 現 。知 識 は所与 の知識 を背景 に、利 用者 の分 析 、利用 者独

自の体系化 に対応 で きるこ とが要求 される。

第2の ス テ ップと して、 これ らの図鑑情報 を元 に、服 飾 デザ イ ン、園芸 コンサ ル

タン ト、住 宅設計 、な ど、設計 ・デザ イ ンの支援 を行 う。

感性 的要 因が 占め る割合 が 大 きい のが特徴 で あ る とと もに、3次 元表示 、3次 元

の イ ンタラクシ ョンが重要 な役割 を演 じる。

(2)バ ー チ ュァ ル ミ ュー ジ ァ ム/ラ イ ブ ラ リ

計算機 内 に蓄 え られた一次 的情報資 源(博 物 デー タベ ース/美 術作 品 デ ー タベ ー

ス等)を もとに、個人 の 身体 感覚 や嗜好 に適合 させ たメ デ ィアを適時 生成 して提 示

す る こ とでミ個 人の好 み にあ った博 物館、美術 館 や図書館 が仮想 的 に実現 される。

また、それ らのデー タ とインタラ クテ ィブにア クシ ョン(虫 眼鏡 で詳細 をみた り)
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で きる。

そのため には、利 用者 が 自分 の考 え やイメー ジを記号 的な表現 に限定 され る こ と

な く情報機器 と対 話 す る手 段、様 々 な情報 の可視化 な らび に感性 的 シ ミュ レーシ ョ

ン手段 、利用 者 の意 図 ・要望 に合 わせ て情報 を柔軟 に構造 化 す る手段 等 の開発 が 要

求 され る。

知 識メ デ ィアの観点 か らは、 コンテ ンツのハ イパー化 ・データベース化等知 識 ベー

ス構 築技術 の研 究課題 、 膨大 な情報 空 間の中で の情報検索 を知的 に行 うエ ージ ェ ン

ト化等知 識 メデ ィア環境構成技術等 の開発が重要 であ る。

研 究 の進 め方 としては、 あ る程度範 囲 を限定 して実動 プ ロ トタイ プシス テム を開

発 しつつ利 用 者 の要求 を システ ム設 計 お よびシ ステ ム構 築 に反映 させ る方式 を採 用

す る。最終 的 にはこの種 の システ ムを構築 す るため のツールの提供 を目標 とす る。

4.1.6そ の 他 の 分 野

(1)ボ ランテ ィア活動 支援 一一協 調作 業支援 ツール

様 々なボ ランテ ィア活動 、 特 に、災 害時 の活動 の組織 化 を支援 す る機 能 を実現 す

る。具体 的 に は、多 くの既存 の組織 で採用 され て いる中央 集権 的 な情 報 の伝 達機 構

とは異 な り必 ず しも構 造化 されてい ない さま ざまなエ ージ ェ ン トが、 分散 され た情

報源 か らの情 報 を統合 的 に利 用 し、 相互 コ ミュニケ ー シ ョ ンを行 いなが ら協 調 的 に

作業 を行 うための支援 システム を開発 す る。

そのた めに は、分散 知 識 ベースの構築お よび利用 技術(知 識 メデ ィ ア)、 協 調 作

業 の ため の コ ミュ ニケ ーシ ョン技術(感 性 メデ ィア)、 情 報 と状 況 の可 視化 技 術

(仮想 メデ ィア)等 が必要 とな る。

知識 メデ ィアの観 点か らは、オ ン トロジーベース技術 、問題解決知 識 オ ン トロジ ー

技術 を中心 と して、知識 メデ ィア言 語 の開発、 知識 メデ ィ ア操作技術 、知識 メデ ィ

ア環境構 成技術 等 の課題 があ る。 自然言語技術 も重 要 な課題 であ る。

研 究開発 の進 め方 は、 まず 、 プロ トタイプの 開発 を行 ない、 そ の結 果 を用 いて 、

各種協 調作 業支援 ツールの構 築用 ツール を開発 、提 供 す る。

4.2知 識 メデ ィア ・コ ン テ ン ツオ ー サ リン グ技 術

4.2.1技 術 内 容

知識 メデ ィア に よる知識 の作成 ・利 用 とい う創作 活動 を知 的 に支援 す る機 能 に 関

す る技術 であ る。 この技 術 は、作成 ・利用 にか かわ る個 人 の作業 やグ ルー プに よる

共同作業 な どさまざまな作業形 態に対応 しうる もので ある。知識 の表現、(著 作)、
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変換 、検 索、 コ ミュニケ ー シ ョンを高度 に支援 す る もので 、研 究 開発 の進展 に と も

な って知識 メ デ ィアの形 式 的、表層 的 な部分 か ら、意味 的 、内容 的な部分 へ と知 識

の創作 活動 の支援機能 を拡大 してい く。以下 に基本 的な考 え方 を列挙 す る。

(1)知 識 を作成 する とは、知 識メ デ ィアに よって、作成 目的 とす る知 識 を内容 と

して含 む文書(ド キ ュメ ン ト)を 著作 する ことである。知 識 を利用 す る とは、

既存 の多種類 の知識文書 を利用 して新 しい知識文書 を作成 す る こ とで ある。

(2)知 識文書 の作成 ・利用 の プロセスは知識文書の表現 ・著作 、知識文書 の変換、

知 識文書 の検索、 そ して、知 識 の交換 とい う基本 プロセスが適切 に組み合 わ さ

れ て構 成 される。

(3)支 援機能 には、 システム開発 者 として知識 の作成 ・利用 にたず さわるク リエ ー

タを支援 する機能 とユーザ として知識 の作成 ・利用 にたず さわ るク リエ ー タ を

支援す る機能 がある。 この2つ の支援機能 を具体化 した シス テムはか な り異 な っ

た もの となる。 しか し、基本 的 な支援機能 は、前述 の知 識文書 の作成 ・利 用 プ

ロセス を構二成 する基本機 能(プ ロセス)と い う点 で ほぼ 同 じと考 える ことが 出

来る。・したがって、 ここで はひ とつの支援機能 として技術課題項 目を整理す る。

な お、 知 識 メ デ ィ ア ・コ ンテ ンツ オ ー サ リン グ技術 は 、4.3節 の知 識 メ デ ィア ・知

識 ベ ー ス技術 の技 術 内容 と重 な り合 う部 分 が あ る。 これ の 整 理 は実 行 計 画 段 階 で 行

う。

4.2.2研 究 開発 課 題

以下の研究開発課題 を設定する。

・知 識 メデ ィア共通仕様 の研 究開発

・知 識 メデ ィア文書作成支援技術 の研究 開発

・知識 メデ ィア ・メデ ィア変換技術 の研 究開発

・知識 メデ ィア ・知的検索技術 の研 究 開発

・知識 メデ ィア ・知的 コミュニケー シ ョン技術 の研 究開発

研 究 開発 課 題 の相 互 の関 連 を図4.2-1に 図示 す る。
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知 識 メ デ ィ ア ・コ ン テ ン ツ オ ー サ リ ン グ技 術

知識メデ ィア ・知識ベース技術
「 ■
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支
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援

i
:

知識メディア環境構成技術

図4.2-1研 究開発課題の相互 関係

(1)知 識 メデ ィア共 通仕様 の研 究開発

人 間 とい う理解 シ ステ ム と計算機 という理解 システ ム の両方 が 、高 い効 率 で理 解

で きる知識 メデ ィアの研 究 と共通仕様 の策定 を行 う。人間 に対 して は、そ の知性 を

活性化 させ 、情 報 を正確 に効率 良 く理解 で きる メデ ィアの仕様 であ る。計 算機 に対

して は、高 い処理 精度 と処理 速度 が得 られる よ うな仕様 で ある。 この 両面 か らの 要

求 が出来 るだけ ともに満 た され る ような仕様 が基本 的な 目標 となる。

・要 素 メ デ ィ ア仕 様

各 要素 メ デ ィア(自 然言語 、音声 ・音響、静 止画像 ・動 画像 等)に 対 し、共通 仕

様 を研 究 し、策定 す る。 自然言 語 に関 しては、新 しい観 点か らの制限言 語 の研 究

となる。
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・構造 メデ ィア仕様

各構造 メ デ ィア(実 問題 に対 応 した情 報表現 のため に、要素 メ デ ィア を構 造化 、

複合化 した もの。例 えば、 科学技術 論 文、'医療 カルテ等)に 対 し、共通 仕様 を研

究 し、策定 す る。 論理的 な構造 に関 す る仕様 、構造 の適切 な可 視化 等 の研 究 を行

う。

(2)知 識 メデ ィア文書作 成支援技術 の研 究 開発

共通仕様 に基づ く知識 メデ ィア文書 の作 成 を高度 に支援 す る機 能 の研 究 開発 を行 う。

共 通仕様 に よって規定 されるメデ ィア としての制約 条件 、表現 す る対象世界 が満 た す

べ き制約条件 、 これ らの知識 の体 系 的 な知識 ベース化 とそれ を利 用 した知 識の創作 活

動(作 成 ・利用)を 知 的に支援 す る機 能 を実現 する技術 であ る。

・メデ ィア知識 の知識 ベース化

要素 メデ ィア と構 造メデ ィアに対 し、構文 的、表層 的メ デ ィア知 識か ら、意味的 、

深層 的 メディア知 識 を体系 的 に整理 し、知識ベ ース化 を行 う。

・世界 知識 の知識ベ ース化

この課題 は知識 メデ ィア ・知識 ベ ース技術 の中で扱 われる。

・知 識ベ ース ド知識 メデ ィア文書作成

メデ ィア知識 と世界知識 の知識 ベースの も とに文書作成 を支援 す る機 能 を実現 す る。

(3)知 識 メデ ィア ・メデ ィア変換 技術 の研 究 開発

知識 メデ ィア文書 の作成 支援 の基本 プロセス とな るメデ ィア変換 の技 術 を研 究開発

す る。 メデ ィアの色 々な組 み合 わせ に対 して取 り組 むが、特 に、中核 となるメデ ィア

で ある 自然言語 への変換 、 自然 言語 間の変換 が重要な課 題 とな る。

・単純 メデ ィア変換

同系 統 のメデ ィア間で行 うもので、 意味 内容 に ついては、 同義性 を保 つ とい う前 提

で の変換 についての研 究 開発 であ る。
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・翻 訳 メ デ ィア変 換

異系統 のメデ ィア間で行 うもので、 意味内容 については、 同義性 を保 つ とい う前 提

で の変換 につ いての研 究開発 であ る。

・縮約(要 約)メ デ ィア変 換

意味 内容 につ いて縮約(要 約)を す る。 あるい は、特徴 的 な ところ を抽 出す る とい

う変換 につ い ての研 究 開発 である。 重要 な変換 先 のメデ ィ アは、 自然 言 語 メディ ア

と形式 言語 メデ ィアで ある。

(4)知 識 メデ ィア ・知 的検索技術 の研 究開発

知識 の作 成 を効率化 す るための最 も確実 な方法 は、知 識の再利 用 であ る。 このため、

知的検索 技術 で は、 同種の知識 メデ ィア間、 また、異 な った知識 メデ ィア(言 語情報、

画像(映 像)情 報 、音声(音 響)情 報)間 の内容 の類似 性 に基 づい て検 索 する技術 の

研 究開発 を行 う。 これ には、地域 的、専 門的 に広 範 囲 に分 散 す る膨 大 な知識 の中か ら

(半)自 動 的 に求 める知 識情報 を探 索す る技術 が含 まれ る。

・自然言語 情報 ・知 的検 索

文、文 章 を検 索 キー として、 内容 の類示性 に基づ き検 索 する技術 を研 究 開発 す る。

・画像(映 像)・ 音声(音 響)情 報 ・知 的検索

画像(映 像)あ るいは音 声(音 響)な どの非言 語情報 に対 し、非言 語 を検 索 キー と

して類似 の もの を検 索 す る技術 や 自然言語情報 を検索 キー として類似 内容 の もの を

検 索す る技術 を研 究 ・開発 す る。非 言語 を検索 キー とす る知 的検索技 術 は、非言 語

情報(画 像(映 像)・ 音声(音 響))の 構造情 報の 自動 的 な抽 出(検 出)技 術 の 中

核 となる技術 で ある。

(5)知 識 メ デ ィ ア ・知 的 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン技 術 の研 究 開発

知識 の作成 を効率化 す る方法 に、他 人 の知識(知 恵)を 借 りる とい う方法 があ る。

また、 それぞれ の得意分 野 を持 ち寄 って共同作 業 を行 うことによっ て知識 の作成 の効

率化 を計 るこ とが 出来 る。 この よ うな作成作 業 を高 度 に支援 す る基 本技術 の研究 開発

を行 う。ただ し、 この課 題 は知識 メデ ィア環境構 成技術 の諸課題 と大 き く重 なる。
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4.2.3研 究 開発 手順

知 識メデ ィアの構 文 的、表層 的 な知 識 にかか わる部分 か ら着手 し、少 しつ つ意 味

的、深層 的 な部分へ と進 めてい く、 知識 メデ ィ アの共通仕 様 に関 して は、一次仕 様

を早期 に策定 し、他 の技 術 の研究 開発 か らの フ ィー ドバ ック を受 け、 二次仕様、 最

終仕様 へ と策 定作業 を進 め る。 また、要素 メデ ィアに関す る技術 は、全 期 間 を通 じ

て定 常 な研 究 開発 が行 われ るこ とが望 ま しい。

4.3知 識 メデ ィ ア ・知 識 ベ ー ス技 術

4.3.1技 術 内 容

全体 を支 える基盤 知 識ベー スの構二成 、構築 、 主要機 能 に関する 課題 を中心 に研 究

開発 を行 う。 特 に、知識 メデ ィアベ ースが持 つ べ き知識、 オ ン トロジ ー、知 識ベ ー

ス の再利 用 に よる半 自動 コンテ ンツ蓄積、 自然 言語 メデ ィア を中心 と した知 識表 現

などに関す る研 究 開発 を行 う。以下 に基本 的 な考 え方 を列挙 す る。

(1)こ の課題 では、広 大 な情 報 スペース に蓄積 される コンテ ンツに共 通す る基 盤

コンテ ンツの蓄積 と多種 多様 なメディア情報 の操作 に関す る基盤技術 の研 究 ・

開発 を行 なう。

(2)知 識 メ デ ィ ア ・知 識 ベ ー ス構二築 に関 わ る困 難 さは 多 くあ る が、 そ の 中 で も大

規 模 性 と多 様 性 の問 題 は代 表 的 な もの で あ ろ う。 大 規 模 性 に 関 して は、(a)

分 散 シ ス テ ム と共 有化 技 術 、(b)再 利 用 技術 、(c)ブ ー トス トラ ップ に よる 蓄

積 、 の3つ の 手 法 で対 処 す る。 ま た、 多 様 性 に 関 して は、(a)共 通 オ ン ト ロ

ジ ー の 開発 、(b)知 識 メ デ ィ ア コ ンテ ン ツの共 通 知 識 表 現 、(c)知 識 メ デ ィ ア

に 関 す る共有 と再 利 用 を 目指 した標 準 化 、 の3つ の手 法 で対 処 す る。

(3)全 ての知識 を人手で入力 するのではな く、知 識再利用 に基 づ くブー トス トラッ

プ方 式 を採用す る。 そのた め、様 々な コンテ ンツ変換技術 を開発 す る。

(4)人 間 とコンピュー タ との理 解 の深 さの ギャ ップを埋 め るこ とを一つ の目標 と

す る。完全 に埋 め るこ とを 目標 にす るので はな く、実 問題 の特性 、研 究期 間

と費用 な どを考慮 して、 実現可 能 な範 囲で の最適 な 「精 度(粒 度)の 荒 さ」

を設定 す る。
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(5)こ れ まで意味 内容 にわた っては相互 の関連 を考慮 す る ことな く個 別 に利用 さ

れ て きた多種多様 なメデ ィア、 す なわちテキス ト、音声 、音楽、図、静止 画

像 、動画像等 によって表 現 されてい る知識 を、各 種 メデ ィア間での変換 、 要

約 、統合等 を行 う基 盤技 術 を開発 す る。 このため に、 これ までの情報処理 研

究が避 けて通 って来 た、 「内容」 に踏み込 んだ研 究 を行 う。

・マ イ ル ス トー ン

次 に示す課題 をマイルス トー ン として設定 す る。

(1)共 通知識表現 と共通 オ ン トロジーの確立、 オ ン トロジー標準化

(2)メ デ ィアベースか らの知識獲得

(3)テ キス ト〈一〉(動)画 像 変換 の実現

(4)自 動要約へ の第一歩

4.3.2研 究 開発 課 題

以下の研究開発課題 を設定する。

・オ ン トロジーベース の研 究 開発

・知識 メデ ィア言語 の研 究 開発

・知識ベ ース構 築技術 の研 究 開発

・知識 メデ ィア操作技術 の研 究 開発

研 究内容全体 の相 互 の関連 を図4.3-1に 示 す

(1)オ ン トロ ジ ーベ ー ス の研 究 開発

人 間 と コ ン ピ ュ ー タ との理 解 の ギ ャ ップ の解 消 、 ヒュ ーマ ン メ デ ィ ア の コ ンピ ュ ー

タに よ る理 解 、 そ して メ デ ィ ア統 合 、 メ デ ィア変 換、 メ デ ィア 要 約、 メ デ ィア生 成 、

メデ ィ アか らの知識獲 得 な どの 実現 を支 え る の は、共 通 オ ン トロ ジー で あ る。 メデ ィ

ア に よ っ て表 現 され た情 報/知 識 の 「内容 」 を メ デ ィア依 存 の部 分 と メ デ ィ ア独 立

の部 分 に分 割 し、系 統 的 に表 現 す る技 術 で あ る。 この オ ン トロジ ー に よ っ て知 識 ベ ー

ス が最 低 限知 っ て お くべ き知 識 が 規 定 され る。 オ ン トロジ ー の標 準 化 を 目指 す 。

・知 識 メ デ ィア共 通 オ ン トロジ ー

オ ン トロ ジ ー開発 は 、 人 間 と コ ン ピ ュー タ との概 念 ギ ャ ップ の 解 消 、 メ デ ィア 間

の表 現 ギ ャ ップ の解 消 を 目的 と して お り、 本研 究 開発 課 題 の骨 格 をな す 。 こ こで は、
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全 ての メ デ ィ ア に共 通 す る共 通 オ ン トロジ ー の 設 計 を行 な う。 こ の課 題 に は,オ ン

トロ ジー 設 計 支 援 ワ ー ク ベ ンチ の 開発 、 オ ン トロジ ー記 述 言 語 の設 計 が 含 まれ る 。

オ ン トロ ジ ー 設 計 の対 象 と して は、 空 間、 時 間 、 イ ベ ン ト、 プ ロ セ ス 、 因果 関係 、

な どの基 本 オ ン トロジ ー、 人 の振 る舞 いの基 本単位 の確 立 と行 動/動 作 オ ン トロジ ー、

物 語 オ ン トロジ ー が あ げ られ る。

・問 題 解 決 知 識 オ ン トロジ ー

知識 メデ ィアベ ースは 、問 い合 わせ に対 して適切 な情報 を検 索 して応答 す るデ ー

タベース機 能 を持 つ だけ の もので はない。 それ を含 む更 に高度 な問題 解決 を行 な う

ものでなけれ ば な らない 。 したが って、 問題解 決知識 の取 り扱 い も重 要 な課題 とな

る。 ここで は、知識 メデ ィアの高度 化 を目指 して、知 識 メ デ ィアにお け る問題解 決

知識(情 報)再 利 用 のた め のオ ン トロジーの設 計 と再利 用 技術 の高度 化 に関す る研

究 を行 う。具 体 的 な対象 としては、対象 とす る タス クの構 造 と性 質 に関す る問題 解

決 オ ン トロジ ー(taskontology)、 タス クが実行 され る場 、 あるいは環境 に関す る問題

解決場 オ ン トロジー(workplaceontology)、 そ して タス クが実行 される領域 に固有 の性

質 に関す る問題領 域 オ ン トロジー(domainontology)の3種 類 のオ ン トロジー をオ ン ト

ロジー記述 言語 による記 述 を行 ないなが ら、実 際 に共有/再 利用可能 な オ ン トロジー

を蓄積 す る。

問題解決 の対 象 とな る対 象 のモデ リングのた めの部 品 の モデル、構 造 のモ デル、

振 る舞 い、機 能、 ゴー ル な どの基本 概念 の オン トロジー を設計 する。 これ には,素

朴物理 オン トロジーや機 能 モデル記述言語の開発 も含 まれる.

・知 識 メ デ ィア形 態 オ ン トロジ ー

各 メデ ィ アに固有 の オ ン トロジー と して形 態 オ ン トロジ ーを設 計す る。 形態 とは

メディアの構 造 に依存 す る もの をい う。特 に画像 、動画像 等 に対 す る メデ ィア固 有

の形 態 の同定 を行 な う。 表 や比較 的簡単 な構 造 を持つ 図形 の オ ン トロジー、2次 元

画像 のオ ン トロジー、 そ して動画 のオ ン トロジーが対象 となる。

・ オ ン トロ ジ ー 変 換

オ ン トロ ジー を厳 格 に標準 化 する こ とに よっ てい くつ かの利 点 が得 られ る と同 時

にそれに よっ て生 じる弊 害 も無視 で きな くなる。従 って、 緩 い標 準化 と並行 して オ

ン トロジー変換 の問題 を研 究 する。一種 の機械翻訳 であ り、興味 ある課題 である。
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(2)知 識 メデ ィア言語 の研 究 開発

・Mar㎞p言 語

設計 され たオ ン トロジー を も とに して各 メデ ィア情報 を走査 して、マ ー キ ング を

半 自動 的に行 う言語及 び環境 を開発 する。 自然 言語 の分野 で既 に広 く用 い られ て い

るSGMLな どを更 に高度 に した もの を開発 する。

・知 識 メデ ィア表現 言語

構 造 メデ ィア に共 通 とな る汎用 メデ ィアであ る自然言 語 メデ ィ アを共通 の表現 言

語 とす る。 メ デ ィア毎 に表現対象 を表 す概念 の整理 を行 い 、形態 オ ン トロジー、 時

間、空 間、イベ ント、 プロセスな どの共通 オン トロジ ー、人 間活動の オン トロジー、

及 び物語 オン トロジーなど を もとに してMarkup言 語 よ り深 く踏 み込 ん だ内容記述 を

行 う言 語 を開発 する。単な る形 式的な表現 言語で はな く、基本 オ ン トロジー とメデ ィ

アに固有 の形 態 オ ン トロジーを含 む言語 となる。

(3)知 識ベ ース構 築技術 の研 究 開発

・コ ン テ ン ツ の ハ イ パ ー化

Mar㎞pさ れ た結 果 を も とに項 目間 に リ ンク を張 り、 ハ イ パ ー化 を行 な う半 自動 シ

ス テ ム を開発 す る。 生 デ ー タ と知 識 メ デ ィア ・知 識 ベ ー ス との 中 間 に位 置 す る知 識

ベ ー スが 構 築 され る。

・知 識 メ デ ィア コ ンパ イ ラ

各 種 メデ ィアで表 現 された 生 デー タ を走査 し、所定 の知 識表現 言 語へ の変換 を イ

ン タラクテ ィ ブに行 な う シス テムを 開発 する。 基本 的 には再利用 に基 づ くブー トス

トラ ップ方 式 で蓄積 を行 う。大量 の メデ ィア情 報 を蓄積 す る には、手 作 業 に頼 る だ

けではな く、既 に蓄積 され たデー タや知識 か ら解釈 し、学 習 す るこ とに よって新 た

に知識 を獲得 す るこ とも必 要 となる。蓄積 され た知識 の増 加 に伴 って システムが理

解 で きる コンテ ンツの範 囲 も増大 す る。蓄積 されて いる一 次情 報 か ら二次情 報 を生

成 し蓄積 の対 象 とする。 デー タベー スか らの知 識獲得 な ど に代 表 され る知 識獲得 シ

ステ ムの開発 も研 究対象 とな る。

・コ ン テ ン ツ の デ ー タ ベ ー ス 化

共 通 オ ン トロジー で明 らか に された知識 メデ ィアの概 念 世界 に お いて表 現 され る
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知 識(コ ンテ ン ツ)の 体 系 化 を行 な う。 知 識 表 現 され た コ ンテ ン ツ の 解 析 結 果 と 、

ハ イ パ ー化 され た知 識 メ デ ィアベ ー ス とを参 照 しなが らイ ン タ ラ クテ ィ ブ に イ ンデ ッ

クス付 け を行 い、 体 系 化 され た コ ン テ ンツ を デ ー タベ ー ス 化 す る支 援 シス テ ム を 開

発 す る。

・コ ン テ ン ツ 編 集 ワ ー ク ベ ン チ

コンパ イル された結 果生成 される知識表現言語 レベ ルで記述 され た コンテ ンツを、

生 デ ータや他 の知識 を参照 しなが ら修正 する ワークベ ンチ を開発 す る。

・大規模 メデ ィア情 報管理 システ ム

全 てのメデ ィア情 報 を統合 して効率 良 く管理す るシス テムの開発 を行 な う。

(4)知 識 メデ ィア操作 技術 の研究 開発

・問題 依 存 知 識 ベ ー ス コ ンパ イ ラ

知 識 メデ ィア ・知 識 ベース に蓄積 された コンテ ンツは汎用性 が 高 く、個 別 の問 題

に適 した構造 には なって いないため、特定 の問 題解決 を行 な うには領 域依存 の知 識

を知 識ベ ース化 す る必 要 が あ る。 この ような特 定 の問題(タ ス ク)に 適合 した知 識

ベース を生成 す るこ とを支援 す る問題依存知識 ベ ース コンパイ ラの開発 を行 な う。

領 域知 識エ デ ィタ と問題 解決知識 コ ンパ イラの二つ の課題 に別れ る。 実 問題 の ドメ

イ ンに固有 の動作 主体 、 対象 、 目的 、動作、等 の基本概念 の対象 ドメ イ ンオ ン トロ

ジ ーの設計 とその支援 、既存知 識の再利用方式 、問題解決 知 識 オ ン トロジーの利 用

と知 識獲得 シス テムの開発 が含 まれ る。

・知 識 メ デ ィ ア理 解 ・変 換

テキス ト〈一〉(動)画 像変 換 を行 うこ とを目指 して研 究 を進 め る。設計 された オ

ン トロジー と知 識 メデ ィ ア表現 言語 の表現 を も とに して、新 たな知 識 記述 を得 る た

め の内容推論 規則 を開発 す る。基本 的 には知 識 メデ ィア コ ンパ イ ラに よって知 識 メ

デ ィア表現 言 語 に変換 す る操作 と知 識メデ ィア表現言語 で 表現 され た 内容 か ら各 種

メデ ィアへ の変換 とい う二つ の操作 で行 なわれ る。

・知識 メデ ィア表現 か らの各種 メデ ィアへの変換方式

各種 メデ ィアに よ る部品合 成 のため の部品ベ ースの構 築、一 つ のメデ ィ アに よる

表現 の内容 を理解 して、 そ れを補強 、補足 す るメデ ィア表 現 を部 品合 成 に よって生
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成 す る方式 の開発 を行 な う。

・自動要約

メデ ィア独立 の知 識 メデ ィ ア表現 言語 によっ て表現 された内容 を要約 す る方式 の

開発 を行 な う。

4.3.3研 究 開発 手 順

知識 メデ ィア ・知 識ベ ース の開発 は共 通 オン トロジー か ら始 め るのが妥 当で あ ろ

う。 開発 の大 きな流 れ としては(1)か ら(4)へ と順 に図4.3-1の 下 か ら積 み上

げてい く方式 が標準 的であ る。 しか し、実際 には注意すべ きこ とがある。 ボ トムア ッ

プ方式 には、 実 問題 とい う明確 な指 導原理 が希 薄であ るた め、共通 に必 要な オン ト

ロジー、 ある い は概念体 系 の構 築が 効率 的でな く、必 要 な もの の判断 、概念 の粒 度

の判定 に困難 を来 たす こ とが予想 され る。

しか し、 早期 に実 問題 か らの要求 を意 識す る と、共通 性 とい う重要 な要 求 を満 た

す オ ン トロジ ーの開発 に支 障 を来 た す こ ととな る。 したが って、推奨 され る開発 の

手 順 は、ボ トムア ップをベ ースに した、 トップ ダウ ンとの混合 型方式 とな ろう。 特

に、 プロジ ェ ク トの中間段 階 まで に共通 オン トロジーか ら実問題 まで の一貫 した流

れ を確認 す る こ とによっ て、各 モジ ュー～レとコ ンテ ンツの有効性 を検 証 す るこ とが

重 要である。

4.4知 識 メデ ィア環境構成技術

4.4.1技 術 内 容

知識 メデ ィア環境 構成技術 では、知 識 メデ ィ アに よっ て表現 される知識 の創 出 ・

加工 ・流通 ・d利用 の環境 を実現す る ため に、マ ルチエ ージ ェ ン ト系 に よる情報基 盤

技術 の確立 をめ ざす。

ここで提案 する枠組 み は図4.4-1の ようにマ ルチエ ージェン ト系 に よるものであ り、

人 間 とエージ ェン トの間 の内容 に立 ち入 った コ ミュニケー シ ョンを支 援 す る。知 識

メデ ィア技術 全体 か らみ る と実装 レベルであ り、 コンテ ン ツ処 理 その もの に重点 が

おかれた概念 レベルの技 術 や、大規 模 コンテ ンツの集積 と提供 に重点 がお かれた知

識 メデ ィア ・知 識 べ「ス技術 と相補 的 な もので ある。

ここでめ ざ している知 識メデ ィア環境 は次 の ような特質 を もつ。
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知 識 メ デ ィ ア ス ペ ー ス技 術

コ ンテ ンツの ク リエー ンヨノ

知識ヌディア環境技術

/
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繭

＼

/

嬢

知 識 メ デ ィ ア技 術 は 、 コ ンテ ン ツ ・ク リエ ー シ ョンが行 な わ れ る概 念 レベ ル とそ れ を実 現

す る 実装 レベ ル に分 け る こ とが で き る。 コ ン テ ン ツ ・ク リエ ー シ ョン は人 間 が 主体 と な っ て

行 な う もの で あ り、 知 識 メ デ ィ ア ・コ ン テ ン ツ オー サ リ ング技 術 に よ っ て 支援 され る。 知 識

メ デ ィ ア環 境 技 術 は、 概 念 レベ ル で の 情 報処 理 を(実 装 レベ ル にお い て)実 現 す る もの で あ

り、 人 間 同 士 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン に はエ ー ジ ェ ン トが 介在 して様 々 な支 援 を行 な う。 こ め

過程 で 大 量 の 知 識 を集 積 ・体 系 化 ・提供 す る知 識 メ デ ィ アベ ー ス も一 つ の エ ー ジ ェ ン トと し

て の役 割 を果 た す。

図4.4-1知 識 メデ ィア 技 術
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(1)人 間が主 体 とな っ て新 しい内容 を もった知 識 メデ ィア情 報 を創 出 す る過程

を支援 す る。

(2)異 なる考 え、異 な る分 野 、異 なる文化 を もつ人々 の間 の意見 のぶ つか りあ

い を演 出する こ とに よって、創 造 的作 業 であ る知 識 メデ ィア コンテ ンツ

創 出過程 を促進 す る。

(3)創 造 の種 となる着 想 を育 ててい くために必要 な多 様 で膨 大 な知識 に容易 に

アクセスす る ことを支援 す る。

(4)創 出 され た知 識 を関心 の あ る人の ところ に送 り届 ける内容 ベ ース の流通 機

構 を備 えている。

(5)コ ンピュー タリテ ラシー の乏 しい人 の参 画 を促 進 す るた め に、人 間向 きの

情報 表現 とコン ピュー タ向 きの情報表 現 の間の相 互変換 を行 うエ ージェ ン

トが提供 される。

(6>誰 で もマ ル チ エ ー ジ ェ ン ト系 に よ る大 域 的 な コ ミ ュ ニ テ ィ に容 易 に参 加 で

きる よ うにす る た め の ツ ー ル キ ッ トを備 え て い る。

(7)個 人 また は グ ル ー プが不 利益 を心 配 す る こ とな く安 心 して利 用 で きる よ う、

信 頼 性 、 プ ラ イバ シ ー、 セ キ ュ リテ ィに つ い て 配慮 され て い る。

ここで提 案 す る知 識 メ デ ィア環境 の枠組 み は、技術 面 か らの提言 で あ る。 ヒュ ー

マ ンメディア としての よ り高 い視点 か ら人間的、社 会 的な配慮 が必 要 であ る。

4.4.2研 究 開発 課 題

以下の研究開発課題 を設定する。

・エ ー ジ ェ ン ト系 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン言 語 の 自 己組 織 的構 成 方 式 の研 究 開発

・人 間 とエ ー ジ ェ ン トの コ ミ ュニ ケ ー シ ョン を仲 介 す る メ デ ィエ 一 夕 の研 究 開発

・エ ー ジ ェ ン トに支 援 され た演 出法 の研 究 開発

・パ ー ソナ ル情 報 空 間 とパ ブ リ ッ ク情 報 空 間 の連携 機 能 の研 究 開発

・エ ー ジ ェ ン ト系 構 築 環 境 の研 究 開発
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(1)エ ージェ ン ト系 の コ ミュニケーシ ョン言語の 自己組織 的構成方式 の研 究開発

・ 人 間 向 き プ ロ トコ ル とエ ー ジ ェ ン ト間 プ ロ トコル を統 合 した 応 用 向 き プ ロ ト コ

ル 自 己組 織 化 方 式

ヒューマ ンメディア を扱 うエー ジェ ン ト系 の コ ミュ ニケー シ ョン言語は、人間 向

きの非形 式 的 な情報(自 然言 語 、身振 り、表情 な ど)と コン ピュー タ向 きの形 式的 な

情 報(低 レベ ル通信 プ ロ トコル な ど)の 両方 の使 い分 け と対 応 づ けが 容易 に行 な え る

ものでなけれ ばな らない。本研 究項 目で は、与 え られた応 用 問題 に対 して、 プロ ト

コルの漸進 的 な形 成 と、 それ に応 じたエージ ェ ン トの仕様 変 更 を可能 にする方 式 の

開発 を行 う。

・ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン言 語 にお け る オ ン トロジ ー の 自己組 織 的構 築 支 援 シ ス テ ム

エ ージ ェン ト間 の連 携 を確実 にす るため には、局所 的 な オ ン トロジ ーの共通化 が

必 要 である。 異 なるオ ン トロジー間 の結合方式 の開発 と、 オ ン トロジ ーの新規 開発

支援 ツールの開発 を行 う。

(2)人 間 とエ ー ジ ェ ン トの コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを仲 介 す る メ デ ィエ 一 夕の研 究 開

発

文 脈 を考 慮 して 、 人 間 と人 間 、 人 間 とエ ー ジ ェ ン ト、 エ ー ジ ェ ン トとエ ー ジ ェ ン

トの コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン をそ れ ぞれ仲 介 す る メ デ ィエ 一 夕の 開 発 を行 う。 メ デ ィエ 一

夕の知 識 源 は4.3節 の知 識 メ デ ィア ・知 識 ベ ー ス で あ る。

・人 間 同士 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの仲 介

人 間同士 の コ ミュニケー シ ョンを内容 に立 ち入 って 支援 す る。例 えば、情 報 を求

め ている人 と提供 す る人 の間 を取 り持 って知識 の流通 を促 進 した り、 人間の合 意 の

プロセス を支援 す る。 自然言 語情 報処理 な どに よる コ ミュ ニケ ーシ ョン内容 の理解

能力 に限界 が あ る とい う こ とを認識 した上 で、 どれ くらい の こ とが ど こまで 自動 的

に支援 で きるか を明 らか に し、 自然 言語処理、 事例 ・記憶 ベ ース推論 、類推 、機 械

学習 を統合 した頑健 な処理方 式 を開発 す るこ とを目指 す。

・ エ ー ジ ェ ン ト同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 仲 介

問題 解決 に必 要な 情報 を保 持 した り、部分 問題解決 をす る こ とので きる エー ジ ェ

ン トをネ ッ トワークか ら探 し出す。 エージ ェン トの問題解 決機 能 と性 能 の表 示 ・興

味 の表示 ・処 理 内容 に基 づ くエージ ェン トイエ ローペー ジ の 自己組織 的構成 な どが
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主 な研 究 開発課題 とな る。

・人 間 とエ ー ジ ェ ン トの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 仲 介

モ ダ リテ ィ の面 で も、 空 間 的 に も、 時 間 的 に も人 に や さ しい コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

方 式 の 開発 を行 な う。 そ の よ うな方 式 は、 ヒ トに 自然 な メ デ ィ アで 、 ヒ トの ス ケ ー

ル で 、 間合 い を とっ た コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を実 現 す る もの で な け れ ば な らな い 。 や

り と り され る情 報 内 容 が 論 理 的 に複 雑 にな る場 合 を考 え る と、 人 間 とエ ー ジ ェ ン ト

の意 志 の疎 通 を最 も効 果 的 に行 うた め には 、 要約 やメ タ フ ァー を使 うば か りで な く、

感 性 的 な メ デ ィ ア を使 い 、 情 感 に訴 え る こ とが 有 効 で あ る と考 え られ る 。 意 志伝 達

に時 間が か か る とす れ ば 、 ユ ー モ ア な ど に よ っ て人 間 の興 味 を ひ き とめ 、 リラ ッ ク

ス させ る もので な け れ ば な ら な い だ ろ う。

理 想 的 に は、 メ デ ィエ ー タ は 、 コ ミ ュ ニケ ー シ ョン参 加 者 の言 語 ・背 景 知 識 ・文

化 の違 い を吸 収 す る ば か りで は な く、 と きに は 文 化 の 違 い を際 だ た せ る こ と に よ っ

て 、 人 間 の創 造 を刺 激 す る こ と も効 果 的 で あ る 。

(3)エ ージ ェン トに支援 され た演 出法 の研 究 開発

展 覧 会 、 博 覧 会 な ど に お け る集 約 的 プ レゼ ン テ ー シ ョ ンか ら ネ ッ トワー ク を介 し

た多 サ イ ト分 散 型 の プ レ ゼ ンテ ー シ ョン まで 、 知 識 メ デ ィ アの 多様 な プ レゼ ンテ ー

シ ョン の基 盤 技 術 を研 究 開発 す る。 実際 の 、 プ レゼ ンテ ー シ ョ ンシ ス テ ム の開発 は

ベ ン ダ ーが行 う こ とに な る だ ろ う。

・知 識内容 の可視化

知 識内容 を人間 との コミュニケ ーシ ョンに適 した形態 に動 的に変換 す る。 ス トー

リー化 、基本 プラ ンの立案 、 アニ メーシ ョン生成 な どの技術 課題 を解 決す る。

・演 出 に よる対 話 シ ス テ ム

プ レゼ ンテ ー シ ョン用 ハ ー ドウ ェア の 開発 、多 サ イ トで の対 話 型 オ ン ライ ンプ レ

ゼ ンテ ー シ ョ ン支 援 、 多 サ イ トで の 聴 衆 か らの フ ィ ー ドバ ック集 約 の た め の技 術 課

題 を解 決 す る 。

(4)パ ー ソナル情報空 間 とパ ブ リック情報空 間の連携機 能 の研 究 開発

・信頼 性技術

大 域的 なエ ージェ ン ト系 を誰 もが安 心 して利 用 で きる ようにす るため に信頼性 を
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保 証 す る技 術 を確 立 す る 。 例 え ば、 パ ブ リ ック の情 報 や他 の ユ ーザ の シス テ ム を利

用 す る とき、 シス テ ム は マ シ ン や ネ ッ トワー ク の故 障 、 依 存 先 で の シ ス テ ム更新 な

ど に よ って サ ー ビスが で き な くな る よ うな こ とが な い よ う にす る。

・セ キ ュ リテ ィ と プ ラ イバ シ ー の確 保

一方 で、 ある種 の情 報(例 えば、個 人の家計、親族 の住所 氏名、草稿段 階の論文)

は個 人 的な もので あ り、 多 くの人の 目にさらされ た くない ものが あ る。他方 、別 の

種 類 の情報(例 えば、組 織 の経 理、組織 の構成 員名簿、公 表 された論 文)は 公 共 に

公 開 されてい る方が よい。両 者の間 には一定 の依存 関係 が 存在 す る。例 えば、個 人

の家計 には公 共料 金 や税 金 が影響 を及 ぼす一方 で、個 人 の意見 が集積 されて コミ ュ

ニテ ィの コンセ ンサスが形成 される。パ ーソナルかパ ブ リ ックか とい う区別 は単 純

で はな く、何 段 階 も存在 し、複雑 な関係 を もってい る。例 えば、内線 番号 や グル ー

プ研 究 の内部 デー タは、小 さな グル ープ内で は公 開で きて も、組織 における他 の グ

ル ープには秘 密 に したいか も しれな い し、組織 外 で もある 範 囲の人 には閲覧や書 き

込 み を許 した いだ ろう。 この ようなパ ーソナル とパ ブ リ ックが複雑 に絡 みあ った 環

境 下 で合理 的な情 報管 理 をす るための機構 の研 究 開発 を行 う。

(5)エ ージ ェ ン ト系 構築環境 の研 究開発

誰 で も 自分 の パ ソ コ ンや ワ ー ク ス テ ー シ ョン の上 にエ ー ジ ェ ン トを作 り、 ネ ッ ト

ワー ク との間 で 情 報 の発 信 と受信 を行 い、 ネ ッ トワー ク上 の他 の エ ー ジ ェ ン トや 人

と交 流 す る こ と を可 能 にす る もの で あ る。

・エ ー ジ ェ ン ト化 ツ ー ル

既 存 の ソ フ トウ ェ ア をエ ー ジ ェ ン ト化 して、 そ の機 能 を再利 用 す る た め の ツ ー ル

をエ ー ジ ェ ン ト化 ツ ー ル と呼 ぶ 。既 存 ソ フ トウ ェア は ヒ ュ ー マ ンイ ン タ フ ェ ー ス と

問 題 解 決 エ ン ジ ンが 未 分 離 の こ とが 多 いの で 、 既 存 ソ フ ト ウ ェ ア を包 み 込 ん で、 他

の ソ フ トウ ェ ア との連 携 を可 能 にす る ため の エ ー ジ ェ ン ト化 ツー ル を 開発 す る。 そ

の ツ ー ル は、 ソ フ トウ ェ ア の入 出力 を半 自動 的 に解 析 して 、 エ ー ジ ェ ン トコ ミュ ニ

ケ ー シ ョン言 語 と相 互 変 換 す る。 ス プ レ ッ ドシ ー トな ど人 間 向 きの グ ラ フ ィ ッ ク イ

ン タ フ ェ ー ス を そ な えた ソ フ トウ ェ ア を包 み込 む た め に、 仮 想 ウ ィ ン ドウシ ス テ ム

を開発 す る。

・教 育 可 能 な エ ー ジ ェ ン ト

誰で も(エ ージ ェ ン ト社 会 のモ ラル に反 しない限 り)自 分 の知識 や技能 をエ ージェ

ン トに教 え込 んで、エ ー ジ ェン トに代理 の役 割 を演 じさせ られ る よう にす る。人 間
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が 自然言語 を含む さまざ まなモ ダ リティのメデ ィアに よっ てエ ージ ェ ン トを教 育 で

きる ようにす るための、 人 間向 き言 語の開発 と、エー ジェ ン トが人 間 か らの指示 や

人間 の行動 の観 察を一般化 して知識 を得 るこ とを可能 にす る学習機構 の開発 を行 う。

・グ ル ー プ に よるエ ー ジ ェ ン ト系 協 同 開発 シス テ ム

グルー プでエージ ェン ト系 を開発 す る とき生 じるメ ンバ ー間で の協 同作 業 を内 容

に立 ち入 って支援する。例 えば、グルー プによるマルチエ ージ ェン ト型 コンサ ルテー

シ ョンシステ ムの開発 を考 えてみ る と、仕様策 定、機 能分 割、応用 プ ロ トコル開発

な どに関す る意思決定 ・設計 ・制作 ・検査 ・運 用 ・保守 の 各段 階 にお け るサ ポー ト

が必要 であ る。 グルー プ によるエ ー ジ ェン ト系 の協 同開発 の過程 の分 析 と、それ を

支 援 する こ とので きる協 同開発 システ ムの設計 開発 を行 う。

4.4.3研 究 開発 手 順

前期 ・中期 ・後期 の3期 に分 けて研 究開発 手順 を整理す る。

(1>前 期

知 識 メデ ィア環境 の各要素 技術 の基礎 の確 立 と、 中期 におけ る要素技術 統合 の た

め の基盤 の確 立 を行 な う。研 究 開発 課題 として取 り上 げた各項 目につ いては次 の よ

うに研 究開発 を進 める。

・エ ージェ ン ト系 の コミュニケー シ ョン言語 の自己組織 的構成 方式 の研 究 開発:

人 間 とエ ージ ェ ン トの間 の統合 的 な コ ミュニケ ーシ ョンに 適 した言語 の枠組 み を開

発 し、応用 向 きプ ロ トコル とオン トロジーの自己組織 的形 成 に関 す る予備実験 と理

論 的研 究 を行 う。

・人 間 とエ ー ジ ェ ン トの コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンを仲 介 す る メ デ ィエ ー タ の研 究 開発:

応 用 問題 を分 析 して、仲 介機 能 に関 す る具体 的 な要 求 を分 析 す る と と も に、 メ デ ィ

エー タの 基 本 設 計 とプ ロ トタイ プ構 築 を行 う。 ま た、 エ ー ジ ェ ン ト間 の コ ミュニ ケ ー

シ ョ ン促 進 の た め のエ ー ジ ェ ン トイ エ ローペ ー ジ の試 作 ・評価 を行 な う。

・エ ージェ ン トに支援 された演 出法 の研 究 開発:

情 報 のプ レゼ ンテーシ ョンの タイ プ の分類 を行 い、知識 の効 果 的な可 視化法 と演 出

法 とそれ に必 要 なメデ ィア変換技術 に関する基礎 的 な研究 を行 う とと もに、そ れ に

必 要 なハ ー ドウェアの仕様 を明確化 す る。
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・パ ー ソナル情報空 間 とパ ブ リック情報空 間の連携機 能の研 究 開発:

さ まざまな グル ープにお け る情報空 間の構造 を分析 し、連 携 のための基本 方式 を明

確化 する。 また、 ソ フ トウェアの更新 に よる仕様変 更の効 果 的な伝達 方法 と信頼 性

確保 のための基礎研 究 を行 う。

・エ ー ジ ェ ン ト系 構 築 環 境 の研 究 開発:

既 存 ソ フ トウ ェ アの エ ー ジ ェ ン ト化 と、 エ ー ジ ェ ン トの教 育 法 につ い て理 論 的考 察

を行 い、 基 本 的 な 方 式 を確 立 す る。 また、 グ ル ー プ に よ る エ ー ジ ェ ン ト系 協 同 開 発

シス テ ム に つ い て は プ ロ トタ イ プ を開発 し、 実験 的評 価 を行 う。

さ らに中期研 究 開発 につ なげ るため、Intemetの 上 で動 作 す るエ ージ ェン ト系 を開

発 し、参加者 が研 究開発 の基盤 として利用 で きるようにす る。

(2)中 期

実 問題 を対 象 に前 期 で開発 した技術 の統合 と評価 を行 う。 それ とともに、各研 究

開発課題 につ いては次 の ような発展 的研究 を行 な う。

・エージ ェ ン ト系 の コ ミュニケー シ ョン言語 の 自己組織 的構成方式 の研 究開発:

コミュニケ ー シ ョン言 語 の 自己組織 的構成 に関す る本格研 究 を行 う。特 に、異 な る

グルー プで作 られる コ ミュニケー シ ョン言語 の統合方式 につ いて研 究 す る。

・人 間 とエ ージェ ン トの コミュニケーシ ョンを仲介 す るメデ ィエ 一 夕の研 究開発:

メデ ィエ一 夕の知識 の 自動獲 得、仲 介 における文脈 の利用 、過去 の記憶 を利 用 した

類 推 的仲介 などに関す る本格研 究 を行 う。

・エ ー ジ ェ ン トに支 援 され た演 出法 の研 究 開発:

演 出装 置 の ハ ー ドウ ェ ア とソ フ トウ ェア を用 い て提 示 演 出 シ ス テ ム を 実 現 し、 デ モ

ンス トレー シ ョ ン と心 理 学 的 評 価 を行 う。 特 に、観 客 か ら の フ ィー ドバ ッ ク と反 応

へ の リア ク シ ョ ン も考 慮 に入 れ た シ ス テ ム設 計 を行 う。

・パ ー ソナル情 報空 間 とパ ブ リック情報空 間の連携機 能の研 究開発:

信頼 性 とセ キ ュ リテ ィに関 して、実 問題 に基づ く本格 的 な システム開発 と評価 を行

ない、 ゆる ぎない基盤 を構 築す る。

・エ ージ ェン ト系 構築環 境の研 究 開発:

機械 学習 の技術 を本格 的 に導入 し、教育可能 なエージ ェン トの構 築 と評価 を行 う。
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(3)後 期

中期で得 られ た成 果 の取 りま とめ ・実用化 ・普及 を行 い、社会 へ の浸 透 を図 る と

ともに、各研 究開発 課題 について先 端 的な研 究 を行 って、 次世代 への足 がか りを作

る。 この段 階 で は、エ ー ジ ェン ト系 にかな りの 自律性 、 自 己組織性 、 学習 ・成 長 能

力 を もたせ るこ とをね らう。
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5.研 究開発 の現状 と動 向

知識 メデ ィ アを支 え る要素技術 の研 究開発 の現状 と動 向 を ま とめる。 ここに述 べ

る要素技術 を合 わせ る と、 メデ ィア、情 報、 ソフ トにかか わる情報 処理技術 をほ ぼ

包括 的 にカバ ーす る もの に なる。重要 な こ とはこれ らの要素技術 が互 い に関連 し合

い、重 な り合 う領 域 を作 りなが ら一 つの大 きな軸 をめ ぐる動 向 を作 り出 しつつあ る

というこ とで あ る。 この共 通軸が知識 メ ディアへ と向 か う流 れであ る。共通軸 は次

の ような要 素動 向 か ら構成 されている。

(1)メ デ ィアのそれ ぞれの役割 が明確 にな りつつ ある。

(2)情 報 の内容 、情報 の意味 にかかわる処理 に向かいつつ ある。

(3)大 ビ ッ ト量 メ デ ィア が現 実 の もの とな りつ つ あ る。

(4)大 規模情報 の重要性 が認識 され、取組みが始 ま りつつ ある。

(5)新 しい機 能の実現 を支 える もの として多彩 な理論 ・方式 ・機 構が適切 に育

て られつつあ る。

(6)総 合 的、統合 的 な情報処 理技術 へ と向かいつつあ る。

(7)広 範 な分野 と交流 し、新 しい学際領域 の形成 に向 かいつつある。

5.1自 然 言語処理

これ までの 自然 言語 処理技術 は情報検索 の近代 的応 用 に始 ま り、 自然 言語 イ ン タ

フェースの限定 的 な実用化 を経 て、後 の ワープロの大 成功 に よって大 きな ドライ ブ

が駆 か った。 日本語入力技 術 のブ レー クスルーに大 きな刺激 を得 て、長年 の課題 で

あ った 自動 翻 訳 の研 究 開発 、製 品化競 争が起 こ り、 い までは10種 を越 えるパ ソ コ

ン翻訳 ソフ トが、年 間1万 本(～2万 本)以 上売 られ る ようになっ ている。 これ に

よって、辞書 開発 メイ ンテナ ンス という基盤技術 が大 い に発展 した。

形 態素処理 や構 文処 理(解 析)な どの技術 が、実 用機能 品質 に達 し、 テキス トの

校 正支援 、 テキ ス トの 自動 読 み上 げ、 自然 言語イ ンタフ ェース、AIか な漢字変 換、

㏄R誤 り訂 正 な どの機 能向上 や応用製 品出現 を促 した。

一方 で
、構 文解析 の曖 昧 さの選 択 、意味 の選択 的 解釈 や、文脈 理解 や状況把握 な

ど、人 に相 当 す る言語 の知 的機能 を支え る技術 は、そ の ままの方式 では一層 実現 か

ら遠 くにあ る ことが認 識 される ようにな って きた。 こ れ を解 決す る アイデアは、 言
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葉 に よる表現 が な された状 況 を含 め て コー ド化 する様 々 な方法 を総 動員 す るこ とだ

と考 え られて いる。用例 、事例 、言 語デ ータ、 コーパ ス、それ らを利 用 で きる形 で

コー ド化す る タギ ング、統計処 理技術 が ここ数年精力 的 に研 究 されてい る。

他 方、 ワー プ ロは電 子化 テキス トを猛烈 に大量生 産 す るよ うになって久 しい。 文

書 は知恵 をコー ドす る最 も馴染 み のあ る形態 で あ り、 そ こか ら知恵 を得 たい とい う

ニ ーズは ます ます高 まって い る。 それ を よ り容易 に手 にいれ たい とい うニーズ に応

えるには、各 人 のパ ソ コン にある文書情 報の共有 か ら、 グル ープ内 、 グルー プ間 の

共有、流通 を選択的 に行 え る技術 の開発 が必 要 である。

上記 の現状認識 をベ ース に下記項 目について現状 と動 向 をま とめる。

要素技術

頑健化技術

文書処理

対 話処理(QA)

情 報サ ー ビス

応用 システム

文 章 解 析 、 文 章 生 成 、文 章 理 解 、 意 味 抽 出 、 文脈 抽 出 、状 況

理 解 、 シー ン ラ ス

コーパ ス 、 言 語 デ ー タ、用 例 、 学 習 、 会 話 文 向 け文 法

マ ル チ メ デ ィ ア ドキ ュ メ ン トオ ー サ リ ング、校 正 支 援 推 敲 支

援 、 自動 ハ イパ ー構 造 化 、 自動DB化

各 種 コ ンサ ル テ ー シ ョン用 素 人 イ ン タ フ ェ ー ス ブ ラ ウ ジ ング

翻 訳 、 検 索 、 分 類 、 要約 、 抽 出 、 文 書 交 換 標 準 、 著 作 権 管 理

技 術 、 多 言 語 ビ ュー イ ン グ ・発 信

電 子 図書 館 シ ス テ ム、 電子 オ ンラ イ ン出版 、 電 子 新 聞 、 日本

情 報(科 学 、 経 済 、文 化)の 蓄 積 発 信 、 電 子 情 報 ク リ ッ ピ ン

グ、LRE(EU)LanguageResearchEngineering(Pr()ject4)、MUC6/

TREC4

5、1.1要 素 技 術

図5.1-1で 、中央 にNLP(自 然言 語処理)と ある円 の外 周上 に丸 ゴ シ ック体 で記

した6つ のキーワー ド、文 章解析 、意味抽 出、文章理 解 、文脈抽 出 ・状 況理解、 シ

ソー ラス ・語彙知 識DB、 文章生 成 は、NLPの 各技術 分 野 を示 す。円 の内周上 にあ

るキー ワー ドは、 これ らを支 える算法理 論 、言語理論 、統計 理論 、AIに またが る技

術 で ある。 これ らのNLPの 各技術 分 野 の貢 献が期待 され るア プ リケー シ ョンを 枠 付

きの斜体 で円 の外 部 に配置 した。 以下、 文章解析 に始 まって時計 回 りに要素技術 を

説明 する。
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文章解析
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語 彙 知 識DB

文脈抽出.(亙 ⊃

状況理解

電子麟 国

国5.1-1自 然言語処理 の要素技術 関連図

(a)文 章解析

文 章解析 と は、文 の構造 を正 し く認定 す る技術で ある。文字 列 を単語 の列 と して

認定 す るに と どま らず、単 語 間の修飾関 係 を全 て正 し く認定 しなけ れ ばな らない。

単語認識 ・置 き換 えに よる機械 翻訳 のア イデ ィアはデ ジタル計算機 の 出現以前 か ら

存在 して いた(1933年 ロシ アのTroyanskyの 特 許 出願)。 そ の後 、最初 期 のデジ タル

計算機 を用 い た機械 翻訳 の実験 では、 い ずれ も有限 オ ー トマ トンに よる極 めて限 ら

れた構 文 の検 出実験 を行 っ たに とどまる。 ここで、 自然 言語 におい て可能 なあ らゆ

る単 語間 の修飾 関係 に対応 するための理論 的な枠組み の必要性 が明 らかにな った。

Chomskyが1950年 代 に自然言 語知識 の定 式化 を最初 に試み た副産物 と して、手 続

きモ デルに よる形 式言語 の階層 が示 された。 正規文法(3型)か ら一般文 法(0型)に い

たる4つ の階層モデ ルに よ り記号列解析 の基礎 理論が得 られ た。 これ らの うち特 に、

左辺 を1項 に限定 した文脈 自由文 法(S-NP+VPな どの規 則 の集合)で は、Earley

法[Earley70]な ど早 くか ら効率 の良い アル ゴ リズ ムが開発 され た。 この結果、 コン

パイ ラへ の応 用 な ど、情報処 理分 野全体 に巨大 な影響 を与 えた。 この影響 は現在 で

も続 い てお り、た とえば近 年で は遺伝 子 コー ドの解析 に も拡 張文脈 自由文法 を用 い

るのが主流 とな っている。
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自然 言語 の 文章解析 は、 その基 礎 とな る言語理論 間で論争 は ある もの の、文脈 自

由文法 と文脈依存 文法 の中間 くらいで効率 よ く定式化 できる もの とみなされ ている。

た だ し、 この ような手続 き型 の知識記 述 によって効率 よ く、文法 的 な構 文 とそ うで

ない構 文 をすべ て正 しく受理 し分 け られ るか どうかについては、その後Chomsky自

身 は否定的 な見解 を示 した 。 これ によ り言語学 は脳 内 に実在 する宣 言的 な文法知 識

の体系 を求 めて理論 的探 求 を深 め る道 を歩む ようにな った。

これ に対 して計算言語 学ComputationalLinguisticsは 、図5.1-1に 示 したNLPの 各 要

素技術 につ い て、 その時 間 的計算量 や記憶 量 の負担 を、計算機 に実 装 で きる まで の

厳 密 さに よ り定式化 す るこ とをその使命 とす る。特 に文 章解析 で は、文章 におけ る

単語 間の修 飾 関係 の曖 昧性 のサイズ や、 その解消 のた めの計算量 を示 しつつ、効 率

の良い解析 ア ル ゴリズ ムを追求 して きた。実際 には、 最初 か らあ らゆる構文 を扱 う

のではな く、 単文 か ら、重 文、そ して共 有要素 を もっ た複 文 な どへ と守備範 囲 を広

げてい きなが ら計算量 をお さえる、、とい うアプローチが とられるこ とが多 い。

(b)意 味抽出

文章解析 に よって文 の構 造 を正 し く認定 した後 は、 その文 の意味解釈 を与 える枠

組 が必 要 とな る。 この際 に通常 は、部分 の解釈 を積 み 上 げてい くと全体 の解釈 が 得

られ る とい う ◎ompOSitionality(構成性;加 算性)を 仮定 する。 自然言語 で は、 助詞 や

助動 詞 などの機 能語 の解釈 や、名詞 や動 詞 な どの内容 語 の語義 が一般 に多数存在 す

る。従 って、 この ような局 所 的な曖昧性 を解 消 する こ とが、文全体 の意味解釈 を得

るための主要 な課題 とな る。

単語の曖 昧 性 の解消 には、局所 的な条件 に注 目 して、単語 間 の接 続 コス トを定 義

し、文 や句全 体 で最 もつな が りの良い曖 昧性 を選 ぶ という探索手法 が主 と して用 い

られている。 これは、 一般 に最小 コス ト法 と呼 ばれ る。仮 名漢字変 換 で よ く使 われ

る文節数最小 法 は最小 コス ト法 の一種 である。

すべ ての単 語 の曖昧 性 の解消 が局所 的 な条件 だけ でで きるわ けではな い。構 文 解

析 の結果、必 ず しも隣接 していない修飾 先 の動詞 が 目的語 の意味 を選 んだ り、逆 に

動詞 の意味が 選 ばれた りす るこ とが ある。 さ らに、複 数 の文 を解析 した結 果か ら大

局 的な情報 を取 り出 して利 用 す る必 要 さえ出て くる。 た とえば、 「彼 は結 局現場 に

行ったのか行 かなか ったg)か 。実 は行 ったのだ。」 という例 の2文 目の下線 が 「い っ

た」 なのか 「お こなった」 なのかを判定 す るには前文 の情報が必要 で ある。

上 に取 り上 げ たのは、一部 の特 徴的 な意 味抽 出 の タス クで想 定 され る必要条件 に

す ぎない。 か な漢字変換 や、音声合成 の ため の漢字 か な変換 な どの応用 タス クで 要

求 されるパ フ ォーマ ンス を想定 する と、必 ず しもcompOsitionalityが 成 立 しない慣用

句 の問題 や、特 に意味 的、 論理 的な根拠 な く選択結 果 が決 まってい る ら しいケ ー ス

に遭遇 する。 これ らの解決 のため に、慣用句 を含 む大規模 な語彙知 識DBの 充実 や、

統計 モデル や大規模 な用例 集 を開発 す る必要性 が広 く認 識 され ている。

特 に、根 拠 の希薄 な選択条件 に対 しては、統計 的推論 や ニュ ーラルネ ッ ト、遺伝
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アル ゴリズ ム な どの学 習 ア ルゴ リズムの適用 が模索 され ている。 これ らの アルゴ リ

ズ ムの中 には必ず しも解析 的で ない もの や、学習 に膨 大 な計算 量 や記憶 量 を要求 す

る もの もある。 そ こで、一種 の力づ くの解決方法 として、超並列NLPが 提案 されて

いる。 これ らの手法 と、言 語 の構造 的情 報 をモデ ル化 した知識主導 の方法 とを組 み

合 わせ て如何 に有効 なハ イ ブ リッ ド・ア ーキテクチ ャ を設計 す るか 、 とい う点 に も

興味 が集 まってい る。

(c)文 章理解

人 間が何 を もって文 章 を理解 した と定義 す るかは未解 決 の問 題 であ る。人工 知 能

の研 究 コ ミュニ テ ィで も中 国語 の部屋 とい う実験 的な場 の設定 に よ り、 自然 言語 を

題 材 に して理解 とは何 か、 とい う問 いか けが なされて いる。論理式 を抽 出 し真理 値

を自然 言語 の意味 とす るな らば、 「村 山 さんは村 山 さんだ し、小沢 さんは小沢 さん

だ。」 の前半 と後半 は同 じ意味 なのか。 そんなはず は ない。 そ こで 、比較 的文 の構

造 に忠 実で あ りなが ら個 々 の内容語 の概 念 は細 か く分 解 して少 数の 意義素 を取 りだ

そ う とした概念依存構 造[Schank80]の ような試みが な された。

一 方、我 々 が何 か単 純 な外界 の 出来事 を理解 した とい う とき、記号列 か ら記号 列

へ の変換 では な く、言語情 報 と絵 や音 や匂 い、 さらに は五感 の全 てが結 びつ いた記

憶 を伴 ってい る こ とが多 い といえるか も しれない。 この直感 や、脳 の連合野 の機 能

な どを背景 に、Winograd73で は、 自然 言語 で命令 された ロボ ッ トが、 さまざまな色

や形 をもって重 なった積 み 木 の世界 で、物理 的制約 の範 囲で命令 を忠実 にこなす こ

とので きるプログラ ムが紹介 され た。

(d)文 脈抽 出 ・状況理解

人 間 の文章理 解 は、Winogradの 示 した ように本質的 にマ ルチモ ーダ ルであ るだ け

でな く、 ほ とん ど常 に文脈 依存 、状況依 存 の形 で行 わ れてい る とい う主張 があ る。

これ は論理式 に基 づ く推論 によって文 章理解 を試み た研 究者 の間 で生 じた考 え方 で

あ る。計算機 が小 学3年 生 の国語 の問題 を解 くのに何 万 回 も推論 を繰 り返 す ような

こ とを、超並 列 か もしれな いが ミリ秒 単位 で しか動作 しな い人 間の頭脳 が実行 して

い る とは とて も考 え られな い。 このよう に考 えた結果 、 エ ピソー ド化 され た過去 の

経験 を取 り出 して問題解 決 に利用 す る事 例 ベース推論 の アイデ ィア が提 唱 され、 自

然 言語処理 の分 野 に も影響 を与 えた。

このアイデ ィアは、 直接 的 には、過去 の事例 や、 それが蒸留 されて常 識 と化 した

知 識 を利用 して曖昧性 を解 消す るこ とに利用 される。 これ に対 し、 エ ピソー ドの知

識表現 をつ な ぎ合 わせ るこ とに よ り文脈 とい うもの を計 算機 上 に定 式化 してやろ う

とす る試 み もな されて いる。 しか し、 いずれの大胆 な 試み も、 どの よ うに してあ る

基 準 で均 質 な事例 のセ ッ トを網羅 的に揃 えた ら良いか 、 とい う工 学 的 な興味 を満 足

させ るには至 っていな い。
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(e)シ ー ン ラ ス

そ こで登 場 したのが 、文 章理解 にあた って共通 に必 要 とな る知 識 を集積 しよう と
シ

い っオ ン トロジ ーに基 づ く試 みであ る。Rogetの シソ ーラス に始 まる類語 辞典 は末

端 に個 々の単 語 を くくりつ けた大 きな木構 造 を とって いる。 これ らをベ ースに概 念

の分類木 を作 る として も、専 門術 語の概 念 をのぞけば 高 々数十万 の 記号 を体系 化 す

れ ば良いだけであるか ら力 づ くでや って し まえ、 とい う勇気 を もってEDR電 子化辞

書 は開発が進 め られた。

シソーラス の構 築 に は、木 の ノー ドとノ ー ドの間 を結 ぶ リン クに どの ような属 性

を もたせ るか、 ノー ドを分 割 する基準 は どうす るか、 一貫性 、粒 度 、無矛盾性 の管

理 を どうす るか(あ るいは どう管理 しな いか)、 な どのあ らゆる知 識表現 の問題 が

顔 を出す。構 築 にあたって、質 の高 い核 となる知 識ベ ースか ら、実 例 を取 り込 み つ

つ どの ようにboot-strapし てい くか、 さ らに再現 性 をどうす るか、 とい う工 学的 に極

めて重 要な課題 も山積 している。

これは、裏 を返せ ば 、言語 デー タに基 づ くシソー ラスの構 築 の試 みか ら、知 識 表

現一般 や、知 識工学 のあ り方 に対 す る普 遍 的回答 が生 まれて くる可 能性 があ るこ と

を意味 する。 た とえば、説 明的 な文章 の 中で多用 され る言語 メ カニ ズ ムのメ タフ ァ

やメ トニ ミ(換 喩)は 、既 存 の概 念 に新 しい属性 が加 わ った りす る ことによる新 概

念 の形成 をモ デル化 す るヒ ン トを与 えて くれる。 た とえ一般 の知 識 獲得 につなが ら

なか った と して も、言語 コ ーパ ス(用 例 集)と い う知 識源 か ら、新 知識 を抽 出す る

ための手が か りの1つ として大 いに活躍 が期待 され る。

語彙 の体 系 に基 づ くシソーラス は、専 門用語 の シ ソー ラス とい う人工 的な知 識 の

体系 と、定義 付 けの困難 な 一般 語 の表 す概念 の シソー ラスの2種 類 か ら成 る とい わ

れ る。 自然言 語処理技術 は 、 よ り定式化 が 困難 と予想 される一般 語 のシ ソー ラス に

つ いて再現 性 のある構 築 の方法論 の開発 に責 任 をもつべ きであ ろ う。EDR電 子化 辞

書 の開発 過程 か らは実例 か らのboot-strapping、 複数言 語 に よる検 証、 な どの地道 な

工夫 が い くつ か報告 されて い る。 これ らに加 えて、最 近、文法性 の判断 に帰着 させ

るこ とに よ り強力 な再現性 と文法属性 の説明能力 を備 えたモデ ル も登 場 してい る。

出来上が った シソーラスに対 しては、前 述 の超並列NLPや 、情 報検 索 ・分 類 、 な

どの分 野か らのニーズが ます ます高 まっ ている。 この結 果、既存 の大 きなシ ソー ラ

ス をユ ーザ の ニーズに合 わせ て カス タマ イズ した り、 ユ ーザ の利用 結果 を履 歴 と し

て蓄積 し、新 たなエ ン トリー と して吸収 して成長 す る シソー ラス の 開発 が模 索 され

よう。

(f)文 章生成

機械 翻訳 とい う応 用 を考 える と、文章解 析 に引 き続 いて文 章生 成 する ことによ っ

て訳 文が得 られる ことか ら、文 章生成 の機能 は 自明 で あるか に見 え る。 しか し、 そ

の入 出力 や、 訳 し分 けに必 要な条件 を考 察す る と、文 章生成 の機 能 は さほ どよ く定
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]
義 されている わけ ではない こ とがわかる。何 らかの意 味表現 や知 識構 造 を入力 とす

るこ とは間違 い ない と して も、 それだけ で何 を出力 す れば良いかが 一意 に決 まる で

あ ろ うか。米 国の理 科系 の大学 では必須 科 目にテ クニ カル ライテ ィ ングの コース が

あ り、 「か くか くしか じかの内容 を、1)頑 固で物 わか りの悪 い貴 方の祖 父 に、2)

非常 に利発 で理 解 の速 い5才 の姪 に、3)TIME誌 の敏腕編 集者 に、そ れ ぞれ一番

よ くわか って もらえる ように書 き分 けな さい」 な どとい う課題 が出 るそ うであ る。

この例 か らも明 らか な ように、 「何 を表現 す るか」 と 「どう表現 す るか」 は別 の 問

題 であ る。相 手 の もつ知 識 に応 じて、 あ るいは相手 と自分 の人 間関係 に応 じて内 容

を取捨 選択 し、表現 や情報提 示 の順序 を入れ替 えてやる必要が考 え られ る。

この よ うに、話 し手 と聞 き手 の関係 、互 いの知識 、興味 の焦 点 や強調 したいポ イ

ン ト等 の定 式化 を試 み た談話モ デル(た とえばGrosz77)に よっ て、文 章生 成 の内容

と様式 をプラ ンニ ング し制御 す る試みが な され ている(た とえばMckeown85)。 多数

の提案 がな されているが、検証 の困難 さのためか、本 質的 に状況依存 であ るためか、

決定版 のモデル に収束 す る気 配 はみ られてい ない。

生成 とい う要素技術 に特有 の も う1つ の 問題 は、 出力側 にあ る。 これ は、 あ らか

じめ どの ような出力文 の ヴ ァリエ ーシ ョンがあ るか を用意 しておい た うえで、 そ の

中か ら適切 な もの を どの よ うな条件 で選 ばせ るようにす るか、 とい う条件 を自 ら設

定 す る とい う事情 に よる。QAシ ステ ムやエキスパ ー トシス テムにお ける説 明文 の

生成 の ように狭 い 目的機能 が あ る場合 は まだ出力文 の ヴァリエ ーシ ョンやその選択

条件 を与 える基準 を設計 で きるか も知 れ ない。 しか し、機械翻訳 の よ うに、理想 的

にはあ らゆる構文 の生成が 期待 される よ うな応 用領域 では、出力文 が どの程度 つ か

い ものになる のか を評価 す るのは困難 で ある。つ かい もの にはな る として も、 ど の

程度 舌足 らず で不 自然 なの か、 あ るいは、 ある場合 に 間違 った出力 文 となる こ とを

どうやって評価 す るか。

これ らの問 い に対 しては、本来 は言語 に関連 する あ らゆ る知 識の全体 像が必 要 と

な るのか も しれない。 しか し、 か つて有 限状 態機械 に基 づ くプログ ラムElizaが、被

験者 を してテ レタイ プ端末 の向 こうにキ ーボー ドを叩 く心理療法 師 がい る と信 じ込

ませ たエ ピソー ドは重要 な示 唆 をもつ。 即 ち、現在 の生成技術 の限界 に配慮 す る と

ともに、特定 の用途 で な ら、人 間 を相手 に して汎用 の文章生成 能力 を もってい る か

の ご と くに 自然 な文 生成が可能 である こともまた銘記 しておかねば な らない。

5.1.2頑 健 化 技 術

自然言 語処 理 の最大 の挑 戦 は、個 々の要 素技術 が それ ぞれ局 所 的 に発 生 させ る暖

昧性 を、 いか に文章全体 か ら適切 に絞 り込 んで い くか 、 とい うこ とがで きる。暖 昧

性 の解消 以前 に、多少文 章語 として不適格 な文 が混 入 して もそれ を各 要素技術 が 受

理 で きなかっ た り、誤 った曖 昧性 を生成 して しまって は、以後 の処 理 の正 しさは 望

むべ くもない。 この ように、各 要素技術 が、入力文 章 の暇疵 や軽 い逸脱 に よって シ
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ステ ムダウ ンな どの致命 的 な結果 を引 き起 こ した り最 終 的に解が 出力 され なか っ た

り、あ り得 な い曖昧性 を選 択 した りす る こ とのない よ うにする手法 を頑健化技術 と

呼ぶ。

現在 、頑健 化 の実現 のため には、 いかに多 くの用 例 を集 め るか、 いか にそ のた め

の学習機 能 を用意 で きるか に研 究開発 の焦点が 当て られている。 これは、 旧来 のル ー

ル ・ベ ース に よる自然言語 処理 の ための知識 の実装 が 、規範 的 な文 法 モデル を核 と

して行 われた ため に受理可 能 な構 文 の ヴ ァリエーシ ョンが狭 くなっ た ことへ の反 省

をその動機 と している。 したが って、 この ような頑健 化 アーキテク チ ャでは、個 々

のルールの粒 度 は現在 と同程 度 の まま、 ルールの総 数 を飛 躍的 に増 大 させ るよ うな

枠組 を追及 す る とい うアプ ローチが考 え られ る。既存 の枠 組 とは異 質 な知識 ベ ー ス

を用意 したハ イブ リッ ドな アーキテ クチ ャ とす るこ とに よ り、大局 的な文構造 へ の

影響 の少 な い名詞句 内部 の構造 の ヴァ リエ ーシ ョンを広 げた り選択 の精度 を向上 さ

せ よう とい う試み もな されている 。

確 か に、伝 統 的なル ール ・ベー スの アプ ローチに よ り数千 の ル ールを記述 し直 列

的 なアルゴ リズムで処理 を行 わせ る とい うや り方 では、 あ らか じめ想定 した構文 以

外 には無意味 な出力結果 しか期待 で きな い とい うこ とにな るだ ろ う。 しか し、数 十

程度 の基本原 理 とパ ラメー タのイ ンタラ クシ ョンに よ り宣 言的 な知 識が組合 わ さっ

た結果処理 が進 む ような枠 組 とす れば、 予 め固定 的 に書 き下 した構 文以外 の無数 の

構文 の ヴァ リエ ーシ ョンを適切 に受理 で きる可能性 が ある。 また、 音声言語研 究 の

コ ミュニテ ィか ら必 要性 の叫 ばれ てい る会話文 向け文 法 といった ものであ って も、

決 してあ らゆ る不 適格 文が 許 されるわけ で はない。一 部 の言語学者 の間で試 み られ

てい る ように、原理 や制約 の違反 す る回 数の少 ない ものだけが会話 文 で は許 され て

い る、 とい う可能性 もある。

後述 の さま ざまな応 用技術 や シス テムで は、人 と人、 あるい は人 と機 械 との効 率

よい コ ミュニケーシ ョンの実現 のため に自然言語処理技術の適用 が試み られてい る。

これ らが実用 に供 されるた め には、各 コ ミュニケ ーシ ョン機 能それ ぞれの 目的 に応

じた暖昧性 の解消 をサ ポー トする とともに、ユ ーザ に負担 をか けず に要求 に見合 っ

た協 力 をユ ーザ か ら引 き出 す巧 み なイ ン タフェース を設計 す るこ とが鍵 とな る。 ま

た、逆 に、各 応用 システ ムが実用領 域 に達す る ことを もって、各 々の曖昧性解 消 機

能 の 目標性 能 とす るこ とに よって工学 的 に健全 な 自然 言語処 理技術 の育成 が はか れ

る ともい えよ う。 これ らの問題意識 に よ る成果 も、広 い意味 での頑 健化技術 と呼 ぶ

こ とがで き よう。

5.1.3文 書 処 理

ビジ ネス や技術 開発 の現場 は文 書主義 で あ り、 そ の成 果 は必 ず文書 の形 で ま とめ

られ る。 した がって、文書 作成 の プ ロセ スの効率 化 は ただ ちに ビジ ネスや研 究開発

の効率化 に結 びつ く。文書 処理 の分 野 で も、 ソ フ トウ ェア工学 と同様 、部 品化 や再
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利 用 の有効性 が叫 ばれ てい る。 また、 ローカル ・ネ ッ トワークに よ る密結合 、イ ン

ターネ ッ トに よる疎結 合 の協業体制、評 価体制が効率 向上 につ なが るこ とが常識 化

しつ つある。

かつ ての文 書 はテ キ ス ト中心 で あ ったが、 図表 や写真 、 ひい ては音 声 や動画 まで

取 り込 んだ複 合文書 を作 成 す るためのマ ルチメデ ィア ドキュメ ン トオーサ リングが

注 目を集 め て いる。確 かに、百 聞は一見 に しかずの諺 通 り、現場写 真 を張 り込 む こ

とで瞬時 に理 解 で きる ような レポー トを電子 メールで送 り、顧 客 に ア ピールする 表

現 力豊 かな プ レゼ ンテ ーシ ョン書類 を各 メ ンバ ーが席 にいなが らに して共 同執筆 で

きる便利 さはす ば ら しい ものである。

それ では、 もはや テ キス ト、 自然言語 に よる表現 は脇 役 に退 いたの だ ろ うか。 音

声、画像 な どの他 のメ デ ィアは、結果が 誰 にで も予想 で きる ような形 でソーテ ィ ン

グす る こ とす らで きな い。 検索 や分類、 あるいはそれ に先 だ ってDBを 構造化 す る

ため には 自然 言語 による タ グ付 け に頼 ら ざる を得 ない のが現状 であ る。 そ こで、 大

規模 なマル チ メデ ィア文書DBを 誰 もが アクセスす る ようになる と、 テキス ト部分

に対 する文 章解析 などNLPの 要素技術 を利用 したサポー トが ます ます必 要 になって

くる と考 え られる。つ ま り、文書 のマル チメデ ィア化 はテキス トの 重要性 の再認 識

を もた ら し、NLPへ の ニーズ を顕在化 させ る こ とに もつながるのであ る。

文書 とい う モ ノを実 際 に加工 す る局面 で は、文章 解析 による校 正 支援 や推敲 支援

機 能 の拡大 が 期待 され る。 また、 よ り表 現力豊 かな構 造 をもった文 書 を効率 よ く作

成 す るため に は、 ハイパ ー リンクの半 自動作 成 の機 能 に も期待が集 まる。ハ イパ ー

リンク作成 の機 能 は要素技術 としては伝 統 的な情報検 索 や 自動分類 、索 引作成支 援

や文書群 の構 造化 な ど と殆 ど重 な るもの とみ られる。 これ らの応 用 シス テムでは 、

一覧性 のあ るユ ーザ ー イ ン タフェースや、DBの 視 覚 化、意味ハ イ パ ー リンクな ど

のアイデ ィア に よ り、情報 ナ ビゲー シ ョン機能 を着 実 に向上 させ る工 夫 も重 要で あ

ろ う。 しか し、対象 デ ー タが巨大 になる につれ、文章 解析 によ り、 そ の内容 に踏 み

込 んだ検索 ・分 類 を行 うこ とが、いずれ不可避 の要求 となるのでは ないだろ うか。

日本語 ワー プ ロの急 速 な進 歩 と普及 のお かげで、 日本 におい て も、 「電子 テ キ ス

トが溢れかえって整理 不能」 とか、 「必要 な電子データが必 要な時 にみつ からない」 、

とい う状況 が 当 た り前 とな りつつある。 現在 この状況 を前提 に、 オ フ ィス業務 の 効

率化 やホ ワイ トカ ラー の質 的生産性 の向上 をはかる こ とを考 える必 要が 出て きた 。

個 人 の情報 環 境 におい て徹 底 した省力化 と情報 アクセ ッシビ リテ ィ向上 の必 要性 が

切実 とな って きた といえる。

人 間の手 間 を最小 限 にす る とい う方 向では、Latexな どのマー クア ップ言語 や ワー

プ ロソフ トの付 加機 能でサ ポー トされる章節番 号 の変 数化 やページ番号 の自動 追 随

とい った機 能 あるいは ア ウ トライ ンプロセ ッサの利用 が長文作成 に不 可欠 とな っ て

きた。 さらに進 んで索 引作 成 の省力化 を求 める となる と、文章解析 の技術 が活 き て

くる。従来 の索 引作成 サ ポ ー トではキー ワー ド抽出 と不要語 の除去 といういずれ も

単 語文字列処 理 の域 を出 な い技術 が使 わ れていた。 こ れ らは ノイズ を大量 に作 り出

す ためか、 い まの ところ広 く一般 ユーザ ーが索引作成 支援機 能 を利 用 す るには至 っ
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ていない。

情 報 アクセ ッシ ビリテ ィの向上 は、顧 客 サ ー ビス を中心 と した ビジネ スの リエ ン

ジニア リング、 あるいは一 般 にホ ワイ トカ ラーの生産性 向上 のため の情報武装化 の

要 と考 え られ る。必要 な と きに必 要 な情 報 が瞬時 に引 き出せ る こ とは、顧 客サ ー ビ

ス を向上 させ る とともに、 内部 的 にはホ ワイ'トカラー の発 想 の流 れ をスムーズに し

優 れ たアイ デ ィア を引 き出 す こ とにつ な がる。 このた め現在、文書 管 理 の技術 に期

待 が集 まって いる。文書 を新 た にお こ し、電子 メール で配布 し、DBに 登 録 して改

版 を続 けるb改 版 の際 には 自動 的 に電子 メー ルで関連 部 門 に配布 され、電子印章 で

承 認 され る、 とい うシステ ムが稼働 す れ ば確 か に人間 は雑 用 か ら解 放 されて創造 的

な仕 事 に専念 で きる ように なるか もしれ ない。 これ らの新 しい情 報 環境 をベース に

して、 さらに文章解析 に よる絞 り込みが サポ ー トされ 、文書 の検索 結 果 を自然言 語

に変 換 して 自動 車電話 の音 声 を通 じて教 えて くれ る よ うになれば創 造 的な人 間は よ

り創 造的 に仕 事が で きる よ うにな るだろ う。 また、新 人教育 のた め のチュー トリ ア

ル ・フ ァイ ル の作 成 を既存 の文書群 か ら半 自動 的 に作 成 するな どの局面 で文章解 析

の技術 が活躍す る ことになるか もしれない。

5.1.4対 話 処 理

QAシ ス テムは、Green61に 始 ま り、 自然 言語処理 とい う工 学分 野 の発展 と歩調 を

合 わせ て常 に追 求 され て きた魅 力 的 な分 野で あ る。 有 限状 態機 械 に よ ってTuring

Testを パス したか に見せ かけ るこ とので きた、 カ ウンセ ラープ ログラ ムElizaもQ

Aシ ステムの一種 といえる。 シス テムが実用 の域 に達 す るための鍵 と しては、1)

DB問 い合 わせ のための構 文 の制 限が 自然 でユ ーザ に受 け入れ られ易 い こ と、2)

分 野依存 の専 門知識 を駆使 した り過去 の 問 い合 わせ履 歴 を参 照す る こ とによ り高 度

な曖昧性解消 能力 を備 えて い るこ と、3)個 々のユ ーザ特 有 の構 文 を登録 で きた り

自動 的に受理 で きる学習機 能 な ど高度 な ユ ーザ適合性 を備 えている こ と、 な どが あ

げ られる。 これ らの条件 を満 たす システ ムは必 ず しも大規模 な もの とな る必 要 は な

いo

別 の技術発 展 の方向 としては、 マルチモ ー ダル化 な どに よ り、 シス テ ムが生成 す

る回答 の様式 を楽 しい、魅 力 ある もの に してい くこ とが考 え られ る。歌が検 索結 果

として帰 って きた ら、それ を知 らせ る告 知文 に節 を付 けて替 え歌 の よ うに歌 って く

れて も良い し、多 数 の検 索結 果 を視 覚化 した図表 の上 に吹 き出 しを付 け て解説文 が

popupし て くる よ うに して も良い。 これ らは今後 、実 用 の場 で 評価 され、淘汰 され

てい くであ ろ う。
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5.1.5情 報 サ ー ビ ス

電子 メールの普及 は、 ビジネスや研 究 開発 に従 事す る者が低 コス トで地球 の裏 側

と瞬 時 に確 実 な コミュニケ ーシ ョンをとる ことを可能 に した。 イ ン ターネ ッ ト利 用

者3000万 人 の間で は、 もはや電子 メールな しでは仕事が成 り立 たない ほ どに、深 く

浸透 す るに至 った。 この よ うに、仕事 の ス タイルが急 激 に広 域情報 サ ー ビスの機 能

(WWWシ ステ ム な ど)と 内容 に依存 する ようになった結 果、 アクセ ス の際 のユ ー

ザ イ ンタ フェース(MOSAIC,Gopher,Eudraな ど)や 、 フル ・テキス ト ・サーチに よ

る内容 の検 索、分類 要約、 な どへ の要求が にわかに顕在化 す る こと となった。

現在 イ ンター ネ ッ トの事実上 の公 用語 は英語 とな ってい る。 そ こで、 英語 と母 国

語 の間 を相互 に使 い勝 手 よ く翻訳 して くれる機能 や、非母 国語 の情 報 を短時 間で ブ

ラウズで きる ように して くれ る多言語 ビューイ ング機 能、お よび これ らに連動 した

テーマや結 論 の抽 出機 能へ の潜在 ニーズが高 まっている と考 え られ る。 また、 も し

も将来 的 にイ ンターネ ッ トへ のアクセス を原則母 国語 でで きる よう に して世界市 民

(=イ ン ター ネ ッ ト利用 者)の 人 口 を飛 躍 的に拡大 したい と皆が望 む な らば、 自然

言語処理技術 が大 活躍 していか なければな らない。

情報 の交 換 ・配信 を公 式 に電子 文書 の形 で実現す るようにな る と、文 書 交換 の標

準 フォーマ ッ トが必 要不 可欠 となる。 これ には、ISOで 規格化 され てい る汎用 の文

書構造化 言語SGMLに 基 づ く個 々の文書 規約がベ ース とな って い くこ とだろ う。

マ ル秘文書 の流通 や広 域文書利用 の際 の対価 を決済す るための技術 イ ンフラ も必 要

となる。 著作 者人格権 、各 種 の著作 隣接 権 が容易 に侵 害 されない よ うに し、且 つ 電

子 ネ ッ トワー ク上 での著作 物 の作成 と流 通が促 進 され る よう、著作 権 管理技術 が サ

ポー トされ て い く必 要が あ る。そ の上で 、ユ ーザ は安 心 して情 報発 信 に励 む こ とが

で きる よ うになる。

5.1.6応 用 シ ス テ ム

情 報 サ ー ビ ス の基 本 的 イ ン フラ の整備 と と も に、 具体 的 なサ ー ビス が い くつ か 構

想 され て い る 。 電 子 図 書館 シ ス テ ム、 電 子 オ ンラ イ ン出版 、 電 子新 聞 、 電 子 情 報 ク

リ ッ ピ ン グ な ど、 接 頭 語 に 「電 子 一」 と付 く シス テ ム は、 実 世界 で は ロ ー カ ル で コ

ス トが か か っ て い た サ ー ビス を グ ローバ ル化 す る こ と を特 徴 とす る。 利 用 す る側 か

らみ て も、24時 間 いつ で も、 地 球 上 ど こ に い て も、 自分 の ア ク セ ス権 が あ りさ え

す れ ば これ らの サ ー ビスが 受 け られ る とい う期 待 が 現 実化 し よ う と して い る 。

90年 代 前 半 の米 国 産 業界 復 興 の縫 子 と な った リエ ン ジ ニ ア リ ング の 概 念 にお い

て も、 トー タ ル な意 志 決 定 ・伝 達 の過程 で電 子 文 書 の標 準 化 を行 う こ とが 強 く示 唆

され て い る。

た とえ ばCALS(ContinuousAequisitionandLife-CycleSupport)と 呼 ば れ る産 業 界 に

お け る リエ ン ジ ニ ア リ ング 支 援 シ ス テ ム で は、SGML文 書 を全 面 的 に 導 入 す る こ と
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に よって、開発 か ら設計変 更、生産 に至 る トー タルな製造 の プロセ ス をニ ーズ に即

応 して機敏 に コ ン トロール する ことを目指 している。 い くつかの先 進 的な多 国籍 企

業 では、時差 を有効活用 して設計 を国際 分 業す る こ とを試 みる よう にな り、 自社 向

けに多言語 のSGMLフ ォーマ ッ トを定義 し、.グローバ ル な文書管理 を実践 しようと

している。

5.1.7コ ン テ ン ツ

次世代 グ ローバ ル情 報サ ー ビス の形 態が 模索 され る中で、情 報 の内容 その もの の

重 要性 が広 く認識 され る よ うになって きた。電機 メー カーの中に も、情報 イ ンフ ラ

整備 に とどま らず、 コ ンテ ンツ ビジネス、 すなわち内 容 のサ ービスへ の果敢 な進 出

を試 みる動 きがみ られ る。

この流 れの 中で社 会 的 に重要 に なって くる と考 え られる もの の1つ に、科 学、 経

済、文化 の各 分 野 における 日本情報 の蓄 積 とそ の世界 へ 向けての発 信 があ げ られ よ

う。 このテー マ にお いて も、 ニーズのあ る所 が先行 してシステム を開発 す る傾 向 が

あ る。 この中で は た とえば、最近予 算 のつ いたJP-NETと い う国際 ネ ッ トワー クが

注 目に値 す る。 これは、米 国マサチ ュー セ ッツ工科大 学の外 国語 ・外 国文化研 究 セ

ンターが、当 初 と して全米 の主要大 学 と 日本 の慶応大 学 を結 んで、 日本 語 と日本 文

化 に関す る情報発信 のイ ンフラを構 築す る試み であ る。

5.1.8応 用 シ ス テ ム の 国 際 コ ン テ ス ト

電子産業界 で は 「大競 争 の時代 」 な ど と言 われ、研 究 開発 の効率 向上 が以前 に も

増 して生 き残 りの ため の重 要 な課 題 とな って いる。 これ はユ ーザ に とっては、1社

による独 占 とな らない限 り、非常 に望 ま しい こ とであ る。各種 コン ピュー タ資源 の

アーキテ クチ ャはオープ ン化 の傾 向 にあ り、 それ らの規約 を開発 す る機 関 は非営 利

の コンソー シ アムを組織す るケースが増 えている。 この ように公正 な競 争 と参入 機

会 の均等化 が行 われ る こ とはメーカー側 に とって もメ リッ トがあ る。

情報 サー ビス関連 の研 究 開発 の局面 で は、一種 の 国際 コンテ ス トの場 が 出現 す る

ようにな った。 これは、開発 サイ クルが 短縮 した現在 、技術力 の健 全 な競争 の体 制

を維持 す るのに貢献 す る とみ られて い る。 た とえば、欧州 で は、LRE(EU)Language

ResearchEngineeringと 呼ばれ る 自然 言語 処理技 術応用 の評価 の場 が設 け られ、米 国

ではMUC6/TRECと 呼 ばれ る情 報検 索応用 システ ムの性 能評価 コンテス トが毎年 実

施 され る ようにな って いる。

TRECで は 、ギ ガバ イ ト級 の大 規模 テ キス トの内容 を瞬時 に検索 して有 用 な もの

を取 り出す技術が追 求 され ている。 こ こでは単 に競 争 を刺 激 してい るだ けではな く、

コンソーシア ムが膨 大 な評価 の手 間 を一部代行 す るだ けで な く、参 加 者間 の国際 分
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業 に よ り評価 の手 間 を分 か ち合 うに まで至 っている。

自然言語処 理技術 で は、汎用 の要素技術 の性能 を それ単独 で 評価 す る こ とが非 常

に難 しい。そ こで、 この技 術 分野が今後 とも発展 して い くため には、上述 の よう な

場 を借 りるな ど して さま ざ まな具体 的な タスクを設定 し、パ フォー マ ンス を評価 す

る こ とが ます ます重 要 とな る。 これに よって世界 市民 の間の コ ミュ ニケーシ ョン の

形態 に良い変 革 を起 こす こ とが で きれば、技術 者達 の努力 は十分 に報 われるであ ろ

う。
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67-76,LosAltos:Wi皿amKaufmann,Inc.,1977.

文 章 生 成:
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L・nguage-T・xち"A㎡ 丘・ialintelligence27,1985,1--42・;
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QuestionAnswerer,"kocee(lingsofthewesternjointComputerConference,,1961,

219-224.

5.2音 声 ・音 響処 理

5.2.1音 声 認 識

音 声 認 識 の技 術 レベ ル を、発 声 の様 式 、発 声 者 、 認 識 語 彙 数 で分 類 す る と表5.2-1

の よ う に な る。 な お、 音 声 処 理分 野 技術 マ ップ を図5.2-iに 図示 す る。
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表5.2-1音 声 認 識 技 術 の 分 類

(容易)← 技術 レベル →(困 難)

欝
孤立発声

特定話者

小語彙(数 十語)

連続音声

不特定話者

大語彙(数 万語)

音声認 識技 術 の推移 をみ る と、70年 代 に音声 の発 声時 間長 の変 動 の 正規 化 をDP

(DynamicPrograming)を 用 いて行 な う手 法が 提案 された。 これ に よ り、特定 話者 の

孤立発声が認 識で きるよ うにな り、い くつかは商品化 された。80年 代後 半 にな って、

ニ ューラル ネ ッ トを用 いた手法 が提 案 され、音韻 を認 識 の基礎 単位 とす る認識 に適

用 された。 最 近で は、 コン ピュー タ性能 の向上 で大量 の音声 デー タが扱 えるよう に

な り、HMM(HiddenMarkovMode1)な どを用 いた統 計 的手 法 が 主流 にな って きて お

り、現在 の研 究 レベ ルでは不特定 話者 の連続音声 で数 千 単語程 度 の語彙 が扱 える よ

うになって きている。[中 島91】

HMMを 用 いた音声認識手法 で は、音声 の最小単位 を音素 や音節 に とったHMMモ

デ ルが よ く使 われる。 この モデル を用 い て音素記述 され た単語辞書 との照合処 理 に

よ り単語列 の抽 出が行 なわ れ る。 さらに文法規則 な ど の拘 束条件 を用 いて文 の認 識

が行 なわれ る。 この拘 束 の表 現 として、確 率 的なbigramやtrigramが 用 い られ るほ

か、有 限 オー トマ トンや確率 自由文法等 が文法拘束 として用 い られ る。

一方
、不 特定多 数 の話者 に対処 す る方法 として、不特 定話者用 に複 数 の音響 モ デ

ル を持 つ方法 と話者 の発声 の特徴 か ら音 響 モデル を話 者 に適応 す る方法が ある。 前

者 は、話者 の特性が未知 の場合 、有効 な手法 であ るが 、話者 に より音韻 の分 布が 異

なるため高 い認識率 を得 る には至 ってい ない。後者 で は、話者 の音 声 か ら音響 モ デ

ル を正規化 で きるので高 い認識率が得 られ る可 能性 が ある。 また、 話者適応 には 入

力 音声 の内容 をあ らか じめ決 めてお く教 師あ り話者適 応 と、決 めて おかない教 師 な

し話者適応 がある。

最近、 イ ンタフェースのマ ルチモー ダル化 が盛んに研 究 され てきている[黒 川94]。

マ ルチモー ダ ルイ ンタフェ ースは、音 声 認識 だけでは解 決で きなか った諸 問題 を解

決 し、新 たな 道 を切 り開 くブ レイ クス ル ー として、 また、ユ ーザ の入力操作 の効 率

化 の面 で期待 され ている。 マ ルチモ ーダ ルィ ンタフェ ースに関 す る研 究では、従 来

か らあるマ ウス やタ ッチパ ネルな どの入 力機 器 と音声 認識 とを組 み合 わせて使 い や

す さの向上 を図 る試み や人 間同士 の対 話 を詳細 に観察 し、 その解析 結 果 をモ デル化

して い く試 み な どが ある。
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図5.2-1音 声 処 理 分 野 技 術 マ ップ

また・音声 デー タベ ースは音声認識 の手法 を開発 し、評価 改 良す る上で重 要 となっ

て きている。音声 デ ー タベ ー ス を構築す るにあたっては、発 声 内容 お よ び発声 者 の

性 別、年齢 、地域差 や収録 環境等 を考慮 しなけれ ばな らない。現存 す る音声 デー タ
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ベ ー ス と して 、ATR音 素 バ ラ ンス 文 、対 話 テ キス トデ ー タベ ー ス 、ETLデ ー タベ ー

ス 、 連 続 音 声 デ ー タベ ー ス等 が あ る。

今 後 、 音 声 認 識 の手 法 と して 、 大 量 の音 声 デ ー タ を学 習 す る統 計 的手 法 が 主 流 と

な る で あ ろ う。 また、 音 声 対 話 に お け る 自 由発 話(SpontaneousSpe㏄h)へ の取 り組 み

や ジ ェス チ ャ認識 等 と組 み合 わ せ たマ ル チモ ー ダ ル イ ン タ フ ェ ース へ の取 り組 み も

重 要 とな っ て くる。

5.2.2音 声 生 成

音声 生成 の方法 には大 き く分 け て2つ の方式 があ る。1つ の方式 は、 編集合成 方

式 と呼 ばれる もので、 あ らか じめ決 め られた単語 や文 章 を発 声 した音声 を登 録 して

お き、再生 時 にそれ らを編 集 して合成 音声 を作成 す る方式 であ る。 この方式 は、 発

声 の単位 があ る程度長 く、 イ ン トネーシ ョン等 の情報 も保持 されて い るため合成 音

の品質 は高 い とい う特長が あ り、現在 市場 で一般 に使 われてい るの が この方式 で あ

る。 もう1つ は規則合成方 式 と呼 ばれ、 単語 よ り小 さな音声単位 で パ ラメー タを登

録 してお き、入力 テキス トに応 じてそれ らを組み合 わせ て接続 し任 意 の音声 を生 成

す る方 式であ る。 この方式 の特 長 は、任 意 の音声 を生 成 す るこ とが で きる こ とで あ

るが、イ ン トネー シ ョンや アクセ ン ト、 ポーズの設定 が難 し く、合 成音 の品質 は ま

だ十分 で はない。[広 川93]

また、携 帯電話 な どの普及 に伴 い低 ビ ッ トレー トの音声符号化の技術 が重要 にな っ

て きて いる。 現 在、4kbitis以 下 の代表 的 な音声 符 号 化手 法 と して 、CELP(Code

ExcitedLinearPredictioncoding)方 式 があ る。 このCELP方 式 は、適応符号 帳 と雑 音符

号 帳 か ら選択 した符 号ベ ク トルか らなる励振信号 を線 形予測(LPC)分 析 に基づ く合

成 フ ィル タを通 して波形 を生成 す る方式で ある。

5.2.3音 声 応 用 シス テ ム

音声認識(合 成)を 応用 したシス テムが 導入 され て いる分 野 として、(1)手 が

使 えない応用 分 野、(2)電 話 を使 った応用分野 、(3)大 語彙 の応用分 野 に大 き

く分 け られ る。現在 、実用化 されてい るシステ ムのい くつか を以下 に示す。

(1)手 が使 えない応 用分野

・製鉄所鋼材入荷 デー タ入力/問 い合 わせ シス テム(製 鉄所)

・検査 結果入力 システム(自 動 車メ ーカ)

・ハ ン ドフリー音声認識 電話(自 動 車 メーカ)

・肉等 階級入力 システ ム(食 肉卸 売市場)
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・荷 受業務 音声入 出力 シス テム(青 果卸売市場)

・音声入力 券売機(運 輸業)

・ビデオ用 音声予約 リモ コン(市 販 品)

・音声認 識 カーオーデ ィオ(市 販 品)

(2)電 話 を使 った応用分 野

・電話 音声認識応答 シス テム(銀 行、証券会社 、保 険会社)

・音声 照会 システ ム(金 融業)

・タクシー電 話 自動 受付 装置(タ クシー会社)

・緊急 呼 出 シス テム(電 力会社)

(3)大 語彙の応用分野

・音 声 ワー プ ロ(試 作 品)

・英 会 話ICAIシ ス テ ム(コ ン ピ ュー タメ ー カ)

・航 空 管 制 訓 練 用 音 声 認 識 シス テ ム(電 子 機 器 メ ー カ)

今後、認識率が高 いだけでな く、誤 りを訂正する際 の手 間 も含 めた トータル なユ ー

ザ イ ンタフェースの良 さが求 め られ る。 また、個人差 に よる性 能のバ ラ ツキや周 囲

騒 音 の問題 を解 決 し、 コス トパ フ ォーマ ンス を良 くす るこ とが音声 応用 シス テム の

普及 の鍵 とな る。

5.2.4音 楽 情 報 処 理

コンピュー タ性能 の向上 に よ り従 来不可能 だった音響信号処 理 の実時 間処 理 が 可

能 にな り、音 楽 の領域 まで が研 究 の対象 となってきた。特 に、音楽 情報処理 は感 性

情報処理 とい う枠組 の中で研 究が盛 んに な りつつ ある。感性情 報処 理 とは、言 語 的

な知識情報 だ けでな く、非言語 的な感性情報 まで も扱 お う としている。

最近 の研 究 では、人 間 らしい揺 らぎのある曲 を自動 的 に生成 し演 奏 する シス テム、

人が演奏 す る曲のテ ンポ を認識 し、 その演奏 に合 わせ て伴 奏 を追随 させ る シス テム、

人 のイ ンタラ クシ ョンに よって曲 にライ ブ性 を持 たせ る シス テム、 セ ンサ技術 と実

時 間信号処理技術 を用 いた新 しい楽器 の研 究 な どが ある。

感性情報処 理 は、人 に優 しいイ ンタフェース を実現 す る上で重要 な技術 であ るが、

感性情報 は、 あい まいで個 人差が あるの で、従来 の情 報処理 の枠 に捕 らわれ ない新

しい考 え方 が必 要 とな る。[井 口94]
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5.2、5三次元音場定位技術

信号処理技 術 の進歩 で実時 間音 場制御 が 可能 にな って きてい る。3次 元音場定 位

技術 は、音源 を空間上 の任 意 の位置 に定 位 させ る技術 であ り、ヘ ッ ドホ ンを用 い た

バ イノーラル受聴 による方法 と複数 のス ピーカに よる方法 があ る。

バイ ノー ラル系 にお ける受聴信号 の生成 には特定方 向の頭部伝達 関数 をFIRフ ィル

タの係 数 として与 え、音源 信号 に重畳 す る方法が とられてい る。 これ に よ り音像 は

3次 元的 に定位 させ るこ とがで きる。

頭 部伝達 関 数 には個 人差 があ り、他 人の 頭部 の形 状 に基 づ く頭部伝 達 関数 では音

像 が うま く定 位 しない場合 が ある。現在 、個 人差 に依 存 しない汎用 的 な特性 を得 る

方法 や複数 の頭 部伝 達関数 を用意 してお き選択 的 に用 いる方法 な どが試み られて い

る。

空 間の広が り等 の臨 場感 を出す ため には、音源方 向か らの頭 部伝 達特 性 だけで な

く、反射波 の影響 も含 めた音響信 号 の合 成 を行 なわな ければ ならない。実際 の コ ン

サー トホール でのイ ンパ ル ス応答 を測定 し、得 られた方 向別 のイ ンパ ルス応答 を音

源信号 に重畳 する手法 が とられている。 この ような系 を構成 すれば、世界 の コンサー

トホ ールの特性 を選 んで好 きな音 楽 を聞 くこ とも夢 ではな い。

今後 、 これ らの音場定位技術 は、仮想現実感 システム(バ ーチャル リア リテ ィー)

と融合 して極 めて高 い臨場感 を実現 で きるで あろ う。[小 泉93]

5.2.6音 声 ・音 響 処 理 の 今 後 の展 望(期 待)

音声認識技 術 は極 め て安価 な少 語彙 の コマ ン ド入 力用 が車内 など手 が使 えない 場

面 で実用化 が進 む一方、 自然言語処理 を取 り入 れ、 コ ンテ クス トを最大 限 に利用 し

た文 章認識 による情報案 内や翻訳 への適用 の試みが続 く。

一方、音声 認 識 は雑 音、混声 が 問題 であ り、 さら に自然 な発 話 では、本質 的 に話

者 の意 図が音 声 だけで表現 されてい ない(表 情、 ジ ェス チャーな どが重 要)と い う

事実 があ る。 このため、マ イ クロホ ンア レー と信号処 理 に よる音響 技術 を組 み合 わ

せ て大勢 の中 か ら注 目す る音声 だけ を聞 き分 けた り、 音声以外 の画 像 ・セ ンサ ー入

力 による画像 処 理 な どを統 合 したマ ルチモ ー ダル情報 認識 の研 究 が必 要であ る。 そ

こで は話者の意図 や感情 の抽 出 も重要 である。

音声合成技 術 では、 意志 や感 情 も自由に制御 で きて 自然 で聞 いて心 地 良 い規 則 合

成技術 が以前 に も増 して求め られ る。

音響処理 に よる音場 定位技術 で は コンピ ュー タ上 で実現 した仮想 の建 築物 の音 響

特性 をシ ミュ レー トして耳 元 のス ピーカ ーで聞 くと実 物 の広 い空間 の音響効果 と区

別で きない レベルに達 しつつある。 また近年 の3次 元CG(コ ンピュー タグラフィ ッ

クス)技 術 の進歩 は著 しい 。 これ らの技 術 を統合 す れ ば、 どんな に狭 い空 間で も好

み の自然 な3次 元音響 ・映像 環境 でユーザ ーの意図 や感情 まで理解 して魅力 的な 姿
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と 自然 な感 情 の こ も った声 で気 の利 い た ガイ ドを して くれ る真 に人 間 中心 の マ ル チ

モ ー ダル ・ヒュ ー マ ン ・イ ン ター フ ェー ス が期 待 で きる。
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5.3画 像 ・映 像 処 理

5.3.1マ ル チ メ デ ィ ア と画 像 ・映像 処 理

数値 ・記号 デー タに加 えて、音 声 ・図形 ・画像 ・映像 デー タ を統合 的 に扱 うマ ル

チメデ ィア処 理 において、画像 ・映像処 理 は中心的 な役 割 を果 た してい る。今 日 の

マルチメ デ ィア ・ブー ムの火付 け役 とな ったのは、映像(動 画)デ ー タのデ ィジ タ

ル圧縮技術 であ った とい って も過 言で はない。

も ともと、 コン ピュー タによる画像情 報処理技術 の歴史 は古 く、1950年 後半 に ま

で 遡 るこ とが で きる。衛星 ・惑星探査 デ ータの画質改 善 や、対 話型 コンピュー タ ・

グラ フィ ックスの先駆 的研究 開発 も1960年 初 めには登 場 して いるか ら、画像処 理 ・

生成技術 には30年 以上 の歴史があ る。 この間、画像 ・映像処理技術 は、撮像 ・変換 ・

圧縮/伸 長 ・伝 送 ・蓄積 ・特徴抽 出 ・認 識 ・生成等 の様 々 な分 野 で膨大 な技術体 系

が構築 され(図5.3-1参 照)、 マ ルチ メディア時 代 を待 ち受 ける大 きな技術 基盤 を

形成 して いる。

これ まで、 技術 開発 の大 きな障害 であ ったのは、 一貫 してそ のデー タ量 の膨 大 さ

で あ った。近年、(a)コ ンピューテ ィ ングパ ワーの増大 、(b)メ モ リーの大容 量

化 と低価格 化、(c)通 信 ネ ッ トワー クの広 帯域化 に よって、急速 にその障害が取 り

除 かれつつ あ る。標 準 的な コンピュー タの基幹 レイヤ で扱 える表現 メデ ィア として

ようや く画像 ・映像 デー タが一般 的 にな りつつある.換 言 すれば、 コンピュー タ と

デ ィジ タル ネ ッ トワークが 扱 う情報 スペ ース に、画像 ・映像 が入 り始 めてい るの で

ある。従 来 の デ ィジ タル画 像処理 が、 い わゆ るデー タ処理 ・解析 中心 であ ったの に

対 し て、 コ ンピュー タ&ネ ッ トワークその ものが新 しい映像情 報 メデ ィア とな りつ

つある[田 村93]。 高精細 ・高画質 の画像 を扱 って きた印刷 ・出版、音 と映像(動 画)

の同時性 を保 った番 組 や作 品 を扱 って きた放送 ・映画 、 とい った映 像 メデ ィア産 業
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で、急速 にボー ダー レス化 が進 みつつあ るの は、 これ まで各 々の分 野 を隔てて き た

制約条件 を、今 日の画像 ・映像処理技術 が ク リアで きる ようにな ったか らで ある。
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5.3.2画 像 メ デ ィ ア処 理 の 要素 技 術 とそ の動 向

マルチ メデ ィアの名 の下 に画像 ・映像 メ デ ィア関連技術 で話 題 とな っ ている事 項

を、図5.3-2に 図示 した。画 像 の圧縮 ・伝 送 ・認識 ・生 成_と い った個 々 の要素技

術 を核 に、色 々な方 向 にマルチメデ ィアの宇宙 が膨張 しつつ ある こ とを示 している。

この図 は また、 要素技術 が トー タルなメ デ ィアンステ ムの中で有機 的 に結合 され て

い るが、 その境界 は明確 で ない こ とを も示 してい る。 以下 に、主要 な要素技術 の動

向 と役 割 を列挙 してお こう。

醜 鋲"DCTIWavelet"ラ ク タ

映像造債

1㌧姥燃 二 一㌶ 離`」灘

VisualModeling"

&Simulation

図5.3-2画 像 メデ ィア技 術 のUnivers

(1)圧 縮 ・符号化技術

画像 デー タの冗 長度 圧縮法 は,伝 送 や蓄積 のため の単純 な変 換 のため の符号化 と
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区別 して、 「高能率符号化 」 とも呼 ばれ る。過去数年 間にマ ルチメ デ ィア分野 に与

えた 影響 と集 めた注 目は、 この分野 に とって古今未曾 有 の大 きさ といって よい。従

来 の アナログ技術 に基づ く画像圧縮法 に比べ て、 デ ィジ タル高能率 符 号化法 の特 長

は、各種 冗長度圧縮技法 を複合 的 に用 い、 かつ これ をLSI化 によって高速処理 可能 と

した こ とで ある。即 ち、動 画 デー タを実時間 で圧縮(符 号化)、 伸 長(復 号化)で

きる方法 が提供 される ようにな ったので ある。JPEG、MPEGと い っ た国際標準 の確

立 も、技術 の普及 に大 い に貢献 した。

現行 の高能率符号化法 の中心 は離 散 コサイ ン変換(DiscreteCosineTransform;DCr)

で あるが、 ウェー ブ レッ ト変 換 や フラク タル を基 盤 とした圧縮法 も活発 に研 究 され

て いる[原 島91]。

(2)生 成 ・可 視化技術

コ ンピュー タ ・グラフィ ックス(CG)技 術 は、物体 の幾何形 状 をコン ピュー タ内

に表現 す る 「モデ リング」 と、その デー タ表現 か ら画像 を生成す る 「レンダ リング」

に大別 で きる。複雑 な物体 のモデ リング は、 人手 に よる煩雑 な入力 作 業 に頼 って い

るのが実情 で あるが、実物 体 を3次 元画 像計測技術 を用 いて入力 す る方法 も増 え つ

つ あ る。 また、最近 で は、形状 だ けでな く、動 きのモ デ リングのた めの表現法 や計

測法 も重要 なテーマ とな りつつ ある[中 島94]。

一方 の 「レンダ リン グ」 は、1970年 代 頃 か ら写 実性 の高 い画像 を描 く各種 手 法

(光線追跡法 、 ラジオシテ ィ法等)が 活 発 に研 究 され たが、 その技 術体 系 はほぼ確

立 した と言 って良い だろ う。最近 では、 ソフ トウエ ア ・ツールの整備 や高速処 理ハ ー

ドウエ アの実用 化 が、CG技 術 の普及 を促 進 して いる。例 えば、対 話型3次 元 グ ラ

フィ ックスが 、実時 間処理 を必要 とす る ビデオゲー ム機市場 に も登 場 し、 アーケ ー

ドゲー ム機 か ら家庭 用 ゲー ム機 にまで普及 し始 めてい る。

CG技 術 は、従 来CADや 映像 制作分 野 を中心 に発達 して きたが、最近 で は科学技

術 計算 結 果 の可視化(scientificvisualization)や 、 コン ピュー タ内 に表現 した仮想 物

体 や現象 の ビジュアル シ ミュ レー シ ョンに も不可 欠の技術 となってい る。

(3)認 識 ・理解技術

文字 ・文書 画像 ・図 面 や各種産 業用画像 計 測 ・検 査分 野 で実 用化 して い る半面 、

画像 認識 ・理 解技術 は研 究 的 には余 り大 きな進展 はな い。他 のAI分 野 と同様 、画像

理解 、 コンピ ュー タビジ ョン分野 は問題 を一般化 す る と急速 に難 し くな り、理論 的

な研 究(数 学的汚染?)に 偏 しがちな傾 向 にある。

人 間の視覚 機 能 を代 行 する とい った 目的 か らの問題 の一般化 か ら離 れ 、マ ルチ メ

デ ィア分 野 の中 に新 しい具 体 的問題 を求 める ようにな ってか ら、画 像認 識 ・理解 技

術 に も様 々 な活躍 の場 が現 れつつあ る。

後 述す る よ うに、画 像 内容 に依 存 した検 索 や、認 識技術 に よる人間の 動作 の読 み
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とりや判定等 であ る。画像 ・映像 デー タの獲 得 ・変換 ・編 集 ・加工 ・検 索 ・提示 と

い ったメデ ィア処理 の各段 階の中で 目的 と対 象 を明確 化 すれ ば、画像 認識 ・理解 技

術 が解決で きる課題 は多 々存在 す る。

5.3.3ヒ ュ ーマ ンメ デ ィア の た め の画像 ・映像 処 理

前述 した よ うに、長 年 の蓄積 あ る画像 ・映像 処理 か ら見 れば 、過 去数 年 間で技 術

的障害、特 に処 理速度 や蓄積 容量 に関す るハ ンデが取 り払 われ、メ デ ィア として の

デ ィジ タル画像 ・映像 が急 速 に現実化 した[田 村94]。 なかんず く、 一線 を越 えた と

され るの は画像 ・映像 を介 した実時間対 話処 理 である。扱 える画像 ・映像 デ ー タの

大 きさや コマ 数等、 コ ンピュー タやネ ッ トワークの容 量 によって まだ まだ制約 は あ

る ものの、人 間(ヒ ューマ ン)が 扱 い、 コミュニケー シ ョンするた め のメデ ィア ス

ペ ースで大 きな役 割 を果 たす ことだけは確 か である。 それゆえ に、 これ まで数値 ・

記号 デー タを中心 として構 築 されて きた コンピュー タ&ネ ッ トワー クの技術 体系 の

上 で、感性 情報 的 な側面 も持 つ画像 ・映像 デ ー タを ど う扱 うか、 ま さに新 しい情 報

処理 ・伝達 のモ デルが求め られ ている。

画像 ・映像 デ ー タを含 む情 報伝 達 ・提示 の ための新 しい媒体 ・手段 が 与 え られ つ

つあるゆえ に、 い ま 「メデ ィアの時代」 が拓 け よう としているな らば、そ の次 に我 々

が め ざすべ き方 向性 と して は以下の二つが考 え られ る。

(a)メ デ ィア(媒 体)に 対 す る内容(コ ンテ ン ツ)の 充 実:

デ ー タ と しての新 鮮 さ ・希 少 性 ・網 羅 性 や作 品(タ イ トル)と して の面 白 さ ・

表 現 力 な ど を高 め る。

(b)人 間(利 用 者)に とって賢 く振 る舞 う、使 い やす いメデ ィアの構 築:

情報 の受信 者 も しくは発信 者、あ るい はメデ ィアスペースの 中で共 同作業 や

協 調作業 を行 う参加者 に とって知 的 な作業 空間 を提供 する。人 に とって使 い や

す い、優 しい とい うこ とは、そのた めの煩雑 な作 業 を機械 が代 行 す る必 要 が あ

る。

画像 ・映像 処理 の核 技術 には大 きな蓄積があ る ものの、 コンピュー タ&ネ ッ トワー

クによる画像 ・映像 メデ ィ ア としては、 まだ まだ これ か らそのシス テム構築 技術 を

高 め て行 か ね ばな らない。 以下 に、 目下 活発 に研究 開発 が な され て いる分 野 も含 め

て、重要視 されてい る技術課題 とその動 向 を述べ る。

(1)連 続 メ デ ィア の 知 的ハ ン ドリン グ とオ ー サ リ ン グ

コンピュー タで動 画 や音声 とい った連続 メデ ィア をデ ィジ タル形 式 で扱 え る よ う
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にな った こ とによって、映像 制作 分野 に も大 きな影響 が あ った。従 来、大規模 な専

用 装置 を有 す るス タジ オで用 いて行 われ ていた映像編 集 ・加工作業(ポ ス トプ ロ ダ

クシ ョン とい う)が 、 ワー クス テー シ ョンやパ ソ コン レベルの コ ン ピュー タを用 い

て卓上 で 行 えるようになった。圧縮 ・符号化 したディジタル映像デ ー タをハー ドデ ィ

ス ク等 の ラ ンダムアクセス メモ リに蓄 え、 これ を実時 間操作 で きる こ とか ら、編 集

作 業 が大幅 に軽減 され た(こ れ を 「ノン リニア編 集」 とい う)。 こ れ まで専用 ハ ー

ドウエ アが実装 され て きた特殊映像効 果(DigitalVideoEffect;DVE)も 、 コンピュ ー

タの ソフ ト・処理 で実行 で きるため、柔軟性が増 した。

この種 の機 能 を もつ映像 編集装置 はデスク トップ ビデ オ(DeskTopVideo;DrV)と

呼 ばれ てい る。DTPシ ステ ムが 大規 模 な電算写 植 シ ステ ムを卓上 化 した よ うに 、

DTVは 映像 編集 ス タジオ を卓上化 した ものである。DTVの 基幹部 は 、従 来 の映像 制

作分 野 におけ る編集 システ ム とその利 用技術 を移植 し た ものであるが、 同 じシス テ

ムでCG映 像 の生成 や、マ ルチメデ ィア ソフ ト(タ イ トル)の オーサ リング も可能 に

な りつつ ある 。マルチメデ ィアソフ トの制作 自体 まだ 日が浅 いので 、そ のオーサ リ

ング ・ツール も発展途上 にあ る。 この分 野 の ク リエ ー ター育成 と連 携 して、今後 発

展 が期待 されてい る分野 で ある。

映像作 品 をデ ィジタル化 して扱 える ようになったこ とか ら、既存 の作 品 をコンビュー

汐 処理 して、 その カメ ラワ ークやシナ リオな ど、制作 技法 を分析 す る こ とも試 み ら

れてい る。映像作 品 を、知性 と感性 が融 合 したある種 の知識 ベ ース と見 な した もの

とも解釈 で きる。映像作 品 か らの カ ッ ト検 出や、特定 の人物 や風 景 を含 む シー ンの

抽 出 に画像 認 識技術 を応 用 す る研 究 開発 も活発 に行 わ れ ていて、 これ は 「知 的ハ ン

ドリング」 と呼 ばれ ている。収録済 の ビデオテー プか ら、そ の内容 を ビジュアル ア

イ コン化 して出力 するシステムやサ ー ビスが、既 に実用化 されてい る。

(2)画 像 ・映 像 メ デ ィア ベ ー ス

大 量 の 映像 デ ー タ を蓄積 して お き、 要 求 に応 じて こ れ を検 索 ・配 信 す る シス テ ム

は、 ビデ オ サ ー バ ー と呼 ば れ 、双 方 向CATVに お け る 「ビデ オ ・オ ン ・デ マ ン ド」

に必 須 の技 術 と して話 題 を 呼 ん で い る 。 多 数 の要 求 に 対 応 しう る、 シ ス テ ム の多 重

化 や並 列 化 な どの他 に、 映 像 デ ー タの セ グ メ ン ト化 、 マ ル チ キ ャ ス ト機 能等 、 技 術

開発 の課 題 も少 な くな い 。 ビ デ オ サ ー バ ー は、CATVオ ペ レ ー タ局 か ら映 画 を配 信

す る た め だ け で な く、 各 種 マ ル チ メ デ ィア ・シ ス テ ム内 で 多 種 多 様 な 映像 デ ー タ

(例 え ば 、 マ ルチ メ デ ィ ア会 議 の議 事 録 等)を 蓄 え て お く映像DBシ ス テ ム と して の

用 途 もあ る。

この場 合 、 同種 ・同サ イ ズ の映像 デー タ(例 えば,す べ てNTSCコ ンポ ジ ッ ト信 号)

を蓄 え て お くだ け で な く、 異 種 ・異 サ イ ズ の 映像 も統 一 的 に扱 え る よ う にす る と な

る と、急 激 に シ ス テ ム は複 雑 にな る。 ま た 、 記号 ・グ ラ フ ィ ッ ク デ ー タ等 、 マ ル チ

メデ ィ ア デ ー タのDBサ ーバ ー に まで 拡 張 す る こ とが 次 の課 題 とな る。 マ ル チ メ デ ィ

アDBに つ い て は 、 まだ研 究 開 発 が 緒 につ い た ばか りで、 本 格 的 な 実 用 に 耐 え る も
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の は登 場 して いない。一 口 に図形 ・画像 デー タとい って も、多種 ・多様 なデー タ表

現形式が あ る。それ らを利 用者 に意識 させない ヒュー マ ンメデ ィア ンステ ムを構 築

す る とな る と、そ のバ リエ ー シ ョンを吸収 す る仕掛 け や工夫 は、 シ ステ ム設計 をす

る側 の負担 となる。

知的 な シス テム機 能 として は、 前述 した ような画 像 認識技術 を利用 した内容依 存

型検 索が 、古 くか ら試 み られて いる。最 近、大量 の情 報洪水 に対 す る方策 として、

情報 フィル タ リング技術 が 話題 となって いる。現時点 で は、 まだテ キス ト情 報 中心

で あるが 、画 像 内容検 索技 術 を発展 させ て、画像 ・映像 を含 む マル チメデ ィアデ ー

タの情報 フィ ル タリングへ とつ なげて行 くこ とも考 え られ る。 いず れ にせ よ、 まだ

まだ今後 か な りの研 究 開発投 資 を必 要 とす る分野 であ る。

(3)知 的 ヒュ ーマ ンイ ン タ フ ェ ー ス に お け る画 像 ・映像 処 理

知 的イ ンタ フェース の実現 にお いて、 な にが 「知 的」 かは議 論 の分 か れ る ところ

で あるが 、利 用 者 に とって の使 い勝 手 の 良さ、即 ち人 間 よ りのメデ ィアを目指 して

いる こ とだ け は間違 いな い。そ のために は、応答 の高 速性 や的確性 や、操作 の容 易

性 や 自然 さが要求 され る。

人 間は情 報 の入力 チ ャンネル と して、 その大半 を視 覚 に頼 ってい るか ら、 ヒュ ー

マ ンイ ンタフ ェースに 「自然 さ」 を求 め るならば、 画像 メデ ィア を最大 限 に活用 す

る ことこそ 自然 である。 ビ ッ トマ ップデ ィス プレイや グラ フィカル ・ユーザ イ ン タ

フェースの登 場 以来、 イ ン タフェースの ビジ ュアル化 は年 々進歩 してい る。 これ を

「臨場感」 や 「没入感」 とい うレベ ルに まで高 める には、広 視野 デ ィス プ レイや立

体 デ ィス プ レイが必 要 に なる。 さ らに は、CG映 像 と実写 映像 を融 合 させ るmixed

rea血ty技術 も、視 覚的 な臨場感 に関連 した画像 ・映像処 理 の範疇 に入 る。 いず れ も、

バ ーチ ャル リア リテ ィ分野 にお ける重要 な研究 開発課題 とな っている。

人 とコンピ ュー タの知 的対 話 に おける最 近の話題 は、知 的エ ージェ ン トの実現 で

ある[ACM94]。 イ ンタ フェースエ ージェ ン トに人間の ような外形 を与 え、電子 秘

書 の ように振 る舞 わせ るこ とが一つ の 目標 となって いる。

知 的エー ジ ェ ン トの見 かけ上 の 自然 さは、人物像 の顔 の表情 変化 や表 情合 成 で あ

る。 ここで も、CGと 実写 のmixedrealityが 重 要 な役割 を果 たす。 さらに、音声認識

や合成 ともリンク したマルチモ ーダルイ ンタフェース技術 も必 要 となる。

知 的対話 の マ ルチモ ダ リテ ィを充実 させ るには、 利用 者側 の 身振 りや手振 り、 頭

部 の動 きや顔 の表情変化等 の読み取 りを画像認識技術 を用 いて実現 す るこ とが望 ま

れ る。 こ う した人物 像 の読 み取 り、理 解 機 能 を持 つ イ ン タ フ ェー ス は、human

readerと 総称 され て いる。手 形状 や手振 りの認識技術 は、 グ ローブ タイ プの対 話 デ

バイス を置 き換 えるソ フ トウエ アイ ンタフェース と して も注 目されてい る。

一73一



(4)映 像 ネ ッ トワー ク応 用 シス テ ム

マ ル チ メ デ ィア関 連 技 術 の発 展 の 中 で も、 最 も大 きな注 目 と期 待 を集 め て い る の

は、広 帯 域(高 速)デ ィ ジ タル ネ ッ トワー ク の実 用 化 で あ る。156Mbpsや622Mbps

とい っ た高 速 ネ ッ トワー ク で は 、 高 精細 ・高 画 質 の画 像 や映 像 を実 時 間伝 送 で き 、

こ こ か らは従 来 に な い様 々 なマ ル チ メ デ ィア通 信 の応 用 が生 ま れ よ う と して い る。

技 術 的 に は、ATM(AsychronousTransferMode)伝 送 技術 を も とに、 マ ル チ メ デ ィ

ア通信 の た め の プ ロ トコル や 映像 伝 送 ・配信 の規 格 が 生 まれ て くる もの と考 え ら れ

る。 こ う した デ ィジ タル 映 像 ネ ッ トワー ク を想 定 して 以 下 の よ うな応 用 シ ス テ ム の

研 究 開発 が 進 め られ つ つ あ り、 これ らに 関 連 した画 像 ・映像 処 理 技 術 の 開発 が 活 発

化 して くる で あ ろ う。

(a)映 像 やそ の他 のマ ル チ メ デ ィア デー タの双 方 向通 信 に よる遠 隔 教 育(distance

leaming)や テ レセ ミナ ー シス テ ム。

(b)高 精細 な医用画像 の伝 送 と蓄積技術 をも とに した遠隔(も し くは在 宅)医 療

シ ステム。

(c)実 時間 映像伝送 や作 業空 間の共有 化技術 による 同期型協調作 業(リ アル タイ

ム ・コラボ レー シ ョン)シ ステ ムや、 それ を利用 したサテ ライ トオフィスや在

宅勤務 。

参 考 文 献

[田 村93]田 村 秀 行 、 北 村 素 子 、 「電 脳 映 像 世 界 の探 検 」 、 オ ー ム社 、1993.

[原 島91]原 島 博(監 修)、 「画 像 情 報 圧 縮 」 、 オ ー ム 社 、1991.

[中 島94]中 島 正 之(監 修 〉 、 「3次 元CG」 、 オ ー ム 社 、1994.

[田 村94]田 村 秀 行 、 「デ ジ タ ル 映 像 」 、 日本 経 済 新 聞 社 、1994.

[ACM94]"Sp㏄ialIssueonIntelligentAgent'`,Comm.ACM,Vol.37,No.7,1994.

5.4知 識 処 理

人工知能 の研 究 の初 期 の段 階 で は、 「知 識」 は一般 問題解決 器 の能力 を向上 させ

るための ヒュー リステ ィクス や評価基準 な ど、 あ くま で補助 的な役 割 を果 た して い

る に過 ぎなか った。それが 中心 的な課題 と して取 り上 げ られ るようにな ったのは、

Feigenbaumが1977年 に知識 工学 の概念 を提唱 してか らであ る。エ キスパ ー トシス テ

ムの研 究開発 の発展 とともに、知 識の表現 やそれ を利 用 した推論 の ための各種 の技

法 が提 案 され 、 ツール として整備 され て きた。数 々の実用 エ キスパ ー トシステ ムが

構築 され て くる と、知識獲 得 のボ トルネ ックが認識 され るよ うにな って きた。す な
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わち人間 の持 つ知識 を抽 出 、整理、表現 して利 用可能 とす るこ との 困難 さが明確 に

な って くる と ともにそのた め の支援技術 の研 究が活発 化 して きた。 また、知 識の有

効利用 の観 点か ら知識 の再利 用 や共有 に関する研 究が急速 に立 ち上 が りつつあ る。

全体 的な知 識処理研 究 の流 れ と して見 る と、一般 問題解決器 か ら知識 を中心 と し

たメ カニズ ム の研 究へ 、 さ らに知 識 その ものを処理す るため の技術 の研究へ と発 展

して きてお り、知 識 を中心 とした情報 スペ ース(環 境)で あ る知 識 メデ ィアの構 築

のための基 盤が ととのいつつ ある と言 え よう。

上記 の認識 を踏 まえ 、以下 で は知識 メデ ィアの構 築 におけ る知識処理 技術 の役 割

に応 じた4つ の観 点(知 識 の生成 、知識 の利用 、知 識 の共有 、知 識 イ ンフラス トラ

クチ ャ)か らその技術 の現状 と動 向 を概 観す る(図5.4・ ・1参照)。 なお、知識表現 、

推論、学習 な どの基礎 技術 につい てはこ こでは言及 しないが、多 数 の解説書 が発 行

されてい るのでそち らを参照 され たい。

』
類推

帰納推論

対話/意 図理解

知的 インタフェース

一
知識表現の標準化

構築方法論
知識モデル

オン トロジー

事 例ベ ース

大規模知識ベース

推論

探索

図5.4-1知 識 処 理 技 術 のUnivers
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5.4.1知 識 の 生 成

(1)人 間 による知識 生成 の支援

(a)知 識獲得支援 システ ム

知識獲得 支援 シス テムはエキ スパ ー トシス テム にお ける知 識ベ ース の構築 を支

援 する技術 として発 展 して きた 。初期 に は知 識提 供 者 との対 話 を支援 するイ ン タ

ビュー シス テム として研 究 され 、既存 の知 識ベ ース との整合 性 チ ェック によっ て

知識 の不足 や誤 りを指 摘 す るツール(TEIRESIAS、SEEKな ど)や 、分類 問題 ・診

断 問題 など の対 象領 域 に関す る問題 の性 質 をもとに専 門家 に よる知識 の整理 を支

援 す るツール(MORE、MOLE、ETSな ど)の 開発 が進 め られた。 さ らにこれ らの

成 果 を踏 ま えて、領 域独 立 なイ ンタビュー戦略 を備 えた汎用 のイ ンタ ビューシ ス

テ ム構 築 シェルISISの 研 究 な どが行 われた。

最 近 の動 向 として は、全体 的 な知識 システム構 築 に関す る開発 方法 論 の 中で 知

識獲得 を位 置づ け、 問題解 決 の型 や領域 に関する知識(オ ン トロジー)を ベ ー ス

に知 識獲 得 を行 う方 向へ と展 開 して きて いる。 これ に関 して は知 識共 有 に関す る

議論 と深 く関連す るので5.4.2項 を参照 されたい。

(b)発 想支援 ジステム
一方、人 間の既 に持 っている知 識 を抽 出す るの で はな く、 人 間が知 識 を生成 す

る とい う創 造 的活動 を支援 しよ うとす る研 究 として発想 支援 システム の研究 が あ

る。発想支 援 シス テ ムの研 究 に は、新 た なアイデ アの発想 を支援 する発散 的思 考

支援 ツール の研 究、 アイデ アを整理 しそ の中か ら本質 的な概 念 を抽 出 す る収束 的

思考支援 ツ ールの研 究、 お よび発想 を行 うための環境 として の創造 的思考 支援 環

境 の研究 とがあ る[國 藤93]。

発 散 的 思 考 支 援 ツ ー ル と して は連想 や類 推機 能 を利 用 した もの が 多 く、

IdeaFisher、知 恵の泉 な どの シス テ ム例が ある。収束 的思考 支援 ツール は 日本 では

KJ法 の適用 をサ ポー トす る もの と して研 究が盛 んであ り、KJエ デ ィタ、CONSIST

IIな どが ある。 また、創造 的思考 支援環境 の研 究 は、 アイ デアや知 識 の共有 による

発想作 業 の共 同作 業 の支援 とい う色彩が 強 く、 グルー プウェ アの研 究 と重 なる 部

分 が大 きい。 システ ム例 としてはColab、GRAPE、GrlPSな どがあ る。今 後 の方 向

としてはネ ッ トワー ク技術 の進 展 に伴 い、分散 され た様 々な リソース をうま く活

用 す る総合的 な創 造活動 支援 システ ムへ と発展 してい くもの と思 われる。

(2)知 識 の 自動生成

コンピュー タに知 識 を自動 的 に学習 させ る技術 は人工知能 の研究 の初 期 の頃か ら

行 われている基本 的な技術 であ る。機械 学習 の研 究分 野 は、与 え られた例 か ら一 般

化 された概念 や規則 を生成 す る 「帰納学 習(例 か らの学習)」 と、 対象領 域 で成 立
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す る理論 の存 在 を前提 とし、1つ の例 を領 域理論 で説 明 してそれ を一般 化す る こ と

で規則等 を生 成 す る 「演繹 学習(説 明 に基づ く学習)」 とに大別 され る。機械 学 習

に関す る研 究 の最近 の トピ ック としては、エ ージェ ン トシステ ムの 実現 に必 要 と さ

れる教 師 な しで行為 の報酬 のみ か ら自分 の行為 を適応 的に学習 して い く 「自律 的 な

学習」研 究 や、 人間 の学習 方法 にな らっ て様 々な学習 方法 を統合 して利用 しよう と

い う 「多 戦略学習(multistrategylearning)」 の研究 の活発化が あげ られるが、詳細 に

つ いて は[山 田94]な どを参 照 していただ きたい。 ここではデ ィジ タル化技術 の進

展 に伴 う 「生 デー タ」 の洪水 に対応 して、多様 な大規 模 デー タベ ース か ら有用 な知

識 を発掘 す る ための技術 と して注 目を集 めている 「デ ー タベース にお ける知識発 見

(knowledgediscoveryindatabases)」 の研 究 の動 向 につ いて簡 単 に紹介 す る[河 野

95]。 デー タベース における知識発見 は知識発掘(㎞owledgediscovery)、 デー タ発

掘(datamining)な どとも呼 ばれ る とお り、 デ ー タベ ースの属性 間 に成 り立 つ規 則

や制約 を発見 した り、属性 間において成立す る関数 関係 を導 こう とする もので ある。

知識発見 アル ゴ リズ ムは基 本 的 に例 か らの学習 の技術 をベース としているが、 デ ー

タには原則 として負 事例 を含 まない こ とによる過度 の一般 化 の防止、誤 り(ノ イズ)

の存在 が不可 避 で ある ことに よる例外処 理 の必 要性、 大量 のデ ータ を処理 す るた め

の 並 列 処 理 の 導 入 な どが 特 徴 的 で あ り、 具 体 的 な ア ル ゴ リ ズ ム と し て は

G.Piatetsky-Shapiroに よる組指 向 アル ゴ リズ ムや、属性 に関す る背景知 識 を利用 す る

属性 指 向アル ゴ リズムな どが提案 されて い る。今後 の動 向 と してオ ブジ ェク ト指 向

デ ータベ ース やハ イパ ーメ デ ィア技術 との融合 や処理 性 能の向上等 の研 究 と合 わ せ

て、現 実 のシ ステ ムへ の応 用 による有用 性 の高 い技術 の開発 が今後 の知識 メデ ィ ア

構 築へ の適用 に向 けて重要 な課題 となろ う。

5.4.2知 識 の 共 有

知 識 の共有 とは知識 を蓄積 して相 互 に利 用 可能 とす るこ とで あ り、そ の ため に は

知 識 の再利用 性 を確 保 する必 要があ る。 エ キスパー トシステ ムを代 表 とす るこれ ま

での知 識 ベー ス システ ムは多 くの場合非 常 に狭 い専 門分 野 を対象 と してお り、そ の

知 識 はその シス テムでのみ通用 す る専 門 的 な知 識であ った。 しか し、知識獲得 の ボ

トルネ ックか ら くるシステ ム構築 の効率 化 への要求 と、本来 蓄積 、 継承 され るべ き

知 識 の役 割へ の認識 か ら、 知識共有/再 利用技術 の研 究 が精力 的 に行 われ る ように

なって きた。

知識 共有/再 利 用技 術 の研究 には幾 つか の アプローチがあ る。第1は 知 識の表 現

形 式 の標 準化 で ある。 しか し、 これは知 識 の移植 の容 易化 には役 に立 つが、本 質 的

な解 決 にはな らない。 そ こで第2の アプ ローチ として、知識 の内容(セ マ ンテ ィ ク

ス)を 明示 的 に表現 しよう とす るオ ン トロジーの概念 が 出て きた。 以下2つ の ア プ

ロー チにつ いて述べ る。
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(1)知 識表現 の標 準化

知 識 の共 有 と再利 用 を進 め る上 で、 知 識 表 現 の標 準 化 の重 要 性 は プ ロ グ ラ ミ ン グ

言 語 の標 準 化 の例 を見 る ま で もな く明 ら か で あ るが 、 知 識 処 理 技術 の 進 歩 が 急 速 か

つ ボ トムア ッ プで あ っ た こ とか ら、 これ まで は非 常 に 数 多 くの知 識 表 現 法 が 併 存 す

る形 とな って い た。 しか し、 最 近 、 様 々 な標 準化 活 動 が欧 米 を中心 に行 わ れ て き て

い る。

米 国 で は 国 防 総 省 が 主 な ス ポ ン サ ー と な っ て 知 識 の 共 有 化 に 関 す る 活 動

(KnowledgeSharingEffort)が 行 わ れ て い る。KSEに よ って拡 張 述 語 論 理 で表 現 で き る

知 識 の相 互変 換 の媒 介 形 式 と してKIF(KnowledgeInterchangeFormat)、 お よび フ レ ー

ム表 現 に相 当 す る宣 言 的知 識 の変 換 トラ ンス レー タで あ るOntolinguaが 開 発 され て

い る。 さ らに こ れ を用 い た 異 種 ツー ル を結 合 した分 散 設 計 シス テ ム の構 築 が進 め ら

れ て い る。

一 方
、 ヨー ロ ッパ のESPRITプ ロジ ェ ク トで は知 識 ベ ース 開発 プ ロ セ ス全 体 の標 準

化 プ ロ ジ ェ ク トKADSが 進 行 中 で あ る。KADSで は専 門家 の 問題 解 決 方 法 の モ デ ル 化

の 方法 を規 定 す る と と も に、 様 々 な 問題 解 決 モ デ ル部 品 をCommonKADSLibraryと

して提 供 して い る。KADSの 手 法 で 作 成 さ れ た モ デ ル か ら実行 可 能 な シス テ ム を 生

成 す る試 み も幾 つ か報 告 され て い る。

上 記 以 外 に も、IMKA(lnitiativeforManageingKnowledgeAsset)、AIAA(Ame「ican

Inst.ofAeronauticsandAstronautics)、IAKE(Int.Assoc.ofKnowledgeEngineers)な ど の

機 関 が特 定 の領 域 に対 応 した知 識 表 現 や ツ ー ル の標 準 化 活 動 を進 め て い る。

(2)オ ン トロ ジ ー

オ ン トロジ ー は一 言 で表 現 す れ ば 「人工 知 能 シ ス テ ム を構二成 す る と き に用 い る 基

本 概 念(語 彙)の 体 系 」 で あ る[溝 口94]。 オ ン トロジ ー はル ー ル な どで表 現 され

た表 層 的 な知 識 の利 用 目的 や意 図 を表 す た め に用 い ら れ る概 念 で あ る。 す な わ ち 、

問題 解 決 の 方 法 や対 象 領 域 をあ る抽 象 レベ ル で モ デ ル 化 され た基 本 的 な概 念 の集 合

と して記 述 す れ ば、 そ れ を再 構 成 して 共 有/再 利 用 す る こ とは容 易 で あ ろ う とい う

発 想 であ る。 オ ン トロジ ー に は診 断 、 設 計 な どの 問題 解 決 過程 を記 述 す る た め の タ

ス ク オ ン トロ ジ ー と、利 用 の仕 方 と切 り離 した対 象 領 域 固 有 の概 念 の体 系 で あ る ド

メ イ ンオ ン ト ロジ ー の2種 類 が あ る。 両 者 を分 離 す る こ とに よっ て 相 互 の依 存 性 が

減 少 し再利 用 性 の 向 上 が 期 待 で きる。

オ ン トロ ジ ー の研 究 はClanceyに よるheuristicclassification、Chan(kasekaranのgeneric

taskな どの研 究 に端 を発 して お り、 上 述 のKADSプ ロジ ェ ク トで も様 々 な タス ク オ ン

トロジ ー が提 案 され て い る 。 この分 野 は わが 国 で も非 常 に活 発 に研 究 が行 われ て お

り、 タス ク オン トロ ジ ーの研 究 と して は、 溝 口、Tijerinoら に よる オ ン トロジ ー をベ ー

ス と した タス ク解 析 イ ン タ ビ ュ ー シス テ ムMULTISや 、堀 ら に よる ス ケ ジ ュ ー リ ン

グ問 題 を対 象 と した タス ク オ ン トロ ジ ー の研 究 プ ロ ジ ェ ク トCAKEな どが あ る。 ま

一78一



た、 ドメイ ン オ ン トロジー に関 しては、 富山 らによる機 械系CADの ためのオ ン ト

ロジープ ロジ ェク ト、小 山 による医療 におけるオ ン トロジーの整備 の試み な どが あ

る。

今後知 識 メ デ ィア と して知識 の共有/再 利用 さら には知識 の再生 産 の ための統 合

的環境 を実現 して い く上 で 、知識 の内容 を相互 に理 解 可能 とす るオ ン トロジーの概

念 は極 めて重 要であ り、 そ の記述方法 や抽 出方法 に関 す る技術 の開発 とともに、 基

盤 としてのオ ン トロジー 自体 の蓄積、整備 が重要 な課 題 となる。

5.4.3知 識 の 利 用

知識 メデ ィ ア内 に蓄積 された知 識 を利用 可能 とす るため には、利用者 との イ ン タ

フェース に よる利用 目的/意 図の把握 と、 その結 果 に対応 して必要 な知識 を選択 し

て組 み合 わせ る こ とが必 要 となる。

(1)ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス

人 間中心 の情報処理 シス テムで ある ヒュ ーマ ンメ デ ィア に とって、 ヒューマ ン イ

ンタフェース は重要 な課題 で ある。音声 処理 、画像 処 理、 さらには仮想 現実感 の よ

うな伝 達手段 に重点 をおい た研 究 につ い ては本 章の対 象外 と して も、伝 達す る内 容

に関す る対話 をサ ポー トす るための技術 は知 的イ ンタ フェースの研 究 として種 々 の

研 究が行 われ て きた。特 に最近 で は人間 とシステ ム との接点 に知 的 なエー ジェ ン ト

を使 う研 究 が広 が って きて い る。例 えば、PattieMaesは 人 間 とシ ステ ムの や りと り

を観 察 し、 ユ ーザ を助 ける ため に助言 した り質 問 した りす る適応 的 な自律 エ ージ ェ

ン トとしてLearningInterfaceAgentを 提 唱 している。 この よ うなエー ジェ ン ト型 イ ン

タフェース に従 来 の知識処 理技術 、特 に知識獲得 や学 習 の技術 を導 入 してい くこ と

で、 よ り高度 で有用 な知識 メデ ィアイ ンタフェース を実現 で きる ものと期待 される。

(2)協 調型 アーキテ クチ ャによる知識 の利用

一方
、分 散 配 置 され た知 識 を 自律 的 な エ ー ジ ェ ン トに管 理 させ 、 エ ー ジ ェ ン ト間

の協 調(エ ー ジ ェ ン トネ ッ トワー ク)に よ って知 識 を有 機 的 に利 用 可 能 とす る環 境

を作 ろ う と い う試 み が 始 ま っ て い る 。DARPAのKnowledgeSharingEffortで は 、

Stanford大 学 を中 心 と して設 計 を行 う た め の協 調 環 境 を実 現 す るPACrプ ロジ ェ ク ト

を進 め て い る 。 この プ ロジ ェク トで は知 識 ベ ー ス は分 散 され たエ ー ジ ェ ン トに配 備

され 、 そ れ らは協 調 促 進 器(facilittor)を 介 して通信 す る こ とで相 互 に知 識 の交 換 を

行 う。 エ ー ジ ェ ン ト間 の通信 、 知 識 の交 換 に は知 識 共 有 の研 究 成 果 で あ るKQML、

KIF、OntOlinguaが 用 い られ る。 西 田 らは知 識 コ ミュ ニ テ ィ構 想 と して 同様 の知 識 共

有 環 境 の構 築 を 目指 して お り、特 に共 通 オ ン トロ ジ ー を利 用 した 問題 解 決 の仲 介

一79一



(Me(tiation)や人間 と機械が共用 で きる知 識表現 の研 究 な どに重 点がお かれてい る。

これ らの知的 なエージ ェ ン ト(SoftwareAgent)お よびエ ージェ ン トネ ッ トワー ク

に よって知識 の共有 お よび相互利用 を飛 躍的 に容易化 しよ うとい う研 究 は急 速 に活

発化 しているが、 まだ宣伝文句 だけが先行 している きらい もあ り、今後 の知 識 メデ ィ

ア構 築 の基盤 技術 として確 固た る ものに してい くため には分 散人工 知能理論 な どの

地道 な基盤研 究 と、具体 的応用 に即 した実証 的研究 の双 方 に関 して さらに多 くの努

力が必 要 である。

5.4.4知 識 イ ン フ ラ ス トラ ク チ ャ

最 後 に知識 メデ ィア を支 える知 識 その ものの基盤 としての知 識 イ ンフ ラス トラ ク

チ ャ技 術 につ いて述べ る。知 識 イ ンフラス トラクチャ としては、知 識 の源 と して の

「生 の」知識 と、知 識 メデ ィアにおける知識処理 の共 通 的な基盤知 識(メ タ知 識)

の2種 類 が考 え られ る。

知 識源 としての知 識 には問題解 決事例 、 言語 コーパ スな どが考 え られ る。事例 を

そ の まま利用 して問題解決 を行 お う とい うアプ ローチが事例 ベース推 論 や事例 ベ ー

ス翻訳 で あ り、そ の処 理 の頑健 さか ら最近注 目 を集 め る とともにそ の効率 的 な処 理

メカニ ズム と してMemoryBasedReasoningな どの並列 人工知 能 の研 究 も活 発化 して

いる。実用 に向 けては事例 の類似性 の評価 基準 や事例 の適合化技術 な どまだ解決 が

必要 な課題 も多 いが、知識 処理技術 が現 実 の ダイナ ミ ックに変化 してい く問題 を扱

うた めには必要不可欠 な技術 であ り今後 の発 展 が期待 され る。
一 方

、人間 が学習 や推論 な どの知 識処理 を行 って い る際 に利 用 してい る と思 わ れ

る常 識 的な知 識 を知識 ベー ス として作 成 しよう とす る アプローチが あ る。 その代 表

的な ものがLenatら に よるCycプ ロジ ェク トであ り、1984年 か ら開発 が進 め られて い

る。Cycは 非常 に大規模 な プロ ジェ ク トであ るが、そ れで も汎用 の知 識 イ ンフラ と

しては まだ十 分 とは言 えず 、 また システ ムの複雑 さか ら くる利用 の 困難 さも指摘 さ

れ ている。今 後様 々 な応用 への適用 に よる有用性 の実 証が課題 であ ろ う。 わが国 に

お いて も言 語 に関す る知 識の集積 としてEDR電 子化辞 書 プ ロジ ェク トが ある。 こ の

辞書 には基本 的な単語 とと もに単語 に関 する概念 を記 述 した概念辞 書 お よび 日英 間

の共起辞書 、対訳辞書 が合 わせ て作成 されてお り、 自然言語処理 お よび知 識処理 の

基 盤 としての利用 が今 後期待 されてい る。
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5.5分 散協 調処理

分散協 調処 理 に関す る技術 は、 分散処理 システム、 プ ログ ラ ミング言 語 な どい わ

ゆる基 盤 ソ フ トウエ アか らの研 究 と、分 散問題解決、知 識ベ ース、 な ど人工知能 か

らの研究 とが ある。 まず、20年 来 の研 究 の歴史 を もち分 散協調処 理 のベ ース とな

りうるもの として オブジ ェク ト指 向 と並行 オブジェク ト技術[所94]、 人工知能 の分

野 か ら分 散問 題解決技術 が あげ られる。 しか し、 それ ぞれの分野 に は十分 でない点

があ り、 それ らを解 決 しようとす る ものがマルチエ ージェ ン ト技術[所95】 である。

これ らは、要 素技術 的観 点 にたった もの であるが、 目的 とい う観点 か ら多様 な人 と

情報環境 を対象 とした分散作業技術[bit94]が ある。

5.5.1並 行 オ ブ ジ ェ ク ト技 術

我 々の住 む 世界 には、多様 な ものが あ りそれ らを情報 システ ム内部 に モデ リン グ

す るにあたっ ては、実体 が 並行 かつ分散 して動作 して お り、実体 だ けでな く実体 の

おかれ た環境 も常 に変化 している ことを前提 に しなけ ればな らない。 この ような 世

界 にお ける計 算 は、実世界 あるいは仮想 世界 のシ ミュ レーシ ョン と考 える こ とが で

きる。 この と き、実体 をオ ブジ ェク トと してモデ リングす る こ とは きわめて有効 で

あ る。 オブジ ェク トは、統 一 的な通信 プ ロ トコルで互 いに相互作用 を及 ぼ し合 う物

理 的あ るいは論理 的 な実体 とみ なす ことが で き、 オブ ジ ェク ト内部 で しか アクセ ス

で きな い局所 的記憶 、外 部 か らのメ ッセ ージ に応 じて実行 され る手 続 きの集合 か ら

構成 され る[所94]。 現 実 の大半 のプ ログ ラ ミング言語 やシステ ム にお けるオ ブジ ェ

ク トは逐 次 的 であ り、 その実行 は受動 的 である。 プロ セスが オ ブジ ェク トの内部 を

走 り抜 け る とい うモデ ルの実行 が行 なわ れるため、 プ ロセス の相互 排 除 や同期、 プ

ロセ ッサへ の割 り当て を記 述す る必 要が あ り、正 し く動作 す るプ ロ グラム を書 くの

は技術 を要す る。

オブジ ェク トを実行 す るため の プロセス を内蔵 させ るこ とに よ り、実行 制御 の記

述 を極力 減 らす こ とがで きる(プ ロセス の概念 を取 り除 いて も、何 らかの別 の形 態

の ものが使 われ てい る)。 こう した並 行 オブジェ ク トの歴 史 は、70年 代 初 頭 のCar1
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HewittのActorに 遡 る こ とが で き、ABCL,ConcurrentSmalltalk,POOL,OZ++,Edenな

どの数 多 くの 並 行 オ ブ ジ ェ ク ト指 向言 語 や シ ス テ ムが 研 究 開発 され て きた。 並 行 オ

ブジ ェ ク トに関す る理 論 的 な研 究 と して は、 π計 算 や レ計 算 な どが研 究 され て い る。

オ ブジ ェ ク トの概 念 が もた ら した有 効 な役 割 は モ ジ ュー ル性 で あ り、 プ ロ グ ラ ム

をイ ン タ フ ェ ー ス が 定 義 さ れ た も の と し て 記 述 す る道 を開 い た 。 米 国OMGの

CORBAは オ ブ ジ ェ ク トの イ ン タ フ ェー ス をDLと よぶ言 語 で記 述 し、 分 散 シス テ ム

上 の す べ て の 資 源 を並 行 オ ブ ジ ェ ク トと して扱 い 、分 散 ア プ リケ ー シ ョン構 築 の 容

易 化 とオブ ジ ェ ク トの再 利 用 化 を狙 っ て い る。 しか し、CORBAで は、 分 散 オ ブ ジ ェ

ク トの構 成 、管 理 な どが あ ま り検 討 され て い な い 。 マ イ ク ロ ソ フ トのOLE2.0、 ア ッ

プル のQpenD㏄ な どは 、CORBAと の相 互 接 続 が 図 られ る こ とに な っ て い る。 な お、

CORBAは 、 米国NIIの 一一貫 として 昨 年か らNIIIPと して広 域 ネ ッ トワー ク上 で セキ ュ

リテ ィ機 能 を含 め て大 規 模 な実 用 化 開発 が 始 ま って い る。 これ らに お い て 重 要 な の

は、 オ ブジ ェ ク トを機 能 や サ ー ビス を提 供 とす る部 品 と考 え る こ と に あ り、 目的 の

機 能 とサ ー ビス を提 供 す る オ ブ ジ ェ ク トの所 在 を ア ド レス だ け で な くサ ー ビス で 検

索 す る技 術 が 重 要 で あ る。

オ ブジ ェ ク ト指 向 の 考 え方 は、 プ ロ グ ラ ミ ン グだ け で な く、 要 求 分 析 や シ ス テ ム

設計 と い っ た ソ フ トウエ ア 開発 工 程 に適 用 す る こ と も行 な わ れ て い る。Rumbaugh

のOMT、Coad/Yourdonの00A/00D、Shlaer/MellorのOOAな ど数 多 く提 案 され て い

るが 、 どの方 法 を利 用 す れ ば よ いか の 明確 な基 準 が な い。

並 行 オ ブ ジ ェ ク トの 技 術 は、 そ れ が ベ ー ス とす る オ ブ ジ ェ ク ト指 向 の 技術 と と も

に、 理 論 、 言 語 、 プ ロ グ ラ ミ ング、 デ ー タベ ース 、分 析/設 計 手 法 、 な ど、 広 範 な

広 が りを も っ て お り、 実 用 的 な分 散協 調 処 理 シス テ ム を実 現 す る上 で は忘 れ て な ら

な い もの で あ ろ う。

5.5.2分 散 問 題 解 決 技 術

低 い能力 の複数 のサ ブシステムが協力 して よ り高 度 な仕事 をす る には ど うす る か

とい う問題 は分 散問題解決 とよばれ、分 散人工知 能の分 野で研 究 されて きた。 そ の

例 を以下 にあげ る。

黒板 モデル は、最 も初期 の1970年 代 前 半 にCMUの 音 声認識 プロジェク トHearsay-II

で研 究 され た ものであ り、 階層構造 を持 った共有 メモ リである黒板 に問題解決過 程

で生 じる種 々 の仮説 を信頼 度 をつ けて記 憶 し、起動 条件 が指定 され たプ ログラム の

断片 によって仮説 の生成/変 更 を行 ない なが ら音声認 識 を行 な うものであ る。曖 昧

で多様 な解釈 が生成 され る問題 に適 してい る。

人 間社 会 の契約 プロ セス を問題 解決 にモ デル化 した ものが契 約 ネ ッ トで ある。 自

分 で処理 で きない タス ク を分 割 し、 よ りふ さわ しいサ ブシス テム に タス クを割 り当

てなが ら問題 解決 す る。 そ れぞれ は独 自 の視点 か らロー カルな評価 を行 なえば よ い

が、 タス クの アナ ウンス、 入札、委 託先 決定通知 、処 理結果報告 、 な どに費 や され
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るコス トと契約 な どの不確 実性 という問題 があ る。

マルチス テ ージ ネ ゴ シエ ーシ ョンは、複 数 のサ ブ システ ムに よる資源 割 り当て プ

ロ トコル であ る。契約 が互 い に独立 でな く、契約 間 に大域 的な制約 が存在 す る問題

を対象 として い る。 その ため、契約 は1回 の入札 と落 札 では決着 で きず、全 契約 の

制約 が満 される まで ネ ゴシーエ ーシ ョンが繰 り返 され る。

分散 プラ ンニ ングで は、相 互作用 を持 つ複数 のサ ブシステムの動 作列 を生成 す る。

ネゴシエ ーシ ョンしないで プランを生成 する場合 には、 も し競合 が発 生 す る と共 通

規則 を用 いて再 プラ ンニ ン グす る。ネ ゴ シエー シ ョンで競合 を解消 する場 合 には 、

優先度 の高 い方か ら処 理 を した り、 プランを他 人 に開示 した りす る方法 が とられ る。

も し、全 て のサ ブシ ステ ムが協 力 して1つ の 目標 を解 く場合 は分 散 ア ル ゴ リズ ム

の研究 とな り、 それ ぞれの分 野で数多 くの研究 が な されてい る。

5.5.3マ ル チ エ ー ジ ェ ン ト技 術

分 散問題 解 決 は複 数 のサ ブシス テ ムが協 力 して問 題 を解決 す る もので あ ったの に

対 して、他 の サ ブシステ ムの状況 が完全 にはわか らな いため に、サ ブ シス テムが そ

れぞれの利 潤 が よ り多 くな るように考 え始 める と、 そ れぞれが異 な った 目標 を追 及

し始 め る。全 体 の利益 と自己の利益 の双 方 を折衷 した場合 で も、 最 終 的 に自己の利

益 の長期 的 な増加 に結 び付 くと考 える こ とが協調 活動 の本質 であ る。 ここにおけ る

サ ブシス テム をエ ージ ェン トと呼ぶ[所95]。 エー ジェ ン トはい ろい ろな場面 で使 わ

れてお り、一 般 的 な定義 は まだないが、 それぞれの 目的 をもち、 自律 的に動作 す る

ソフ トウエ アモジ ュール と考 える場合 が多 い。

イ ンター ネ ッ トの よ うな不特定 ともお もえる膨 大 な要素 で構 成 され、 そ の要素 が

常 に増減 して お り、 しか も各 要素が常 に変化 して いる ため に、全体 を知 るこ とが で

きない開放 型 シス テムで は、その構成 要素 は、環 境が 変化 した り、 他 か ら攻撃 を受

けた り、障害 が発 生 して も、与 えられた指命 を全 うす るため に、 自 ら最 善 の努力 を

行 う もので な けれ ばな らな い。 この ような性格 こそが エージ ェ ン トに要求 され る も

のであ り、そ のようなエ ージェン トか ら構成 され るシステ ムは、拡張性 、耐障害性 、

などに優iれるであ ろうことは容易 に想像 で きよう。従来 の様 々なソフ トウエアモジ ュー

ル に も障害時 の対 策 な どは付 与 されてい たが、 す で に述べ たよ うに エー ジェ ン トは

自己 の利益 を追及 して、他 よ りも優 れた機 能や性 能、 障 害対処 能力 な どを持 とう と

す る点が異 な る。 これ によ り、それ らを持 つエー ジ ェ ン トは、持 た ない もの よ り優

位性 を もつ こ とにな り、エ ージ ェン トが沢 山存在 す る シス テムは、 社会 としての振

舞 い を示す もの となる。

並行 オブジ ェク トも ソフ トウエ アモジ ュールで あ るが、 目的 、 自律性 、 な どの概

念 は含 まれ て い ない。 しか し、エージ ェ ン トと並行 オ ブジェク トは別物 で はな く、

使命 、 目的、 自律性 、 な ど を、 プログラ ミングに よっそ並行 オブジ ェク トに埋 め 込

む こ とに よって、 エ ージ ェ ン トにす るこ とがで きる。
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エ ー ジ ェ ン ト間 に は情 報 交 換 の た め の規 約(プ ロ トコル)が 必 要 で あ る。ARPAの

KnowledgeSharingEffortで 行 わ れ て い るACL(AgentCommunicationLanguage)と 呼 ば

れ る言 語 とそ の外 部 言 語KQML(KnowledgeQueryandManipulationLanguage)と 内 部

言 語KIF(KnowledgeInterchangeFormat)[MIT92]、AGENT-Oな ど の研 究 が あ る。 ま

た、GeneralMagic社 のTelescriptと 呼 ぶ ス ク リ プ ト言 語 もそ の種 の もの で あ り、 記 述

され た プ ロ グ ラ ムが ネ ッ トワー ク内 を移 動 し、 移 動 した先 の プ ラ ッ トフ ォー ム で 解

釈 実 行 さ れ る こ と をエ ー ジ ェ ン トが移 動 す る とみ な して い る。 電 総 研 で 開発 され た

OZ++は 、 さ らに踏 み込 ん で、 プ ロ グ ラ ム され た オブ ジ ェ ク ト(エ ー ジ ェ ン ト)を 転

送 し、 転 送 先 で意 図 の ま まに実 行 させ よ う とす る もの であ る。 これ らは、 マ ル チ エ ー

ジ ェ ン トに ま たが った仕 事 を ど よ うに記 述 し実行 す る か とい う こ と に焦 点 をあ て た

もの で あ り、 エ ー ジ ェ ン トとい う用 語 は 使 わ ない が ワ ー ク フ ロ ー言 語 な どは す で に

実 用 化 され た もの とい え よ う。 しか し、 記 述 能力 や利 便 性 を 向上 させ よ う とす る と

トロイ の木 馬 な どの 問題 を引 き起 こす 可 能 性 が あ り、今 後 の研 究 が待 た れ る。

一 方
、各 エ ー ジ ェ ン トに 目的 、 使 命 、 自律 性 、 な ど を どの よ う に記 述 す れ ば、も自

己 の利 益 を追 及 す る よ う に な るの か につ い て は、 エ ー ジ ェ ン トが持 つ 生 物 的 な側 面

に着 目 し、 遺 伝 的 プ ロ グ ラ ミン グ、 人 工 生 命 、発 生 ・進化 ・学 習 な どが 有 望 で あ る

との考 え方 もあ る[所94]。 また 、 エ ー ジ ェ ン トが形 成 す る社 会 的 な側 面 に注 目 し、

個 体 と社 会 、 社 会 ・経 済 な ど と関係 づ け る考 え方 もあ る。 工 学 的 な 視 点 にた った と

き、 目 的 を達 成 す るた め の 個 体 と社 会 の プ ロ グ ラ ミ ン グ は どの よ う にす れ ば よい の

か 、 今 後 の研 究 が待 た れ る。

5.5.4協 調 作 業 技 術

並行 オブジ ェク ト、分 散問題解 決 、マ ル チエ ージ ェ ン ト、 な どは、分 散協 調処 理

のた めのアー キテ クチ ャ的観 点か らの技 術 で ある。一 方、利用 者 は どの ように使 い

たい のか とい う観 点か らの技術 と して、 ネ ッ トワーク を使 った分 散協 調作業 支援 技

術 が ある。その全 貌 を示 した ものが 、図5ふ1で あ り、現 われ る技術 は本報告書全 般

に及 ぶ 。

分 散協調作 業 には、 メールな どの蓄積交 換型 の コ ミュニケ ー シ ョンだ けで な く、

ネ ッ トワー ク に散在 す る情 報 をベ ース と した情報共有 型 の コ ミュニ ケ ーシ ョンが 重

要で ある。協 調作 業 に必 要 となる情 報 に は、 デー タベ ース、 ライブ ラ リな どの永 続

的 な情報 、デ ス ク トップ会議 な どの一時 的な会話情報 のほか に、協 調作 業 を実現 す

る上 で最 も工夫 を要す る作 業対象 に応 じた情報 の蓄積 、交 換、共有 が重要 であ る。

先 にのべ た、 並行 オブジェ ク ト、分 散問 題解決、 マル チエ ージ ェン ト、 は この作 業

対 象情 報 を扱 う要素技術 といえる。

個 人 の情報 と作業 を扱 う個人作 業空 間 に加 えて、 目的 を共有 する協 調作 業 空間 を

どの ように切 り替 えるかが 重要 で ある。 個人 は数多 くの仕事 をかか えてお り、そ の

仕事 を誤 りな く効率 よ く行 うには、個 人 の意 図、協 調作 業 の意 図 を理 解 した単純 作
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業 の代 行 や ナ ビゲ ー シ ョ ンが必 要 とな る。 これ を支 援 する の が エ ー ジ ェ ン トで あ る。

エ ー ジ ェ ン トを使 い 設 計 作 業 を支 援 す るKnowledgeSharingEffortに お い てStanford大

学 で 開発 中 のPAcr[ACM94]が 有 名 で あ る 。 また、様 々 な局 面 に お け る個 人 の情 報

シ ス テ ム との イ ン タ ラ ク シ ョ ン を模 倣 し、個 人 をア シ ス トし よ う とす るMaesの イ

ン タ フ ェ ー ス ・エ ー ジ ェ ン トの研 究[ACM94]な ど も あ る。 個 人 の知 的作 業 の 究極

は、新 しい ア イ デ ア の創 出 で あ り、 そ の た め の発 想 支 援 を行 お う とす るPARCの

ユ ー ザ /
人
業

個
作

参照 情報

〆(例:DB
,ラ イブ ラ リ,

本,ノ ウハ ウ)

作業対象情報
(例:ハ イパテキス ト

/メ ディア)

一時的 会話情報

(例:デ スク トップ会議)

パ ー ソナル

ァ シス タ ンス

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 言 語

(例:ACL/TeleScript)

ワ ー ク フ ロ ー

コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン

フ ィ ル タ ー

ア ク テ ィ ブ メ ッ セ ー ジ

図5.5-1分 散 協 調 技 術 のUnivers

Colab、GRAPE、KJエ デ ィ タ、GUNGENな どの研 究[bit94]が あ る。

協 調 作 業 を さ らに進 め て、複 数 の企 業 間 で協 調作 業 を行 お う とす る研 究 も欧 米 で

は盛 ん で あ る。MCCのCamotは そ の た め の ミ ドル ウエ アー 式 を与 え る も の で あ り、

米 国CALS計 画 もそ の方 向 にあ る とい え る[MIT92]。
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5.6ア ドバ ン ス トデ ー タ ベ ー ス

大量 の情報 を記憶 し、高速 に検 索 す る とい う応用 は、 コン ピュータの代 表 的 な利

用形 態 といえ る。 「デー タベ ース」 とい う一つ の技術 分 野で は、 コ ンピュー タに よ

り、人 間の記 憶 を肩代 りす るこ とを最終 的な 目標 に、 大量 の情報 を高速 に検索 す る

仕組み、適切 な情報 にア クセスす る仕組みな ど、様 々 な技術 が研 究 開発 され て きた。

人 間の脳 とい う柔軟 な記憶/検 索装置 に対 して、 コ ンピュー タによる デ ー タベ ー

スシステムでは、扱 う情報 の形式 を限定 し、情 報 のモデル を形 式化 するこ とに よ り、

高速 で しか も扱 う情報 の内容 に依存 しない記憶 と検 索 のメ カニズ ム を実現 す る こ と

に成 功 して きた といえる(リ レー シ ョナルデー タベ ー ス)。 商業 的 な観 点 か ら見 て

も、均 一で は あるが大量 の情報 を記憶 し、高速 に検索 す る とい う要 求 に十分 に応 え

て来 た。 しか し、 その一方 で、人 間の脳 が持 つ柔軟性 が捨象 されて きた と言 わ ざる

を得 ない。

一方、 「知 識処理」 の分 野で、 人 間の脳 が持 つ記憶 と検 索機 構二の柔軟 性 を実現 す

るため、非均 一 的な情 報 を記述 しようとする努力 が行 われて きた。 この知 識処理 の

分野 におけ る アプローチは、 デー タベー ス とは まった く逆 か らの ア プローチであ る

とい える。 これ まで の研 究 開発 では、 「知識」 の持つ 複雑 さと自由度 の高 さゆ え、

限 られ た分 野 で しか動作 しない システ ムか、 あるいは トイ システム の上 で しか動 作

していない とい う厳 しい見 方 もあ る。 これ に対 す る反 省 か ら、 よ り汎用性 の高 い大

規模 な知識 を構築 してい こ うとい う傾 向が近年見 られ る。

デー タベ ー ス システ ムの 目標 が 、 人間社 会 におけ る様 々な情 報 を記憶 し、柔軟 に

検索/利 用 で きる仕 組み を提供す る こ とであ るな らば、 「デー タベ ース」 と 「知 識

処理 」 の双 方 か らの歩み寄 りが必 要であ るこ とは言 う まで もない。 実際 にデー タモ

デルの変遷 を顧 み て明 らか な ように、 オ ブジェク ト指 向デ ー タベ ー ス、演繹 デ ー タ

ベース、 アクティブデー タベース な ど、知識処 理 の分野で開発 されたアイデ アが徐 々

にデー タベ ースのモデ ルに取 り入 れ られて きてい る。

知識処理へ の歩 み寄 り以外 の側 面 を上 げ る とすれ ば、 デー タベースの分 散化が 上

げ られ る。 コ ンピュー タの ダウンサイジ ング化 とネ ッ トワー クイ ン フラの整備 とい
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う環境 の変化 に ともな って 、 デー タベ ース システ ムに対 して、従 来 の集 中的 な管 理

か ら分散 的 な管理へ とその 要求が強 まって きてい る。 この側面 にお いては、分 散 性

と異種性 を持 つ デー タベ ース を柔軟 に取 り扱 うための仕組 みが 中心 的な技術 課題 と

なってい る。

以 下 で は、 デ ー タモ デ ル の変 遷 とデ ー タ ベ ー ス を取 り巻 く環 境 を概 観 し、 知 識 処

理 との融合 が 図 られ つ つ あ る今後 の デ ー タベ ース の動 向(図5.6-1)に つい て 述べ る 。

知
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ア クテ イ ブ
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階 層 型/ネ ッ トワ ー ク型

デー タベ ー ス

演 繹 ・オ ブ ジ ェ ク ト指 向

デ ー タベ ー ス

オ ブ ジ ェ ク ト指 向

デ ー タベ ー ス

.・'.':i:i:i分散 化

三:LAN.WAN.':"

.:ダ ウ ン サ イ ジ ン グ,

図5.6-1次 世 代 デ ー タベ ース の技 術 動 向

5.6.1デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 歴 史

利 用 者 か ら見 た デ ー タベ ー ス の モ デ ル を デ ー タモ デ ル と言 う 。 デ ー タ ベ ー ス は そ

の デ ー タモ デ ル の 進化 に合 わせ て発 展 して きた。 第 一 世 代 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

は、 レコ ー ドをポ イ ン タで結合 す る こ と によ りデ ー タ を表 現 す る、 ネ ッ トワー ク デ ー

タモ デ ル や ハ イ ア ラ キ カ ル デ 一 夕モ デ ル を採 用 して い た。 これ に対 して、 第 二世 代
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の デ ー タベ ー ス シス テ ムは 、 すべ て の デ ー タ を数 学 的 リ レー シ ョン(関 係)に 対 応

した表 で表現 す る、1970年 に発 表 され た リ レー シ ョナ ル モデ ル に基 づ い て いる。 ネ ッ

トワ ー ク モ デ ル やハ イ ァ ラ キ カル モ デ ル で は、 デ ー タ の物 理 的構 造 に直結 した デ ー

タ表 現 に な っ て い た の に対 し、 リ レー シ ョナ ル モ デ ル は高 い デ ー タ独 立 性 や非 手 続

き的 な操 作 言 語 の提 供 な ど の利 点 を有 して い る。1980年 代 に リ レー シ ョナ ル デ ー タ

ベ ー ス は 商 品 化 され、 現 在 、 主 要 な デ ー タベ ー ス シ ス テ ム と して の 地位 を確 立 して

い る 。

と ころ で 、 第 一世 代 と第 二 世代 の デ ー タ ベ ー ス に は共 通 の特 徴 が あ る 。 そ れ は 、

い ず れ もそ の応 用 を ビジ ネス分 野 に お い て きた こ とで あ る。 そ の た め に、CAD/CAM

や マ ル チ メ デ ィ アな どの 非 ビジ ネ ス分 野 に適 用 し よ う とす る と、 自然 にそ の デ ー タ

を表 現 で き な い とい う問題 点 が あ っ た。 この 問題 が 契 機 とな って 、 オ ブ ジ ェ ク ト指

向 モ デ ル に基 づ くオ ブ ジ ェ ク ト指 向DBMSが 第 三 世代 のDBMSと して提 唱 され て い

る。 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タベ ー ス は、1990年 代 に入 っ て相 次 い で 商 品化 され て い

る。

5.6.2オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー ス

計 算 機 技 術 の発 展 に よ り、CAD/CAMや マ ル チ メ デ ィ ア な どデ ー タベ ー ス の 適 用 分

野 が広 が っ て きた。 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タベ ー ス[増 永94-1]は 、 これ らの新 しい

分 野 に適 した デ ー タベ ー ス と して期 待 され て い る。

オ ブジ ェ ク ト指 向 の 概 念 は オ ブ ジ ェ ク ト指 向 プ ロ グ ラ ミン グ 言 語 か ら始 ま る。 オ

ブ ジ ェ ク ト指 向 プ ロ グ ラ ミ ング は 、 デ ー タ と手 続 き を カ プ セ ル化 した 「オ ブ ジ ェ ク

ト」 とい う単 位 を組 み 立 て て プ ロ グ ラ ム を作 ろ う とす る もの で あ る 。 そ の特 徴 は 、

情 報 隠 蔽 や継承 機構 な どに あ る。

オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タベ ー ス は オ ブ ジ ェ ク ト指 向 に基 づ くデ ー タ表 現 能 力 と、

メ タ デー タ管 理 や質 問 処 理 機 能 な どの従 来 か らの デ ー タベ ー ス機 能 を併 せ もつ デ ー

タベ ース で あ る。 リ レー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス が 「表 」 とい う構 造 化 手 段 しか持 た

な か っ た の に対 して、 プ ロ グ ラ ミン グ言 語 の構 造 体 を そ の ま ま格 納 で きる、 デ ー タ

間の リン ク を設定 で きる な どデ ー タ の表 現能 力 は強 力 で あ る。 ま た、非 ビジ ネ ス デ ー

タ処 理 のベ ン チマ ー ク で、 リ レー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス に比 べ て数 十倍 か ら数 百 倍

の 性 能 を達 成 して い る。

オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タベ ー ス はマ ル チ メ デ ィ ア デ ー タベ ー ス と して の応 用 に 適

して い る と言 わ れ て い る。 マ ルチ メ デ ィ アデ ー タ は、 例 え ば 地 図 デ ー タ に見 る よ う

に、 道 路 、 河 川 、 とい った よ うな構 造 を有 して い るが 、 構 造 を有 す る デ ー タ を表 現

す る の に オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タベ ー ス は適 して い る 。 また 、 マ ル チ メ デ ィ ア デ ー

タベ ー ス で は 、従 来 の 文字 ・数値 デ ー タ の他 に、 テ キ ス ト、線 画 、 静 止 画 像 、 動 画

像 、 音 等 の様 々 な メ デ ィ ア の異 な る デ ー タ を統 合 しな くて は な らな い。 オ ブ ジ ェ ク

ト指 向 デ ー タベー ス で は、 情報 隠 蔽 の特 徴 を利 用 して、異 質 な デ ー タ も同 じオ ブ ジ ェ
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ク トとして扱 えば、 メディ アの一元管理 を実現で きる。 ただ し、 オ ブジ ェク ト指 向

デー タベ ース でマ ルチメデ ィアデー タベ ースの技術 的 な課題 をすべ て解決 で きる わ

けで はない。 異種 メデ ィア のデー タの時 空間的な同期 や順序 関係 を管理 しな くて は

な らないが、 そ のための機 能 を提供 して いない。 この点 は研 究課題 として残 され て

い る。

5.6.3分 散 デ ー タ ベ ー ス

ネ ッ トワ ー ク技 術 の 進 歩 に対 応 して、 情 報 資 源 も分 散 管 理 さ れ る よ う に な っ て き

た。 デ ー タ ベ ー ス に対 して も、 分 散 デ ー タベ ース シ ス テ ム[増 永94-2】,[村 永93]が

開発/商 品 化 され て きて い る。 リモ ー トデ ー タベ ース へ の ア ク セ ス に 関 して は 、 リ

レー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス の世 界 で 、既 に 国際 標 準 が 存 在 す る。 た だ し、単 に、 リ

モ ー トデ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス とい った場 合 、 どのサ イ トに デ ー タベ ー ス が あ るか 意

識 しな くて は な らな い。 分 散 デ ー タベ ー ス シス テ ム は 、 リモ ー トデ ー タベ ース を ア

クセ ス で き る だ け で な く、 そ の サ イ トの 位 置 を意 識 させ な い位 置 透 過 性 を実 現 し て

い る。 さ ら に 、 一 部 の シス テ ムで は、 そ の上 、複 数 の デ ー タベ ー ス を統 合 して一 つ

の デ ー タベ ー ス に見 せ か け る ス キ ーマ統 合 とい う機 能 を実 現 して い る。例 え ば、 リ

レー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス で は 、 一 つ の 表 が 、実 は、 異 な る デ ー タ ベ ー ス の表 の 垂

直、 あ る い は、水 平 に結 合 した ビ ュ ー に なっ て いる とい う こ とが可 能 で あ る。 な お、

分 散 デ ー タベ ー ス の 中 で 、 要 素 デ ー タベ ース が独 立 に構 成/運 用 され て い る もの を

マ ル チ デ ー タベ ー ス と呼 ぶ こ とが あ る。

と こ ろで 、 現 状 の分 散 デ ー タベ ー ス は、 主 に、 リ レー シ ョナ ル モ デ ル を基 にデ ー

タベ ー ス を統 合 して い る。 そ の た め、 デ ー タ構 造 の相 違 や デ ー タ の 意 味 の相 違 を 十

分 に統 合 で き な い と言 わ れ て い る。 最 近 、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 モ デ ル を使 用 す る ア プ

ロー チ が 幾 つ か 報 告 され て い る。 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 モ デ ル の 強 力 な デ ー タ表現 能 力

と情 報 隠蔽 とい う特 徴 が デ ー タベ ース の統 合 に有 効 で は な い か と期 待 され て い る。

ネ ッ トワー ク技 術 の 進 歩 は 、情 報 資 源 の 分 散 とい う面 だ け で な く、 デ ー タベ ー ス

の新 し い 応 用 分 野 も生 み 出 して い る 。 代 表 的 な 例 は 計 算 機 支 援 に よ る協 調 作 業

(CSCW:ComputerSupportedCooperativeWork)で 、従 来 の デ ー タベ ース技 術 とは異 な っ

た 、 情 報 共 有 形 態 が 求 め ら れ て い る。 デ ー タベ ー ス の 並 行 制御 は共 有 デ ー タへ の ア

ク セ ス を一 人 一 人 が 独 立 に行 っ て い る よ うに見 せ か け るの に対 し、CSCWで は、 別

の 人 と情 報 を 共 有 して い る こ とを各 ユ ーザ に意 識 させ る必 要 が あ る 。 ま た、 各 ユ ー

ザ が 必 要 とす る ビュ ー を動 的 に作 成 す る機 能 や、 ユ ー ザ が 情 報 間 に 制 約 関 係 や参 照

関係 をつ け る機 能 等 も求 め られ て い る。 これ らの点 に つ い て は多 く の課 題 が 残 さ れ

て い る 。

ま た、 ネ ッ トワー ク に関 して は 、 イ ン タ ー ネ ッ トの普 及 に よ り、 地 球 規 模 で電 子

的 な情 報 交 換 が 可 能 に な っ て きた。 しか し、 逆 に、 あ ま りに も広 域 に分 散 した情 報

ベ ー ス に ア ク セ ス で き る よ うに な っ た た め、欲 す る情 報 が ど こ に あ る か わ か らな く
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な っ て きて い る。 イ ン タ ー ネ ッ ト上 で は 、Gopher,Wais,WWW(Mosaic)と い っ た 情

報 検 索 ツー ル を利 用 で き る が 、 イ ンデ ッ クス ベ ー ス の検 索 な ど、 低 レベ ル の機 能 し

か 提 供 され て い な い。 全 世 界 に広 が っ て い る情 報 の 海 か ら適 切 な情 報 を検 索 す る 手

段 が デ ー タベ ー ス、 とい う よ り情 報検 索 の新 しい課 題 と して提 起 され て い る。

5.6.4知 的 デ ー タ ベ ー ス

デー タベ ー スが デー タを保管 す る倉庫 で ある こ とに留 ま らず 、知 的で あ って欲 し

い とい う要求 は当然 の こ とであ る[横 田94] ,[西 尾93],[佐 藤94]。 そのための努力 の
一つ として

、演繹機 能 を付 加 した演繹 デ ー タベ ースが研 究 され てい る。演繹 デ ー タ

ベ ース は、 リ レーシ ョナル デー タベース を証明論 の立 場 か ら見 なお す こ とか ら出発

してい る。す なわ ち、 リレー シ ョナルデ ー タベ ース中 のデー タで あ る各 タプル(表

を構成 する各 行)は 、真 となる関係述語 を表 している と見 な し、 また、検索条件 を

証 明すべ き論 理式 として見 なす。問合せ は述語論理 の形 式で行 う。 デー タベース 中

には、デー タ に直接対応 す る関係述語 の他 に、演繹規 則 を指定 した述語式 も入 れ る

こ とによ り、演繹機 能 を実 現 する。論理 型 プ ログ ラミ ング言語 とデ ー タベース を接

続 しただけで は、大量 のデ ー タの検 索 に時間が かか りす ぎるので、 再帰 的な検索 を

効率 よ く処理 す る機構 をデ ー タベース シス テムの中 に組 み込 む こ とが ポイ ン トで あ

る。演繹 デー タベ ース の短 所 として は、 デー タのモデ リング能力 が リレー シ ョナ ル

モデル と同様 に高 くない こ とであるが、 それ を解決 す るための、 オ ブジ ェク ト指 向

の概念 を導 入 した演繹 ・オブジ ェク ト指 向 デー タベース も研 究 ・開発 され ている。

デー タベース に演繹機能 を追加 す るこ との他 に、 自律性 を もたせ たア クティブデー

タベースの研 究 ・開発 も行 われてい る。従 来 のデー タベースで はユ ーザ が問合 せ を

して は じめて処理 を行 うの に対 して、 ア クテ ィブデー タベース はデ ー タの検索 、 更

新な どのイベ ン トに反応 してア クシ ョンが起 動 される。起動 され るアクシ ョン(デ ー

タベース操作)は 大規模 なデー タベース の上 で集合 的 に処 理 され る。 アクテ ィブデー

タベースはデー タ/知 識集約型 の応用 に適 している と言 われ ている。

デー タベ ー ス を知的 にす る とい う要求 と ともに、 デ ータベ ース か ら知 識 を取 り出

したい とい う要求 もある。 そのため に、 人工知能 での機械 学習 をデ ー タベ ースに 適

用 した、デー タベ ースにお け る知識獲得 の研 究 が行 われ ている。従 来 の機械 学習 の

対象 と異な る のは、 デー タベース は時 々更新 され、 ま た、誤 りも含 まれ ている こ と

で ある。大量 のデー タを相 手 にす る ところ も異 な る。 リレーシ ョナ ル デー タベー ス

に対 しては、 い くつ かの ア ルゴ リズ ムが研 究 され てい るが、 オブジ ェク ト指 向デ ー

タベ ースな どの複雑 な構 造 を もったデー タか らの知 識 獲得 は今後 の課 題 と して残 さ

れ ている。

その他 、 デ ー タベー ス を知的 にす る とい うこ とに 関 しては、情報 を取 り込 み なが

らその整理、 構造化 、 さらには知識獲得 まで 自動 的に行 お う とす る 自己組織化 情 報

ベ ースが研 究 され始 め てい る。似 た概念 として、 デー タベースのス キーマ を取 り込
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ん だ デ ー タに 合 わせ て 決 め る、 イ ン ク リメ ン タル デ ー タベ ー ス とい う もの も提 唱 さ

れ て い る。 い ず れ も、 概 念 が 提 唱 され た ば か りで あ り、 具 体 的 な成 果 は今 後 を待 た

な くて は な らな い 。
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5.7ハ イ パ ー メ デ ィ ア

コ ンピュー タ技術 と してのハイ パ ーメデ ィアは、 マ ルチメ デ ィア を含 むハイパ ー

テ キス トシス テ ム として定 義 され る。 また、 メデ ィア とい う側面 か ら見 る と、そ の

よ うなシス テ ムが一定 の規 模 を持 つ社 会 で 自由にアク セス可能 であ るこ とが前提 に

な る。 しか し、ハ イパ ーメ ディアは この ような定義 の枠 に収 ま りき らない要素 を含

んで いる。ハ イパ ーメデ ィ アの概 念 その ものが時代 と ともに成 長 しているか らで あ

る。近 い将 来 においておそ ら くハ イパ ー メデ ィアは最 も理想 に近 い メデ ィアにな る

で あろ う。

ハ イパ ー メ デ ィアが提 案 された のは非常 に古 いが 、そ の夢 が 実体化 したのは ご く

最近 の こ とで あ り、 これ に至 る まで には多 くの難 関が あ った。 これ まで、ハ イパ ー

メデ ィアの実 現 に向け て どの ような努力 が行 われ どの よ うな問題が 起 きて きたか 、

そ して現在 なぜ成功 しているのか とい うこ とについて述 べ る。(図5.7-1)

5.7.1ハ イ パ ー メ デ ィ ア シ ス テ ム

最 初 にハ イパ ー テ キス トの概 念 が 述 べ られ た の は、1945年 のVannevarBushの 「As

WeMayThink」 とい う論 文 で あ っ た[Bush45】 。Bushは 、Memexと い う架 空 の シ ス テ

ム と して、 パ ー ソ ナ ル な記 憶 を補 助 しや りと りす る た め の装 置 を考 え た。
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図5.7-1ハ イパ ー メデ ィア の成 長

ハ イ パ ー テ キ ス トシ ス テ ム を初 め て 実 現 し た の は 、DouglasC .Engelbartで あ る

[Engelbart63]。 「人 間 の知 性 を増 幅 す る」 とい うのが 彼 の研 究 の ス ロー ガ ンで あ り、

Engelbartは 、 マ ウス 、 ビ ッ トマ ッ プ デ ィ ス プ レイ 、 マ ル チ ウ イ ン ドウ、 電 子 会 議 、

電 子 メ ー ル 、CSCW、 ハ イパ ー リ ン ク な どの基 本 技 術 を発 明 し、1968年 に こ のハ イ

パ ー テ キ ス トシス テ ムNLSを 完 成 させ て デ モ ンス トレー シ ョン を行 っ た。

TedNelsonは 、1965年 に、 ハ イ パ ー テ キ ス ト技 術 を使 っ た コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム

をメ デ ィア と して 認 識 し、 これ をハ イパ ーメ デ ィア呼 んだ[Nelson65]。 彼 の ハ イ パ ー

メ デ ィア を具 体 化 した ビジ ョ ンがXanaduと い う シス テ ム で あ る。Xanaduは 、 分

散 化 され た ネ ッ トワー クで 稼 働 す る非線 形 の ドキ ュ メ ン トシ ス テ ム で あ り、 この ド

キ ュメ ン トの ラ イ ブ ラ リ の世 界 をd㏄uverseと 呼 ん で い る。d㏄uverseは 、 標 準 化 さ

れ た ア ドレス 体 系 と リ ン ク シス テ ム を持 ち、 世 界 中 の あ らゆ る情 報 を相 互 に結 び つ

け られ る。

1970年 代 後 半 か らMITメ デ ィ ア ラ ボ のNicholasNegroponteら は、Datalandと 呼 ば

れ る 部屋 の 空 間 的 な位 置 と情 報 を結 びつ け る実 験 な ど、 ハ イ パ ー メ デ ィア に関 す る

様 々 な試 み を行 っ た。1980年 代 の後 半 、Apple社 のJohnScullyは 、 イ ン タ フ ェ ー ス

エ ー ジ ェ ン ト と、知 識 の カ ス タマ イ ズ機 能 を備 えた ノ ー トパ ソ コ ン 型 のハ イ パ ー メ

デ ィ ア の ビ ジ ョ ン を示 し、 ナ リ ッ ジ ナ ビゲ 一 夕 ー と名 付 け た 。1980年 代 の 後 半 、
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JeffConklinら は、 こ れ は議 論 の状 態 遷 移 モ デ ルIBISを 提 案 し、 これ をハ イ パ ー テ

キ ス トを用 い た グ ル ー プ ウ ェアgIBISに 適用 した[Conclin87]。

5.7.2HyperCard

1987年 に発 表 され たHyperCardは 、 最 初 か らメ デ ィ ア とな る こ と を強 く意 識 した

製 品 で あ る。BillAtkinsonは 、 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ をテ レ ビの よ うな受 け 身 の メ

デ ィア で は な く参 加 型 の メ デ ィア に す る こ とを 目指 してHyperCardを 作 り、 全 て の

Macintoshに 無 償 で 添 付 させ た 。HyperCardで は、 ユ ーザ が作 成 したハ イ パ ー テ キ ス

ト ドキ ュ メ ン トをス タ ッ ク と呼 ぶ。 また、HyperCardに はHyperTalkと い うス ク リ プ

テ ィ ン グ言 語 で様 々 な処 理 をユ ーザ が書 け る よ うに な って い る。 ユ ーザ が作 成 した

ス タ ッ ク は、Macintoshの 問 で は フ ロ ッ ピー や ネ ッ トワー ク な どを介 して流 通 させ る

こ とが で きる。

HyperCardは 現 在 で も最 も洗 練 され た ハ イパ ー テ キス トシス テ ム の 一 つ で あ る。 し

か し、BillAtkinsonの 夢 は実 現 され た とは い い が た い。HyperCardの ユ ーザ は ス タ ッ

クを作 る こ とに よ っ て、 情 報 や処 理 を能動 的 に発 信 で きる よ うに な った が 、 これ は、

電子 的 な ドキ ュメ ン トの流 通 基盤 を持 たな か った し、Macintoshと い うプ ラ ッ トフ ォ ー

ムの ユ ーザ ・ポ ピ ュ レー シ ョンの小 さ さ な ど もネ ッ ク にな り、真 に メ デ ィ ア と呼 べ

る もの まで に は成 長 しな か った。

5.7.3WorldWideWeb

WWW(WorldWideWeb)は 、 イ ン ター ネ ッ ト上 の ハ イパ ー テ キ ス トシス テ ム で あ

る。WWWは 、1991年 にス イ ス のCERNか ら開 発 プ ロ ジ ェ ク トが 発 足 した 。 当初 、

物 理 学研 究 者 の 間 で 画 像 を含 む研 究 デ ー タ を世 界 中 で 共 有 す る た め に利 用 され は じ

め た が 、 す ぐ に物 理 学 研 究 者 以 外 の イ ン ター ネ ッ トの コ ミュ ニ テ ィ に飛 び火 し、 現

在 は商用 利 用 や行 政 サ ー ビ ス な ど も世 界 中 で立 ち上 が りは じめ、 爆 発 的 に成 長 を続

け て い る。WWWの 登 場 は、多 くの 人 々 が コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク を メ デ ィ ア と

して認 識 す る き っか け にな った とい え る。

WWWと は、 ハ イ パ ー テ キス トの記 述 方 法(HTML)と ハ イ パ ー テ キ ス トア ク セ ス

プ ロ トコ ル(hゆ)を 総 括 す る ア ー キ テ ク チ ャ の名 前 で あ る。 具体 的 な プ ロ グ ラ ム の 名

前 で は な い の で注 意 が い る。WWWア ー キ テ ク チ ャは 、 サ ー バ ・ク ラ イ ア ン トモ デ

ル で構 成 され て い る。 現 在 の代 表 的 な サ ーバ はNCSAやCERNのhttpdで あ り、代 表

的 な ク ラ イ ア ン トは、NCSAMosaicで あ るが 、 サ ー バ ・シス テ ム もク ライ ア ン トシ

ス テ ム も商 品/フ リー ウ ェ ア を含 め て新 しい ものが 続 々 と登 場 して い る 。

WWW以 前 に も ネ ッ トワ ー ク を利 用 す るハ イパ ー テ キ ス トシ ス テ ム製 品 は い くつ

も存 在 して い た。 技 術 的観 点 か ら見 る と、 む しろWWWは い ろ い ろ な欠 点 を持 っ て

一93一



い る。 なぜWWWが 成 功 した の か と い うこ とを 良 く考 え る必 要 が あ る。

第 一 に、 イ ン ター ネ ッ トコ ミュ ニ テ ィの存 在 が あ る。 イ ン タ ー ネ ッ トに オ ン ラ イ

ンで コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を行 う コ ミュ ニ テ ィが す で に 存 在 して い た こ とが 大 きな 役

割 を果 た して い る。 この コ ミ ュニ テ ィ の 文化 の 中 で培 わ れ て きた ボ ラ ンテ ィア精 神

を持 つ エ キ スパ ー ト達 の元 で次 々 にWWWサ ー バ が立 ち あ げ られ 維 持 され て い る。

第 二 に、WWWの 提 供 手 段 の成 功 が あ る 。WWWは 一 つ の 具体 的 シス テ ムで は な

く規 格 で あ る。 しか し、 単 なる規 格 で は な く優 秀 な フ リー ウ ェ ア と、 そ の フ リー ウ ェ

ア を精 力 的 に改 良す る組 織 が 存 在 した。 これ は 、RFCに 代 表 さ れ る イ ン ター ネ ッ ト

文 化 の 中核 に な る や りか た で あ る。 まず 規 格 を策 定 して か ら製 品 開 発 ベ ン ダ を集 め

るISOな どの や り方 とも、独 占 的 製 品 の仕様 を デ フ ァク トス タ ン ダ ー ドに して しま

うMicrosoft社 の や り方 と も大 き く異 な る 。 また、 規 格 で あ るゆ え に、HyperCardと

は異 な り、 複 数 の ベ ン ダがWWWサ ーバ や ビュ ー ア を作 る こ と も可 能 で あ った 。製

品版 の シス テ ム も次 々 に作 られ、 商 用 利 用 で きる水 準 の シ ス テ ムが 市 場 に供 給 され

は じめ て い る。.

第 三 に、 高 速 で低 コ ス トの ネ ッ トワー ク の普 及 が あ る。 現 在 ア メ リカ で は、 ク リ

ン トン政権 の 情 報 ス ーパ ー ハ イ ウ ェ イ構二想 に よ り、 ギ ガ ビ ッ トク ラ ス の容 量 を持 つ

光 フ ァイバ ー網 の整 備 が 進 め られ て い るが 、 この イ ン フ ラの 強化 とWWWの 発 展 も

無 縁 で は な い 。 イ ン フ ラの 強 化 に よ り、 高 速 の マ ル チ メ デ ィ ア通信 が 低 コス トで 可

能 に な り、 多 くの 人 が ハ イ パ ー メ デ ィア を実 体 験 で き る よ う に な った か らで あ る。

この よ うな イ ンフ ラの発 展 が なけ れ ばWWWは 爆 発 的 な広 が りを見せ る こ とは な か っ

た で あ ろ う。 日本 で は ネ ッ トワ ー ク利 用 コス トが マ ル チ メ デ ィ ア通 信 の 普 及 の大 き

な ネ ッ ク にな って い る。

WWWの 成 功 は 、 ネ ッ トワー ク上 の情 報 メ デ ィ ア を 一 つ の 市 場 に し、 高 速 通信 機

器 の技 術 、 マ ルチ メ デ ィ ア プラ ッ トフ ォー ム機 器 の技 術 、 マ ル チ メ デ ィ ア ソ フ トウ ェ

ア技 術 な どの実 用 技 術 が 覇 を競 っ て投 入 され進 歩 して い る とい うの が現 状 で あ る。

5.7.4ナ ビ ゲ ー シ ョ ン技 術

ハ イ パ ー メデ ィ ア を利 用 す る情 報 の ナ ビゲ ー シ ョンに は、 大 き く分 け る とハ イパ ー

リンク を辿 る方法 と、検 索技術 を利 用 す る方 法 が あ る。WWWを 含 む 多 くのハ イパ ー

メ デ ィ ア の シ ス テ ムが この 両 者 を複 合 的 に利 用 で きる よ うに な っ て い る。 しか し、

ハ イ パ ー メ デ ィア の ネ ッ トワー ク はす で に地 球 全 体 を被 う規 模 で あ り、接 続 され る

サ ー バ や そ こ に登 録 され る情 報 の量 は劇 的 に増 加 して い る の で 、 必 要 な情 報 内 容 に

適 切 に ア クセ ス で き る よ う に補 助 す る技 術 は ます ます 重 要 に な って き て い る。

現 在 のHTMLは 、URL(プ ロ トコル 名+イ ン ター ネ ッ トア ドレス+フ ァイ ル シス

テ ム の ア クセ ス パ ス)と い う形 式 を利 用 して ハ イ パ ー リン ク を実 現 して い る。 し か

し、 この よ う な 「場 所 へ の ア ク セ ス法 」 の概 念 と 「文 書 の 識 別 名 」 を 同一 視 した ア

ン カ ー リ ン グ方 法 は、 シ ス テ ム構 成 を単 純 化 す る反面 、 キ ャ ッ シ ン グ や ミラー リ ン
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グ の よ うな場 所 の抽 象 化 や 、格 納 場 所 の 移 動 の よ うな 文 書 管 理 の 隠 蔽 が や りに くい

とい う欠 点 もあ る。 全 世界 の文書 へ の ア ンカ ー リン グの 方 法 をISBNの よ う な文 書 名

に よる名 前 に よ る参 照 に変 え、 さ らに属 性 な ど を付 加 で き る よ うに すべ き だ とい う

提 案 が す で に な され て 進 め られ て い る が 、 命 名 方 法 や 名 前 と場 所 の 対 応 関係 の管 理

方 法 や効 率 や負 荷 分 散 を考 慮 した シス テ ム構 成 方法 は今 後 の研 究 課 題 で あ る。

一方
、検 索 技 術 に よ る ナ ビゲ ー シ ョン に も多 くの 試 み が行 わ れ て い る 。 イ ンタ ー

ネ ッ ト上 の テ キス トの コ ン テ ン トナ ビゲ ー シ ョン を行 う シス テ ム と してWAISが あ

る。 これ は、WWWと 同様 にサ ーバ ・ク ラ イ ア ン トモ デ ル に基 づ い た 分 散 デ ー タ ー

ベ ー ス シ ス テ ムで あ りレ レバ ンス フ ィー ドバ ック の利 用 を特 徴 と し て い る 。WWW

のhttpプ ロ トコ ル は、WAISで 使 用 され て い る プ ロ トコルZ39.50を 包 含 す るの で、

WWWの ク ラ イ ア ン トか らWAISの 検 索 を利 用 す る こ と も可 能 で あ る。

WWWそ の も の の 中 に も い ろ い ろ な 検 索 エ ン ジ ン が 登 場 し て き て い る 。

Camegie-Mellon大 学 のLycosは 、 毎 日WWWの 世 界 に 出現 す る ノ ー ドを拾 い 集 め、

発見 した もの をデー ター ベー ス に登 録 してゆ く検 索 シ ス テ ムで あ る。WebCrawlerは 、

WashingtonのBrianPinkertonに よる も の で あ り、HTMLド キ ュ メ ン トの タイ トル と内

容 を検 索 す る こ とが で きる。LycosはWebCrawlerを 使 用 して い る。OliverMcBryan

のWorldWideWebWo㎜ は 、URLやHTML文 書 の タイ トル な ど のパ タ ー ン を利 用

して検 索 を行 う。 これ ら以外 に もWWWの 検 索 エ ンジ ンはぞ くぞ くと登 場 して い る。

ナ ビゲ ー シ ョン技 術 につ い て の研 究 要 素 は多 い。 ハ イパ ー リ ン ク の ナ ビゲ ー シ ョ

ン に関 して は 、 人 間 の連 想 記 憶 との関係 を明 らか にす る よ うな基 礎 的 な ア プ ロー チ

か ら もっ と実 用 レベ ル の よ り分 か り易 い ハ イ パ ー テ キ ス トを構 成 す る た め の手 法 ま

で多 岐 に わ た る。 検 索 技術 に関 して も話 題 は多 いが 、 特 に文 書 の論 理 構 造 な ど を利

用 した検 索 、分 類 、 プ ロ フ ァイ リ ング、 ク リ ッ ピ ングへ の応 用 な ど は重 要 で あ ろ う。

様 々 な ア プ ロ ー チ が あ るが 、 ナ ビゲ ー シ ョ ン技 術 は、 ハ イパ ー メ デ ィ デ と人 間 の 思

考 と を シ ー ム レス に繋 ぐ技術 で あ る とい う視 点 が 重 要 で あ ろ う。

5.75ネ ッ ト ワ ー ク エ ー ジ ェ ン ト技 術

現 在 の ハ イ パ ー メ デ ィア は サ ー バ ・ク ラ イ ア ン トモ デ ル に基 づ い た シ ス テ ムで 構

成 され る もの が多 い 。 しか し、 サ ーバ ・ク ラ イ ア ン トモ デ ル は 、 情 報 や サ ー ビス を

集 中 させ 固 定 化 して し ま う傾 向 を持 つ。 個 々 のユ ーザ が 相 互 に情 報 や サ ー ビス を発

信 で き る よ う にす る た め に は、 サ ーバ ・ク ラ イ ア ン トモ デ ル だ け で は 限界 が あ る 。

この 限界 を越 え る技 術 と し て ネ ッ トワー クエ ー ジ ェ ン ト技術 が あ る 。 ネ ッ トワー ク

エー ジ ェ ン トはサ ー バ に もクラ イ ア ン トに もなれ る移 動可 能 な プ ロ セス で あ る 。 ネ ッ

トワー クエ ー ジ ェ ン ト技術 を使 う と、 ネ ッ トワー ク に接 続 され て い る あ らゆ るマ シ

ン に対 して、 い つ で もそ の 情 報 やサ ー ビ ス を追加 した り変 更 した りで きる よ う に な

る。 例 えば 、 末 端 の ユ ーザ のマ シ ンが い つ で も必 要 に応 じて サ ーバ ー と して の役 割

を演 じ られ る よ う に な る。
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現 在 、代 表 的 な ネ ッ トワー クエ ー ジ ェ ン ト技 術 と して、HyperCardの 作 者 で もあ る

BillAtkinsonら に よっ て設 立 され たGenralMagic社 のTelescriptが あ る。Telescriptは

ブ レー ス ・エ ー ジ ェ ン トモ デ ル に基 づ い た 通 信 言 語 で あ る 。Telescriptは 、 プ リ ン タ

用 の ペ ー ジ記 述 言 語 で あ るPostScriptと 似 て い る 。PostScriptプ リ ン タ に はPostScript

言 語 エ ンジ ンが 稼 働 して お り、PostScript言 語 が 印刷 の共 通 言 語 に な って い る。 フ ォ

ン トの形 状 の 情 報 な どは プ リ ン タ側 に あ る た め に高 品 質 の 印刷 を高 速 に行 う こ とが

で き る 。Telescriptで は 、 各 通 信 機 器 にTelescript言 語 エ ン ジ ン を稼 働 さ せ る 。

Telescript言 語 を通 信 の た め の 共通 言 語 に し、Telescript言 語 で記 述 され た プ ロ グラ ム

が 通信 され るメ ッセ ー ジ に な る。 そ してTelescript言 語 で 表 現 され た プ ロ グ ラ ム化 さ

れ た メ ッセ ー ジ を 「エ ー ジ ェ ン ト」 と呼 ぶ 。 エ ー ジ ェ ン トは ハ イ パ ー メ デ ィア の 中

に お け るユ ーザ の代 理 で あ り、 また そ こで サ ー ビス を行 う もの の代 理 で もあ る。

現在 の電 子 メ ー ル な どの電 子 的 メ ヅ七 一 ジ は、 出 発 点 か ら到 達 点 まで 単 純 に移 動

す る だ け だ が 、 エ ー ジ ェ ン ト技 術 を使 っ た メ ッセ ー ジ は 自立 的 に行 動 し、移 動 先 で

様 々 な処 理 を行 わ せ る こ とが可 能 に な る。 エ ー ジ ェ ン トに何 を行 わせ るか はハ イパ ー

メ デ ィ アで の サ ー ビス を ど の よ うに して よ り豊 か な も の に して行 くの か とい う応 用

技 術 の発 展 に か か っ て い る。

5.7.6CSCW技 術

ハ イパ ーメ デ ィアは、組織 の知 識 の集積 の場 で あ る。沢 山の 玉石混合 の情報 に対

して様 々な編 集 、再編 集 を繰 り返 しなが ら良質 な組織 の記憶 に結 晶 化 させ てい く と

いうのが、 ハイパーメデ ィアの記憶 メデ ィア としての特性であ る。 ネッ トワークエ ー

ジ ェン ト技術 の ように、ハ イパ ーメデ ィ アの中 に人 間 の代理 を置 く とい うモ デル の

導入 は、ハ イパ ーメデ ィアをCSCWの イ ン フラ として使 用 す る とい う応用 を さらに

強化 す る。

過去 のCSCWの 研 究 は、 グルー プワークや メ ッセージ を分析 して、状 態遷移 モデ

ルや行程分析 の手 法 な どに より構 造化 を行 い、 その道筋 にそ って情 報の共有 や コ ミュ

ニケ ーシ ョンのシステム を構二成す る とい うアプ ローチ が主流 であ っ た。 しか し、 人

間が構成 して いる組織 には、構造化 され た ものか ら外 れ た コミュニケ ーシ ョンや仕

事 が数多 く存 在 し、 また、 個人 も組織 も常 に成長 し変 化 してい る とい うこ ともよ く

認識 されている事実 である。

現在 のCSCWは 、単 に今 の仕事 を効率化 す る というこ と以 上の こ とを主張 してお

り、企業組織 の文化 や仕事 のス タイルの ような領 域 に まで踏 み込む。ハ イパ ーメデ ィ

アの中のサイバ ースペ ース に しか存 在 しない企 業 とい うもの も空想 上 の もので は な

くな ってい る。 地球規模 に広 が るハ イパ ーメ デ ィアは、単 に一つ の企 業内 の組織 構

造 の リス トラ クチ ャ リング だけで な く、企業系 列構 造 の リス トラ クチ ャ リング を引

き起 こ し世界規模 で の開かれ た協 働組織 を出現 させ る可 能性 す らある。

しか し、ハ イパ ーメ デ ィア をこの よ うな仕事 の場 や企業 の共 有知 識 メ デ ィア と し
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て利用 す るためには、技術 的側面 だけでな く、人 と社 会の関わ り合 いか たの理解 や、

メデ ィア に適 した組織 モデ ルの発 明な ど ヒューマ ンメ デ ィア として の側面 の研 究 が

重要 であろ う。

5.7.7ド キ ュ メ ン ト流 通 技 術

ハ イパ ーメ デ ィア を介 して流 通 す る情報 内容 を豊 か にす るた めには、 ドキュメ ン

ト流 通 技 術 の 進 歩 が 必 要 で あ る 。 マ イ ク ロ ソ フ ト社 のOLEやIBM,Appple,

WordPerfect,Novel,Adobe,OMGな どに よるQpenD㏄ による複合 ドキュメ ン ト技術 や

相互運用 可能 なオブジ ェク ト流 通技術 とハイパーメデ ィア技術 の結 合 によって、 マ

ルチメ ディア だけでな く、 ス プ レッ ドシ ー トや修 正可 能 な図面 デー タや ダイナ ミ ッ

クなスケ ジュ ール表 な どの様 々 なアプ リケ ーシ ョンで作 成 された多 様 な デー タタ イ

プの情 報がハ イパ ーメデ ィ アで流通 で きる ようになる。 また この技 術 に よ り、 ハ イ

パ ー メディア は文書情 報 の流 通 の場 だけで な く、 アプ リケー シ ョン プログラムの流

通 の場 に もなる。 す なわち こ れ までのOSに 代 わって、 ア プ リケ ー シ ョンプ ログラ

ムの ビジネス を行 う場 になるわけである。

ドキュメ ン ト流通技 術 は、基本 的に規格 の策定 とその普及 で あ る。 しか し、現 在

のハ イパ ーメ デ ィアの規格 は欧米 で完全 に決 め られ て お り、 日本 の 貢献 は きわめ て

小 さい。 これ は、現 実的 な問題 である。例 えば、欧米系 の言語以外 の言 語 を利用 す

る とき様 々な障害 を引 き起 こす。WWWの ようなハ イパ ーメデ ィアは い とも簡単 に

世界各 地 の情 報 にアクセス で きる ような基盤 を与 えて くれるが、現 在 の ドキュメ ン

トビューアな どの環境 が著 し く欧米系言 語 に偏 向 して いるため に、 それぞ れの言 語

での固有 の文 字 セ ッ ト、 コーデ ィングシ ステム、組版 ルール、 フォ ン トシステ ム の

管理 な どを自動化 で きる よ うな枠組 みは まだない。検 索 、 ソー ト、索 引付 けな ど計

算機 処理 の基 本 的 な もの も本来 は言語依 存 である。 日本 は、多 言語対応 の技術 な ど

につ いては世 界 に貢献 で きる技術力 を持 ち また、 日本 自身が多 言語化 技術 を切実 に

必 要 としてい る。現在 のア ジ ア圏 のめ ざ ま しい経済成 長 を考 える と、単 に欧米 の シ

ス テム を日本 用 に ローカ ライズす る とい う方 向ではな く、多 言語対 応 の技術 に腰 を

据 えて取 り組 み、積極 的 に ドキュメン ト流通技術 に貢献 してい く姿 勢 を世界 に示 す

必 要が ある。
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5.8情 報 関連 諸学

情報 その もの、知 識 そ の もの を対象 にす る学問 や技術 の現状 をま とめ る。情報 そ

の もの に関す る学問 は広 義 には人文科 学 、社 会科学 を包含 す る もの になるが、 こ ご

では狭義 に とる。情報学、 図書館学 、用 語学、 テクニ カル ・コ ミュ ニケ ーシ ョン技

術 、物 語学 の現状、 日本 の現状 を概観 す る。

これ らの学 問、技術 は、欧米 に比 べ る と、 日本 に おける注 目度 はそれ程 高 い も の

で はなか った。 しか し、情 報 その ものへ の関心 に呼応 して 日本 で も活発化 し、色 々

な活動 が行 われる ようにな って きている。

情報学(informationscience,informatics):情 報 の発生 、収集 、組織 化、蓄 積 、検

索 、理解、伝 達、活用 な ど にかか わる事 柄 を究明 し、 かつそ の成 果 を社会 的 に利 用

す る可能性 を追及 する学 問分 野で ある。 図書館学 や用 語学 と密接 な関連 を持 つ。 こ

の分 野 の活動 の中心 とな るのが、情報知 識学会 であ る。 また、関連 する分野 や学 会

の諸活動 を と りまとめる役 割 をはた して いるのが 日本 学術 会議 の情 報学研 究連絡 委

員会 で ある。 国際的 なつ なが りとして、1994年10月 に国際情報 ドキ ュメ ンテーシ ョ

ン連 盟 の 国際会 議(47thFID)が 日本 において 開催 され た。 これか らの情 報学 の課

題 は、情報処 理技術 との融 合 を本 格 的に進 めてい くこ とである。 これ によって、 大

規模 な情報 を扱 う技術 が体系 立 て られてい くであ ろ う。

図 書 館 学(libraryscience):図 書館 にお け る図書 に 関 す る情 報 の管 理 と検 索 サ ー ビ

ス、 図書 そ の もの の管 理 と閲 覧 サ ー ビス 等 を対 象 とす る永 い歴 史 を持 つ 学 問 分 野 で

ある。 しか し、情 報 処 理 技 術 と融 合 し、急速 な変 身 を とげ つ つ あ る。 ネ ッ トワー ク、

マ ル チ メ デ ィ ア技 術 利 用 の 典 型 例 と して 電子 図書 館 が 大 き くク ロ ー ズ ア ッ プ され て

きた か らで あ る。 京都 大 学 に お け る プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム 「ア リア ドネ」 が そ の さ

きが け で あ る 。 また、1995年 度 か ら通 産省 、 文 部省 、 科 学技 術 庁 、 自治 省 合 同 の 電

子 図書 館 シ ス テ ム プ ロジ ェ ク トが ス ター トす る。

用 語 学(temlinology)専 門 用 語 の 重 要性 は、 各 学 問 分 野 で 認 識 さ れ 、 そ れ ぞ れ
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に努力 が な されて きた。 これ に対 し、最 近、分 野 を通 して用 語 その もの の実体 を明

らか に し、共 通 の学問、技術 を確 立 しよ うとい う動 きがあ る。任 意 団体 なが ら専 門

用語研 究会が作 られ活動域 を広 げつつ あ り、ISOの 専門用 語 に関 するTCに 対 する正

式 の対応 も日本規格協 会で行 われ ている。専 門用 語 とい う ととか く用 語 ・用法 の標

準化 と見 られが ちであ るが 、あ る ものす べ て をとりあ えず包括 す る とい う方法論 も

重 要であ る。

テク ニ カ ル ・コ ミュ ニ ケー シ ョン技術(technicalcommunication):日 本 語 の 国際 化 、

情 報 化 の な か で、 日本 語 の言 語技 術(languagearts,communicationskill)を 早 急 に 確

立 し、 普及 し な け れ ば な ら ない との発 想 か ら、有 識 者 に よ る言 語 技 術 研 究 会 が 作 ら

れ た。 こ の研 究 会 は 、 まず 、 日本 の マ ニ ュ ア ルの 問題 を取 り上 げ、 場 を(財)地 球

産 業 文 化 研 究 所 に移 し、外 国 人 に対 す る 日本 語教 育 の 問題 、 さ らに 日本 の言 語 政 策

へ の提 言 を行 っ た 。 日本 の マ ニ ュ アルへ の 問 題提 起 は、 テ ク ニ カ ル ・コ ミュ ニ ケ ー

シ ョン、 テ ク ニ カ ル ライ テ ィ ン グへ の 関 心 の 組織 化 を うな が し、 テ ク ニ カ ル コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン協 会 とい う全 国組 織 の設 立 に結 びつ い た 。 言 語 技 術 は伝 達 性 の高 い 文

書 を作 成 す る手 法 で あ る。 この手 法 を知 識 メ デ ィ ア と結 び つ け る こ と に よ り、 コ ン

ピュ ー タ に支 援 され た確 実 な技 術 を生 み 出 す こ とが で き る。

物 語学(narratorogy):永 遠 に繰返 され る出来事 の母型 として物 語(神 話)を 見 る

精神 分析学 や物語 の構造 を社会構造 の原 形 の解 明の手 掛 か りとしよ うとす る構造 主

義 な どが物 語 へ の現代 の ア プローチであ る。 そ して、 現在 、物語性 こそ、知 の活 動

場 である との テーゼか ら、古来 か らの物 語 の母型 を摘 出 しよう とい う活動 が形 を な

して きた。 一方、映画 、小説、ハ イパ ーメデ ィアソフ ト、CAIソ フ トな どにおけ る

新 しい発想 を物語 に求める現実 的な要求 も顕在化 して きた。物語 は知 識 その もの の

ダイナ ミズ ム を規定 す る場 その ものであ る。 これ らの活動 を組織化 す るため に1994

年11月 に国際物語学会 が設立 された。
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6.プ ロ ジ ェ ク トの 進 め方

プロジ ェク トの研 究 開発 環境 が 知識 メデ ィアによ る情報 スペ ースの プ ロ トタイ プ

とな り、 プロ ジ ェク トにお け る研 究開発 活動 が情報 ス ペ ースでの コ ミュニケ ーシ ョ

ンの実験 とな る ように進 め るこ とが プ ロジェク トの進 め方 の基本指 針 で ある。 この

指針 に従 っての進 め方 の要点 を以下 の4点 に まとめる。

(1)ネ ッ トワー ク ・ラ ボ に よる研 究 開発 体 制

ネ ッ トワー クによる研 究 開発 環 境 を整備 し、多彩 な人材 や豊 か な研 究 資源 を確 保

し、効 果的 な運営 が行 える ようにす る。 プ ロジェク トの知 の共有 の場 である。 この

環境 が提供 す る機 能 はプロ ジェク トの進 捗 に ともなっ て高度化 され てい く。次 の よ

うな機 能が提供 され る。

研究開発 ツールや素材 データの共有の場

研究開発成果の蓄積 と実証 ・評価実験の場

研究情報の交換 と共同作業の場

共同研究や研究協力 を推進する場

(国内の大学や研究機 関、海外の諸機関、他 の国家 プロジェク ト)

プロジェク トの統合的な運営 ・管理の機能

(2)サ ブ プ ロ ジ ェ ク ト群 に よ る推 進

複 数(多 数)の 実問 題 を厳 選 し、実問題 ご とにサ ブプ ロジ ェ ク トを組 織 す る。 各

サ ブプ ロジ ェ ク トはある程 度独立 して運営 で きるよう に し、実 問題 対応 の有 能 な人

材 の確保 や他 機 関 との協力 体制 の確 立 を柔軟 に行 える ようにする。 ただ し、 これ は

サ ブプ ロジ ェ ク ト全体 、あ るいはサ ブプ ロジェク ト間 での共 同作業 や交流 を極 力 密

に行 うこ とが前提 であ る。各サ ブプ ロジェク トは中間点 と最終 時点 で成果 をパ イ ロ ッ

トシステ ム と して まとめ る。パ イ ロッ トシステムは共 有 され る研 究 開発 環境 の機 能

を利 用 して効 率良 く実現 され、 この環境 を通 じて公平 な実証 ・評価 実験が行 われる。

各種 の資源 を どうサブ プロ ジェク トに配分 す るか は公 正 な評価 の も とに適時 に判 断

され、実行 される ことが肝 要 である。

(3)共 通化 ・標準化 の推 進

各種 の共 通 仕様 を策 定 した り、 各種 の標 準化 をす す める こ とは国家 プ ロジェク ト

の重要 な役 割 である。基本 となる表現 メディアの仕様 、共通 オン トロジー、エ ージ ェ

ン トの基本 仕 様等多 くの課 題 が ある。 これ らの課題 に対 し、 プロジ ェク ト全体 と し

て策定作 業 を進 める。各 課 題 に適 した柔 軟 な作 業形 態 を採用 す る。多 くのサ ブブ ロ
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ジ ェク トがそ れぞれ特色 を持 ちつ つ推進 され る とい う ことが高 品質 の共 通化 ・標 準

化 が達成 され る土台 で ある。 また、策定 にあた っては議論 をプロジ ェク ト内 に と ど

めるのではな く、広 く意見 を聞 き多 くの見識 を集 める場 を設 け る。

(4)永 続 的な プロジ ェク ト基盤へ の試 み

ネッ トワー クラボの試み を本 プ ロジ ェク トのみ に とどめるのではな く、 ソ フ トウェ

ア関連 のプ ロジ ェク ト推進 の ための永続 的な基盤 に発 展 させ る試み に結 びつ ける。

プロジ ェク トは、計画案 の 策定 、実行計 画 の作成 、運 営 ・管理、多様 な交流 、成 果

の普及 とい う一連 のサイ クルか ら成 り立 つ。 このサ イ クルの中で行 われ るプ ロジ ェ

ク ト情報 の蓄積 ・管理 ・利 用 とい う情報 処理作業 はプ ロジェク トに共通 な ものを多

く含 む。 この作 業 の効率化 は大 きな課題 である。特 に問題 となるのが プロジェク ト

の成 果 の利 用 ・改 良 とい う課題 で ある。 これか らの プ ロジ ェク トで は成果 は限 られ

た企 業 に引 き取 られ製 品化 に反 映 され て終 わる とい う もので はな くなる。成 果 は広

範 囲 に継続的 に利用 される基盤 的 な性格 を持 つ ようにな る。基礎 的 な研 究 開発基 盤

として、新 しいベ ンチ ャー企業 のイ ンキュベ ー タ として、国際的 な交流基盤 として、

そ して、次 な るプロジェ ク トの基 盤 として、成果 は蓄 積 され、共有化 され、適切 な

改 良の努力が続 け られる こ とにな る。 これ らを保証 す るのが プロジ ェク ト基 盤 で あ

る。 ただ し、常 に新鮮 を保 つため の仕 組 みが重要 であ る。公 開性、 要員 の流動性 、

評価 の公 平特等 を厳 格 に維持 す る仕 組みが必 要 である。
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7.波 及 効 果

成 果 に よっ て直接 もた らされる もの、成 果 が利用 ・応 用 され さまざま な製 品 とな

り、世 の中 に普 及 してい くこ とによって もた らされ る ものな ど、本 プロジェク トは

技術 的、社会 的 に多様 で広 範 囲な波及効 果 をもた らす 。2章 で述べ た プロジェ ク ト

に求 め られる ものに応 え る というこ とに よってその波 及効 果 を具体 的 に描 くこ とが

で きる。 ここで は、技術 的 な側面 に焦点 をしぼ り波及 効 果 の要点 を述べ る。要点 は

情報処 理 シス テ ムの利 便性 の向上 、情報 処理技術 の高 度化 、知 能解 明へ の基 盤 の確

立 の3点 であ る。

(1)情 報処理 シス テムの利便性 の向上

さまざまな情報処 理 システ ムを よ り高機 能 に し、 高 い利便性 を提 供 で きるよ う に

す る諸技術 が 得 られ る。 また、 システム の構成 や開発 方法 に新 しい明解 な方法 論 を

与 えるこ とに なる。情報処 理 システムの例 としては、 電子 図書館 シス テム、 電子 美

術 館 シス テ ム、CADシ ステ ム、CAIシ ス テム、CALSシ ス テ ム、CASEシ ス テ ム、

CSCWシ ス テム等 が あげ られ る。 また、新 たな利 用 ・応用分野 へ の多 くの手掛 か り

を生 み出す こ とにな る。

(2)情 報処理技術全体 の高度化

直接かかわ る要素技術 だけではなく、他 の技術 を含 め情報処理技術全体 に大 きな

進展が果た される。実問題 での取組みや情報の意味内容にかかわる本格的技術 開発

という枠組み の中でいろいろな技術が組合わされ、融合 されて技術 発展の新 しい局

面が展開されることになる。

(3)知 能解明に向けた研究環境の整備

知能現象 を知 識 とメ デ ィア とい う側面 か らとらえ て人 間の知 能解 明 を試み るた め

の研 究環境 が 整 え られ る。 諸分野の研 究者 が交流 し、研 究成果 を蓄 積 し共有化 して

い く環境 が情 報スペ ース の プ ロ トタイ プ として実現 される。知能現 象 が知 識 メデ ィ

ア によって客 観 的 に観 察 ・観測 しうる もの として蓄積 され、 開発 され る高度 な知 識

メデ ィア処理 ソフ トウェアは強力 な実験 道具 として利 用 で きる ようになる。
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一
資料 編

「ヒュ ー マ ン メデ ィア に関 す る ワ ー ク シ ョ ップ」





1.概 要

(1)目 的

人 間 と情報機 器 、人 間 と機 械 との円滑 な コミュ ニケ ーシ ョンを実現 させ てこれ

らを誰 もが 自由 自在 に利 用 で きる ようにす るため、人 間の視点 か らの情報処 理 の

基本原理 の探 求 や 、人 間 を中心 としたマ ルチメデ ィア情報 処理技術 ・感性 情報 処

理技術 ・知 識情報処理技術 の確 立が求 め られている。

本 ワー クシ ョップは、 この ような ヒューマ ンメ デ ィア技術 に焦 点 を しぼ り、 情

報技術 のパ ラ ダイ ム シフ ト、 社 会文化 的観点 ・産 業 的観点 か らの必 要 性 、知 識 メ

デ ィア ・感性 メデ ィア ・仮想 メデ ィア技術 の課題 、マ ルチ メデ ィア情 報処 理 の要

素技術 の現状等 につ いて意見 交換 を行 い、 ヒューマ ンメデ ィアにつ い ての共通 理

解 を深 め る と ともに、 プロジ ェク ト化 に向けた総 合 的な議 論 を行 うこ とを目的 と

す る。

(2)共 催

・(財)日本情報処理開発協会

大規模知識ベース調査研究委員会

・通商産業省工業技術 院産業科学技術研究開発室

ヒューマンメディア技術調査委員会

(3)日 時

平成7年1月18日(水)900～1700

(4)会 場

中央大学駿河台記念館5階

(東京都千代 田区神 田駿河台)

520号 室
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2.プ ロ グ ラム

9:00一

9:15-9:20

開 場(受 付)

開会挨拶 井上 博允(東 京大学教授/HM技 術調査委員会副委員長)

兼谷 明男(通 商産業省工業技術院研究開発官)

9:20-10:50

9:20・9:50

9:50-10:20

10:20.10:50

セ ッション1:マ ルチ メデ ィアか らヒューマン メデ ィアヘ

マルチメデ ィア技術 か らヒューマ ンメデ ィア技術 へ情報基盤 を発展 させ る上で、 どの

ようなパ ラダイ ムシフ トが必要 とな るか等 を、知識 メデ ィア ・感性 メデ ィア ・仮想 メ

デ ィアの各観 点か ら議論 す る。

【司 会】 井上 博 允(東 京大学教授/HM技 術調査委員会副委員長)

【話題提供】

知識 メデ ィアの立 場か ら:横 井 俊夫((株)日 本電子化辞書研究所長

/VLKB調 査研究委員会委員)

感性 メデ ィアの立場か ら:原 島 博(東 京大学教授/感 性情報処理WG主 査)

仮想 メデ ィアの立 場か ら:岩 田 洋夫(筑 波大学助教授/仮 想メディアWG幹 事)

tO:50-11:00 (休 憩〉

11:00-13:40セ ッシ ョンll:要 素 技術 の現状 と今後の課題

マ ルチメデ ィア技術 が どこまで きたか?ど うジャンプす れば ヒューマ ンメデ ィア技術

につなが るか?を 代 表的 な4分 野 で紹介す る。

【司 会】 諏訪 基(電 子技術総合研究所情報科 学部長/VLKB調 査研究委員会委員)

【話題提側

11':OO-11:25

11:25-11:50

11:50・12:15

12:15-13:15

(1)知識処理技術

(2)分散協調技術

(3)画像メディア技術

(昼 食)

司会者 よ り資料 の概 略のみ説明

塚本 享治(電 子技術総合研究所分散システム研究室長)

田村 秀行(キ ヤノン(株)情報メディア研究所副所長

/VLKB調 査研究委員会委員)

13:15-13:40(4)言 語 ・音声処 理技術 田中 穂積(東 京工業大学教授/VLKB調 査研究委員会委員)

13:40-14:40セ ッシ ョンlll:ヒ ューマ ンメデ ィア技術 の展望 一社 会文化的視点 ・産 業的視点 一

ヒューマ ンメデ ィア技術 を必要 とす る利用者(産 業界 も含 めて)側 か らの ニーズ、我

が国 の情報基盤 のパ ラダイム シフ トを踏 まえ て、 ヒューマ ンメデ ィア技術 の あるべ き

姿 を、社 会 文化 的視 点 ・産業的視点 か ら議論 す る。

【司 会】 西田 豊明(奈 良先端科学技術大学院大学教授/VUKB調 査研究委員会委員)

【話題提供 】 月尾 嘉 男(東 京大学教授/社 会 ・文化WG主 査)

14:40-14:50 (休 憩)

14:50-16:50セ ッシ ョンIV:パ ネル討 論 「ヒューマン メデ ィア プロジ ェク トへの提言」

総合討論 と して、 ヒューマ ンメデ ィアの基本 コ ンセプ トや、 ヒューマ ンメデ ィアプロ

ジ ェク トの進め方 な どについての議論 を行 う。

【司 会 】 井上 博允(東 京大学教授/HM技 術調査委員会副委員長)

【パネ リス ト】諏訪 基(電 子技術総合研究所情報科学部長/VLKB調 査研究委員会委員)

横 井 俊 夫((株)日 本電子化辞書研究所長/VLKB調 査研究委員会委員)

16:50-17:00閉 会 挨 拶

原 島 博(東 京大学教授/感 性情報処理WG主 査)

廣 瀬 通孝(東 京大学助教授/仮 想メディアWG委 員)

井上 博允(東 京大学教授/HM技 術調査委員会副委員長)
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3.会 議 録

開 会

挨 拶 井 上 博 允(東 京大学 工学部 機械情報工学科 教授)

兼 谷 明 男(通 商産業省 工業技術院 研究開発官)
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井上:お は ようござい ます 。 ヒューマ ンメ デ ィア技術 調査 委員会 で副委 員長 をさせ

ていただ いてい ます井上 です。実 は、 昨 日大阪 に行 く予定 が あ り新 幹線 に乗 ったの

ですが、名古屋 まで行 きま した ところ、 とって もたいへ んな状況 で あ り、 そ こか ら

引 き返 して きま した。

夜 、東京 に戻 って み る とた いへ んな被 害 で、 びっ くりして いた ところです。 その

間に大学 の方 にい ろい ろフ ァックス等 が入 っていた ようです 。先 ほ どここに来 て、

坂井先 生 の代 わ りに挨拶 をす る ように と、 まさに直下型 であ り、 あま り挨拶 すべ き

こ と も考 えてお りませ ん。

しか し、今 日の この ヒューマ ンメデ ィアに関する ワー クシ ョップについては、私

が伺 っている ところで は、大規模 知 識ベ ース調査研 究委員会 で、 この時期 にワー ク

シ ョップ を行 う計 画 が あって、 そ して今 年 か ら始 ま りま した ヒューマ ンメデ ィアの

先導研 究が、 ち ょうど初年度 の ま とめの時期 に入 って きて い る とい うこ とで、知識

メデ ィア、感性 メ デ ィア、仮 想 メデ ィア、 それか ら社会文化 の四 つの ワー キ ンググ

ルー プに よる意見交 換 を通 して、 お互 いの考 え方 を理解 し合 い、理解 を深め る とい

う非常 にいい機 会 になるのではないか とい うこ とで企画 され た ようで あ ります。

このプ ログラムを見 て も、私 は坂 井先生 のお手伝 い を して、副委員 長 としてこれ

をま とめなけれ ばな らない立場 にい るわけですが、これがそ の ままきれ いにまとまっ

てい くと、報告 書 も きれい にい くのかな と思 いなが ら、今 日の ワー クシ ョップにた

いへ ん期待 してい ます。

この ヒューマ ンメデ ィアの コ ンセ プ ト自体 、何 とな く感性 的 に皆 さんは ご理解 い

た だいて いる とは思 い ますが、定 義 その他 につ いては まだ ク リアで ない面 も多 々あ

るか と思 い ます。今 日のい ろいろな話題提供 、 それ に引 き続 いて の意見交 換等 を通

じて、 これに対 する理解 が深 ま り、 そ して新 しい、大事 な論 点 が浮 き上が って くれ

ば、 たいへ んいい結果 が得 られ るので はないか と大 いに期待 している ところです。

あ ま り挨拶 を用意 していなか った こ ともあ り、 こ うい うこ とを長 々 と話 して もい

け ませ ん。 もう5分 経 った と思 い ます ので、私 の開会 の挨拶 は このへ んで終 わ りに

したい と思 い ます。 今 日は朝 か ら夜 まで長丁場 であ りますが 、 ど うぞ皆 さん よろ し

くお願 い します。(拍 手)
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兼谷:お は ようご ざい ます 。工業技術 院で研 究 開発 官 をいた してお ります兼谷 で ご

ざい ます。私 も今 日ご挨拶 を申 し上 げる予定 ではなかったの ですが、 ご案 内 のよう

に坂井先 生、 また共 同開催 の長尾先生 もお越 しになれない とい うこ とで、一言 ごあ

い さつ を申 し上 げ たい と思 ってい ます。

ご案 内の ようにこの ワークシ ョップは大規模知識ベ ース調査研 究委 員会 と、 ヒュー

マ ンメデ ィア技術 調査委 員会 の共催 です。私 ども工業技術 院で は ヒューマ ンメディ

ア技術 調査 委員会 を お願 い している ところで ござい ます。先 ほ ど私 の ご紹介 をいた

だ きま した ように、 産業科学技術研 究 開発制度 があ り、 そ こで は例 えば超伝 導 であ

る とか、 あるい は原 子 ・分子 プ ロジ ェク トとい う時代 を画 す よ うな非常 に基礎 的、

独走 的 な研 究 開発 をや ってお ります。

その一環 で、今 後 どうい う技術分野、 あ るいは技術課題が 重 要 であ るか、 その課

題 は重要 であ る とき どの ような研 究 開発 を進 めてい った らい いか につい て、先導研

究 制度 とい うの を産 技制度 の中 に設 けて検討 している ところです。 この ヒューマ ン

メデ ィアにつ いては、 その先導研 究制度 の一環 として、今年 度 か ら来年度 まで2ヵ

年 かけ て調査研 究す る こ とを考 えてい ます。

先 ほど井上先 生か らお話が ござい ま したよ うに、一言 でヒューマ ンメデ ィア と言 っ

てい ますが 、非常 に広範 な意味 を含 んでい る と思い ます し、 また人 それ ぞれ考 え方

も違 うかと思います。 ただ こうい う電子情報通 信分野 を考えた ときに、何 とな くヒュー

マ ンメ デ ィア とい う技術分野、 あ るいは一つ の技術 の体系 が 、大 きな今後 の潮流 の

一つ にな って くるので はないか とい う具合 に考 えてい ます。

これか らご議論 い ただ くわけですが、 ヒューマ ンメ デ ィア とは何 か。 あ るいはそ

うい う中で どうい う技術 的な問題 があ るのか。その技術 的な 問題 もおそ ら く短期 か

ら、 中期、長期 と、 非常 に広範 な範 囲 を含 んで いる と思 い ます。 また技術 的問題 だ

けで はな く、社 会文 化 、価値観 な どいろい ろな問題 も含 んで いる と思 い ます。 そ う

い うこ とにつ いて、 い ろいろ とこ議論 いただ き、大 きな潮流 の中で、仮 に私 ども産

技 制度 の中で プ ロジ ェク ト化 す る部分 が あって、何 かお手伝 い で きる ところがあれ

ば、 また来年 と再来年 度 にかけ て考 えてい きたい と思 っている ところです。

今 日はい ろいろ と問題提起 をいただ く先 生方 には よろ し くお願 い したい と思 い ま

す し、 また今 日ご参 会 の皆様 方 にはぜ ひ闊達 な ご議論 をいただいて、 ヒューマ ンメ

デ ィア とい う概 念 に対 す る共通 の、 あえて共通 にす る必 要 は ないのか も知 れ ません

が、一 つの土俵 をで きるだけ作 っていただ きたい と思 います。

またその中で今後 どういう研 究開発 を進めるべ きか、あるい は研究 開発 を離 れて、

どうい う行動 を起 こ していか なけれ ばいけ ないか、 どうい う考 え方 を取 らなければ

いけないか とい うこ とにつ いて、 ご議論 いただけれ ば幸 いだ と思 って い ます。私 ど

もはそ うい う配置 を させ ていた だいて、次 年度 、それ以降の政 策 につな げてい きた

い と考 えて います の で、 よろ しくお願 い したい と思 います。 開会 に当た りま して、

一言 ご挨拶 を申 し上 げ ます。(拍 手)
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セ ッ シ ョ ン1

マ ル チ メデ ィア か ら ヒュ ー マ ン メデ ィア へ

司 会:

話題提供:

井上博允

横 井俊夫

原島 博

岩 田洋夫

(東京大学 工学部 機械情報工学科 教授)

((株)日本電子化辞書研究所 所長)

(東京大学 工学部 電子工学科 教授)

(筑波大学 構造工学系 助教授)
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井 上:そ れ で は引 き続 き ま して、 「セ ッ シ ョン1:マ ル チ メ デ ィ ア か らヒ ュ ーマ ン

メ デ ィ アへ 」 とい う午 前 中 最 初 の セ ッシ ョン を始 め た い と思 い ます 。 この セ ッシ ョ

ンは 、 知 識 メ デ ィ ア 、感 性 メ デ ィ ア 、仮 想 メ デ ィア の 三 つ の ワー キ ン グ グ ル ー プか

ら、 マ ル チ メ デ ィ ア技 術 か ら ヒュ ー マ ンメ デ ィ ア技術 へ の情 報 基 盤 を発 展 させ る上

で 、 必 要 なパ ラ ダ イ ム シ フ ト等 に つ い て、 ワー キ ン グ グ ル ー プ で の検 討 の様 子 等 を

中心 に話題 を提 供 して い た だ き ます 。

お の お の の プ レゼ ン テ ー シ ョンは30分 予 定 さ れ て い ます が 、 初 め に25分 ぐ らい お

話 しい た だい て、 残 りの5分 ぐ らい を質 疑 の 時 間 と して 取 りた い と考 え て い ます 。

早 速 です が 、 「知 識 メ デ ィア の 立 場 か ら」 とい う こ とで、 大 規 模 知 識 ベ ー ス調査

研 究 委 員 会 の委 員 、 そ れ か ら知 識 メ デ ィア ・ワ ー キ ン グ グ ル ー プ の幹 事 を して お ら

れ る横 井 さん か ら話 題 提 供 をお願 い し ます 。

【話題提供=知 識 メデ ィアの立 場 か ら】

横 井=長 尾先 生 が見 え られ るはずで した が、 ご存 じの ように昨夕難 しい とい うご連

絡 が入 りま したので、 ピンチ ヒ ッターで 「知 識 メディアの立場 か ら」 とい うプ レゼ

ンテーシ ョンをさせていただ きます。

長尾 先生 のお考 え は、皆 さんのお手元 にあ ります レジ ュメ をご覧 にな っ ていた だ

きたい と思 い ます。 この とお りご説 明す るのは難 しいので、 若干私 な りの筋書 きで

説明 させ ていただ き ます。長尾 先 生 の レジュメ もご参考 に され なが らお聞 きいただ

ければ幸 いだ と思 います。

まず 「知識 メディアの立場か ら」基本 的にメデ ィアの役 割 をどう見 てお くかです。

メデ ィ アそ の ものの役割 として、 ヒューマ ンイ ンタフェー ス的なメ デ ィア と見 るの

か、 あ るい は情報表現 をす る基本 的 なメデ ィア と して見 るの か とい う見方 が あろ う

か と思 います。知識 メデ ィアの立 場 としては、 どち らか と言 う と情 報表現 の基本 的

なメ ディア として見 ようとい うのが基本 的な立場 であ ります。

従 来 はコ ンピュー タ用 のメデ ィ アで情報 を表 現 して い ました。そ れは必 ず しも人

間 に とって理解 しやす い、馴染 み の よい状態 で はな い とい うので、人 間の使 ってい

る メデ ィアで、 イ ンタフェース を取 る とい うのが今 までの考 え方 です。

現在 のマ ルチメデ ィア技術 の進 歩 は、大 き く視点 を変 え させ よう として い る。過

去10年 間の人 工知能等 の研 究 にお いて、 コンピュー タのメデ ィア を工夫 して、 人 間

の持 っ ている情報、 知識 をで きるだ け コンピュー タに理解 させ よう と努力 した わけ

です。 結果 は必ず しも当初 も くろ んでいた状 態 で はない。や は り人 間の持 っている

情 報 を コンピュー タに移 しきる とい うの は、 まだ相当先 の話 であ る という こ とが実

感 されたわけです。

その ような中でマ ルチメ デ ィア とい う技術 が 、安定 した もの として出現 して きま

した。 これは人間が い ろいろな情 報 を表現す る のに使 って きたメ デ ィアが 、 その ま

ま コン ピュー タ上 に移 る、少 な くと も機械 可読 デ ー タ としては完全 に移 るん だ とい

う技術 は確立さ れて きているので す。 この ような事態 を見 る と、 コンピュ ー タ上 に

おいて も従来 人間が使 って きたメ デ ィア を中心 に して考 えるべ きである とい うこ と
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になって きたわけです。

そ して コンピュー タに理解 させ るため に、人 間のメデ ィア で書 かれた情 報 の一部

をコン ピュー タのメ デ ィアに変換 してや る。 む しろ ヒューマ ンイ ンタフ ェース と言

うよ り、 コンピュータイ ンタフェース、 コンピュー タのためのイ ンタフェース を取 っ

てい くと見 たほ うが素直 に見 える ようにな って きた と思 います(OHP-S1横 井一1)。

具体 的 にお話 します と、 メデ ィ アによるソフ トの代表 的 な例 と しては、CAIの

教 育用 の ソ フ トとか 、ゲ ーム ソフ ト等 があ ります。 これ らは人間 のイ ンタ フェース

と して作 られてい る ソフ トと考 え るよ りも、明 らか に人間 に対 す る ソフ トと考 え 、

その ご く一部 をコン ピュー タが理 解 して対応 している と見 た ほ うが、 ゲー ムソ フ ト

に して も、CAIソ フ トに して も素 直 なわけで す。 したが っ てメデ ィアは 単 にイ ン

タフェ ース とい うだ けではな く、 コンピュー タの情報処理技 術全 体 に とっ て、非常

に本 質 的 な役割 を果 たす ようにな ったわけです。 ここにメデ ィア技術 の大 きな役割

があ るのではないか と思 い ます。

人間 の使 って きた メデ ィアに もい ろい ろあ ります。 た くさん のメデ ィアが あ りま

す。要 素的 なメデ ィ ア としていろ い ろあ りますが、 どの メデ ィア もそれぞ れ固有 の

役割 を持 ってお ります。決 してほ かのメデ ィア でほかの もの を置 き替 え る こ とはで

きませ ん。画像、音響 、図形、形式言語 、自然言語 それぞれが それぞれの特色 を持 っ

てい ます。 その中で コ ンピュー タ との リンケー ジ を取 る とい うか、 コンピ ュー タ用

のメデ ィア との リンケ ージ を取 ってい く上 で は、 自然言語 が一つ の共通 の媒介項 に

な ります。 われわれ に とって、人 間が扱 う言語 としては最 も汎用 のメデ ィ アです。

その他 それ ぞれ 目的 ご とにいろいろな言語が設定 されてい ます。

ただ最近 の コンピュータ技術 の進歩 に よって、大 ビッ トメデ ィア、非常 に大量 ビッ

トの処 理 が可能 にな って きてい ます。従来 では非常 に扱 い に くか った画像 処理 が可

能 とな ったこ とな どが大 きな特徴 であろ うか と思 い ます。

それ で は基本 的 に知 識 メデ ィア とい うのは、 どの ような ものか を と りあ えず定 義

してお き ます(OHP-S1一 横 井 一2)。 自然言 語 である とか、画像 であ る とか、映像 で

ある とか、音響、音 声 、 いろいろ な図形言語、 すなわち表 、 グラ フ、 そ して形 式言

語、 す なわ ち数式 や化 学構 造式 な ど、 た くさんのメデ ィア を人間 は工夫 して きま し

た。 そ うい う基本 的 な ものを、要 素 メデ ィア と考 え ます。そ してそ のメデ ィアは個

別 にそ れぞれ その ま ま使 われるの ではな く、現 実 の世界 で はい ろいろな実 問 題対 応

に照 ら し合 わせ て、 い ろいろな構 造化が な され ます。 マルチ モー ダルなメ デ ィア と

い うの で結 びつ くだ けで はな く、 それぞれ実問 題対応 の構造 化 され たメデ ィアにな

ります。

例 え ば科 学技術 の論文 で あ る とか、音楽 である とか、 機械 の操作 を指示 す る、 あ

るいは組 み立 ての方 法 、修理 の方法 を教 える ビデオ映像 であ る とか、医療 情報 の カ

ルテで ある とか、地 図であ る とか 、そ うい うか たちで いろいろ構 造化 されたメ デ ィ

アにな ります。

この構造化 され た メデ ィアに対 して、意味処 理 を行 うことです。 これ か らの情 報

処 理技術 の大 きな課 題 が、意味理 解 、意味処理 、情 報 の内容 に立 ち入 る とい うこ と
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です。 もちろんこの意味処 理 をす る とい うこ とは、情報処理 の世界 では、常 にス ロー

ガ ン と して掲 げて きたこ とです。 残念 なが ら常 に永 遠 のス ローガ ンであ りま した。

しか し今 だ に妥 当 な意 味処理 が行 えるような基 盤が確 立 されていない 。む しろよう

や く本格 的な意味処理 に立 ち入 る時代 になった のではないか と思 い ます。意味処理 、

意味理 解 による知 的 支援機 能 に支 えられた、 あ るいは意味処理 に裏付 け された構 造

メデ ィアを、 とりあえず知識 メデ ィア と呼ぶ こ とに します。

次 に、知識 メデ ィア を位 置づ け る意味 で、感 性 メデ ィア、 仮想 メ デ ィア を含 めて

位置 づ けてみ ます。 これは知識 メ デ ィア側 か らの位置づ けで すか ら、 いろ い ろご議

論 があ ろ うか と思 い ます(OHP-Sl－ 横 井一3)。

人間 の知性 的、理 性 的な側面 に関す る機 能 に裏付 け られた メデ ィア を知 識 メデ ィ

ア とし、人間 の感 性 的な情報処理 に裏付 け られ たメデ ィアを感性 メデ ィア と言 う。

もち ろん この境界 は連 続 的な もの だ ろ うと思 い ます。 ここか らこち らが感性 メデ ィ

アで、 ここか らこち らは知識 メデ ィア、 あるい は知性 メデ ィ ア と言 ってみ て も、 あ

ま り意味 のないこ とだ と思 い ます。

仮想 メデ ィア とい うのは、知 識 メディア的 に も、 また感性 メデ ィア 的 に も機 能 す

るわ けです。 いわゆ る単純 なマ ル チメデ ィアで はな く、人間 の行為 、映像 、音響 、

人間 の声そ のほか を含 め、最 も統 合性 の高 い、 新 しい メデ ィアを作 り上 げ よう。 臨

場感 の あるメデ ィア を作 り上げ よ うとい う位置 づけ にな ります。 そ して、 これ らの

メ デ ィアに対 し実世 界 のモ デル とか、人 間のモ デルが位 置づ け られ ます。 全体 の土

台 とな る ところ に、知 識ベ ースで ある とか、デ ータベ ースである とか、 ネ ッ トワー

クであ る とか、 あ る種 のマ ルチメ デ ィアであ る とか の既存 の技術 が位 置づ け られ る

こ とにな ります。

この ようなメデ ィ アに よって、 統合 的な ヒュ ーマ ンメデ ィ アスペ ース というべ き

情報空 間が形成 され 、人 間は この ヒューマ ンメ デ ィアスペー スの中 を コン ピュー タ

を使 って 自由 に行 き来す る ことに よって情報処 理 を してい くこ とにな ります。 コン

ピュー タの後 ろにフ ァイル システ ム としての知識ベ ースやデ ータ空 間が あ る と言 う

よ り、 これか らの考 え方 はネ ッ トワー クやマ ル チメデ ィアの 上 に構成 され るメデ ィ

ア環境 と言 う統合 的 な環境 の中 を コン ピュー タで動 き回 る とい うこ とです 。 これは

知識 メデ ィアだけではな く、 ほか のメ デ ィアの方 々 の中で も同 じような議 論が な さ

れ ているので はないか と思 い ます。

そ れで は どの ような技術 課題 が あるのかで す(OHP-Sl－ 横井一4)。 これは知 識 メ

デ ィア の ワーキ ング グループで議 論 を してい ま して、議論 の渦 中 にある と ころです

か ら、 具体 的 に全部 を列挙 す る段 階にはな って い ませ んので、 一つ の枠 組 みだ けを

と りあえずお話 ししてお きます。

技術 課題 の設定 を どうす るか とい う時 に、一般 的なメカニズ ムを追求す るアプ ロー

チ と、実 問題 、実際 の具体 的な問題 か らアプ ローチす る とい う考 え方 に大 き く分 か

れ る と思 います。知 識 メデ ィアの ワーキ ング グルー プの 中の意見 と しては、実 問題

か らア プローチすべ きであ る とい う意見が、 だ いた い皆 さん の コンセ ンサ ス にな っ

て きている と思 い ます。

一114一



ただ し、 どの よう な実問題 を取 り上 げるのか 、 あ るいはそ の実 問題 の大 きさを ど

の程度 にす るのか とい うことに関 しては、 それ ぞ れの方 々の考 え方 によっ て差 が あ

るか と思 い ます。 と りあえず は医 療情報 と関連 す る問題 、 す なわち、健康 状態 の管

理機能 、 コンサ ルテ ー シ ョン機 能、 医療従 事者 の支援機 能、 あ るいはがん研 究等 の

最新情 報 の蓄積 と利 用機 能、 もう少 し言 えばエ イズであ る とい う問題 もあ ろ うか と

思 い ます。医療情報 に関 しては、 大量 な情報の処 理 を しなけ ればな らない とい う課

題 もあ ります。

それ か ら日本 情報 の問題 とい うのが あ ります 。 これは 日本 に関す る情報 です。最

近 は 日本 の経 済力 も弱 って きてい ますか ら、 日本 に対 す る関 心 も薄 れて き てい ます

が、 やは り日本 とい う国が何で あるのか、諸外 国 では非常 に関心が高い ところです。

科 学技術 、経 済、文 化 に関す る情 報 の蓄積 と、 それ を海外 に提 供 してい く とい う問

題です 。 それか ら行 政 サー ビス、 コ ミュニテ ィサ ー ビス に関 す る情報提供 で ある と

か コンサ ルテー シ ョ ン機 能 に関す る問題 があ ります。 それか らデザ イ ンラ イ ブ ラリ

です。 イ ンテ リアデ ザ イ ンであ る とか、いろい ろ なデザ イ ン に関す る作 業 を支援 す

る とい う問題 です。 いろい ろなデザ イ ンの事例 とか、 デザ イ ンルール、 デザ イ ンモ

デル を蓄積 し、 デザ イ ンのい ろいろな作業 を支援 す る とい う実問題 です。

もち ろん これ らは それぞれ広 く取 ると非常 に大 きな課題 に な りますか ら、 そ の ま

ま取 り上 げるのか、 さらにそれ を細 か くある程 度 限定 してみ るの か、 とれ には いろ

いろな アプ ローチが ある と思 い ます。 ただ具体 的 にどこに絞 り込 むか は、 来年度 の

議論 と考 えてい ます 。 と りあえず可能性 のある ものは、で きるだけ挙 げて お くとい

うこ とで、 ワーキ ンググループの議論 をまとめつ つあ ります。'

実際 には実問題 ごとにいろいろなニ ュアンス の差、 アプ ローチの差が出 て きます。

しか し、 一つ の共通 の枠 組み としての技術課題 を設定 します 。技術 課題 の 大 きな枠

組 み と しては、知識 メ デ ィア ・コンテ ンツオーサ リング機 能 です。

それ か ら知 識 メデ ィアに関す る情報ベ ース機 能、 あ るい は知識 ベース機 能 です。

そ して知 識 メデ ィア環境 の構成機 能 の3つ が大 きな技術 課題 の枠組 み にな ろ うか と

思 い ます。

知識 メ デ ィア ・コ ンテ ンツオー サ リング とい うのは、い ろい ろな情 報 を使 って、

どう有 効 に利用 す る か とい うユ ーザ側 の機 能 と して提供 され る ものです。 ただ一方

的 に大 規模 な情報が 提供 され て、 それ をただ検 索 するので は な く、 もう少 し動 的 に

か かわ って い くこ とが 重 要 であろ う と思 い ます。 情報 を見 なが ら、 また 自分 自身の

新 しい知識 メ ディア によって、情 報 を構成 してい くとい う、 メデ ィア によ る知識 の

作 成、利用作 業 を知 的 に支援 す る機 能 を作 り上 げ る こ とにな ります。

知 識 メデ ィアを支 援 す るために、最終的 には非 常 に大 量 の知 識 とか 、情 報 を、体

系 的 に構造化 され た もの として蓄積 したデータベ ース、知識 ベ ース、情報 ベ ースが

必 要 にな ります。 これが知 識メデ ィア ・情報 ベース の機 能です。

知 識 メデ ィア環境構 成機 能は、 ヒューマ ンメデ ィアスペース と言 うか、知 識 メデ ィ

アスペ ース を、パー ソナルな もの か ら、場合 に よっては世界 規模 の もの まで、 自由

にスケ ー ラブル に構 成 で きる技術 として作 り上 げ られなけれ ば な りませ ん 。 イ ンチ
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リジ ェ ン トなエージ ェン ト技術 は、最近 は実用 的な技術 として注 目を集 め てい ます

が 、そ のあた りの分 散協 調機 能 を土台 に した技 術 は、 システ ム全体 をスケ ー ラブル

に構 成 す る技術 にな ろうか と思 い ます。

そ して 目標 の枠組 み、共通 の枠 組 み として ヒ ューマ ンメデ ィアスペ ース 、 ヒュー

マ ンメ デ ィア環境 の技術 を取 り上 げ ます。 ヒュ ーマ ンメデ ィ アに よるアク テ ィブで

ユニバ ーサ ルなメデ ィア環境 の構 築 と、利用 の技術 は、共通 の課題 になるの では な

いか と思 います。

アク テ ィブ で ある とい うのは、 システム自体 が能動 的であ る とい うこ とです。 一

方的 に ただ情報 を受 け取 ってい るば か りではな く、能動 的で 、 自己組織 的 な機能 を

持 つ。 ユ ニバ ーサ ル とい うのは、 パ ーソナルな ものか ら世界 規模 の もの ま で フレキ

シブル に構築可能 な、 スケー ラブ ルな技術 であ る とい うこ と。 そ して構築 と利用 の

両面 か ら、両方 の技術 か ら研 究 開発 を進 め よう とい うこ とにな る と思 います。

最後 に情報処理技術 の全体動 向 か らの位置づ け を、若干 つ け加 えて ま とめ にさせ

ていた だ きます。 この議論 は最後 のセ ッショ ンのパ ネルデ ィスカ シ ョンに結 びつ く

もので あ ります。 と りあ えず一、 二点 だけ をお話 しして終 わ りにさせ ていた だきま

す。

現在 の情報処理技 術 を どうい う状態 として見 るか。 これは い ろい ろ立場 が あろ う

か と思 い ます。過去10年 間、情 報処理 の世界 は非常 に希望 を持 っていろ い ろな トラ

イ アル を しま した。 しか し残 念 なが ら希 望 どお りにはい かなか った。 反省 しつ つあ

ります 。 ただ し技術 開発 として、 そん なに間違 った こ とを したのだろ うか 。滅茶苦

茶 な こ とを したんだ ろ うか。 もち ろん私 自身 を含 めて反省 すべ き こ とは多 々あ りま

す。反 省 もあ ります が、 そんな に間違 ったこ と を したわけで もない。 か な り妥 当 な

こ とを して きた と思 い ます。

ただ 産業サ イ ドの ビジネス と して の判断 につ いては、相 当 混乱 があ った ように思

われ ます。 コンピュー タの基本 的 な技術 が、 メイ ン フ レームか ら ダウンサ イジ ング

へ と大 きな変動期 を迎 えた。 これ にはあ ま りに もコン ピュー タ技術 が優 秀 であ った

か ら、 変動 の時期 を迎 えるこ とに な っているの であ ります。 コン ピュー タ技術 その

もの に は何 ら問題 は な く、た だあ ま りに優秀 で あ るが ゆえ、 産業構 造 その もの を変

える要 求 を始 めた ものですか ら、 各 メーカの方 を含 めて非常 に戸 惑 ってお られ る と

い うこ とです。

つ ま り産業 の世界 、 ビジ ネス の世界 で の混乱 と、技 術 開発 の世界 での成 果 と、 分

けて議論 すべ きだ ろ う と思 います 。過去10年 間 のい ろいろな トラ イアル、試行 錯誤

に よ り、相 当い ろい ろな ものが わ か って きた し、 い ろい ろな情報 処理技術 の役 割 が

相 当見 えて きた。 これ か ら10年 間、 な い しは20年 間は相 当安定 した土 台 の下 に、新

しい情 報処 理技術 の研 究 開発 、技 術 開発 がで きる状態 になっ て きた。 ダ ウ ンサ イ ジ

ング と言 って も、 さ らにダ ウンサ イ ジ ング して 、 ダウ ンダ ウ ンサイ ジング して、大

混 乱 が起 こる とい うの は、 おそ ら く10年 か20年 の間 は ない と思 い ます。 このペ ー ス

でず っ と素直 にダ ウンサイジ ングが続 いてい くだろう とい うこ とです。

それ か らネ ッ トワー クの普及 も進む であろ う。マ ルチメデ ィア技術 も定 着 してい
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くだ ろ うと思 い ます 。 そ うい う環 境 を想定 す る と、相当 きっち りと見 通 した技 術 開

発 を、 が っち りとで きる時代 にな ったので はないか と思 い ます。 これ に関 しては、

皆 さん いろい ろな ご意見 があろ うか と思 い ます。以上 です。

【質疑応 答 】

井上=あ りが とうござい ま した。それ で はただい まの横井 さんの提 供 された話 題 に

関 して、 コメ ン トな り、 ご意見 をいただ きたい と思 い ます。 いかがで し ょうか。 こ

の ワークシ ョップはで きるだけ活発 なイ ンタラクシ ョンを希 望 してお ります。

柏木:横 井 さんの考 えてお られ るメディ アの概念 が よ く見 えない。 要素 メデ ィア、

要素分 解が もうで きる ようにな っているのか どうか。横井 さんが想定 してい るメデ ィ

アはこ うい うもので 、 どういうふ うにすれ ば きち っ とそれが 要素 に分 かれ るのか と

い うところを聞 かせ て くだ さい。

横 井=確 か に メデ ィア という言葉 で何 を指す か とい うの は、非 常 に幅が あ ります。

私 が要 素 メ デ ィア と言 っています のは、一番 プ リミティブな メデ ィアであ ります。

プ リミテ ィブ とい う のは、 いろい ろなメデ ィア を構二成 してい る とい う ところを見 た

ときです。

自然 言 語 である とか、動画像 で ある とか、静 止画像 で ある とか、 グ ラフ やプログ

ラム言語 であ るとか、 そ ういう ものは一番基本 的なメディア と してある。そ のメディ

アの レベル を と りあ えず要素 メデ ィア と して呼 ぼ う。

具体 的 に人 間が情 報 を表現す る ときには、 それ を組 み合 わせ る、 ない しはさらに

一つ の構 造 を持 たせ るこ とに よっ て表現 をして いるわけです 。 それ はいろ いろな問

題対応 で、構 造化 され たいろいろなメデ ィアが出て くる。

例 え ば プ ログラム言語 も仕様 書 とい う レベ ルになる と、 そ こには 図形 もある し、

自然言 語 で書 かれ た部分 もあ ります。 しか も一つ のス トー リがあ るのです 。単 に要

素 メデ ィア をバ ラバ ラに融合 する のではな く、 ドキュメ ン トとしての筋書 き、枠 組

み を持 つ とい うか た ちで一 つの構 造化 が行 われ る。 と りあえ ず メデ ィアの 議論 をす

る ときは、 その ぐらいの ところか ら出発 しよ うとい うこ とです。

柏木:一 番 危 険だ と思 うのは、 要素 メ デ ィアはこん な ものです よ と言 った途端 に、

そ こに集 中 して研 究す る人達が 出て くる。

横井=そ れは まず いです。

柏木=そ こをぜ ひ議 論 を進 めてい く上 で、 よ くお考 えいただ きたい。

横井=実 問題 か ら対応 しよ うとい うのは、 一つはそ こ を避 けた い とい う面 もある と

思 い ます。

柏木:実 問題 に関連 して、 なぜ誰 のため に今 や るのですか。

横井:今 、 ワー キ ング グルー プの中で議論 されている と ころですか ら、私 が結論 め

いた こ とを言 ってはい け ませんが、 これにはいろいろな立場 が あろ うか と思 い ます。

これ は最後 のセ ッシ ョンに残 してお きたい と思 い ます。。

井上=あ りが とうご ざい ました。 ほかに ご意 見 コメ ン ト等 は ご ざい ませ んで しょう

か。 お そ ら くここで の コミュニケ ーシ ョン、 イ ンタラクシ ョン、質疑応答 の全部が
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最後 のセ ッシ ョンで議i論される と荷 が重 くな ります ので、 で きれば午前 中のセ ッシ ョ

ンでその要素 が出 て くる とよろ しいかな と思 い ます。 いかが で しょうか。

浅井=日 立 の浅 井です。 こ の ヒューマ ンメデ ィア とい う言葉が い まだ にわか らな い

のです。 ヒューマ ンメ デ ィア とい う言葉 を使 った ら、 どう物事 が明 らか になるのか

が わか らないのです。 あ ま り具体 的に明 らか になっていない もので。

もうち ょっ と観 点 を変 えて、 こ れ を追 求 して い くことで、何 をどう変 え よう とし

てい るのか、何 が ど う便利 になる のか。 われ われの生活 に対 して はど うい うふ うに

な るの か。そ この狙 い 目が わか らない。 もっ とそ この狙 い 目の ところを明 らか に し

ていけば、 どういうこ とをやればいいかがわか って くるのではな いか。

先程 、柏木 さんが 、 「何 で、誰 のため に今 や るのか」 とお っ しゃった のですが、

別 の言 い方 をす る と、 「どれだけ生活 が便利 に な って、 どれ だけ産業が活 発 にな り

ますか」 とい うこ とです。

横井=議 論 す るポイ ン トと しては3つ だ ろ うと思 い ます。 一つ は産 技制度 の枠組 み

があ りますので 日本 の情報処理、 と くにソフ トに 関する基礎研 究基 盤 を きち ん と確

立 しよう、作 っていこ うとい うのが重 要 な要素 になる と思 い ます。

それ か ら新 しい産 業 です。産業 サイ ドか ら見 て、 い ま構造 転換 の時代 で すか ら、

新産業 を創 出 して い くこ とに貢 献 する とい うのが ある と思 い ます。 もう一つ は国家

情 報基盤、 国際情報基盤 の整備く＼の貢献が ある と思 い ます。

さ らにそれ には産 業サ イ ドだけ で はな く、国 民生活へ の反 映が当然 あ ります。 と

りあえずはあ ま りに広 が りす ぎますので、 この3点 で議論 してみ る の も一つ の手 で

はないか と思 います。

井上=あ りが とうござい ま した。 まだご意見、 コメ ン ト等 が あるか と思 い ますが 、

まだ始 まったばか りですので、今 の コメ ン ト等 は最後 のパ ネ ルの ところで も取 り上

げ られ るわ けです か。

横 井=繰 り返 しやったほ うがいい と思 い ます。

井上:ど う もあ りが とうご ざい ま した。 それで は次 の話題提 供 に入 って い きたい と

思 います。次 は 「感 性 メデ ィアの 立場 か ら」 とい うこ とで、 東京大学 の原 島先生 か

らプ レゼ ンテーシ ョン していただ きます。 どうぞ よろ しくお願 いいた します。原 島

先生 は感性 メデ ィア ・ワー キング グループの主 査 を してお られ ます。WGの これ ま

での検 討 を踏 まえて、お考 えをお聞 かせ下 さい。

【話 題 提 供:感 性 メデ ィア の 立 場 か ら】

原 島:東 京 大 学 の原 島 で ご ざい ます 。 「マ ル チ メ デ ィ ア か ら、 ヒ ュ ーマ ンメ デ ィ ア

へ 」 と い うセ ッ シ ョ ンで 、私 に与 え られ た の は 感 性 メ デ ィア の立 場 か ら こ の話 を し

ろ とい う こ とで す 。 「感 性 メ デ ィ アの立 場 か ら」 と 限定 され る と、 多 少 話 しに くい

ところが あ ります 。 過 去 これに似 た よ うな講演 を ど こかで した よ うな気 が す る の で、

昨晩 い ろ い ろOHPを 探 してみ ま した ら、 こ ん な の が ご ざい ま した。 「メ デ ィア時

代 の感 性 と想 像 力 、 コ ン ピュ ー タ と身 体 」 です 。2年 か3年 前 、 あ る化 粧 品 会 社 が

主 催 した デザ イ ン フ ォー ラム で、 こ の テ ーマ で話 を しろ と言 わ れ ま した。
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こう い う具体 的 な もの を与 え られたのでは な く、 キー ワー ドが与 え られ ま した。

メデ ィ ア、感性 、想 像力 、 コンピ ュー タ、 身体 と、 もう二つ ぐらい キー ワ ー ドが与

え られ て、 それ につ いて話 を しろ とい うこ とで 、 どうせ な ら全部並 べ て し まえ とい

うので、 こうい うテーマだ ったわけです。

その と きのOHPか ら入 ります。3年 前 ぐらい です か ら、 ほ とん ど感性 に ついて

は考 え てい ませ んで した。感性 とは何 か とい う こ とで、 デザ イ ン関係 なの で美 とい

う言葉 を使 い、時代 の美 、 ファッ シ ョン的な もの です。そ れか ら自然 の美 で、俳 句

な どは 自然 の美 に対 する感性 であ る。 あるい は人 間の美 とい うもの を感 じる能力 で

す。
一般 に感性 と言 う と、感受性 と同 じ意味 で使 われ るこ とが あ ります。 そ うい うも

の を感 じる能 力 です。 しか し感 じる能力 だけで は、 ど うも何 か不満 が残 る。特 に デ

ザ イ ン的 なこ とを考 える とふ くら ます能力、 あ るいは表現す る能力 、そ れ が一緒 に

な って感性 にな るので はないか とその ときは考 えま した(OHP-Sl－ 原島一1)。

もう一 つ の創造力 で は、 これは同 じ読 みであ りなが ら、 ち ょっ と違 うイマ ジネー

シ ョン能力 、想 像力 です。 これは ある意味 でイ メ ージをふ く らませ る能力 にな りま

す。 そ れ と表現力 、 イメージ をか たちにす る能 力 が一緒 に なって創造力 になるので

はない か。 これに生 み 出す とい うの もあるのか も知 れ ませ んが、 それ は非 常 に難 し

いです(OHP-S1一 原 島一2)。

最初 にこ うい うこ とを言 い、 そ の ときの基本 的 な トーンで 、2時 間ばか りの講演

で した が、何 を言 い たかったか。 結論 だけですが 、 メデ ィア技術 の発達 によ って、

われわ れ は新 たな表 現 能 力 を手 に入 れた、 あるいは入 れ よう として い る。マ ルチ メ

デ ィア とい うのは映像 、音響 を自分 か ら情 報 を発信 す る表現 能力 と して、画期 的 な

もの を手 に入 れ よう としている とい うわけです 。 あ るい はネ ッ トワー ク等 は、 それ

を伝 える能 力 も手 に入 れよ うと しているわけです。 しか し一方 で感性 と言 った場合 、

表現能 力 、伝 える能力 だけではあ りませ ん。 そ の前 に感 じる能力、 あ るい はふ くら

ます能力 が ある。 そ れについては果 た して どうなのだ ろ うか とい う話 です。

途 中省 略 して、 これ だけ先 に示 す と何 が何 だ かわか らない か も しれ ませ んが、 そ

の とき言 いたか った こ とは、下手 をする とメデ ィア とい うもの は、人間の感 じる能

力、あ るい はふ くらませる能 力 を退化 させよ うと してい るのではないか です。

その ときに一 つの例 として出 したのが、 この後 お話が あ りますバーチ ャル リア リ

テ ィの こ とです。 バ ーチ ャル リア リテ ィに批判 的 なこ とを言 うと、後 の岩 田先 生が

お話 しに くいかな と思 い ますが、 バ ーチ ャル リア リティはあ る意味 で は体 感 メデ ィ

ア を目指 しているの です。何 で も人 間に感 じさせ よう とい うこ とです。外 部 か ら感

じさせ よう とい うこ とを目指 してい ます。

ところがすべ て外 部 か らそ うい うかたちで与 え られ る と、 自分 のほ うか ら何 か感

じようとす る能力が な くなって しまう。 あるいは外 部 か ら全 部与 え られ て しま うと、

自分 の中でふ くらませ る余地が な くなってしまう。 そ うい う可能性 があ る。 したが っ

て下手 をす る と退化 させ ようとしているのか も知 れない。

関連 して、 もちろ ん メデ ィア とい うものは、 リアル なメデ ィア を目指す 。体 感 メ
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デ ィア 、 マ ル チ メ デ ィア もそ うで 、 リア ル な メ デ ィ ア を 目指 す の だ け れ ど、 最 終 的

に は イ ン プ レ ッシ ブ な メデ ィア を も っ と大 切 に してい い の で は な い か 。 あ る い は 体

感 メ デ ィ ア だ け で は な く、 心 感 メ デ ィ ア 、心 に 感 じさせ る メ デ ィア を こ れ か ら考 え

るべ きで は な い か とそ の とき言 い ま した。

聞 い て い る方 は半 分 は女 性 とい う シ ンポ ジ ウ ム で 、 こ こ とは全 然 違 う シ ン ポ ジ ウ

ム で した か ら、 さ ら に デザ イ ン関 係 の と ころ で こ うい う こ と も言 い ま した 。 メデ ィ

ア に も真 、 行 、草 と い う段 階 が あ る の で は な い か で す 。 真 とい うの は あ る意 味 で リ

ア ル さ を追 求 す る メ デ ィア で、 で き る こ とは す べ て見 せ て、 そ の と きの 最 高 水 準 の

技 術 を見 せ よ う とす る メ デ ィア で す 。行 、 草 は い わゆ る書 道 で 行 書 とか 草 書 とい う

言 い方 が あ ります が 、 そ れ と対 応 して い る言 葉 で す 。

行 、 草 で 、 次 をだ ん だ ん わ ざわ ざ崩 して い くの はい っ た い何 か。 しっか り リアル

さ を追 求 す る と言 う よ りも、 そ の 中 の本 質 的 な もの を追 求 す る。 そ う い う先 ほ どの

心 感 メ デ ィ ア と、草 の メ デ ィア を対 応 させ た い とそ の と きは 思 い ま し た。 こ うい う

こ と を考 え た の は ど うい う こ とか と言 う と、 メ デ ィア に は い ろ い ろ な 進 化 の プ ロ セ

スが あ る の で は な い か(OHP-S1一 原 島 一3)。

一 つ は び っ くりさせ る メ デ ィア で す(イ ベ ン ト用 メ ディ ア)
。 い わば マ ル チ メ デ ィ

アが らみ で 出 て くる もの で、 最 初 は び っ く り し な い よ うな メ デ ィア は 逆 に 言 う と駄

目・な ん で す 。10分 間 だ け 満 足 させ れ ば い い メ デ ィ ア 。1'0分 間 だ け 満 足 させ れ ば い い

とい うの は、10分 間以 上 は耐 え られ な い メ デ ィ ア と い う言 い方 も で きる の で す 。 な

ぜ 耐 え られ な い か 。 疲 れ るの で す 。 よ くあ る イ ベ ン トで、 眼 鏡 をか け て3次 元 映像

を見 せ られ る とい うの は10分 間 が 限度 で す 。 そ うい うメ デ ィア で す 。

そ れ に対 して 、 そ れ が本 物 にな っ て い くた め に は使 え る メ デ ィ ア、 生 活 の 中 で の

メデ ィ ア、 当 た り前 の メ デ ィア、 そ れ か ら今 言 っ た疲 れな い メ デ ィ アが 重 要 に な る。

さ らに 文 化 を担 うメ デ ィ ア、想 像 性 を刺 激 す る メ デ ィア、 心 に残 る メ デ ィ ア、 歴 史

に残 し た い メ デ ィ ア とな って 、 い わ ゆ る感 性 メ デ ィア と言 っ た場 合 、 ニ ュ ア ンス と

して は 単 に び っ く り させ る よ り、 む しろ 一番 下 だ け と言 う と言 い 過 ぎか も知 れ ませ

ん 。 こ のへ ん も含 め て そ うい うメ デ ィア を これ か ら実 現 して い くべ き で は な い か。

今 の メ デ ィア は下 手 をす る と、 ま だ び っ く り させ る メ デ ィア に留 ま っ て い る とい う

わ け で す 。

よ く言 わ れ る こ とで す が 、 も と も とは メデ ィ ア は道 具 で あ る 。媒 体 は道 具 で あ る。

そ れ が 今 か ら数 十 年 前 に、 マ クル 八 一 ンが メ デ ィア存 在 そ の もの が メ ッセ ー ジ で あ

る とい う こ とをお っ しゃ っ た。 こ れ か らはむ し ろ環 境 と して と らえ て い くべ きで は

ない か 。 先 ほ ど言 っ た メ デ ィアが 人 間 を退化 を させ る可能 性 が あ る とい う背 景 には 、

メ デ ィ ア 自信 が 環 境 と して の側 面 を も っ て い る か らで、 環 境 とい うの は 空 気 の よ う

な存 在 に な る。 こ こ で メ デ ィア と い うの はマ ル チ メ デ ィア を 意 識 して い ま す が 、 そ

う い う空 気 の よ うな存 在 に な る と す る と、 逃 れ る こ とが で き な い。 とす れ ば 、 そ う

い う環 境 に責 任 を持 た な け れ ば な ら な い とい うわ け で す。

環 境 とい う こ とを も う少 し申 し上 げ ます と、 人 間 の環 境 は 人類 が 生 ま れ て数 十 万

年 以 上 経 って い るの で し ょ うが 、 そ の 間 の 大 部 分 は 自然 環 境 の 中 で生 きて き た。 そ
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れが せ いぜ い100年 ぐ らいは 、 む しろ都 市 環境 が 中心 にな っ て きた 。今 マ ル チ メ デ ィ

アが 騒 が れ て い る とい うの は、 そ うい う環境 そ の もの が大 き く変 わ るか も知 れ な い 。

そ の新 しい環 境 が メ デ ィ ア環境 と い う もの なの で は な い か とい う こ とです 。 い わ ば

メ デ ィ ア環 境 は、 人 間 に とっ て の 第3の 環境 とい う こ とが で き る。 とす る と新 しい

メ デ ィ ア環 境 を ど う作 っ て い くか、 デザ イ ン してい くか とい う話 と、 も と も と人 間

とい う の は 自然 環 境 、 都 市 環 境 が 基本 に な っ て い る の で、 そ の 間 を ど う調 和 させ て

い くか とい う話 に な っ て くる わ け で す。

私 自 身 の ヒ ュ ー マ ン メ デ ィア と い う もの に対 す る考 え方 は 、 こ う い う枠 組 み の 中

で新 し い メ デ ィ ア環 境 を ど うデザ イ ン して い くか 。 そ の た め にい っ た い技 術 と して

は何 を した らい い の か 。 あ る い は 必 ず し もそ れ だ け で は な い か も知 れ な い 、 い ろ い

ろ な仕 組 み は い った い ど うあ るべ きか とい う意 識 が 比 較 的 強 い わ け で す 。

こ の メ デ ィア環 境 で す が 、 非 常 に抽 象 的 に聞 こえ る と思 い ます 。 しか し私 自 身 は

頭 の 中 の イ メ ージ は か な り具体 的 に考 え てい ます。 そ れ は ど うい う こ とか と言 う と、

これ は す で に起 こ りつ つ あ る こ とな の で す。 も う メ デ ィ アの 中 に都 市 が形 成 され つ

つ あ る 。 あ る い は ネ ッ トワー クの 上 に、 都 市 が 少 しず つ形 成 され つ つ あ る とい う こ

とで す 。

か な りイ ン ター ネ ッ ト的 な もの を想 定 して い た だ い て結 構 です 。 あ る い は ネ ッ ト

ワー ク を通 じたい ろ い ろ な マル チ メデ ィ アサ ー ビスが 言 われ て い ますが 、 そ れ は い っ

た い何 な の か とい う こ と を考 え て み る と、 ビデ オ ・オ ン ・デ ィマ ン ドとい う もの が

あ りま す。 あ る い は テ レシ ョ ッ ピ ング とい う もの が あ る。 あ る い は ホ ー ムバ ンキ ン

グ とい う もの が あ る。

そ れ は い った い何 か と言 う と、 ほ とん どすべ て が わ れ われ が 普 通 の都 市 の 中 で体

験 して い る こ とを、 メ デ ィ ア の 中 で体 験 しよ う 。 メ デ ィ ア の 中 で そ れ が で きる よ う

に し よ う。 普 通 は足 を使 っ て、都 市 の 中 を歩 き回 っ て や る こ と を、 メ デ ィ アの 中 で

で き る よ う に し よ う とい うこ とで す 。 基本 的 な ほ とん どの マ ル チ メ デ ィア サ ー ビス

は そ う い う こ とに な ります 。

とい う こ とは、 逆 に考 え る とメ デ ィア の中 に都 市 を作 って しま え とい う こ とで す 。

お金 の 動 き も、 コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン も、 あ る意 味 で都 市 の 中 で だ ん だ ん行 われ る よ

う に な る。 そ うい う 中 に は テ レシ ョッ ピ ング で は、 デパ ー トに入 っ て行 け ば い ろ い

ろ な買 い 物 が 出 きる 。公 園 に行 け ば い ろ い ろ な 人 に出 会 え る 。HABITATは か

な りそ う い うこ と を や っ て い る わ け です 。 あ る い は オ フ ィス に行 け ば、 家 庭 に い な

が ら在 宅 勤 務 が で き る とい う仕 組 み で す。

これ も抽 象 的 な 図(OHP-S1一 原 島一4)に 見 え る か も知 れ ませ ん が 、 こ うい う図 は

例 え ば ビ デ オ ゲ ー ム で ロ ー ル プ レ イ ンゲ ー ム を や っ て い る人 は 、 こ れ に近 い図 を普

段 経 験 して い る わ け で す 。 そ う考 え る と、 これ か ら人 間 とい う もの は少 な くと も二

通 りの都 市 空 間 で生 活 す る よ う に な る だ ろ う。 一 つ は現 実 都 市 、 も う一 つ は仮 想 都

市 で す 。 す べ て メ デ ィ ア の 中 で で きる とい うわ け で は な く、 重 要 な こ とは それ ぞ れ

の住 み分 け、 役 割 分 担 を ど う考 え て い くか。

そ れ か ら も う一 つ 感 性 メ デ ィア の立 場 で言 う と、 こ うい う新 し くで き る都 市 空 間
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を、 や は りいい もの に しなければ いけ ない。建築 で も同 じこ とです。単 に住 む だけ

で あれ ば、機 能だけ を問題 にす る のであれ ば、 言葉 は悪 いか も知 れ ないけ れ ど、工

務 店 の お っさんが設計 した家 でい いか も知 れ な い。 こ うい う間取 りで いい です とい

うこ とにな るか も知 れ ないが、 そ の中で プラス アルフ ァをわ れわれが求 め る。 その

中で人 間的な ものが何 か成 長す る こ とを求 める となる と、 メ デ ィアはこれ か ら非常

に影響力 があ るだけに、 そこに感性 とい うものが重要 にな って くるのではないか。

私 の 与え られたのが 「感性 メデ ィ アの立場 か ら」 とい うこ とですか ら、感 性 の話

に入 っていか なけれ ば いけ ないの ですが、 お手 元 の資料 に感 性 に関す る私 な りの言

葉 の定 義 、感性 とは何 か、感 性情 報 とは何 か、感 性 メデ ィア とは何 か とい うこ とを

書 いて お きま した。 ただ感性 の難 しさは、何 か この ように定 義 を書 いた り、分析 す

ればす るほ ど、だん だん感性 か ら離 れ ていって しま うような感 じが します 。感性 は

こんな定義 に収 まって しま うものなのか な とい う不安 を残 しなが らや ら ざる を得 な

い ところがあ ります 。 しか しと りあ えず コミュ ニケ ーシ ョン をす るために は、 われ

われの言葉 で何 か定義 を しなければいけ ないので定義 を書 きま した。

まず感性 ですが、先 ほどは時代 の美 とか いろいろ文学 的な言 い方 を しました が、

あれ は文 学的す ぎるので、 もう少 し言 う と、心 に訴 える何 かが ある のだ。人 間だ っ

た らそ うい う もの を何 か感 じてい るのだ。 それ を感 じる能 力、ふ くら ます能 力、表

現 す る能力、伝 える能力 で、 と りあ えず感性 を漠然 と定義 してお こう。

もう一つ よ く出 て くる言葉は感性 情報です。感性 というの は、知性 に並 ぶ言葉 で、

人 間 の属性 です。 コ ンピュー タの属性 とい うよ り、 もとも とは人 間 の属性、人 間 の

能力 として持 っている ものであ る。そ の人間の属性 に結局刺激 や何 かが与 え られ る。

心 に訴 える何 かが与 え られて人 間 はそれ を感 じる、ふ くらませ るわけです 。 いわば

人間の感性 に訴 える刺激 とい う ものが、 おそ ら く感性情 報 と皆 さん言 ってい る もの

な のではないか。

情報 と言 う と、何 か非常 に記号 的 な もの を思 い浮 かべ るか もしれ ませ ん 。今 日た

ぶ ん午 後お話が ある と思 い ますが 、情報 とい う中には知 らせ とい う側面 と情 とい う

側面 の両方あ るのだ と拡大解釈 を して考 え ます と、 こうい う もの も感性情 報 と呼 ん

で いいだろ う。

しか し感性情報 そ の ものは、 これ 自身感 じな ければわか らない とい う非 常 に抽象

的 な ものです。 それ を具体 的 に担 っている。 わ れわれが何 か を感 じる ときに、感性

情 報 だ けを何 か見 て いる、 あ るい は感 じてい るので はな く、何 かそれ を担 ってい る

媒体 が あって、 その媒体 を通 じて抽象 的な感 性情 報 を受 け取 ってい るわ けです。 こ

の抽象的 な感性情報 を担 う媒体 を一応感性 メデ ィア と名付 けよ うとい うわけです。

感性 メ デ ィア にはい ろい ろな ものがあ ります(OHP・ ・S1一原島一5)。 要す る にわれ

われの心 に訴 える何 か を担 ってい る もの です か ら、芸術 的な作 品、 芸術 メデ ィア も

あるで しょう し、 あ るいは人 間 と対 す るこ とに よって何 か を感 じる。会話 、音声、

顔 、印象、表情 、身振 り、手振 りを通 じて何 か を感 じる。それ も一種 の感性 メデ ィ

アである。

あ るいは工 業製品 で、 これはい い工 業製 品だ な。 あ るいは情報処理 とい う観 点 か
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ら、 コ ン ピ ュ ー タが 重 要 な役 目 を して い るが 、 非 常 にい い コ ミ ュニ ケ ー シ ョンが で

きる コ ン ピ ュ ー タだ な とい う もの も感 性 メ デ ィ ア と言 う。 あ る い は先 ほ ど挙 げ ま し

た 自然 環 境 とか都 市 環 境 、 あ る い は メ デ ィ ア環 境 で もい い で す が 、仮 想 環 境 も感 性

メ デ ィア に な ります 。

そ れ をち ょ っ と した 図(OHP-S1一 原 島一6、OHP-S1一 原 島 一7)に しま した。 ま とめ

ます と、 感 性 とい う の は人 間 の 能 力 で あ る 。 そ れ に与 え る刺 激 が 感 性 情 報 で 、 そ れ

を担 っ て い る ものが 感 性 メ デ ィ ア で あ る とい う こ とで す。 あ る意 味 で コ ン ピュ ー タ

技 術 は 、 人 間 が や っ て い る こ とを コ ン ピ ュー タ で 同 じよ う に や らせ る こ と をね らっ

て きた わ け で す 。 場 合 に よっ て は コ ン ピ ュー タが 感 性 的 な振 る 舞 い が で きる よ う に

な る。 そ うな れ ば、 そ うい う感 性 的 な振 る舞 い をす る コ ン ピ ュ ー タ と人 間 の 間 で 、

感 性 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョンが 可 能 にな るか も知 れ な い。

今 、 コ ン ピ ュ ー タ に対 す る考 え 方 が 変 わ って きて い ます 。 計 算 す る機 械 とい う よ

り、 む しろ人 間 のパ ー トナ と して の役 割 を期 待 され て い る。 そ うい う とき に感 性 コ

ミュ ニケ ー シ ョ ンを可 能 にす る よ うな コ ン ピ ュー タ とい う こ とに な ります 。

この 図(OHP-Sl－ 原 島一8)だ け見 て も、 実 は二 つ 意味 を持 た せ て い て 、 一 つ は最

初 に言 っ た人 間 と同 じ よ うな感 性 を持 っ て い る コ ン ピュ ー タ を作 る。 そ れ は 人工 感

性 とい う言 い方 で 、 感 性 の 英 語 訳 を と りあ え ず してみ る と、 ア ー テ ィ フ ィ シ ャル感

性 、AKと い う こ と に な る。 そ れ と も う一 つ は 、 そ うい う コ ン ピ ュ ー タ を作 る こ と

に よ っ て、 感 性 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンに よっ てむ しろ人 間 の感 性 を支 援 し よ うで は な

い か。 人 間 が 本 来 持 って い る感 性 を増 幅 させ よう で は な い か と い う わ け です 。 こ れ

はAKに 対 してKAで す 。KAのAは ア ン プ リ フ ァイ ア 、感 性 ア ン プ リ フ ァイ ア で

す 。 こ れ は も と も とAIとIAと い う アー テ ィ フ ィシ ャル イ ンテ リジ ェ ン ス と、 イ

ンテ リ ジ ェ ンス ア ン プ リフ ァイ ア とい う言 い 方 が あ る の で 、 そ れ を感 性 に適 用 した

だ け な の で す 。 そ う い う二 つ の考 え方 で の ア プ ロー チ が 出 て くる で あ ろ う とい うこ

とで す 。

と同 時 に、 必 ず し も感 性 メ デ ィ ア と言 っ た場 合 に、 コ ン ピュ ー タ だ け に い っ て し

ま うのは よ くない か も知 れ ない 。感 性 メ デ ィア とい うの は、 場 合 に よ って は コ ンピュ ー

タ だ け で は な く、 絵 画 もそ うだ し、 メ デ ィ ア環 境 そ の もの が 感 性 環 境 に な っ て くる

で あ ろ う 。 そ うい う人 間 が 囲 まれ て い る い ろ い ろ な感 性 メ デ ィ ア を ど うデザ イ ンす

る の か 。 そ れ に よ っ て 人 間 の感 性 環 境 を ど う作 って い くの か が 、 これ か ら望 まれ て

い る の で は な い で し ょうか 。

具体 的 に何 をす る か は 、 まだ ま だ検 討 段 階 で す。 幸 い に し て い くつ か先 行研 究 が

あ る の で 、 そ れ をで きる だ け利 用 させ て い た だ い て進 め た い と思 い ます 。 例 え ば文

部 省 で 、 こ の3月 ま で の3年 間 、 感 性 情 報 処 理 とい う重 点 領 域研 究 が あ り ま した。

感 性 コ ン ピ ュ ー タ を、 今 は も っ と増 え て い ます が 、27大 学 で 学 際 研 究 を して い る と

い う話 が あ り ます 。

あ る い は い ろ い ろ な と ころ で ヒ ュー マ ノイ ド とか、 心 を持 つ機 械 を作 りた い とい

う研 究 が あ る。 あ る い は何 か電 子 ペ ッ トみ た い な もの を作 ろ う とい う話 が あ る。 い

くつ か の本 も出 て お ります。 特 に 情 報 処 理 の立 場 か ら、 『感 性 と情 報処 理 」 とか、
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『感 性 情 報 処 理 』 とか 、 い くつ か の 本 が 出 て い ま す 。 こ うい う もの を参 考 に しなが

ら、 これ か らい ろ い ろ な課 題 を探 っ て い きた い と思 い ます。 以 上 で す 。

【質疑応答】

井上=あ りが とうござい ま した。 それで は原 島先生 が提供 され た話 題 につ いての コ

メ ン ト、 ご意見、質 問等 をいただ きたい と思 い ます。

西田=奈 良先端大 の西 田です。一つお伺 い したいのですが、先生 の ご講演 の中 にあっ

た感性 環境 について です。 お話 の 中では、人 間 と何 か の対 象 、例 えば絵 画 とか音声

とか音 楽 とい うこ とが多 か ったか と思 うのです。 人間 同士 の間 のかか わ りは どの よ

うに位置づ け られ るのです か。

例 えば祭 りや、特 に都市 とい う ところにこだわ ったのです が、田舎 に行 きます と

自分 一 人 き りです。 しか し都市 に行 きます と人 が多 くて、 そ れが何 とな く刺 激 にな

る とい う面 が あるのではないか と思 い ます。

原島:非 常 に いい ご指摘 を いただい た と思 ってい ます 。 ヒューマ ンメデ ィアの プ ロ

ジェク トで、 どこまで含 めるか は別 に します。 範 囲がだ んだ ん広 が ってい きます の

で、 それ までやるのか と言 われる と、 ち ょっ と困 る ところ もあ ります。

ただ 一般 に感性環 境 とい う場合 、 どうい う視 点 を取 らなけ れば いけない のか。人

間の本 来 の姿 と言 うか、歴史 の中 で人 間は祭 りを し、 いろい ろな文化 を残 して きた

と思 います。感性 とい うのは、それ を抜 きに して頭 の中で考 えて はいけ ない。20世

紀 後半 だけの感性 で はな く、歴 史 的 に数 千年 ぐ らい前 か ら人 間 は どうい う営 み を し

て きた のか。基本 的 にはそ のほうが人間 に とっ て 自然 だ った と思 うのです。 今 は人

間が急 に変 わ って きて いる。環境 が急 に変 わっ て きて いる。 その急 に変 わ った のは

果 た して いい こ となの か。 あるいは また22世 紀、 あ るいは23世 紀 にな った ら、 もう

1回 祭 り的な もの に戻 って い くのか とい うのが、個 人 的には非常 に重 要な問題 だ と

思 ってい ます。

ただ それ を言 って しま うとプ ロジ ェク トが広 範 囲 の もの にな るので、 ど うしよう

かな と迷 っている ところですが、 心 の中の片 隅 にそ うい うの もや りた い な とい う気

持 ち はあ ります。

今 井:情 報誌 「ぴあ」 の今 井 と申 します 。先 ほ どの仮 想 メデ ィア都 市 とい う概念 の

中で、仮想 の秘書 、 エージ ェン トがそ の中を走 り回 る とい う ことも想 定 され るので

しょうか。

二 つ 目の質 問 として、人 間の五 感 とか、感性 とか のほか に、最 近、潜在 能力 な ど

が特 に話題 になって い ます。 そ うい う領域 に関 しては どの よ うに取 り組 む のか、 あ

るい は取 り組 もうとな さっているのか。

原島:ま ず仮想都 市 の中 に秘書、 エージ ン トを考 えているか とい うことにつ いて は、

現 実 の普通 の都市 の 中でや ってい るこ とは、仮想 都市 の 中で可能 であ ろ う とい うこ

とで当然 入 ります。 仮想都市 の中 には、 ネ ッ トワー ク料 金 は無料 に しなけれ ばい け

ない とい う主張 も入 って いるのです 。普通 の都市 を歩 いている ときに3分 間10円 取

られる とい うこ とにな った ら、誰 も都 市へ 出て いか ない。 や は り同 じ感覚 を持 たせ
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なけれ ばいけな い とい うこ ともあ りますが、そ うい うこ とも含 めて、 い ろ い ろな こ

とが入 ってい ます。

潜在 能力 に関す る 質問ですが、先 ほど体 感 メデ ィアか ら心 感 メデ ィア とい った と

きに、3年 前 の講演 の ときの議論 で、仏教 の話 を したのです 。仏 教 で は人 間 の意識

とい う感覚 を五つ で はな く、六つ 数 えている。 六根 とい うの です。六根 清 浄 とい う

ときの六根 です。 い わば五感 を統 合す るよ うな意識 で、哲学 で言 う と共通感 覚 み た

いな ものです。 さら に言 うと末那 阿頼 耶識 とい う変 な仏教 の言葉 があ って 、 それが

非常 に重 要 なんだ とい う話が ある。 ただそのへ んは私 も勉強 してい る段 階 で、 あ ま

りいい加減 な こ とは言 えな いので、今 日はその話 まで いかなか った のですが、 学 ぶ

必要 があ るのでは ないか、学 ぶべ きだ と思 ってい ます。

井上:ど う もあ りが とうご ざい ました。 た くさん手 が挙 が りま した。 それで は短 く

質 問いた だ きたいの ですが、最初 、掛井 さん、次 に一色 さん。

掛井=鹿 島建 設 の掛 井 と申 します。建設 業 にいる関係 で、実 際の都 市 とネ ッ トワ ー

クの都 市 の比較 に非 常 に興味 を持 ってい ます。 それ はVRと もかか わるか も知 れ ま

せ んが 、実際 の都 市 をどのへん までネ ッ トワー クに移行 す るのか 。結局 ネ ッ トワー

クに都 市 を作 る意義 は、 どの よ うに考 えて いるか を教 えていただ きた いのです。

原島=ま ず誤 解 のない よう に申 し上げた いの は、仮想 メディア都 市 は最終 的 にはV

Rと かかわ るか と思 い ますが、必 ず しもVRが 前提 で はあ りませ ん。私 は仮 想 メ ディ

ア都 市 は現在 の技術 で可 能だ と思 ってい ます。実際 もちろんご承 知 だ と思 い ますが、

HABITATの 話 とかあ ります。あれ も現在 の技術 です。か な りコミュニケー シ ョ

ンの中の本質 的 な部分 はそ この中で実現 しているの です。

後 は 町に出 てい く とき も、バ ーチ ャル リア リテ ィ的 に出 て い くのが い い のか。 あ

るいは ロール プ レイ ングゲ ーム的 にピコピコ歩 い てい くのが いいのか。 どち らが い

いかは言 い に くい ところが あ ります。バー チ ャル リア リテ ィが いい とは言 えない と

ころが あるわ けです。

と言 うこ とを考 え る と、基本 的 に都 市 の機 能 の どの部分 を対 象 にす るか は、 それ

をこれ か ら ヒューマ ンメデ ィアの 中で考 えてい くべ きなので はないの か。 まった く

同 じもの を実現 す る のではな く、 現実 の都市 の機 能 を入 れる とき も違 った 面が 出て

きます。場合 に よっ ては都市 の中 での人 間の振 る舞 い に違 いが 出て くる可 能性 があ

る。現 実 の都 市 で は顔 を見 せ なが ら歩 い ているが、仮 想 メデ ィア都 市 の中 では 自分

の顔 で はな く、他 人 の顔 でいい とい うこ とにな る と、全然違 う振 る舞 い をす るか も

知 れな い。法律 的 な問題 もある。 経済的 な問題 もある。 そ うい うこ ともあ っ て、そ

うい う問題 をむ しろ やってみたい な と思 ってい ます。答 えが長 くな って 申 し訳 けあ

りませ ん。

一色:社 会 文 化 ワーキ ングの一色 です。 先生が一番最 初 にお っ しゃ い ま したVRの

ところで、外 部 か ら何 で も与 え られ る と、 自分 の 中で感 じる力 とか、ふ くら ませ る

力がな くな って しま う面 もある とい うお話の部分 の関連です。感性 メデ ィア と して、

感性 コ ミュニケー シ ョンを堪 能にす る感性 コン ピュー タを作 って、人工 感 性 に よ り

人間の感性 の増 幅み たいな もの を 目指す とい うお話 をされ ま した。逆 にふ くらます
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の を しぼ ませ る とい う前 の話 の 関 連 で 言 う と、 そ のへ ん の デ ザ イ ンをす る と きの ポ

イ ン トを、先 生 は どのへ ん に置 か れ て い る か を教 え て くだ さい 。

原 島:そ れ も知 りた い とい うこ とで す 。 退 化 させ る可 能 性 もあ るけ れ ど、 ふ くら ま

せ る可 能性 もあ る わ け で す 。 そ の 違 い は何 な の かが む しろ重 要 な の で は な い か。 感

性 メ デ ィア と言 っ た場 合 に は、感 性 と言 っ た ら当 た り前 の話 で は な く、 感 性 は非 常

に微 妙 だ と思 って い る の で す 。 ち ょ こ っ とこ っ ち に行 く と全 然 違 った もの に な って

しま う。 感 性 だ と思 って い た の が 人 間 を駄 目 に す る とい う、 そ のへ ん の微 妙 な と こ

ろ を ど の よ うに や っ て い くか。 そ の 違 い は何 か あ る に違 い な い。 そ れ は い っ た い何

な の か とい う こ と を知 りた い の で 、 「そ の違 い は何 で す。 し たが っ て こ う い う方 向

に持 っ て い け ば大 丈 夫 で す」 とは 申 し上 げ られ ませ ん 。

浅 井:日 立 の 浅 井 です 。私 は製 造 業 に い る か ら言 うわ け で は な いで す が 、 い ま 日本

の コ ン ピ ュー タ産 業 や 情 報 産 業 は ア メ リカ に や られ っ ぱ な しで い る わ け で す。 まず

何 が 出 て くる か と言 う と、 コ ン ピュ ー タが 出 て くる 、 プ ロセ ッサ が 出 て くる 、 パ ソ

コ ンが 出 て くる、 ネ ッ トワー クの 概 念 が 出 て き て どん どん普 及 す る
。 そ う い う もの

を使 っ て、 お っ しゃ る とお り自己 表 現 をす る よ うな ツ ー ルが い ろ い ろ出 て くる。 そ

うす る と今 度 は そ れ を使 って 、 自 己発 現 の 内容 で あ る い ろ い ろ な映 像 で あ れ、 作 品

み た い な もの を どん どん作 っ て く る人 た ちが い る。 そ う い う もの は み ん な ア メ リカ

か ら発 信 され て い るわ け で す。

日本 で い ま必 要 な こ とは、 そ う い う流 れ を何 とか して 一矢 を報 い て 、 日 本 か ら次

のパ ラ ダイ ム を一 つ で も出 す こ と で は な い か と思 うの で す 。 そ れ に対 して 、 こ うい

う こ とをや っ て い た ら ど うい う こ とが で きる の か とい う こ とが知 りた い の で す 。

一 つ 感 性 とい う言 葉 に対 して
、 何 か ち ょっ と わ か らな い こ とだ とい う感 じを 申 し

上 げ る と、 か つ て知 識処 理 とい う こ とが言 われ て、 コ ン ピ ュ ー タで知 識 を処 理 す る

と し き りに言 わ れ 、 い ろ い ろ な取 り組 み が あ りま した。 そ れ は非 常 に 難 しい とい う

こ とは現 実 に わ か っ て い るわ け で す 。 感 性 とい うの は さ らに 抽 象 的 で 難 し い よ うな

もの と思 うわ け で す 。 そ こ をや る とい う こ とは 、先 へ 先 へ 問 題 が 逃 げ て い る の で は

な い か 。 もっ と も っ と現 実 の 問題 と戦 っ て い か な け れ ば な らな い場 面 が あ っ て、 コ

ン ピ ュ ー タの作 りと か、 ネ ッ トワ ー クの作 り とか、 も っ と基 礎 的 な こ とを しっ か り

や っ て い か な い と、 お金 や人 材 の 無 駄 使 い に な る の で は な い か とい う こ とが 、 非 常

に深 く感 じ られ る の で 、 そ のへ ん を大 学 も、 産 業 も一 緒 に な っ て考 え て い か な い と

駄 目な の で は な いか とい う感 じを非 常 に強 く して い ます。

原島:ど う しま し ょうか 。 これ を答 え る と1時 間 か か ります 。 一 つ には マ ル チ メ デ ィ

ア とい う言 葉 が あ っ た と思 う の で す が 、 そ う言 わ な い で ヒ ュー マ ンメ デ ィ ア とい う

言葉 に わ ざ と した とい うの は、 ア メ リカ が 主 導 して い るマ ル チ メ デ ィア を 単 に追 う

だ け で は な く、 新 しい発 想 をそ こ に 出 した い 。 日本 か らの発 想 を出 した い 。 そ の た

め に は少 しわ ざ とは っ き り しな い 定 義 、 よ くわ か らな い もの をや っ て、 み ん なで何

に もな い と ころ か ら議 論 して 、 目 に見 え る とこ ろ を追 う の で は な く、 目に 見 えな い

もの を見 え る よ う にす る とい う作 業 が 必 要 に な る とい うこ とだ と思 い ます。

感 性 とい うの は下 か らの積 み上 げ な の か 、 上 か ら下 ろす の か。 両 方 や ら な い と個
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一
人 的 に は難 しい と思 って い ます。 一般 に技術 と言 う と、 す ぐ下 か らの積 み 上 げ に な

るの で す が 、 一 つ に は感 性 の や り方 は フ ァ ッ シ ョン シ ョーだ 。 い い もの を見 な け れ

ば い い もの は で き な い。 名 画 を し ょっ ち ゅ う見 て い なけ れ ば 名画 を描 く こ とは で き

な い。 描 き方 だ け の 勉 強 で は な く、 名 画 を見 る とい う勉 強 を しな け れ ば い け な い。

そ れ が 非 常 に重 要 な研 究 の要 素 だ ろ う と個 人 的 に は思 って い ます 。答 え に な っ て い

るか ど う か わ か りませ んが 、 それ だ けつ け加 え て お き ます。

柏 木:今 の フ ァ ッ シ ョ ンシ ョー の話 で 、 フ ァ ッシ ョン シ ョー を演 出 す る 人 々が い る

わ け で 、 だ か ら駄 目 な ん です 。 エ ンタ ー テイ ン メ ン ト型 で な い、 ア ミ ュー ズ メ ン ト

型 の フ ァ ッシ ョ ンシ ョーが 可 能 で す か 。

原 島=フ ァ ッ シ ョン シ ョー とい うの は少 し限定 され た イ メ ー ジ が あ る か も知 れ ませ

んが 、 か な り広 い意 味 で と らえ る と、美 術 展 も全 部 フ ァ ッシ ョ ンシ ョー で す 。私 は
シ シ

こ っい っフ ァッシ ョンシ ョー的な文化 を技術 の 中 に持 ち込 む こ と、 それ をむ しろ言

いたか ったわけです。 エ ンターテイ ンメ ン ト型 を ど うい う意味 で おっ しゃて いるの

か わか りませ ん。

柏木=有 名 な デザ イ ナがい て、 ファッシ ョンシ ョー をや るで しょう。何 とかい う画

家 が い て、 これは有 名人 だ よと言 って展 覧会 をや る。 それで洗脳 してい くとい う、

これ まで の 日本 の教 育 とまった く同 じこ とをや ってい くわけです。

原島=ご 趣 旨はわか りました。非常 に難 しいのです。 いろいろな フェーズが あ って、

技術 がそれ もや って いない。 とりあえず そうい う答 えを させ ていただ きます。

井上=私 も大 学 にい る者です か ら、教 育の 問題 には関心 があ ります。私 が大学院 を

出て通 産省 に入 った ときの初任研 修 の こ とで今 で も鮮 明 に憶 えているのは 、 「今 ま

ではあなた方 はメ ダカの学校 にいた。今 日か らはスズメの学校 だ」 と言 われ ま した。

柏 木 さんが指摘 され た ものは、文 部省 の教育 とい うよ り、 む しろ通 産省 で 言 った よ

うなス ズメの学校 型 の ファッシ ョンシ ョー を言 われたのでは ないか と思 うのです。

感性 メデ ィア、仮 想 メデ ィア、 知識 メデ ィア で、何 か新 しい情報環境 が うまい具

合 にで きる とすれば 、例 えば渋谷 のあた りで新 しい ファッシ ョンが出 て くる とか、

イギ リスあ た りでパ ンクが出て くる とい うの も広 が り得る ような環境が出 て くれば、

上意下 達 の ものでは な く、 また違 った側面 が出 て くる ので はないか 。そ うい うもの

につな げ られ た らとい う議i論を、社会文化 ワー キ ンググルー プあた りで は やってい

るか と思 います。 ですか ら今 までの技術 で全部 オーガナイズ され たフ ァッションシ ョー

だけで はない ような もの も取 り入 れていける ような新 しい情 報環境 を作 って いこ う。

そうい うものが果 た して 日本の民族性 と して得意 なのかどうか はわからないが、 チャ

レンジ してみ よう とい うこ とではないかな と思 ってい ます。

まだ いろいろ ご意見 はた くさんあ る と思 い ますが、時間 をち ょっ と過 ぎて しまい

ましたので、次 の話題提供 に移 りた い と思います。 このセ ッシ ョン最後 の話題提供 、

「仮想 メ デ ィアの立場 か ら」筑波 大学 の岩 田先 生 にお願 い します。

【講演:仮 想 メデ ィアの立場 か ら】

岩 田=筑 波大 学 の岩 田で ご ざい ます。先 ほどか らたいへん厳 しい ご質問 が いろいろ
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出 て、 それ だけ ヒューマ ンメデ ィ アに対 す る期 待 も高 いので は ないか と思 い ます。

と りあ えず仮想 メデ ィア ・ワー キ ンググルー プで、 どうい うこ とを考 え ているか を

私 な りにご紹介 申 し上 げたい と思 い ます。

まず仮想 メデ ィア とい う言葉 で す。 中心 とな る技術 はバ ー チ ャル リア リテ ィで ご

ざい ます。最近 で はバ ーチ ャル リア リテ ィはあ ち こちで議論 され てい て、 紹介 はさ

れてい ますが、 とりあ えず技術 的 に どうい うものか とい うお 話 を最初 にご紹介 申 し

上 げて 、 これ までの メデ ィア とど う違 うか とい うこ とについ て、 ご説 明 したい と思

い ます。

まず バ ーチ ャル リア リティ は、一言 でい えば物理 的な存在 を持 た な い もの を、 あ

たか も機 能 として存 在 す る ように人 間の感覚 に訴 える。感覚 の面 か ら見 れ ばそ の機

能が十分 に存在 す る とい うメディ アです。 それ を実現 す るた めに は、技術 的な サ ブ

シス テム として、 この ような構成 を持 つ必 要 があ ります(OHP-S1一 岩 田一1)。 まず

人間 の動作 を入力 す るセ ンシ ング の部分 、仮想 世界 の情報 、 人 間の感 覚器官 に対 し

て提 示 す る、感覚 フ ィー ドバ ック の部分 、それ か ら仮想世界 を計算機 の中 で実現す

るため の世界 の記述 を行 う部分 の 三つ に分 け る こ とがで きます。 それ ぞれ にいろい

ろ技術 開発 す る課 題が た くさんご ざい ます。

まず動 作 入力 の部分 ですが、 これ は人間の3次 元的、空 間的 な行 動、 それ をフル

に創 出 す るこ とが非 常 に重要 です 。 まず この点 で今 までのメ デ ィア と違 う のは、 こ

れ まで の メデ ィアは どち らか と言 う とデス ク トップメ タフ ァの延 長線上 で、例 えば

マ ウス を使 うとか、 ボ タンの操作 をす る とい う、人 間の立場 か ら見 ればそ うい う操

作入力 をす るわけで す。 まさに記 号 列 を人 間が作 っているわ け で、 それ は計算機側

の論理 に合 わせ て い る と言 えるわけです。バ ーチ ャル リア リテ ィ とい うのは、人間

が本来 持 っている空 間的 な動作 を フルに活用 しよう とい うの が まず第1の ポイ ン ト

です。

次 に感覚 フィー ドバ ックの部分 です。普通五 感 に訴 える とい う言葉 が よ く使 われ

ます。 実際 に使 われ て いるの は視 聴覚 だけです。 これ まで電子 メデ ィアは非 常 にた

くさん の ものが普及 してお ります が、人 間の感 覚面 か ら見 た ら、視 聴覚 の面 が ほ と

ん どで す。 その ほかの 感覚 はほ とん ど使 われてい ないわけです 。 これ までテ レビや

電話 は 日常生活 にお いてほぼ欠 くこ とので きな い もの にまで 成長 してい るわ けです

が、 そ の中で視聴 覚 以外 の情報が 入 っていない ばか りに、そ れゆ えに現 実か ら遊離

している とい う指摘 が される ようにな って きてい ます。

先 日ある雑誌で、 「電子 メデ ィアにおいて何 が問題か」 とい うテ ーマで、電子 メー

ルへ の批判 的 な先生 と座談会 を持 ち ま した。心 理学 と教育学 の先 生が い ら しゃい ま

した。 彼 らが言 った こ とは、基本 的 に私 が今 まで問題意識 と して持 って い た こ とと

同 じで した。現実 の世界 は、 いろ い ろ人間が行 動 する ことに よって抵抗 が あ るので

す。 つ ま りもの をい じれば しかるべ き抵 抗が あ る し、人 をぶん殴 れば 必ず 自分 も痛

い とい う抵 抗が あ り、真 にイ ンタ ラクテ ィブな 関係 があるけ れ ど、 そ れが 実 は一方

向的 にな って、 ボ タ ンを押せ ばすべ てのこ とが 起 こって しま う。 自分 には何 も抵抗

もない 。 そ うい うこ とが今 日の電子 メデ ィアの問題 で、 それ を子供 に渡 す と悪 い影
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響 を与 えるので はないか とい う批判 をされていま した。

私 もその通 りだ と思 ってい ます。人 間の感覚 とい う面 か ら見 る と、今 日の電子 メ

デ ィア は非常 に片 寄 っている と言 える と思 い ます。 それ を少 しで も正常 な 方向 に戻

そ うとい うのがバ ー チ ャル リア リテ ィ、感覚 フ ィー ドバ ック に関す る問題 で はない

か と思 うわけです。 それが これ までのメ デ ィア とバ ー チ ャル リア リテ ィ と根 本 的 に

違 う第2の ポ イ ン トです。

ソ フ トウエ アの面 でいろい ろ問題 があるのですが、世界 を どう表現 す る か。 この

へ んに おい て、先 ほ ど原 島先生 の、 どうや って心 に働 きかけ るか とい うお話 と非常

に関連 して くるので す。少 な くと もバ ーチ ャル リア リテ ィの技術 をサ ポー トす るの

は、 イ ンフラス トラ クチ ャの部分 で整備 して、提示 すれば いいか という部分 を、 しっ

か り押 さえ ようとい うのが研 究開発 課 題で はない か と思 い ます 。 そ うい う話 は後 ほ

どいた しましす。

バ ーチ ャル リア リテ ィの技術 を駆使 して、仮想 メデ ィア をこれか らどの ように作 っ

てい くのかについて 、 これが結論 なのですが、 こ うい う全体 像 を私 は考 えてい ます

(OHP-Sl－ 岩 田一2)。 いろい ろ と書 き込 んだのですが、基本 的 に は人 間がメ デ ィア

の持 っ ている情報 の 世界 にア クセ スする方法 の イ ンタフェー スの部分 、 そ れ か らア

クセス されるべ き内 容 の コンテ ン ツを蓄 えて くる部分 と、 そ の ほか に どん どん蓄 え

て い く情報 を提供 す る側 の部分 とい ういろいろ な側面 があ るのです。 コン テ ンツを

蓄 える部分 にデー タ ワール ドとい う名前 をつけ ました。 これ は先 ほ ど原 島先 生が話

した ような、仮想都 市 とほぼ同 じ機 能 を有 する と思 っていただ いて結構 です。

デー タワール ドの 中の コンテ ン ツは、誰が どの ように して 情報 を提供 す るか とい

う部分 が最初 に重要 な問題 で はないか と思 い ます。 当然 人間が作 る とい うの が ござ

い ます。 人間が いろ いろ作 品 を作 って提供 する。 ない しは自分 のアイデ ア を提案 す

る とか、 自分 のお も しろい話 を人 に伝 える とい うのが人間 の営み の中 にあ るわけで

す。 当然 人間の発 想 自体 には限界 が あ るわけです か ら、そ れに対 して人間 の発想 を

活性化 す るい ろいろ な材料 が必 ず必 要 にな るの です。そ の材 料 を どうす る か とい う

こ とにつ いて提案 す るのが デー タロボ ッ トです。

これ は情報 を収集 す るロボ ッ トとい う意味 でつけ た名前 です。 ここには足 や 手 が

ある ロボ ッ トの よう な ものを書 い てい ますが、 実際 に こうい うロボ ッ トで あ る必 要

が な く、例 えば人工 衛 星 の ような もので もいい し、マ イ クロマ シンの よう な非常 に

小 さなもの を作 って、 それ を どこか に見 に行 かせ る とい うもの で もい いか と思 い ま

す。 とにか く人 間 に替 わって、 な い しは人間が 実際獲 得 する ことがで きな い ような

情報 をい ろいろ集 めて くれ るロボ ッ トというのが、当然将来考 えられる と思 い ます。

デー タワール ドの世界 を人 間が体験 す るため には、 当然先 ほ どのバ ーチ ャル リア

リテ ィの技術 が フル に駆使 されるべ きですが、 この イ ンタフ ェース として は人 間の

意思行 動 を意識 し、多様 な感覚 情報 を合成 す る。 ま さにバ ーチ ャル リア リテ ィイ ン

タフェースの インタラクシ ョンの機能 です。先 ほ ど申 し上 げ ま した ように、 このバ ー

チ ャル リア リテ ィの イ ンタフェー スの本質 は、 人間が生 まれ なが らに して持 って い

る空間的 な感覚 をフル に生 かす とい う部分 です。
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繰 り返 しますが、 これ までの電子 メデ ィアは空 間的 な人 間 の動作 の複雑 さな どが

基本 的 に欠落 してい たのですが、 それ を フル に活用 しよう とい うわけで す。例 えば

デー タ ロボ ッ トとバ ーチ ャル リア リテ ィイ ンタ フェース を直 につなげ る と、 デー タ

ロボ ッ トのい る場所 にあたか も自分 が存在 す る とい う感 覚が発 生 します。 これが現

在 言 われてい るテ レイ グジス タ ンス の考 え方 です。

それ か らデー タワール ドの中 に どの ような ものが あ るか。 ただ情報 を押 し込 んで

いけば いい とい うだ けではな く、 それ に何 らか の整理 を加 え る。人 間 に とって意味

のある ものにする とい う働 きが必 要 になるわ けです。 ここ に小 さな もの がい くつ か

書 いて あ りますが、 これはデー タ ワール ドに住 む 自律 的 なソ フ トウエ アモ ジュール

とい う名前 をつけてい ます。先 ほどの ご質問 で も出た、エ ージェ ン トとい う ものが、

そ れに相 当す る と言 って も間違 いで はない と思 い ます。

これ は情報 の整理 とか、 蓄 えた情 報 を蓄積 して整理 す る。 人 間 にわか りやす いか

た ちに フィル タリングす る。 ない しは自分 でシ ミュ レーシ ョンを行 って、 それ を人

間 に有 益 なかたち に加工 する とい う、 さまざ まな機能 を持 った 自律 的な ソフ トウエ

アモ ジ ュールが た くさんあ って、それ に情報が蓄 えられ る と考 え られ るわけです。

バ ー チ ャル リア リテ ィイ ンタフ ェース を二つ 結 び付 け る と、遠 くにい る人が あた

か も自分 の 目の前 に いて話 をす る とい うかた ち にな ります 。実際 ただ相 手 の顔 が見

えるだ けではお もしろ くないので 、実際 に話 をする ときの話 題情報 が必 ず存在 しな

けれ ば いけない。 もちろんそれは な くて もいい場合 も多 いの ですが、何 か 仕事 をす

る場合 には、必 ずそ うい う話題 情報 が いるわけ で、 自律 的 ソ フ トウエ アモ ジュール

が それ を提供 する とい うわけです。

こうい う話題情報 を介在 して、感 覚的 に遠隔 にい る人 々 と対 話 がで きる環境が あ

る。 これが コンピュー タ ・サポーテ ッ ド・コーペ レイ テ ィブ ・ワー ク、CSCWと

呼 ばれ る研 究領域 が、最近 いろい ろ言 われ ます が、 それ を空 間的 にさ らに発展 させ

た もの と見 る ことが で きるので は ないか と思 い ます。当然 この話題 情報 と しては、

ロボ ッ トが取 って きた材料 をこの 中 に蓄積 して再構成 す る とい うや り方 もあるわけ

です。

この例 としては人工衛星 、ない しは惑星探査 衛星 とい うものが データを集 めて き

て、 デ ー タの塊 だけ ではほ とん ど人 間 に とって は何 も意 味 はな いのですが、 それ を

仮想 空 間のなかで再構成 して、 あ たか も自分 が金 星 の上 を歩 い ている感 じを作 る と

い う実験 が行 われ た りす るこ とが あ ります。

これ も基本 的 な枠 組 みですが、 この要素技術 を見 てい く と、 デー タワール ドに関

しては 情報処 理の分 野で、 これ まで例 えばエ ー ジェ ン トの よ うな もの をは じめ、 さ

まざま な試 みが行 われて いたので はないか と思 い ます。 それ を リアル タイ ムに実行

で きる ようにす る こ とが、最低 必要 になるわ けです。 その ほかの部分 に 関 しては、

例 えば バ ーチャル リア リテ ィイ ン タフェース とか、 デー タ ロボ ッ トの部分 は、ハ ー

ドウエ アに関 する技術 開発 要素 がた いへ ん多 くござい ます。

です か ら先 ほ ど産 業界 の方 か ら、心許 な い とい うお話 もご ざい ま した。 けれ ども

こうい う枠 組 みで見 てみ る と、新 しいハ ー ドウエアが こ うい う仮想 メデ ィ ア社 会 の
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イ ンフ ラス トラクチ ャ として はふ んだん に入 って くる。産業規模 として も、例 えば

電気 や機 械 とい う要 素 も、関連 産 業 に対 して は大 きな活性化 を出す のでは ないか と

予想 で きます。

個 々 の部分 に関 して は、それぞ れ先行 的な研 究が た くさん ご ざいます。 テ レイ グ

ジス タ ンス に関 して は、舘先生 の研 究が非常 に有 名ですか ら、改め て紹介 しませ ん

が、CSCWに つ い て もメデ ィアスペ ース とい う名前で電子 メディアを媒 介 に して

遠隔会議 を行 う とか、 そ うい う実験 が た くさん行 われ てい ます。

この 中であ ま りないので はないか と思 うのは、 こうい う自律 的 な ソ フ トウエ ア モ

ジ ュー ル を媒介 に して、 人間が共 同作業 を行 う とい う もの につ いて は、 こ れか らい

ろい ろな もの を提案 していかなければいけないので はないか と考 えてい ます。

五、 六年前 に私 の研 究室 で提 案 した もので すが、 ご く簡 単 な具体例 を ち ょっ とだ

け息 抜 きに ご紹介 し ます。 どんな もの を作 った か と言 う と、 自律 的 なソ フ トウエ ア

モジ ュ ールです。 ど の ような 自律 的 な挙動 をす るか。 これ は3次 元的 な造 形作 業 、

つ ま り空 間的 にお も しろいかたち が どうや って で きるか とい うこ とを検 討 す る とい

う応用 を想 定 してい ます。 それ に対 してただ電 子 粘土 をこね るだけで はな く、加 工

対象 物 のほ うが、 あ る意味 では生物 的 な機 能 を持 って、 いろいろ 自律 的 に動 く。 そ

うい う ものに対 して 人 間が手 を加 える と、非常 に変 わ ったお もしろいか た ち にな っ

て くる。 そ うい うこ とを想定 して行 ってい ます 。それ を一人 だけで はな く、誰か も

う一人 の人が一緒 に介 入 して きて 、 も しか した らお もしろい発想 が出 るか も知 れ な

い とい うこ とです。 ビデオ をお願 い します。

(ビデオ上映)

これ はフ ォース フ ィー ドバ ックの装置が二つ ついていて、 二人の人間が 同一の仮

想環境 の中で、力学 の フ ィー ドバ ックをやる こ とがで きます。 この後出 て きますが、

同一の仮想 物体 に触 れ るだけでは な く、別 のユ ーザ の手 をつ か んで、二人 羽織 み た

いな こ とが で きる機 能 もござい ます。

よ くス ポーツ とか将棋 とかでは 、それ を手取 り足 取 りと言 い ますが、仮想 空 間 の

中で ま さにそれ をや って教 えてあ げ る。そ うい うイ ンタラク シ ョンを作 る こ とが で

きます。 これは二人 羽織 みたいな ものを操作 す るや り方 を教 えている ところです。

次 は 自律 的な 自由 曲面 と私 は名 前 をつけてい ます。 自分 で かたち を変 え る機 能 を

持 った表面張力 に よ る 自由曲面 で す。 これ を作 るだけで も結 構複雑 なか た ち を作 る

ことが で きます。 これ も表面張力 のパ ラメー タを上 げ て、張力 を強 くした もの です。

そ うす る と戻 る途 中 で いろ い ろな複雑 なかたち を見 る こ とが で きます。 ここに時 間

を制御 す るボ タンで 、好 きな とき に時間 を止 め る。な い しは戻 す とか進 め る とい う

こ とをやって、 自分 の好 きなかたちが出て きた らそれ を残 した りするのです。

これ は餌 が きた ら食 いつ くとい う ところ をや ってい る ところです。 ち ょう ど連 菌

が餌 を取 りにい くこ とをイメージ して作 りました。 自分 でか たち を変 えて くる もの

です。 これは逆 に敵 が来 る と逃 げ る とい う機能 を持 たせ た ものです。次 は お面 を作

る とき に、 わ りとお もしろいかた ち を見 ることがで きます。 これは学生が 作 った も

ので、 あ ま り上手 で はないですが 、若い ときは こうか も知 れ ませ ん。 こん な もの は
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非常 に簡単 に作 る こ とがで きます。 ビデ オは結構 です。

(ビデ オ終了)

それ か ら複数 の人 が入 り込 んで 、 い ろいろ話題 情報 をデ ィスカ ッシ ョンす る とい

うメ リ ッ トとして は、非常 にあい まい な発想 を だんだん具体 化 して くる場 合 には、

有効 で はな いか と私 は考 えて い ます。学生 の指導 をする ときに、研究 室 に呼 んで こ

うい う こ とをやってみ ようとデ ィス カ ッシ ョンを しますが、 「まず何 を し よう」 と

はっ き り整理 され て いない こ とを言 うときが よ くあるのです。あ れ これ言 って い る

うち にだ んだんアイ デアが ま とま って きて、最 後 には答 えを言 って しまう こ ともま

ま体験 します。そ うい うことをや る ときに、 おそ ら くほか の人が 同 じ仮想空 間 に入 っ

て くる とい う状況 は、有 効 で はな いか と考 えてい ます。結論 としては以上 です 。

次 に、 パ ラ ダイムシ フ トとい うこ とで、前 に考 えた こ とをお 話 し申 し上 げ たいので

す。最 近 のパ ラダイ ム シフ トを技 術 の歴 史か ら見 る と、 たいへ ん大 きな転 換 点 にあ

るので はないか とい う感 じがつ くづ くします。特 に ヒューマ ンメデ ィア とい うもの

を考 え る ときに、か な り根本 的 に違 う発想 が い るの な とい う こ とを手 身近 に ご紹介

します(OHP-S1一 岩 田一3)。

今 日の科 学技術 の原 点 となった の は、 デカル トの機械論 に始 まる流 れで はないか

と思 い ます。最初 は還 元主義 では じま り、感覚 的 な性質 を全 部取 り去 って、 質点 に

まで還 元 して、それ で力学 の基礎 がで きあが ったわ けです。 その 後質点 だけで は対

応 で きな くて、熱力学 とい うエネ ル ギの概念 に戻 る。 それか ら20世 紀 にな る とサ イ

バ ネテ ィ ックスが 出 て きて情報 とい う概念が戻 って くる、取 り去 った もの を戻 して

くる とい うかたちで進 んで きた と見 え る と思 い ます。

工 学 ではニ ュー トン力 学 に基 づ く動力機械 が で きて、機械 工学 もこの時代 にで き

あが って きました。基本 的 には動 力機械 が出て きて非常に機械文 明が発展 して きた。

手 身近 に言 えば、 これが これ まで の流 れ じゃなか ったか と思 い ます。20世 紀 後半 に

な って か らは計算機 が 出 て きて、 人工知 能 とか 、 ロボ ッ トが 出て きて、機 械 自体 の

機 能 も大 幅 に拡大 して きたわけです 。20世 紀 の終 わ りごろ に近 づ いて、 この枠組 み

が だん だん限界 に近 づ いているの ではないか とい う指摘が、 あち こちで聞 かれ る よ

うにな ったので はな いか と思 い ます。科 学、哲 学 のほ うでは ニ ューエ ージ サ イエ ン

ス と言 われ ますが、理念 論 につい てそ の限界 が指摘 をされ てい ます。

工学 の ほ うか ら見 てい くと、 これ までは人間 の力仕事 を代 行 す る機械 が た くさん

出 て きて、炭坑 労働 者 を蒸気 エ ン ジ ンが助 ける とい うこ とが起 こ りま した 。 それで

人 間は非 常 に楽 にな って快適 にな った。 ここ3世 紀 ぐらいはず っ とこれが 続 いて き

たわけです。

最近 は、人 間のや りた くない と ころ を代行 す るこ とは、減 って きてい る のではな

いか とい う感 じが し ます。それ で これ までの代 行型 の論 理 で基 づい て きた もの は、

だん だ ん頭打 ちにな って いるので はないか とい う感 じが します。 これか らは人間が

や りた くない こ とを代行 す るのに加 えて、人間 が や りたい こ とを どん どん拡 大す る

ような機 械が根本 的 に必 要 になる。 おそ らくそ っ ちの比率 が多 いのではない か と考

え られ ます。
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です か ら目標 とす る ものは、 さ っき原 島先生 が お っ しゃっ た感性 メデ ィ アの方 向

と基本 的 には同 じで す。 た だ実現方法 が心 の側 か らア クセスす るか 、 それ とも仮 想

空間 とい う新 しいメ デ ィア を提案 して実現 す るか とい う、基 本 的な アプロ ーチの違

いで あるわけです。

工 学 の研 究 の仕 方 を考 えてみ る と、基本 的 には この流 れ にず っ と従 っているわ け

で、 もの ご とをまず 抽象化 して一般化 す る とい うかたち をず っ と取 って きたわけで

す。最 近物理 学 や生 物学 の分野 で 言われ る問題 の中で、エ キ ソ とエ ン ドとい う項 目

が あ ります。 エ キソ は対 象 とす る系 と自分 を切 り離 して考 える とい う考 え方 で、 こ

れ を行 えば確 実 に誰が見 て も同 じという客観性 を確保 で きます。

エ ン ドとい う もの は、系 の中 に 自分 を含 め る とい う もので、 自分 でその系 の中 に

入 って しまう。 これ を行 う と非常 にいろいろな問題 が出 て きます。 まず客観 性 を確

保す るのは非常 に難 しい という問題 が出 てきます。 ヒューマ ンメデ ィア とい うの は、

お そ ら くエ ン ドの方 法 でなけれ ば基本 的 には難 しいの ではな いか と思 い ます。意 味

の世界 と書 き ましたが 、 つ ま り自分 に とって どうい う意味 があ るのか、 どうい う価

値 が あ るのか とい う こ とを盛 り込 んでいかなければ、基本 的 にメデ ィア と して完成

しない とい うこ とが考 え られ ます。

その ための方 法論 は、 この流 れ か ら見 る とこれ まで300年 間工 学が培 って きた方

法 とは基本 的 には違 うわけです。 したが ってい ろい ろな問題 が た くさん出 て くる。

で も21世 紀 には エ ン ドの方 向 、 自分 を含 め た系 の構 築 とい う考 え方、学 問 の進 め方

を真剣 に考 えな くて はいけない の ではないか と最近考 えてい ます。私 の話 を終 わ ら

せ たい と思 い ます。

【質疑応 答】

井上1あ りが とうござい ま した。 それで はただ今の話題 提供 につ い て、 コメ ン ト、

質問等 あ ります か。 始 まった時間 も遅 か った こ ともあ り、 コー ヒブ レイ クの時間 を

過 ぎて しまったので 、今 コー ヒを配 らせ ていた だいてい ます。後 でち ょっ とだけ休

憩 を取 りますが、今 の岩田 さんの話題 に対 す る質問、 コメ ン ト等が あ り ました らど

うぞ。

西田1奈 良先端大 の西 田です。細 かい ことで恐縮 なのですが、 お話 に出 て きた中で、

デー タ ワール ドとい うのが あ りま した。情報 の立場 でみ る と、 デー タ、情 報、 コン

テ ンツ ぐらいの区別 を していて、 その中でかな りデータ を強 調 されて いる ところが

あるか と思 い ます。そのあ た りの ところ をお伺 い します。

岩 田:名 前 自体 は情報処理 の定 義 はほ とん ど考慮 して お りませ ん。 ですか ら専 門 の

方 か ら見 る と間違 いか も知 れ ないですが、 これは世 の中一般 的 な 日常会話 的 な レベ

ルでの命名法 ですの で、おそ ら く学術 的 にこういう話 を取 り上 げ る とした ら、そ の

名前 の付 け方 にはたぶん考慮 しな くてはいけないので はないか と思 い ます。

井上:よ ろ しいで しょうか。 ほか に ござい ませ んか。加藤 さん どうぞ。

加藤:岩 田先 生 の話 は、そ れ はそ れで完 結 している と思 い ます。 ヒ ューマ ンメデ ィ

アと、 その中 での仮想 メデ ィアが あ りますが、私 自身 は仮想 メデ ィア とい うよ りも、
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行 動 空 間 の話 と と らえ て い て、 行 動 メ デ ィ ア とい う ほ うが 適 切 で は な い か と思 っ て

い ます 。 そ うい う役 割 が どん な も の にな って い る の か が 、 お話 の 中 で見 え な か っ た

の で す 。VRと 言 い き っ て し ま う と、 これ はイ ン タ フ ェ ー ス の技 術 とい う こ とで終

わ っ て しま う よ う に思 い ます 。 そ うで は な く、 違 う名 前 で 技 術 を考 え よ う と して い

る の だ った ら、 そ れ を超 え た もの は何 か 。 や は りイ ン タ フ ェ ー ス技 術 で す か 。 あ る

い は も うち ょっ と情 報 の 中 身 に迫 っ て い くよ う な何 か が あ る の です か。 そ の延 長 線

上 で ヒ ュ ーマ ンメ デ ィ ア はそ の 中 で仮 想 メ デ ィ ア な り、行 動 メ デ ィア は何 を 提 供 す

るの か、 あ る いは何 を リー ドして い くか、 とい う点 が ク リア に な らなか っ た の です 。

岩田:今 日私 が お話 し した のは、 基 本 的 には イ ン フ ラス トラ ク チ ャの部 分 だ け です 。

つ ま り仮 想 メ デ ィア社 会 を作 る と し た ら、 こ うい うイ ンフ ラス トラ クチ ャが 必 要 で

す とい う とこ ろ まで しか お 話 し して い ませ ん。

実 際 コ ンテ ンツ と書 き ま したが 、 こ れ は ど う い う もの を想 定 す る か につ い て は、

何 もお 話 し してい な い わ け で、 これ を例 えば何 を 目的 にす る とい う こ とを決 め る と、

そ れ を 実現 す る た め に、 そ の 中 で 人 間 に どの よ うな行 動 を させ れ ば い い の か とい う

話 に展 開 して い くの だ ろ う と思 い ます 。

そ うす る とい ま加 藤 さん が お っ しゃ っ た よ う な 、 どの よ う に人 間 の行 動 を デザ イ

ンす る か とい う コ ン テ ン ツの 話 が 、 当 然 出 て こ な け れ ば い け な い わ け で す 。 お そ ら

く技術 開発 す る課 題 の 中 に、 そ う い う要 素 は た ぶ ん必 要 な の で は な い か と考 え て い

ます 。

仮 想 メ デ ィア ・ワ ー キ ン グ グ ル ー プ の 中 の ア クテ ィ ビテ ィを ち ょ っ と手 身近 に 申

し上 げ ます 。 こ うい う仮 想 メ デ ィ ア社 会 の 中 身 と して 、 どの よ うな もの を 考 え る か

とい う こ とで、 い くつ か の分 科 会 が ご ざい ます 。 一 つ が 医 療 分 科 会 で す 。仮 想 空 間

の 中 で手 術 の シ ミュ レー シ ョ ンを す る とか、 患 者 さん の 問 診 を実 現 す る と い う分 科

会 が あ ります 。 当 然 都 市 の 中 に は医 療 が 必 要 で す 。

そ れ か ら もう一 つ は体 験 型 シ ミ ュ レー タ とい う分 科 会 で 、 これ は エ ン タ ー テ イ メ

ン トも含 め た い ろ い ろ な訓 練 用 シ ミュ レ ー タな ど、仮 想 空 間 の 中 で お も しろ い体 験

を させ て 、 そ れ で 人 間 が得 る もの を与 え よ う と い う こ とで 、 博 物館 もそ の 中 に入 る

か も知 れ ませ ん 。 そ うい う い ろ い ろ な文化 施 設 の よ う な もの を作 る とい う分 科 会 が

あ ります 。

後 は テ レイ グ ジ ス タ ンス の分 科 会 が あ ります 。 そ れ は どち らか と言 う と、 技 術 的

な話 で す 。 四番 目に 設 計 デザ イ ン分 科 会 が あ り ます 。 こ れ は先 ほ ど ビ デ オ で ち ょっ

とご紹 介 しま し た。 こ う い う もの を作 る と か 、 デザ イ ン をす る とい う こ とを、仮 想

メ デ ィ ア に よっ て サ ポ ー トす る と い う四 つ の分 科 会 が あ ります 。 コ ンテ ン ツか ら言

う と三 つ な の で、 三 つ の コ ンテ ン ツ を想 定 して い て 、 そ れ を実 現 す る た め には ど う

い う も のが 必 要 か とい うこ と を今 考 え て い ます 。 で す か らそ うい う ア ク テ ィ ビテ ィ

を通 じて、何 らか の ものが 出 て くる の で は な いか と考 え られ ます 。

諏 訪:電 総研 の諏 訪 で す 。 最 後 に言 わ れ た デ カ ル ト ・ニ ュー トンパ ラ ダイ ム の 限界

とい う見 方 は私 も正 しい と思 うの で す が 、今 のOHP(OHP-Sl－ 岩 田一2)で お示 し

にな っ て い る その 図 を見 た とき に、 新 しいパ ラ ダイ ム転換 を図 ろ う とい う視 点 か ら、
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一
ど う い う注 意 を持 っ て そ うい う シス テ ム を考 え た らい い か 。 あ る い は デ ザ イ ン を し

た らい い か。 そ の ご説 明 をい た だ きた いの で す。

岩 田=こ れ は 先 ほ ど 申 し上 げ た よ う に、 イ ン フラ ス トラ クチ ャ で す の で、 恐 ら く は

人 間 中 心 とい う考 え 方 が な くて も、 要素 技術 は全 部 で き ます 。 と こ ろが シス テ ム と

して 関 係 す る とき に 、 は た して 人 間 に とって こ れが ど うい う メ リ ッ トが あ るの か 。

人 間 に と って ど うあ るべ きか とい う こ とを考 え て、 見 せ 方 、 人 間 へ の与 え方 で ど う

い う情 報 を取 って く る か とい う部 分 を考 慮 しな か っ た ら、 お そ ら く意 味 の あ る もの

が で きて こな い と考 え られ ます。

そ こ で 重 要 な の は 、 じゃ あ人 間 は何 を欲 して い る の か とか 、 そ うい う と ころ まで

立 ち入 っ て い か な い と、 たぶ ん い い もの が で きな い の で は な い か と思 い ます。

諏 訪:人 間 も含 め た シス テ ム を考 え て お られ る とい う こ とで し ょ うか。

岩 田:そ うで す。

柏 木=そ の デ ー タ ワー ル ドの 中 で、 自律 的 ソ フ トモ ジ ュ ー ル と書 い て あ ります が 、

自律 は い っ た い何 を持 っ て そ れ ぞ れ を律 しよ う とい うこ とで す か 。何 を申 し上 げ て

い る か と言 う と、 こ う い う イ ンフ ラ ス トラ クチ ャ を構 成 し ま す 。 そ こ に入 って くる

人 間 が い ます 。 人 間 と言 うか 、 む しろ イ ンタ フ ェ ース で す 。 イ ン タ フ ェ ー スが や っ

て は な ら な い こ と を この ワ ー ル ドで は も う記 述 で きる よ うに な っ て い る の です か。

岩 田:デ ー タ ワー ル ドにお け る人 間 の ル ー ルみ たい な こ とで す か 。

柏 木=人 間 か 、 イ ン タ フ ェ ー ス か 、 いず れ に して もそ の 中 で や って は な らない こ と

は明確 に な っ て い る の で す か 。 人殺 しで も、何 で も許 され る の で し ょ うか 。

岩 田=基 本 的 にエ シ ッ クス が存 在 します 。 バ ー チ ャ ル エ シ ッ ク ス とい う言 葉 は 普及

して い な い の で す が 、 仮 想 空 間 の 中 で 人 間 が や って い い こ と、 や って は い け な い こ

とが あ り得 る と思 い ます。 で す か らあ る意味 で は どん な メ デ ィ ア で もそ う で す が 、

公 序 良俗 とい う もの の何 らか の ガ イ ドラ イ ンが あ る の で は な い か と思 い ます 。

柏木:実 際 に ネ ッ トワ ー ク を利 用 した研 究 ア クテ ィ ビテ ィが増 え て い く と思 い ます 。

そ う い う と きに守 ら れ るべ き基 本 的 な ルー ル を早 く確 立 して い た だ け る と あ りが た

い と思 い ます 。

岩 田1ど う もあ りが と う ご ざい ます 。

井上:あ りが とう ご ざ い ま した 。 人 間 を中心 に据 え た メデ ィ ア とい うこ とに な る と、

恐 ら くは仮 想 メ デ ィ ア の場 合 に も 、 一 人 あ るい は非 常 に少 な い 人 数 とメ デ ィア との

イ ン タ ラ ク シ ョ ンで 、 感 性 の とき に もそ うい う質 問 が あ りま した。

しか し岩 田 さんが先 ほ ど話 を して 、 電 子 メ デ ィ ア の問 題 点 の と こ ろで 、 自然 、 ま

た は 人 間 が た く さん 集 まっ た と こ ろ には 、物 理 的 に も心 理 的 に もい ろ い ろ な抵 抗 が

あ る 。 そ こで わ れ わ れ が や って い け な い こ と、 や らな け れ ば い け な い こ と、 そ の波

及 効 果 を知 り、 育 っ て い く側 面 が あ る わ け で す 。 そ うい うこ とを考 え る上 で も、個

人 だ け の メ デ ィ アで い い の か とい う こ とにつ い て、社 会 文 化 ワ ー キ ン グ グ ル ー プで

検 討 して い る よ う で す 。 ワー キ ング グル ー プ相 互 で コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を して い た

だ きた い と思 い ます。

だ い ぶ 時 間 が オー バ して し まい ま した 。 セ ッシ ョ ン1は10時50分 に終 わ らな け れ
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ば い け な か っ た の で す が 、10分 遅 れ て始 ま りま した の で11時 な の に 、休 み を食 っ て

し まい ま した 。 セ ッシ ョンllは3分 ぐ ら い休 憩 の の ち 、20分 か ら始 め る こ と とい た

し ます 。
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セ ッ シ ョ ンll

要素技術の現状 と今後の課題

司 会:諏 訪 基

話題提供:塚 本 亨 治

田 村 秀 行

田 中 穂 積

(電子技術総合研究所 情報科学部 部長)
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(キヤノン(株)情報メディア研究所 副所長)

(東京工業大学 情報理工学研究科 教授)
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諏訪:司 会 をさせ ていただ きます電総研 の諏訪 でござい ます。 セ ッシ ョンIIで はヒュー

マ ンメ デ ィア技術 につながる要素 技術 の中か ら、知識処理技 術 、分散協 調技術 、画

像 メデ ィア技術 お よび言語 ・音声 処 理技術 の4つ の分 野 を代 表 と して選 び、 その技

術 開発 の現状 とヒュ ーマ ンメデ ィ ア技術 に発展 させるための 課題 な どにつ いて、各

分野 の代表 か ら話題提供 を していた だ きます。

お手 許の プログラ ムで は、最初 に大阪大学 の溝 口先生 か ら 「知識処理技 術 」 につ

いて話 題提供 をいただ くこ とにな ってお りますが、昨 日の大震災 の影 響 で まだお見

え にな ってお りませ ん。溝 口先生 か らの連絡 で は 「東京 に向 か うため努力 中」 との

こ とな ので 、お見 え にな った らお 話 をお願 いす るこ とに いた しま して、初 めに、

「分散 協調技術」 に関す る話題提 供 を電総研 、分 散 シス テム研 究室 の塚 本 さんか ら

していただ くこ とにいた します。

【話 題 提 供=分 散協 調 技 術 】

塚 本=私 にあ た え られ た課 題 は、 マ ル チ メ デ ィ ア技 術 が ど こ まで き た か、 ど うす れ

ば ヒ ュ ー マ ン メ デ ィ ア技 術 につ な が る か に つ い て 、分 散協 調 技術 の 立 場 か ら現 状 と

問 題 に つ い て述 べ る こ とで す 。分 散協 調 技 術 に 関 心 を もっ て い る、 あ る い は 関連 の

ある分 野 と して は、 通信 、 コン ピュ ー タネ ッ トワー ク、 オペ レー テ ィン グ シス テ ム、

人 工知 能 の分 野か ら派生 した分 散AI、 ロボ ッ ト、 な どが 挙 げ られ ます 。 ネ ッ トワー

ク をつ か っ て多 くの 人 、 装 置 、 ロ ボ ッ ト、 ソ フ トウ ェ ア な ど が コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

を行 い なが ら有益 な仕 事 をす る際 に は 、 そ れ らを共 通 的 に扱 う枠 組 と個 別 な技 術 が

必 要 に な り ます 。 これ ら を1枚 の 図 に した ものが こ の分 散 協 調 技術 の 図(OHP-S2

一塚 本一1)で す 。 通 信 、 ネ ッ トワー ク 、 オ ペ レー テ ィ ング シス テ ム、 デ ー タ ベ ー ス な

どの分 野 の い わ ゆ る 基 盤 シ ス テ ム 、 分 散AI、 ロボ ッ トな ど のAIシ ス テ ム、 な ど

これ ま での分 野 だ け で な く、 あ ら た な ヒ ュ ーマ ンメ デ ィア分 野 が 必 要 で あ る とい う

の が こ の ワ ー ク シ ョ ップ で は必 要 な の で し ょ う。 前 半 は、 こ れ まで の分 野 につ い て

お話 し、後 半 は、 私 が こ れ まで に研 究 して きた こ と を ヒ ュー マ ンメ デ ィ ア とい う分

野 か ら整理 してみ た い と思 い ます 。

人 、 装 置 、 ロボ ッ ト、 な ど形 の あ る もの も情 報 シ ス テ ム の内 部 で は ソ フ トウ ェア

的 な実 体 に対 応 させ る こ とが で き ます 。 ま た、 ネ ッ トワー ク で接 続 され た 情 報 シス

テ ム 内 で 自発 的 に動 作 す る ソ フ トウ ェ ア も意 思 を持 った 実体 と考 え る こ とが で き ま

す 。 こ う した、 コ ン ピ ュー タの 内 部 に あ っ て 自発 動 作 をす る ソ フ トウ ェ ア 上 の実 体

は エ ー ジ ェ ン トと呼 ば れ ます 。

人 と人 、 人 とエ ー ジ ェ ン ト、 エ ー ジ ェ ン トとエ ージ ェ ン ト、 そ れ も複 数 の ものが

コ ミュ ニ ケ ー トして協 調作 業 す る に は、 そ れ を1つ の テ ー ブ ル につ け る こ とが 必 要

で す 。 この 享 有 す る テ ー ブ ル を協 調 作 業 空 間 と呼 び ます 。 そ れ に対 して 、 各 々が 自

分 だ け で もつ 空間 を個 人作 業空 間 と呼 び ます 。 個 々 の人 、 あ る い は エー ジ ェ ン トは、

仕 事 に対 応 す る作 業 空 間 を持 っ て い ます 。作 業 空 間が う ま く構 成 され て い る と多 く

の複 雑 な仕 事 が あ っ て も、 う ま く切 り分 け て処 理 す る こ とが で き ます 。 毎 日た くさ

ん の メ ー ルが届 き ま すが 、 そ れ ぞ れ の メ ー ル に よ って作 業 空 間 とい う文脈 が う ま く
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切 り替 え られない と、 そのメールが どんな文脈 で出 された もので どんな対 応 をすべ

きなのか わか らない ので、 とんち んかんな返事 を返 して しまった とい った こ とを し

ば しば経験 します。 イ ンターネ ッ トで世界 につ なが っている環境 で分 散協 調 をす る

にあたっては、果 て しない世界 をどうや って うま く構造化 するかが重 要 です。

私 の話 の まえに溝 口先生 が知識 ベースの話 しを される予定 だ ったのです が 、地震

でおいで にな ってい ないので、私 の話 に必要 な部分 を少 しだ け話 します。 個 人作 業

空 間や協 調作業 空間 では、あ らか じめ前提 とす る情報 や知識 が必 要です。 その 中で

もあ まり変化 しない、永続 的なデー タベース、 ライブラリ、本、 ノウハ ウ、 な どは、

共通 の情報 ・知 識 と して必 要です。 これ らは参 照情報 とよび ます。協 調作 業 空間 や

個 人作 業空 間で は、 これ らを前提 と して、 どの ように して、実際 の作 業 に必 要 な情

報 の見 え方 をダイ ナ ミックに変 え てい くか を扱 うわけです。 イ ンター ネ ッ トでつ な

が った世界 には膨 大 な情報 がある わけですか ら、 それ を見 よ うと して も所 詮 ほんの

一部 しか見 る こ とはで きませ ん。 ですか ら、 膨大 な量 の情 報 か らどうや って必 要 な

一部 の情報 だけ を コン トロール して見 える ように しようか とい うわけ です。

一方 で は、膨大 な参照情報 の海 の中か らどうや って、必要 な もの を探 して くるか

も大切 です。 さ きほ ど岩 田先生 の話 の中に情報 を収集 する ロボ ッ ト、 デー タ ロボ ッ

トと命 名 されてい ま したが、 ネ ッ トワー クの中 か ら必要 な情 報 をフィル タ にかけ て

集 める ソ フ トウェア的 な ロボ ッ トの話 です。 こ うした ものは、す で にノ ウボ ッ トと

いう名前 で研 究 され て い ます。 最近 では、WWWの サ ーバ群 の 中か ら必 要 な もの を

集め る とい うかな り実用 的なソフ トウェアも開発 されてい ます。最近で は、エ ージェ

ン トと呼 ばれてい ますが、 オペ レー テ ィングシス テムの分 野 で は、 デーモ ン と呼 ば

れ てそ の歴史 はずい ぶ ん古 い もの です。要 は、 指命 が与 え られ、 その指命 を達成 す

るために自発 的な動作 をす る ことです。

高速 なLANや イ ンターネ ッ トが使 える ようになる までは、扱 う情 報 や システ ム

が特定 で きま した。 そのため、情 報 を検索 した り、サ ー ビス を利 用 とす る際 の プロ

グラム は、特定 の もの を対象 とす るので、細 か な部分 まで書 き切 る こ とが で きま し

た。 ところが 、高速 なイ ン ターネ ッ トを使 うようにな る とすべ て を知 る こ とがで き

ないの で、 プログラ ム を書 き尽 く した り、人 が操作 し尽 くす こ とがで きませ ん。で

す か ら、探 し残 しや使 い残 しはあ るか も知 れな いが概 ね動作 する とい ったエ ーヅ ェ

ン トの研 究 が必 要 になるのは必然 なのです。

人 と人 とが ネ ッ トワー クを介 して作業 する には、当事者 同士が意 図 を伝 え るこ と

が必要 です。 そ の前 に、人 とシス テムが意 図 を伝 えあ うことが大切 です。 人 とシス

テムが 意図 を伝 え あ うこ とな ど本 当はで きな いわけです か ら、 システ ム を使 ってい

る人が なるほ ど と思 うようにシス テムが パー ソナルアシス タ ンスす るわけ です。だ

れ で もが共通 のイ メ ージ を持 つ こ とが で きる よ うな分 か りや すい グ ラ フィカルユ ー

ザ イ ン タフェース(GUI)を 実 現 する とい うの もこの方 向 にあるわ けで す。パ ー

ソナル コ ンピュータのGUIはXEROXのPARCに おける70年 代 の研 究、 その思想

を継承 したApple社 のパ ソコン、 その亜 流 のパ ソコン、 と うした もので は、 だいた い

GUIが 共通化 され ているので とんで もない考 え違 い をする ことはあ りませ ん。 と
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ころが 、 それ らには、 ネ ッ トワー クあるいはそ れ を使 った協 調作 業 におけ る考 え方

とい うのが欠 けて い ました。 しば ら く前 までは 、その分野 の高価 な ソフ トウェア を

買 って きて も、そ の時々 に何 をす るのか想像 が で きない もの が数多 くあ りま した。

タチの悪 い ロー ルプ レイ ングゲ ーム を使 わ され ている とい う感 じで した。

イ ンターネ,ットが広 く普及す るにつれて個 人 も情報 の嵐 に見舞 われてい ます。 メー

ルやメ ー リング リス トか ら毎 日膨 大 な数 のメ ー ルが届 くの さえ もうま く捌 けてい ま

せん。 その問題 を題材 に したイ ンテ リジ ェン トエ ージェン トとい う研究が あ ります。

これ は、人が アプ リケーシ ョンソ フ トを操作 す るの を観 測 し、 い ろい ろな局面/文

脈 にお ける入力 と出力 を真似 する ものです。簡 単 なサ ンプル とその処理 の仕方 を教

えた り、真似 の仕方 を人が時 々直 してや って、 その個人 の習 性 をおぼ え込 ませ て、

利 口 な秘書 的な サポ ー トをエージ ェン トに させ ようとす る ものです。局 面 に応 じて

適切 な書類 の候補 が で るとか、明 らか な間違 い を している と教 えて くれる ようにし

ようとす る ものです 。 ここで、大 切 なのは、人 とシステ ムの間 にエ ー ジ ェン トがい

て、人 の代 わ りに仕 事 をす るので は な く、人が あ くまで仕事 を しているの だが、そ

れを端 か ら観 測 していて仕事の準備 を して くれた り、誤 りを教 えて くれた り、 といっ

たサ ポ ーEす る とい うものです。 人 とイ ンタフ ェース を とる部分 で は、 デ シャバ ら

ない空気 の逮 うな有 能 な存在 で ある ことが大切 なのです。

人 と直接の対峙 しないシス テム の内部動作 にお いては、少 し事情が変 わ ります。

人 に変 わ って膨 大 な情報 ・シス テムの海 の中で 自律 的 に動作 する こ と、突発 的な こ

とが起 きだ ときには 自発 的に動作 す る こ と、 な どが求 め られ ます。 自律 的 あるいは

自発 的 に動作 す るエ ージ ェン トに おいて は、エ ージ ェン ト間 の質問形 式、 デ ー タ形

式、 な どの コミュニ ケーシ ョン言 語 の研究 が な されてい ます 。分散AIの 延長上 で

は、述 語論理 式 でデ ー タを表現 し、述 語論理 式 を交換形式 にす るACLと い った研

究が な され てい ます。 もう1つ は、基 盤 ソフ トウェアのス ク リプ ト言語 を分 散処理

化 しようと:するテ レス ク リプ トの研 究が あ ります。テ レス ク リプ トはHyperCardを 開

発 した ビルレ・ア トキ ンソンが開発 中の ものです。分散協調作 業 にお いては、 ネ ッ ト

ワーク上 で流 れ作業 を扱 お う とす る ものが あ ります。作業(ワ ーク)を フ ローで処

理 で きる よめ に しよ う とす るもの です。 ワー ク フローは、単 純 に一列 の流 れ を指定

するだ けでな く、多 くの人 が協力 す る方 法、協 調す る方法 を記述 で きるよ うに拡 張

できる可能性があ ります。 この あた りのプログラ ミングにつ いては、個 々のエ ージェ

ン トを どの ようにプ ログラ ミングす るのか、エ ージェ ン ト間 で共有交換 され るスプ

リプ トをどの ようにプログラミングす るのか、多 くの未知 の問題が数多 くあ ります。

イ ンテ リジ ェン トエ ージ ェン トに おいて は、 デ シ ャバ らない こ とが大切 だ と言 い ま

したが 、ス ク リプ トは流 れ を規定 す る もので逆 の性格が あ ります。 そこで、 両者 を

どの ように融合 させ るのか も問題 とな ります。

イ ンター ネッ トを介 して組織 の内部 と外部が つなが ってい るか どうかが問題 です。

それ ぞれ の組織 では 、 ネ ッ トワー ク、 コンピュー タ、 ソフ トウェ アが さまざま に異

なるのが通常 です。 そ こで、ス ク リプ ト(プ ロ グラム)を メ デ ィエ一 夕 と呼 ぶ仲介

者 にお いて組織 に適合 させ て翻訳 しなおす よ うな研 究 も行 わ れてい ます。 ス ク リプ
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トが ネ ッ トワー クか ら流れ て くる と受 け取 った側 の内部 で違法 ア クセスや情 報漏洩

をどの ように防 ぐかが重要 な課題 です。

この セ ッシ ョンで は、要素技術 の現状 と課題 に加 えて、要 素技術 、マ ル チメデ ィ

アか ら ヒューマ ンメ デ ィアにつ い て述べ るようにいわれてお ります。次 に準備 して

きたOHP(OHP-S2一 塚本一2)は 、現在 の分散協調技術 の基本 要素 で あるア ドレスあ

るいはキーワー ドで相手 を指定 する とい う方法 をマ ルチメデ ィアでは どう扱い、ヒュー

マ ンメデ ィアで はど う扱 うべ きか とい うの を説明する ものです。

今 日の分散協 調技 術 では、特定 の相手 を指定 す るの に一意 に識別 で きる名称 ある

い は ア ドレス を用 い ます。WWWとMosaicに お ける対 象 の指定 に はURLと い うア ド

レス を用 い ます。 こ れは対 象へ の リンクです。 一方、 マルチ メデ ィア とい うのは単

にメデ ィア を時系列 軸上 で複数が 同時 に扱 えるように束ねた ものです。 マルチメデ ィ

ア情 報 処理 とか通信 とかい うときには、複数 のメ デ ィアの同期 、 た とえば映 像 と音

声 、 を どうや って保 証す るかが現 在研 究 開発 されてい ます。 このマ ルチメ デ ィアの

次 に くるのがハイパ ーメデ ィアで ある と言われ てい ます。 こ れはマ ルチメ デ ィアの

メデ ィ アか ら別 のメ デ ィアのグル ー プに色 々な リンクをはっ た もの です。 メデ ィア

群 の並 列実 行 ・同期 、 リンク、 オーサ リングな どが主 要 な問題 とされてい ます。ES

PRITプ ロジェク トのDEXIERな どが有名 です。 これだけで は、 まだ ヒューマ ンメデ ィ

ア が出 て き ませ ん し、本 日の ス ピーチ との 関連 が見 え ませ ん。 そ こで 、次 のOHP

(OHP-S2一 塚本一3)を お見 せ します。 これは、電 総研 で7～8年 前 まで開発 して き

たマルチメデ ィアディスプレイMM)と い う高速高機 能 デ ィス プ レイです。文字情報、

遠 隔 にある ロボ ッ トを写すTVカ メ ラの映像 、 コンピュー タの 中につ くりあげたモデ

ル世界 を3次 元線 画 グラ フィック ス化 した もの の3種 類 のメ デ ィア をスーパ ーイ ン

ポーズ して重 ね合わ せ て表示 した ものです。3次 元 グ ラフィ ックス に対 応 するモデ

ル には、 その ものの属 性 やプ ログ ラム な ど様 々な ものが リンク され てい ます。 画面

上の どこか を指差 す とその座標 に対応 す るモデルが取 り出 され、持 った ときの重 さ、

衝突 の有無 の検査 、 な ど局面 に応 じた色 々な処 理が行 われ ます。今 思 い返 せば、 こ

れ はハ イパ ーメ ディアです。

われ われは、 この ようなシステ ムを固定 的 にプ ログ ラム して きた わけで す。操作

す る人 が かわ ったか らといって、 その見せ方 が変 わったわけ ではな い。 ヒ ューマ ン

メデ ィ アにおいて は、MMDに おけ るスーパーイ ンポーズ の レイ ァを増 や し、その

レイ ヤ の情報 や フィ ル タを局面 に あわせ て変化 させ るべ きで ある。 レイヤ 内、 レイ

ヤ間の 関係 とか も今 の技術 を使 え ば もっ と利 口 にす る こ とが で きる。人 の意 図の埋

め込 み とか、作業 の流 れ の埋 め込 み とか。 これが、私 個 人か らみ た、分散 協調、 マ

ルチメ デ ィア、 ヒューマ ンメデ ィア、 です。

とこ ろで、 ヒュー マ ンメディア の研 究 開発 を進め るにあた っては、スケ ーラ ビリ

テ ィが必 要 だ と思 い ます 。大学 や研 究所 の実験室で行 った、研 究 開発 した ものが、

その ま まで、 イ ンター ネ ッ トを使 って世界 中で使 えるこ とが 必 要 です。 ま た、企業

の方 々が開発 された もの も実験室 の小 規模 な世界 に も使 えなけれ ば な りませ ん。
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【質 疑 応 答 】

諏訪=ど う もあ りが と うご ざい ま した。 それ で は ご質 問 、 コメ ン トをお願 い します 。

最 後 の とこ ろの ス ケ ー ラ ビ リテ ィ とい う話 で す が 、 人 間 が この 中 に入 る わ け で す

よね 。 人 間 を含 ん で ス ケ ー ラ ブ ル な もの とい う の を考 え て み る と、 シ ス テ ム の 方 を

作 る上 で は何 か作 れ る と して、 人 間 の方 が つ い て い け な い。 単 に、 リニ ア にス ケ ー

ル ア ップ とい う話 は、 あ らゆ る場 面 で適 用 可 能 とい う こ とで は な い の で は な い か 。

塚 本:確 か に そ うで す 。 原 島先 生 が ナ レ ッジ ・ア ン プ リ フ ァイ ァ とお っ し ゃい ま し

た。 私 は、 グル ー プ の ス ケ ー ル と協 調 度 の ア ン プ リフ ァイ の た め にエ ー ジ ェ ン トを

位 置 付 け ま した 。 背 後 霊 の よ うな 、 意 図 を よ く理 解 して くれ る計 算 機 の 中 にい る秘

書 の よ うな もの が グ ル ー プ を大 き くして くれ る 。 で も管 理 さ れ るの は問 題 で す 。 人

間 の 能 力 を人 間 が扱 い きれ な い と きが あ る。 そ の よ うな と き にア シス トす る もの と

して エ ー ジ ェ ン トの よ うな もの を考 え るべ きで し ょ う。

諏 訪:仮 想 メ デ ィ ア環 境 と先程 話 の あ っ た原 島先 生 の 方 か ら何 か コ メ ン トご ざい ま

した ら。

原 島:最 後 に ス ケ ー ラ ビ リ テ ィ の話 が あ りま した が 、 ヒュ ー マ ンメ デ ィア とい う考

え方 で い う と、 ヒ ュ ー マ ン に合 っ た ス ケ ー ル とい う もの が あ る。 色 々 な もの を等 身

大 に す る技術 は情 報 フ ィ ル タ もそ うだ と思 うん で す 。 情 報 が や た ら に人 間 には合 っ

てい な い。 そ れ を人 間 にあ ったサ イ ズ にす る とか 、 そ うい う観 点 か な と感 じま した 。

それ が1つ と、 そ の後 ろ の 、ハ イパ ー メ デ ィア か らヒ ュー マ ンメ デ ィア とい う中 で 、

私 が 考 え て い る ヒ ュ ー マ ンメ デ ィ ア は も うち ょ っ と先 に あ りそ うな感 じが します 。

とい う の は、 ヒ ュ ー マ ン メ デ ィ ア の図 を書 く と きに、 や は り人 間 は書 か な くて は い

け な い の で は な い か 。 人 間 を書 か な くて ヒ ュー マ ン メ デ ィア とい うの は、 い っ た い

何 な の か な とい うの が 、 ち ょっ と気 にな りま した。

塚 本:そ れ に 関 して は、分 散協 調 技術 と い うの は共 通 的 な基 盤 技 術 で あ る た め 、 人

が で し ゃば る の で な く、押 し付 け が ま しい の で もな い よ う に す る必 要 が あ る と思 い

ます 。 それ で 、 あ え て、 イ ンテ リジ ェ ン トエ ー ジ ェ ン トの例 で も、 あ え て 人 間 を持 っ

て こな か っ た。

原 島:結 局 、 技術 とい うの は人 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン で成 り立 つ もの な の か 、 人 間

を離 れ て も技術 と して成 り立 つ もの な の か とい う問 題 だ ろ う と思 い ま す。

塚 本=そ の問 題 につ い て は 、 い ろ い ろ な 考 え方 が あ る と思 い ます 。 イ ン タ ラ ク シ ョ

ン とい う前 に、 共 通 的 な ものが まず 必 要 だ と思 い ます 。 共 通 的 な ものが な い と相 手

の存 在 に も気 付 き ま せ ん。 共 通 的 な もの が あ っ て、 そ れ に個 々 を重 ね合 わ せ て複 雑

な性 格 の もの を表 現 して い く。 相 手 の重 な りを み て 自分 と重 な りが あ れ ば 、 両 者 が

意 思 を疎 通 しあ い た い と欲 す れ ば 、 重 な りあ う 部分 の多 くを 共 通 の シ ー トに も って

くる。 わ れ わ れ は、 こ うい うOHPの 重 ね合 せ の考 え 方 で 、 そ れ まで 人工 知 能 の分

野 で は ほ とん ど不 可 能 で あ った多 くの こ とを可 能 に し て き ま した。OHPモ デ ル の

拡張 とい うこ とで ヒュ ーマ ンメデ ィ アを話 した わけ です が、何 日か前 に研 究 室 で ヒ ュ ー

マ ンメ デ ィ ア とは何 か を議 論 した こ とが あ る。 マ ウス の ク リ ック の1回 目 と2回 目

が異 な る よ う な、 再 現 性 が ない こ とで は ない か。 情 報 の海 の な か に住 ん で い る の で 、
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所詮全 貌 を知 るこ とはで きない。 だか ら、それ らしい適当 な もの を提示 して も大体

安心 す る。 プロは全 体 を知 りたい と思 うので、 それで は満足 しない。 さきほ ど、原

島先生 が お っ しゃた ように、完全 性 を求める もので はない。完全 性 を求 め な くて、

簡単 に人が使 え る もので あろ うと思 い ます。

諏訪:先 程 手 が挙 が ったの ですが、 また後 のセ ッシ ョンで議論 す る こ とに して、先

に進 め させ ていただ きま しょう。

次 は画像 メ デ ィア技 術 とい う観 点か ら、 キヤ ノン(株)情 報 メ デ ィア研 究所 副所 長

の田村秀行 さん にお願 い します。VLKB調 査研究 委員会 に も参 加 していただ いて

い ます。

【話 題 提 供:画 像 メデ ィア技 術 】

田村=私 が頂 戴 い た し ま した題 は 「画 像 メデ ィ ア技術 」 で ご ざい ます。 「画 像 メ デ ィ

ア技術 」 とい うの は 、 ど こ まで の範 囲 な のか私 自 身 も よ く分 か りませ ん。 従 来 か ら

あ る写真 ・映 画 ・テ レ ビ とい った 映像 メ ディ ア産 業 が い ま ど う変 わ りつ つ あ るの か 、

そ れ と も文 字 ・図 形 ・音 声 に対 して画 像 が マ ル チ メ デ ィア の 中 で ど うい う意 味 を持

つ もの な の か ・ ・。 定 義 は ともか く、 マ ルチ メ デ ィア に か か わ る画 像 ・映 像 が らみ

の技 術 動 向 の 話 を し て、 ヒュ ー マ ンメ デ ィ ア に 向 け て の展 望 を語 れ とい う こ とだ と

受 け 取 らせ て い ただ き ます 。

マ ル チ メ デ ィ ア との か か わ り と言 い ま した ら、今 のマ ル チ メ デ ィ アの 根 幹 は ほ と

ん ど画 像 ・映 像 で す 。 ご存 知 の よ うにCD-ROMに デ ィ ジ タ ル画 像 が入 っ て、 そ

れ を コ ン ピ ュー タで い じ くる こ と か ら今 の マ ル チ メ デ ィ ア フ ィ ーバ ー が始 ま りま し

た 。 ま た一 方 で は 、 コ ン ピュ ー タ の デ ィジ タル技 術 を中心 に放 送 とか通 信 とか 、 こ

うい った伝 達 メ デ ィ アが融 合 さ れ る の で は な いか とい うお 話 も よ く聞 き ま す(OHP

-S2一 田村 一1) 。 も っ と も、 昨 日の よ うな大 地 震 を見 て い ま す と、 すべ て ケ ー ブル に

して い い の か、 統 合 して い い のか 。 現在 の よ う な ブ ロー ドキ ャス ト、 一方 向 的 な放

送 も一 部残 して お か な け れ ば いか ん な とい う気 もい た します 。

い ず れ にせ よ、 つ ま る とこ ろ は コ ン ピュ ー タの 中 で画 像 ・映像 とい う ものが か な

り扱 い や す くな った 。 ざ っ と言 っ て、 テ レ ビに近 い ク オ リテ ィの 画 像 が コ ン ピュ ー

タ で も い じれ る。 す な わ ち 、今 わ れ わ れ の周 り を取 り囲 ん で い る最 もメ ジ ャー な メ

デ ィア で あ る テ レ ビが コ ン ピ ュ ー タ の世界 に近 づ い て きた 。 この へ んが 今 の マ ルチ

メ デ ィ ア ブ ー ム の根 幹 で は な い か 。 そ うい う意 味 で、 マ ル チ メ デ ィア の本 当 の 意味

とい う の は、 「コ ン ピ ュー タ とネ ッ ト ワー クの手 の うち に画 像 ・映 像 が 入 った 」 こ

とだ と言 え る で し ょう(OHP・ ・S2一田村 一2)。

「そ れ で は お前 は何 だ。20年 以 上 も コ ン ピ ュー タ に よる画 像 処 理 をや って きて 、

も と も と手 の うち に 入 れ て お らん か っ たの か 」 と言 わ れ る か も しれ ませ ん が 、 そ う

で す ね 。(笑)ま あ 、 わ れ わ れ コ ン ピ ュー タの 画像 処 理屋 は 、1枚 の 画 像 を非 常 に

苦 労 し て何 時 間 も計 算 機 を回 して や って お りま した。 動 画 像 の処 理 とい っ て も、 せ

い ぜ い 時 間差 をお い て撮 っ た何 枚 か の絵 を、 そ の違 い を分 析 す る こ とを や って い ま

した。 一 方 、放 送分 野 の方 の映 像 とい うの は、秒30フ レー ム とい う時 間 的 制 約 が あ
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ります 。 この絶 対 的 な リア ル タ イ ム性 の制 約 を 守 りな が ら、 デ ィ ジ タ ル編 集 な ど を

コ ン ピ ュー タで で き る よ うに な っ て きた。 この へ んが ドッキ ング しか け て い るの が

今 の マ ルチ メ デ ィ アで は な い か と思 い ます 。

ま た もう一 つ 、 これ は かつ て の ニ ュー メ デ ィ ア ブ ー ム の よ う に しぼ ん で し ま うの

で は な い か とい うお 話 も よ く聞 き ます。 私 は 、 技 術 的 な前 提 が 少 し違 う と思 っ て い

ます 。 画像 処 理 屋 の 立 場 か ら言 う の で あ れ ば 、 入 れ物 と して のCD-ROM、 あ る

い は伝 達 の メ デ ィ ア と して の デ ィ ジ タル ネ ッ ト ワー ク、 映 像 ネ ッ トワー ク が 揃 っ て

きた だけで は な くて、 マ ル チメ デ ィ アには もと もと画像 処理 、CGの よう な コ ンピュ ー

タに よるイメ ージ処 理 屋 が作 り上げ た世 界 が待 ち受 けて お りま した。 この へ んが ニ ュー

メ デ ィ ア ブ ー ム と今 のマ ル チ メ デ ィ ア ブー ム の 違 い で は な い か と思 って い ます 。 画

像 の蓄 積 ・検 索 で あ る とか、 特 徴 抽 出 、認 識 、 生 成 、 い ろ い ろ な技 術 が い っ ぱ い ご

ざい ます 。膨 大 な技 術 的蓄 積 が あ って 、 そ の ヘ コ ン ピ ュ一 夕 や ネ ッ トワ ー ク の充 実

に よる ブ ー ムが や っ て きた とい う意 味 で す 。

こ れは大学 の授 業 の1回 目 によ く使 うOHP(OHP-S2・ 田村・3)で すが 、 コ ンピ ュー

タに よ る イ メ ー ジ処 理 を こ うい う 二 つ に分 類 し て き ま した 。 「人 間 の視 覚 機 能 を拡

大 す る 」 あ る い は 「代 行 す る」 と い っ た 目的 で す。 た とえ ば 、 「見 に くい もの を見

や す くす る」 、 「見 え な い もの を見 え る よ うに す る」 とい うの が 、 人 間 の視 覚 機 能

を拡 大 す る とい う こ とで す 。 も う一 方 の 「視 覚 機 能 を代 行 す る」 は、 「毎 回 正確 に

見 る」 とか 「定 量 的 に計 測 す る」 とい っ た ロボ ッ トの 目 の役 割 とか 、 「専 門 的 な 目

で 眺 め る」 とい った 目的 も入 りま す。 大 き くこ の 二 つ の 目 的 で や っ て きた とい うふ

う に、 自分 で は解 釈 して い る ん で す。 と ころ が 最 近 の画像 メ デ ィア の技 術 全 般 を見

る と、 もう これ だ け で は な い。 最 近 も う一 つ 「人 間 の視 覚 機 能 に訴 え る」 と い うの

を増 や しま した 。 「見 方 を変 え て 見 や す い よ う にす る」 とか 、 「工 夫 を こ ら して見

せ つ け る」 とか 、 人 間 の感 性 に か か わ る とこ ろ に、 こ うい う画 像 メ デ イ ァ技 術 を生

か そ う とす るの が 多 くな っ て い ます。

今 回 は、何 しろ た っ た1枚 で こ の分 野 の現 状 を鳥 敵 した絵 を描 い て こ い とい う こ

とで した か ら、非 常 に苦 労 して や っ と先 週 作 り上 げ た の が 、 この 図(OHP-S2一 田村

一4)で ご ざ い ます 。 は か らず も先 程 の塚 本 さん と同 じよ う にユ ニ バ ー ス とい う言 葉

を使 っ てい ます。 こ の 図 の意味 す る とこ ろは、根 幹 とな る コ ン ピュ ータ に よる画 像 ・

映像 の処 理 技 術 を も とに、 今 の マ ルチ メ デ ィ ア 分 野 で は複 合 的 に本 当 に い ろ い ろ な

こ とが 行 わ れ て い る とい う こ とで す 。

キ ー ワー ドと して 「コ ンテ ィ ニ アス メ デ ィア ハ ン ドリン グ」 、 す な わ ち デ ィジ タ

ル動 画 を コ ンピュ ー タで い じくる世界 、 ある い は 「リアル タイ ム イ ンタ ラ ク シ ョ ン」

とか、 「ビジ ュ ア ル モ デ リ ング」 な ん て い う言 葉 をあ げ ま し た。 こ の3つ の分 野 に

分 か れ る の で は な くて 、境 界 が あ い まい な ま ま で 、 い ろ い ろ な話 題 が 繋 が っ て きて

い ます 。 た とえ ば デ ィジ タ ル動 画 の圧 縮 技術 が進 歩 した お陰 で、 マ ル チ メ デ ィ ア タ

イ トルづ く りとい うの が盛 んに な って くる。 そ こ に ま たCGも 入 れ た くな っ て くる 。

ある い は、 別 の角 度 か ら考 えた ら高 速 で送 れ る か ら、 リア ル タイ ム でイ ン タ ラ クテ ィ

ブ な映 像 の世界 が 作 り得 る。 そ う い うのが 結 構 連 続 的 に い ろ い ろ繋 っ て 、 今 の画 像
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メ デ ィ ア の世 界 が広 が っ てい る と思 い ます。

しか し、 要 素技 術 と して の画 像 メ デ ィア技 術 の現 状 とか課 題 を分 析 しろ とい うこ

とで ご ざい ます か ら、個 々 の 要 素技 術 もい くつ か整 理 して み た い と思 い ま す(OHP

-S2一 田 村 一5)。 お 手 持 ち の 資料 に も書 い て み ま した が、 た とえ ば圧 縮 ・符 号化 技 術

が大 き な成 功 を収 め た 。従 来 、圧 縮 とか符 号 化 とい うの は 暗 い技 術 だ った ん です 。

要 す る に デ ー タ量 を ケ チ る ん で す よね。 これ は 暗 い。(笑)そ れ が 今 ほ ど 注 目 を浴

び て い る時 代 はか つ て な か った で し ょうね。 標 準 化 とい うの が 非 常 に う ま くい っ た

例 で し ょ う し、 別 の 見 方 をす れ ば い ろ い ろ な情 報 の圧 縮 方 法 、 変 換 符 号 化 で あ る と

か 、 エ ン トロ ピ ー最 終 符 号 化 で あ る とか、 予 測 符 号 化 、 そ う い う別 々 の技 術 が デ ィ

ジ タ ル化 に よ っ て、LSI化 に よ って一 つ の チ ッ プに入 れ る こ とが で きた 。 こ のへ

んが非 常 に大 きな 影 響 を巻 き起 こ.して い る こ とは、 も う皆 さ ん ご存 じの とお りです 。

これ に啓 発 され て、 理 論 的 な研 究 の ほ う も ウ ェブ レ ッ トで あ る とか フ ラ ク タ ル で あ

る とか 、 大 変 活発 化 して い ます 。

二 つ 目、CGと か ビジ ュ ア リゼ ー シ ョンの技 術 で す。 レン ダ リ ン グ に関 して言 う

ので あ れ ば、 今 はち ょ っ と峠 を越 え ま した。 レイ トレー シ ン グ だ、 ラジ オ シ テ ィだ、

あ る い は フ ラ ク タル だ 、 パ ー テ ィ クル だ と、 い ろ い ろ な技術 が 話 題 にな っ た こ とが

ご ざ い ます 。 ひ と と お り体 系 が で きた の で、 今 は ソ フ トウ ェ ア ツ ー ル が整 備 され た

段 階 で は な い か と思 い ます 。 そ れ と も う一 つ は、 今 までCGで もの を表 現 す る の に

は非 常 に コス トが か か った のが 、 コ ン ピ ュー タが 速 くな った 。 メ モ リが安 くな っ た。

LSIも 作 りや す くな った。 そ の 影 響 がCGの 世界 に も表 れ て い ます 。 コ ス トの ク

ロス ポ イ ン トが過 ぎ た の で 、CGを 多 用 で きる し、結 構 実 写 とCG映 像 を う ま く融

合 す る とい う話 もご ざい ます。 ま た あ る い は リ ア ル タイ ム イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な世界

に これ を持 ち込 む こ とが で き ます 。 井 上 先 生 、 こ うい う世 界 を ご存 じで す か 。 これ

は何 か ご存 じで す か(ビ デ オゲ ー ムの画 面 例 のOHPを 見 せ る)。

井 上=や っ た こ とは な い け れ ど、 知 って い ます。

田村=何 で す か 、 こ れ。

井 上=い や、 名 前 は知 らな い。

田村:原 島 先 生 は ご存 じそ うだ な。 工 技 院 の加 藤 さん、 知 って る?

加 藤:「 バ ー チ ャ フ ァイ ター」 。

田村:さ す が 知 っ て い ます ね 。 セ ガ の 「バ ー チ ャ フ ァイ ター」 で す ね 。 これ は フ ァ

ミコ ン の 「ス トリー トフ ァイ ター 」 とは大 違 い で す 。何 が 大 違 い か 。従 来 の テ レビ

ゲ ー ム とい うの は 、 もち ろ ん リア ル タイ ム イ ン タラ ク テ ィ ブ な こ とを絶対 条 件 に し

て きた 世 界 で す。 そ こ の世 界 で は 、3Dの グ ラ フ ィ ックス は コス ト面 で も ス ピー ド

面 で も使 え な か っ た 。 「ス トリー トフ ァイ タ ー」 と 「バ ー チ ャ フ ァイ タ ー 」 の大 き

な違 い は 、3次 元 の モ デ リ ング な ん で す 。 こ う い う色 の パ ッチ が 見 え ます が 、 多 角

系 近 似 で物 体 を表 現 して い ます 。

従 来 は 、 「ス ー パ ーマ リオ」 だ っ た らマ リオ とか ル イ ジ とか 、 キ ャ ラ ク ター の形

が 決 ま って ま した ね 。 こ れ を ピ コ ピ コ とや った ら、 マ リオが 大 き くな っ た り、 右 を

向 い た り左 を向 い た り します ね。 あ れ は全 部 あ らか じめ2次 元 パ ター ン を 用 意 して
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い る。 「バ ー チ ャ フ ァイ タ ー」 は そ うで は な い で す 。 そ の場 で3次 元 に動 く。700

種 類 も の動 きが で き る。 サ マ ー ソ ル トキ ッ クだ とか 裏 霞 とか 、 い ろ い ろ な 技 が あ る

ん で す 。 今 渋 谷 の ゲ ー ムセ ン ター に行 った ら、 各 地 か ら集 ま った若 者 た ち が、 ア キ

だ とか ジ ャ ッキー とか い う得意 な キ ャ ラ クター に な り切 っ て 闘 っ て いる とい い ます。

こ うい う こ とが なぜ で き る よ う に な っ た か。3次 元CGに よ る表 現 力 の ア ップが、

プ レイ す る人 間へ の楽 しみ とい うか 、 自 由度 を与 え たか らだ とい う解釈 が で き ます。

こ の前 の ク リス マ ス 商 戦 で は ソニ ー の プ レイ ス テ ー シ ョ ンが タイ トル を い っぱ い揃

え て い た の に対 して 、 セ ガ の サ タ ー ンは この大 人気 の 「バ ー チ ャ フ ァイ タ ー」1本

だ け で応 戦 した とか 、 こ うい う世 界 もご ざい ます 。

続 き ま し て認 識 ・理 解 技 術 で す。 私 の 出 身分 野 で す が 、 は っ き り言 っ て手 法 的 に

大 きな 進 歩 は あ りませ ん ね。 論 文 は山 ほ ど出 て い ます よ。 ドク ター を取 る の に こん

な に取 りやす い分 野 は な い。 論 文 と して のSN比 が非 常 に悪 う ご ざい ます 。 本 来 画

像 のSN比 を よ くす る のが 画 像 処 理 の 目的 で あ った の に、 画 像 処 理 の論 文 は実 は非

常 にSN比 が 悪 い。(笑 い)し か し、今 まで 人 間 の 目の代 行 機 能 をめ ざ し て、 話 を

一般 化 しす ぎた り
、 難 し くしす ぎて行 き場 が な くな って い た画 像 の 認識 理 解 技術 も、

マル チ メデ ィア とい う分 野 の中 で情 報 の 蓄積 ・変 換 ・伝達 ・伝 送 ・加工 ・提 示 とい っ

た 情 報 メ デ ィア ・シ ス テ ム の一 部 と して、 い ろ い ろ面 白 い、 新 しい タ ー ゲ ッ トが 出

て き て い る と思 い ます(OHP-S2一 田村 一6)。

これ か らの話 と し て、 私 が 今 い ち ば ん大 きな 期 待 を持 っ て い る の は、 や は り広 帯

域 の高 速 デ ィジ タル ネ ッ トワー ク が与 え られ、 そ こで い ろ い ろ な こ とが起 こ りか け

て い る とい うこ とで す 。 た とえ ば 、 テ レ コラ ボ レー シ ョン、 先 ほ ど もCSCWと い

う言 葉 が 出 ま したが 、 リア ル タイ ム系 で 映像 を使 ったCSCWに い ろ い ろ な大 きな

可 能 性 が あ る。 そ の ほ か遠 隔 医療 で あ る とか、 遠 隔教 育 で あ る とか が 有 望 で す(OH

P-S2一 田村 一7)。

ア メ リカで も、 コ ン ピュ ー タサ イ エ ンス の研 究 社 会 にい る 連 中 は 、 ギ ガ ビ ッ ト ・

レベ ル の ネ ッ トワー ク の応 用 と して 、 こ うい うテ ー マ に一斉 に入 ろ う と して い ます。

こ こか ら相 当 い ろ い ろ面 白 い こ とが 出 て くる の で は な い で し ょ うか 。

時 間 が ほ とん どな くな りました か ら、 ビデ オ は や め てお き ま し ょ う。 マ ル チ メ デ ィ

アか ら ヒ ュ ーマ ンメ デ ィアへ とい う課 題 に対 す る 回答 と して は、 人 間 に と って使 い

や す い 、便 利 な、 賢 い メ デ ィア と い う キ ー ワー ドか ら この分 野 を ど うな る か考 え て

み ま し ょ う(OHP-S2一 田村 一8)。 一 つ 目 は、 い ろ い ろ な タ イ プの 画像 を扱 え る よ う

にす る こ と。 これ は コ ン ピ ュー タ側 に とっ て は もの す ご く繁 雑 な こ とな ん で す 。先

ほ ど の グ ラ フ ィカ ル デ ー タか ら ラ ス タ ー状 の映 像 デ ー タ ま で 、 い ろ い ろ な サ イ ズ の

もの を い じ くる の に は とて も じゃ な い け れ ど ア ナ ロ グで は無 理 な わ け で す 。 た とえ

ば、 デ ス ク トップ の ビデ オ会 議 一 つ を 考 え て も、 同 じサ イ ズ の 映 像 を見 せ るの だ っ

た ら、 実 際AVケ ー ブル を引 っ張 っ た ほ うが速 いで す 。 イ ー サ ネ ッ トに映 像 デ ー タ

を通 す ほ うが 大 変 で す。 ところが 可 変 の もの 、 い ろ い ろ な タ イ プ の もの を扱 う と し

た ら、 これ は も うデ ィジ タル に限 ります 。 しか もそ れ を人 間 に意 識 させ な い よ うに

や る に は、 そ の多 様 性 を吸 収 す る技 術 が い っ ぱ い要 る と思 い ます 。 これ は 裏 方 的 な
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話 で す。

も う 一 つ の魅 力 的 な研 究 は 、知 的 ヒ ューマ ン イ ン タ フ ェ ー ス に画像 メ デ ィア を使

う こ と で す 。先 ほ ど もエ ー ジ ェ ン トを ビジ ュ ア ル な エ ー ジ ェ ン トと して表 情 まで つ

け て や ろ う とか 、 あ る い は 人 間 の ほ うの 動 き を読 み 取 って判 断 で き る エ ー ジ ェ ン ト

にす る こ とが考 え ら れ ます。 身振 り、手 振 りの 認 識 、 表 情 ま で の認 識 な ど が必 要 に

な りま す。 あ るい は 、 仮 想 空 間 に共 有 知 識 を埋 め込 ん で、 知 的 な協 調作 業 が や れ る

よ うに す る。 この へ ん は非 常 に魅 力 的 な分 野 です 。

最 後 で す が 、 ち ょっ と悲 観 的 な見 方 と楽観 的 な見 方 を書 い てみ ま し た(OHP-S2

一田村 一9)。 一 つ は、 こ の マ ル チ メ デ ィア フィ ーバ ー とい うの は い ろ い ろ な会社 が プ

ロモ ー シ ョン ビデ オ な どを出 して、2010年 に は こ うな る とい う予 測 が な され て い ま

す 。 あ れ は私 か ら言 わ せ れ ば、 技 術 的 に可 能性 の あ る もの を最 大 限 に拡 大 解釈 を し

て い る 。 中 には とて もで きそ う も な い こ とまで 描 い て い ます が 、 大 き くは そ う違 っ

て い な い。 社 会 資 本 が 投 じ られ て 、 あ らゆ るエ ネ ル ギ ーが 費 や され て 、 あ とは市 場

原 理 に則 って や れ ば 、 そ う間 違 っ て い な いか も しれ な い 。 た だ 、 そ の す べ て を実 現

で き るR&Dの リソ ー ス とい うの は、私 は世 界 中探 して もな い と思 って い ます 。 で

す か ら、 あ あ した未 来 予 測 の全 部 は実 現 で きない の で は な い か と思 って い ます 。

あ と さっ き、 人 間 寄 りの メ デ ィ ア にす る には い ろ い ろ苦 労 が あ る と言 い ま した。

そ の苦 労 は だ れが す る ん で し ょ う ね。 聞 こえ は い い で す よ、 人 に や さ しい メ デ ィ ア

とい う と。 そ の苦 労 をだ れ が す る んで す か。 コ ン ピ ュ一 夕 オ リエ ンテ ッ ドな メ デ ィ

アか ら ヒ ュー マ ン オ リエ ンテ ッ ドな メデ ィア の 間 は だ れが埋 め る ん です か。 そ れ は 、

ミ ドル ウ ェ ア の部分 とか ヒ ュー マ ンイ ン タ フェ ー ス部 分 が 吸 収 して や らな け れ ば い

け な い わ けで す 。 だ か ら こそ 、 そ こ にお金 を投 じる とい う議 論 もあ る と思 い ます 。

た だ で す ら焦 点 が絞 れ な い 、宇 宙 の よ うに広 が る画像 メ デ ィ ア分 野 で は、 伸 び る と

ころ に う ま く投 資 を しな い とます ます 散漫 にな る お そ れ もあ ります。

も っ と楽観 的 に考 え る な ら、 こ の マ ル チ メ デ ィ ア ブ ー ム を 引 き起 こ した ハ ー ド的

な進 歩 、CPUパ ワ ー の 増 大 とか 、 メ モ リの大 容 量 化 ・低 価 格 化 、 ネ ッ トワー クの

高 速 広 帯 化 は間 違 い な くこれ か ら も進 み ます か ら、 今 の マ ル チ メ デ ィア ブ ー ムで 、

コ ン ピ ュー タ とネ ッ トワー クの手 の うち に画像 が 入 っ た とい うこ とは、 あ る バ リ ア

を越 え た ん で す 。先 ほ ど人 間 の等 身大 とい うこ とを お っ しゃ い ま したが 、 と くに リ

ア ル タ イ ムイ ン タ ラ ク シ ョン とい う意 味 に お い て、 オ ー ル モ ス ト ・リア ル タイ ムの

世界 へ 近 づ い た 。 ハ ー ドの進 歩 は 今 後 も続 くわ け です 。 とな る と、残 るパ ワー を人

間 に や さ しい ほ う に ぶ つ け て や れ ば、 苦 労 はあ る もの の今 後 ど う発 展 して も不 思 議

で は な い の で は な い か 。私 ら画 像 映 像 分 野 の人 間 に とっ て は バ ラ色 の 世界 か も しれ

ませ ん とい うふ う に、 い い ほ う に解 釈 して お きだ い と思 い ます 。

【質疑 応答】

諏訪:ど うもあ りが とうご ざい ま した。 それで はご質問、 コメ ン トどうぞ。

松井:電 総研 の松井 です。 画像 メデ ィア とい うこ とで お話 しい ただ いたんですが 、

画像 とい うのは非常 に情報量 も豊 かです し、百聞 は一見 に しかず とい うこ とで非常
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に訴 える力 もある。 そ うい う利点 はす ご く認 めるんですが、一方 でたとえば レーザ ー

デ ィス クです とか、 ビデオテー プです とか、 あ あい うソ フ トを買 うか とい う と、あ

ま り買 わないわけです。CDと か ああい う音響 型 の ものは買 って何 回 も繰 り返 し聞

くけれ ども、映画み たいな もの とか絵 み たいな ものは1回 見 て、一過性 の もので終

わ って しまう。記憶 になか なか残 りに く くて、小説 とか を読 む のだ った ら何 回 も読

む けれ ども、感激 も深 いんだけれ ども、映画 だ と何 か物足 りない とい うこ ともあ り

ます。 そ うい う意味 で画像 の持 つ 強力 さが ある一方 で、 す ご く弱 い面が ある ので は

ないか と思 うんです。画像 とい う よ りも、映画 とかそ うい う ものが弱 いの か もしれ

ませ ん 。それで これ か ら画像 を もっ と速 くする とか、 もっ と表現力 を豊 か にす る と

い う話 ももち ろんあ るんで しょうが 、 もっと心 に残 るような、 ヒューマ ンな ものに

す る とい うの は、何 か また別 の観 点 が要るので はないか と思 うんですが、 いかが で

し ょうか。

田村:お っ しゃる とお りで ご ざい ますね。 そ うい う議論 は今 は多 いんです。 音楽 は

た しか に何 回 も聞 くけれ ども、映 像 はなが ら族 で はやれ ない。 これは技術 とは別 の

次元 の問題 ではないか と思 います。作 品 とい うものに込め られた表現の強 さです ね。

しか し、 結構 静止画 だ った ら頭 に残 る し、写真 は何度 も見 るで しょう。 これ は、音

楽 を楽 しむ の とは別 の問題 ではな いですかね。 レーザ ーデ ィス クを買 わ な い とい う

の は、 あなたが買 わないだけであ って、買 っている人 もい ます け どね。

松井:何 回 も買 って見 るかな とい うこ とです。CDな んかは何 回 も聞 きます が、L

Dな ん かはたぶ ん1回 か、せ いぜ い2回 見 て、 あ とは人 に貸 してお しまい じゃない

か と思 うわけです。

田村:そ れついては、 その通 りです ね としか答 え られ ませ ん。

諏訪:そ れでは林 さん どうぞ。

林=富 士通研 究所 の林 と申 します。先 ほ どの楽観 的 な見方 の ときに、通信 ネ ッ ト

ワー クの高速化 と大 容量化 という話 の中で、画像 ・映像 が ネ ッ トワークの手 のうち

に入 って きた とい うお話 が あった と思 い ます。私 が昔 か ら気 に なっているの はネ ッ

トワー クの コス トで す。 ネ ッ トワ ー クの コス トが本 当 に手 の うちにあるの か。 た と

えば画像 を今 のネ ッ トワー クに入れ て処理 した ら、たぶん今 はほ とんどふつ うの リー

ズナブルな価格ではで きないよ うな気 がするんですが、そ うい う意味か ら圧 縮 とか、

いろい ろ入 ってきている と思 うんです。 そのへ んのバ ランスが いつ ごろになった ら、

あるい は今 もバ ランス している と思 ってお られ るのか。 ある いはいつ ごろ になった

らバ ラ ンス して くるのか。 そのへ ん のお考 えがあれ ば。

田村:難 しい な。 ネ ッ トワークに関 して は政治 的 な問 題が あ るか ら、私 もNTTの

方 に逆 に聞 きたい ぐらいです。

まず技術 的なこ とか らい うと、CG技 術 があ る コス トの クロス ポイ ン トも越 した

し、圧 縮符号化 が こ れだけ注 目され るのは、デ ー タを圧縮 す る とい うこ とでデー タ

量 を少 な くして蓄積 す る とい う問題 よ りは、読 み 出 し速度 の ほ うでバ ラ ンスが合 っ

てきた。大量 にLSIの チ ップに して、押 し込 める レベル に達 したか らコス トが合 っ

て きた。画像 メデ ィア技術全体 で はいろいろな ところの進 歩 に よ りコス トが合 うこ

一156一



とはい っぱいあ るの ではないで し ょうか。 ネ ッ トワークに関 しては逆 に言 えば進歩

させ る ため に政策 的 に安 くして ぐだ さい と言 い たいです ね。 今郵政省 のほ うでBI

SDNが1万 円 とい う話 もある よ うです。原 島先生 、 ち ょっ と補 足 して下 さい ませ

んか。

一方 、 マ ルチメデ ィア実験 を今 ほ とん ど無料 でNTTさ ん は始 め よう と してい ま

す。 あ あい うの をど う解釈 するか?私 はあれ は非常 に高 く評 価 してい ます 。最初 に

2年 間 ただ で提供 す る とお っ しゃ っただけで、百何 十社が参 加 した。 その 参加企業

同士 の相 互交 流が起 こってい ます。 これは大変 な波及効果 にな りそ うです 。 よ く言

われて い る ように通 信料金 とい うのは何 を根 拠 にするの か。 ほ とん ど設備 投資 で、

ラ ンニ ング コス トはそれほ ど大 き くない。 それ をどう回収 す るか は、課金 の考 え方

だけの問題 ではないか。 しか し、 た しか に今 までせいぜ い64Kbpsぐ らい しか なかっ

た ところ に、 い きな り156Mbpsの 中で画像 を通 して コス トが合 うか とい った ら、 と

て も合 うとも思 えませ ん よね。

原 島:何 か らお話 ししていいかち ょっ と難iしいんです が、 ネ ッ トワー クに関 して は

いろい ろ なサー ビス の中でいちば ん高 い ものは3分 間10円 だ と思 い ます。映像 はそ

れ よ り安 くなけれ ば普 及 しない し、私 はそれ は可 能だ と思 って い ます。3分 間10円

とい う のは、 リアル タイムで時間遅 れ な しにその まま送 らなけ ればい けない とい う

サー ビス です。 映像 で はそ うい うの もあ りますが、あ るけれ ども必 ず しもそ うでは

ない。 か な り時 間遅 れがあ って もいい。そ うい うのが結構 あ るんです。時 間遅 れ を

許 して 安 くして いる のはイ ンター ネ ッ トです。 あれ は もう基 本 的 に リアル タイム性

を放棄 す る こ とによ って徹 底的 に安 くしました。そ うい うこ とを考 え る と、映像 が

その ま ま情報量 が多 くて大変 だ とい うのは、 今 までの電話 の延長上 で考 えているか

らだ と、個 人的 には思 っています 。映像 の使 い方 は電話 と全 然違 う。先 ほ ど仮想 メ

デイ ァ都 市 というこ とを申 し上 げ ましたが、 あれは もしVR技 術 を使 った として も、

映像 を分 担 す る とこ ろはほ とん ど端末 です。実 際 に コミュニ ケー シ ョンす る部分 は

ほんの わずかでVR的 な仮想都市 が で きた。 たぶ んそ うい うや り方 にな るので はな'

いか と思 って い ます。

西 田:奈 良先 端大 の西 田です。 メ デ ィア とい う観点 です とそ の生産 、加工 、蓄積 、

利用 とい う部分 が 出 て くるか と思 うんですが 、 その中で と くにお伺 い した いの は、

画像 もたぶ ん大量 に作 られる ようになる と思 うんですが、 そ の蓄積利 用技 術 で は画

像 デー タベ ース とい うところの見 通 しは どんなふ うになって い るか とい う ところを

お伺 い した いんですが。

田村:名 ばか りが先行 して、 ほ とん どま ともな研 究が な されてい な い分野 と言 った

ら言 い過 ぎで しょうか。私 もかつて画像 デー タベ ース とい うサ ーベ イ論文 を書 いて

欧米 で い まだ に よ く引用 されてい るんですが、 その後、 どん どん進 歩 して い る とは

思 え ませ ん。画像 分 野 の中では、 さっ きお話 したCGや 圧 縮 や認識 の方 に力 が入 っ

て しまい ます。画像 デー タベ ース とい うのは、何 とな く片手 間 にや ってい る。デー

タベ ー ス屋 さんに怒 られるか も しれ ませ んが、認識 ・AI系 の技術 とい うの は何 と

か して人 間 に近づ い てやろ う、 どうや った らで きるか とい うアル ゴ リズ ムの追究で
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す。 そ れに比べ て画 像 デー タベー ス とい うの は入 れて しまえば、 どうや って も何 と

か で きる とい うので 、あ ま りきちん と研 究 され ていない分野 だ と思 い ます。知 的な

画像検 索 とい うことに関 しては、 ち ょうどこの分 野 の専 門家 がい らっ しゃ るか ら、

ち ょっ とコメ ン トを くだ さいますか。(笑)

加藤=内 容依 存 型 の検索 については、結局 は認識技 術 との抱 き合 わせ とい うこ とに

なる と思 うんです。 ただ、認識 とい うの は一種 の認識屋 の逃 げか も分 か らな いです

が、映像 とい うの を100%認 識 して、それ を記述 する ようなインデ ックス を作 って、

データベ ース として提供 しま しょう とい う路線 もあれば、そ う じゃない レベ ルでの

イ ンデ ックスの提供 の仕 方、検索 の方法 の仕 方 とい うの もあ るか な。後者 の ほ うと

い うの は、一つ の方 便 と して私 は感性検索 とい うの を昔 や ってい たん です。対 象 を

言葉 だ けで記述す る とい うのでは ない。 プラス アル ファの情 報 を積極 的 に使 って、

今 まで のデ ー タベ ー ス屋 さんが考 えていた よう な枠 組み の検 索 とは違 うサ ー ビスが

提供 で きるん だ とい う路線 をや り始 め よう としてい ます。 む しろ西 田 さん のバ ック

グラウ ン ドの ほ うか ら行 くと、 た とえばち ゃん とした知識 ベ ース とか そ うい うもの

がバ ックグ ラウン ドにあって、 それ とマ ルチメデ ィア とが有機 的 に くっついて きて、

何 かデ ー タベ ース な り、知識 ベー スな りとい う路線 が あるか な と思 うんで すが、今

私 の知 ってい る範囲 でい うと、映 像技術 、画像 技術 のほ うか ら言 えば、認 識 して記

述 した、実 につ まらんイ ンデ ックスの ほ うか らや っ てい くコンベ ンシ ョナル な デー

タベー ス とい うか た ちにな った情 報検索 のほ う のアプ ローチ と、それ か ら飛 んだ話

にな ります が、 「人間が そ こか ら何 か感 じる」 とい うのを計算機 で適当に模擬 して、

そ っち のほ うか らこんな ことも人 間ほ どではな いけれ ど、人 間 っぼ く何 か や るんだ

よとい う探 し方の二つ の路線で真 ん中 を詰めてい こ うとしてい るのではないか と思 っ

て います。

田村=ち ょっ と補 足 してお きます。 さっ き変 な答 えを しま したが、 結局画像 分野 と

い うの は用途 も非 常 に広 いです。 皆 さん 自身 も自分 の周 りに あ るい ろいろ な画像絡

みの システ ムが ある。 それに対 して企業 の立場 か ら言 い ま した ら、 こ うい う画像 の

デー タベース とい うのは非常 に手 離 れが悪 い と言 い ましょうか、顧 客 の要 求が ケー

ス ・バ イ ごケースの こ とが多い。私 は よ く最 大公 約数 とい うこ とば を使 うんですが、

..その公 約数 が非 常 に小 さな分 野 だ と思 い ます。図形 ・画 像 とい って も、い ろいろな

デー タ タイ プが あっ て、 コンピュ ー タの中で シス テム を組 む 人間が それ を ある程度

吸収 してや らなけれ ばいけない。 それが比較 的 や りに くい上 に、 世 の中の ニー ズが

千差万 別 す ぎてテ クノ ロジーの核 が作 りに くい分 野 だ とい うふ うに解釈 していただ
`け れば よろ し

いで しょうか。

諏訪:ど う もあ りが とうご ざい ました。 それで はお二 方 だけ に しま しょう。 まず 日

立 の浅井 さんか らどうぞ。

浅井=先 ほ どのお話 の中 に、 こうい うシス テム をヒューマ ンフ レン ドリに しよう と

思 うと大変 な労力 が必 要 なんだ。 だれが いった いそれ を負 うのか というお話 が あっ

て、 い ちば ん核心 をついた ところ を触 れ られ たのではな いか と思 うんで す。結局 そ

うい う投資 は よほ ど大 きな、ち ゃん とした見 返 りが なけれ ば やれな い し、 おそ ら く
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企 業活 動 の一環 と してや るこ とになる と思 うんです。だか ら、い ったい何 に向 けて

やるの か とい うポイ ン トですね。先 ほどテ レコ ラボ レー シ ョ ンとか、遠隔 教 育 とか

遠隔医 療 といった よ うな項 目を上 げ られたので 、そ うい った ところな ら、 た しか に

そ うか な とい う思 い がいた します 。だけ ど実際 田村 さんのお考 えだ とどこ らへ んが

非常 に いい な と思 わ れるのか。 もう一つ ぐらい絞 り込 んだ ところをお聞 か せいた だ

けないで しょうか。

もう一 つ は、そ れ をやる ときに技術者が 必要 です よね。 た しか に ものす ごい労力

だ けれ ども、 やは り頭 を使 ってそ れ を上手 にや らなければな らないわ けで、優秀 な

技術 者 、研 究 者が必 要だ と思 うん です。 その研 究者、技術 者 とい うの は結局大 学か

ら出 て くるわけで、 大学 での研 究 テーマが非常 に大事 だろ う と思 い ますが 、大学 で

どんな ような こ とを研 究 テーマ と して選 んだ り、教育 と して選 んでい くとい うこと

をお望み か とい うこ とを、 ち ょっ と話 していただけないか と思 い ます。

田村:難 しゅ うご ざい ます ね。元 国立研 究所 にいて、 大学へ は行 か ず に企 業 に入 っ

た私 としては、大 学 に何 を期待す るか といった ら、今 は人材供給 で としか ない と言 っ

た ら怒 られるか もしれ ませ んね、 大学 だ けに限 らず に、国家 プ ロジ ェク トで取 り上

げ られ るテーマ の 中で どこに労力 を払 うこ とになるか。 やは り1が10に な り、100

にな る、末広 が りに なる分野 をやっ てほ しい と思 い ます。1が1.5か2に しかな ら

ない分 野 なんかは、 ケース ・バ イ ・ケース の一 品料 理 をす る企 業 に任せ て おけばい

い。 や は り、何 が1が10に なるか とい うことをよ く見極 めるべ きなんです。

いた ず らに名前 に ばか り凝 って、世の中の イマ ジネー シ ョ ンばか りをか き立 てて

やるの は私 は好 きで はないです。 この間か らもVLKB委 員 会の ほ うで苦 言 を呈 し

ている んですが、 国 家 プロジェク トで成 功 しよ う と思 えば、 大 きな夢 のあ るテーマ

も結構 ですが、む しろスペ シフィ ックにやるこ とを決 めたほ うが いいので はないか。

成功 した いな らそ うすべ きだ とい うふ うに申 し上 げています。

企業 は、それ を世 の中の期待 に応 じてや って いけばい い。企 業 の方 も苦 しんで い

らっ しゃるのは時 々 イマ ジネーシ ョンが世の中 で働 きす ぎて、ユ ーザ ー さんがす ご

い大 きな ものを期待 して、営業が勝手 にOKし て くる。 これ が いちばん困 ります。

そ この技術 ギ ャップが小 さいほ ど素性がいい。 画像 に関 して言 うな ら、認 識技術 を

必要 とす る ヒュ ーマ ンフ レン ドリーな もの は しん どうご ざいます。 そ れ は人 間が 自

分 でで きるか らです 。CGを 見 て も分 か ります よ うに、人間 がで きない こ とをやっ

ている 。あ るいは不 可視情報 を画像化 してや る。CGが 典型 です 。 そ うい う分 野 に

向か った ほ うが成果 は出 やす いで す。ただ し難iしい問題 は全 部残 って しま い ますか

ら、 そ れで いいか ど うか は別問題 です。私 は国立研究所時代 はなるべ く難 しい問題

をや りたか ったけれ ど、今 は企業 にい ますか ら、な るべ くその成 果が 出やすい ほ う

に向 か いたい と思 って います。別 の答 え を言 えば、大学 の先 生 にはなるべ く難 しく

て末広 が りになる分 野 をやってい ただ きた くて 、企業 の人 間 はその フルー ツをいた

だいて儲 け たい とい うように思 っています。

もう少 し絞 れ と言 われ たので、私 の興味 のあ る ところ をお話 ししま しょ う。 こ う

い うと ころを頑 張 ろ うか と思 って い ます。技術 だけではな くて ヒューマ ン フ ァクタ
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もあ り ます が 、 ソ ー シ ャ ル フ ァク タ とい う面 も ご ざい ます ・ 今 まで の コ ン ピ ュ ー タ

ヒュ ー マ ンイ ン タ フ ェ ース(CHI)と い う言 葉 が あ ります 。 カ イ とい い ます 。H

CIで もい い で す が 、 これ はCとH、 コ ン ピ ュー タ と ヒュー マ ン、 人 に とって の コ

ンピュ ー タの使 い やす さ に関す る こ とで す。 この コ ン ピュ ー タが 高 速 度 の ネ ッ トワー

ク で つ な が る と、結 構 ハ イ ク オ リ テ ィの 映像 が 送 れ ます 。 これ は別 に画 像 で な くて

もい い ん で す が 、 コ ン ピュ ー タ と コ ン ピ ュ ー タ に通信 ネ ッ トワ ー クが 入 っ て人 が 繋

が る。H-C-C-Hの 形 に な り ます。 ま るで こ うや っ て見 る と有 機 化 学 の よ うで

す ね 。(笑)そ うな る と、 最 近 は こ う い う図(OHP-S2一 田 村 一10)を よ く書 い て お

ります 。粗 結 合 と密 結 合 の リ ン グ状 の ネ ッ トワ ー ク、 亀 の子 、 ベ ンゼ ン核 で す 。 こ

れ を私 は芳 香 族 コ ン ピュ ー テ ィ ン グ とか 、亀 の 子 グ ル ー プ と呼 ん で い る ん で すが 、

多 地 点 が結 ば れ て人 が い ろ い ろ な こ とを や り出 す と、 そ れ だ け で新 しい メ デ ィア の

可 能性 が 出 て くる と思 い ます。 で す か ら、 今 ま で に あ ま りや っ て い な くて、 人 間 の

代 行 で な くて、新 し く伸 び そ うな 分 野 と して、 自分 で はバ ー チ ャル リア リ テ ィ とC

SCWに 絞 っ て仕 事 を して い ます。 これ で お答 え にな って い ます で し ょ うか。

諏訪:こ のへ ん の話 も最 後 の パ ネル で議 論 が あ る と思 い ます。 パ ネ リス トの 中 に産

業界 の 方 が い ら っ し ゃ ら ない とい うの が ち ょっ と問 題 だ とは 思 うん で す が 、 そ れ は

フ ロア の ほ うで議 論 に参 加 してい た だ け た ら と思 い ます 。 あ と、 田 中 さん ど うぞ 。

田中=三 菱 電 機 の 田 中 で す 。私 は今 まで の お話 を聞 い てい て、 仮 想 都 市 だ とか仮 想

メ デ ィ ア だ とか 、 要 す る に今 まで 、 コ ン ピ ュー タ と人 間 との イ ン タ フ ェー ス は あ っ

た け れ ど も、 コ ン ピ ュ ー タシ ス テ ム との イ ン タ フ ェ ース とい うの は あ ま り な い。 モ

ザ イ ク とい うの はそ うか も しれ ませ ん し、 あ るい は ノ ウハ ウ もそ うか も しれ ませ ん

が 、 そ うい う とこ ろ で コ ン ピュ ー タの対 比 で い い ます と、 ウ イ ン ドウズ と い うのが

人間 との イ ン タフ ェー スで わ りときっち り出 て きて い ます。 いず れ に して もコ ンピ ュー

タシ ステ ムに とっ ては何 らかの画像 が入 らな い とい けな い。 そ うい う こ とで コ ンピ ュー

タ シス テ ム と人 間 とが ど う付 き合 うか とい う と きに、何 らか の画 像 を取 り扱 わ な い

とい け な い だ ろ う と思 うん で すが 、 そ うい う研 究 とい うか、 そ うい うの は ど うな っ

て い るの か とい う こ とに興 味 が あ ります 。

田村:ひ どい質 問 だ な。 ど う答 え れ ば い い の か な、 これ は。

田 中=な い です か。

田村:い や い や、 も うい っぱい あ り過 ぎる。 か つ て の ワー クス テ ー シ ョン以 来 始 ま っ

た グ ラ フ ィカ ル ユ ー ザ ー イ ン タ フ ェー ス とい う の は ほ ん の ま だ 入 口 で して 、 ウ イ ン

ドウズ な ん て、 や っ とそ の レベ ル に達 した だ け で す 。 コ ン ピ ュ ー タが 早 く な っ た と

い え、 あ の程 度 の グ ラ フ ィ ック ア イ コ ン しか示 せ なか った と こ ろへ 、 動 画 もあ り得

る、 あ る い は3D-CGを 使 っ た もの もあ り得 る。 さ らに は今 示 した コ ン ピュ ー タ

とネ ッ トワー クの 向 こ う側 に、 そ れ が 仮 想 的 な 世界 な のか、 実 際 の 人間 が い る の か。

どち ら もあ り とい う世 界 で、 こ れ か ら爆 発 的 に い ろ い ろ な組 み 合 わ せ が 増 え る の で

は な い で し ょ うか 。 そ うい う意 味 で は とにか く コ ン ピュ ー タ とネ ッ トワ ー ク の手 の

うち に画 像 ・映像 が 入 っ た ん です か ら、 そ れ を ど う使 うか。 まだ これ か ら ど う成 長

して も不 思 議 じ ゃな い で し ょう。
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マルチ メデ ィア ブームの真 っ只 中ですが、私 が ある意味 で注 目 してい るのは、バ ー

チ ャル リア リテ ィ もマ ルチメデ ィア も商業 ベー スが先 に起 こ り、 それ を学会 が追 い

かけている というこ とです。ACMもIEEEも やっ と去年 か一昨年 に このバーチ ャ

ル リア リテ ィ、 マ ル チメデ ィアの まともな国際会議 を始 め、 トランザ クシ ョンを発

行 し始 めた。研 究社 会 のほ うが後 を追いかけ て、今 お っ しゃった よ うな分野 にこれ

か ら入 るんだ と思 っ てい ます。 ビル ・ゲイ ツに踊 らされて、 みん なの興味 が ワー ッ

といろ いろ な ところへ 向か ってい ますが、 まだ研究社会 はワ ークス テー シ ョンレベ

ルです ら画像 ・映像 を使 いこな していない。 これか らで はな いで しょうか 、大 きな

成果 がでて くるのは。

諏訪:ど う もあ りが とうご ざい ます。 よろ しいで しょうか。

田村:申 し上 げたの は、研 究が十分尽 くされて、そ こで テク ノロジ ー の体系 は作 ら

れ てか ら標 準化 とい うのはな され るべ きで、私 は まだだ と思 い ます。

諏訪=ま だ ご意見 が あるか と思 い ますが 、 一応 ラ ンチ ブ レイ クに しま して、 あ とは

午後 か ら自然言語 の関係 のお話 をいただいて、最後 に全体 の議論 を してい ただけた

らと思 い ます。

それ で先 ほ ど溝 口先生 か らご連絡 があ りま して、 やは りお見 えになれな いそ うで

ご ざい ます。それ で溝 口先 生 のご発 表は割愛 させ ていただ きますが、 お手 元 の資料

には先 生 がお書 きに な りま した1枚 紙 の ポジ シ ョンペーパ ーが ご ざい ます。 ち ょっ

と拝見 してみ ます と上 の ほうに知 識処理 の基本 的な切 り口 と してプ ロブ レムソル ビ

ング、 それか ら推論 、論理 、知識 表現、学習、 そ してい わゆ る情報処理 との接点 と

しての デ ー タベ ース という切 り口 の中で の技術 の流 れ とい う絵 が あ ります 。 それか

らそ の下 にい くつか の トピックス としてそれ ぞれの研 究分 野 の流 れが ど うい うふ う

になっ ているか。 そ して今 いちば ん右端が われ われ のいる世 界 ですが、 こ うい う絵

をお ま とめにな って投 稿 して くだ さってい ます ので参考 に していただ きた い と思 い

ます。 それでは事務 局 のほ うに一応 お返 しいた します。

(昼食)

諏訪:最 後 の講演 に入 らせ てい ただ きたい と思 い ます。 最後 は言語 ・音 声処 理技術

とい う観点 か らのお話 で、VLKBの 調査研究 委員会 にご参 加 いただいて お ります

東京工業大 学 の田中先生 にお願 い します。

【話題提供:言 語 ・音 声処理技 術】

田中=本 日は言語 ・音声処 理技術 の現状 と今後 の課 題 とい うことでお話 しさせ てい

ただ きたい と思 い ます。お手元 に お配 りした資料 が ご ざい ますが、 その後 考 えてみ

ま して手 直 ししま した(OHP-S2一 田中一1)。 大 きな変更 で はご ざい ませ ん。

まず 自然 言語処理技術 ですが、 自然言語処理技術 はここのあた りにあ るわけです。

それか ら音声処理技 術 は、 お配 りした資料 で は デー タ類が ち ょっと不足 していたの

で若 干 追記 してあ ります。 われわ れのグループ に音声 の専 門家が お ります ので この

あた りは さらに充 実す る と思 い ます。

それ で自然言語処 理技術 です が、 いろいろな解析技術 、生 成技術 が ご ざい ます。

一161一



しか しこうい った個 々の技術 はあ る意味 で独 立 してい るわ け ではない。本 来 な らば

こ うい った ものは、人 間は分 けず に行 っている と考 え られ る わけです。認 知科 学の

研 究が 進 んで くる と、人 間は如何 に自然 言語 を解析 してい るか につ いてわ か って き

ますが、今 の ところ認知 科学のほ うか らは成果が見 えに くい状況 にある といえ ます。

話 の都 合上、工学 的 な観点 か らい くつか の解析 技術 に分 けて ご説明 します 。音声 に

つい て もい くつ かの技術 について簡 単 にお話 しいた します。

音声 認識 や解析 生 成技術 につい て 自然 言語処 理 の観 点 か ら見 ます と、 知識 が非常

に重 要 にな って きます。 その知識 に関す る話 は この下 のあた りの話です。 それか ら

そうい った ものを支 える学問 としては言語学、それか ら国文法 とい う人 もい ますが、

日本語 の特 に文法論 、そ ういっ た ものが学 問分 野の支 え と してはあ ります。 そのほ

かに関連す る学問 としては哲学 とか論理学 については述語論理 とか言語行為 論 といっ

た ものが あ ります。 それか ら忘 れ てな らないの はAIの 技術 が非常 に重 要 です。 自

然 言語 の音声処理 について は、 あ る意味 ではAIに 関す る基 幹技術 すべ て が この中

に含 まれている。 それか らあ と応用 システ ムについて も後程 ご説 明いた します。

こ こで太 線 で書 い たのは非常 に関係 が深 い とい うこ とです 。解析 生成技 術 と音声

処理技 術 とい うのは意外 に結 びつ きが弱 いんで す。研 究者 間 の結 びつ きも弱 い。そ

れで文 部省 の重点領 域研 究 が ござい ますが、 そ こでは ここを何 とか して強 め たい と

い うこ とで、音声対 話 とい う重点 領 域研 究が本 年度 で2年 目に入 って い ます。われ

われの グル ープの何 人か もこの重 点領 域研 究 の音声対 話 の グル ープに属 してお りま

す。 しか しメーカー の研 究所 な どでは音声 に関 す る話 と解析 生成技術 に関 す る話の

ブ リッジがち ょっ と弱 い。今 後 は ここを もっ と強 くしな くて はい けな い。 それか ら

こうい った技術 を支 える基本 的な学 問 も トイ プ ロブ レム ぐらいです と結構 いろい ろ

な試 み はあ るんです が、大規模 な もの にこうい った学問 を徹 底 的 に応用 す る こ とは

あ ま りない とい うか 、少 し細 目に な ります。 こ うい った技術 の上 にいろい ろな応用

システ ムが あ る。 こうい う状 況 と思 い ます。

それ では まず最初 の形態 素解析 技術 の入 って い きますが、 これは 自然 言 語処理技

術 です 。形態素解析 とい うの は単 語、文 章 を解 析 す るわけで すが、 その単 語 を認定

す る技 術 である。 日本語 なんかで は と くに分 か ち書 きが大切 です。 ワープ ロで変 な

変換 結 果が 出るのは、 たいが いこ の分 かち書 き に失敗 している場合 です。 このあ た

りにつ いていろいろ な技術 が開発 されてい ます。 それか ら構 文解析 の技術 にはい ろ

い ろあ りますが 、現 在 ではあ ま り使 われていな いかな と思 わ れる技術 は括 弧 をつけ

て い ます。現 在主流 にな って いるアル ゴ リズ ムはチ ャ ー ト法 とGLR法 とい うもの

です。個 人 的にはGLR法 が好 きで、 これはCMUと 慶雁 大 学 の先生 をや ってい る

冨田勝 先生が 開発 した方法 です。 オ リジナルは クヌースが 開発 したLR法 とい うの

が ご ざい まして、 人工言語 、 プロ グラム言語の解析 な どに使 われてい る ものです。

それ を もうち ょっ と拡張 し、非常 に コンパ ク トで高速 なアル ゴリズ ムに した もので

す。

このチ ャー ト法 とGLR法 の 両者 に対 して最近 は、解析 結果 でふ つ うは文が長 く

な る と膨 大 な曖昧性 が 出 ます。文 法 の作 りに も よ りますが、 解析結 果が い っぱい出
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るので何 とか して ス コア リング を したい。 あ る意味で 自然 言語処 理 に関 す る技術 と

い うの は曖 昧性 を如 何 に して解消 す るか、解析 結果の数 を如 何 に して減 らすか、妥

当 な ものだけ に絞 り込 むか とい うこ との悪銭苦 闘 の歴 史だ った と言 えるので は ない

か と思 い ます。最近 では確率文法 という考 え方 が使 われてい ます。 これ は次善 の策

で、本 来 な らば こ うい った意味 の 問題 、文脈 の問題 をち ゃん と解析 す る技 術 が あれ

ばいい んですが、 まだ不 十分 であ る。 そ うい うこ とで確率 的な情 報 を使 う。統 計的

な情報 を使 って、 も っ ともら しい解析結 果 を得 よう とい う研 究 が最近非常 に盛 んで

す。

次 に意味解析 の技 術 です。 い ろい ろな技術 が 開発 されてい ますが、意 味解析 と文

脈解析 とい うのはなかなか切 って も切 れ ない縁 があ るんですが、一応一文単位 に限 っ

てみ ます と、動詞 を 中心 に した意 味解析 です。 た とえば 「行 く」 とい う動 詞がつか

ま ります と、 「どこへ行 く」 ん だ ろうか とか 、 「だれが行 く」 んだ ろ うか と、 いろ

いろな予 測が で きる。意味 的な役 割 を果 たす連 用修飾 とい う ものの予 測 が で きる。

そ こで 意味解析 を行 うためには ど うして も辞書 が大切 だ とい うこで、EDRの 横 井

さんが 進 めている、EDR辞 書 な どが大 学で使 えるようにな って きて、 こ のあた り

の研 究 が大学 で も活発 に行 われる ようになって まい りました。辞書 の情報 だけで は

な くて 、上位 下位 関係 とい うこ とも非常 に重 要 にな って きます。 そ うい う意味 と意

味 、概 念 と概 念 の関係 に関す る知 識 です。溝 口先生(大 阪大 学)は 、 これ をオン ト

ロジー とい う言葉 を使 って説明 される こともあ る と思 い ます が、 そ ういっ た ものが

充 実 しつつ ある。 まだ不 十分 です が、今後 は このあた りの技 術 の と基礎研 究 が進 め

ば、実 用 の研 究 に結 びつ くものが いっぱい出て くる。 あ とこ の文法 はち ょ っ と細 か

いですか ら話 を しませ んが、現在使 われているのは これ ぐらいです。

それ か ら文脈 解 析技術 です。 この技術 はな かなか難 しい。 いいアイデ アがないん

です。 言語 学者 も一 生 懸命 やって くれているか と思 い きや、 言語学者 とい うのは1

文単位 の こ とばか りやっていて、 なかなか文 章 が並 んだ もの はや って くれない。 と

ころが 日本 語文法 の研 究者 は、 こ うい う文章論 の ことをやっ ている方 も多 い し、そ

の意味 の こ とも結構 や っているん です。 ですか ら欧米 の言語 学 よ りも、 日本 語 に関

しては役 に立つ成果 が表れ てい ます か ら、今後 謬国文 法 をやってい る方 との結 び つ

き を強 め て い くべ きだ と思 っ て お ります。

次 に 、 省 略 、 照 応 関係 とい うの は 「そ れ」 と い うのが 出 た らそ れ が何 を指 す か。

た とえ ばAtaxiiscomingoverthere.と 言 っ て、Let'stakeit.のitが 何 か が決 ま ら ない と、

takeの 訳 書 きが 決 ま らな い です 。 「乗 る」 と訳 せ ない。itがtaxiを 指 す こ とが分 か らな

い。 そ うい っ た認 識 の研 究 は ま だ 十分 とは言 え な い。 こ の あ た りと この あ た りは ま

た非 常 に関係 が あ り ます 。 そ うい う意 味 で省 略 補 強 や照応 関 係 の認 識 が 充 実 して き

て い る とい う こ とは 、 文脈 解 析 技 術 に非 常 に重 要 な役 割 を今 後 果 たす の で は な い か

と考 え ます 。

対 話 処 理 技 術 につ い て は、 こ こ は ま だ 大雑 把 な こ と しか 言 え ませ ん が 、 特 に対 話

処 理 で は非 文 の解 析 が 重 要 とな り ます 。 イ ン フ ォー ム ドセ ン テ ンス とい う こ とで 、

普 通 は 文 法 に乗 る文 ば か りを考 え て い る ん で す が 、対 話 に は い っ ぱ い これ に外 れ る
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文 章が 出て きます。 その分析 は今 始 まった ところです。 コーパス をいっぱ い集 め、

コーパス とい うのは生 デー タです。生 データに タグ付 けする。 と くに千葉大 学で やっ

てい るマ ップタス ・コーパス は非 常 に興味 ある ものです。地 図 を用 いた場 所 の説明

をす る会話 ですが、 そ うい った もの を分析 して み ます と言 い よどみが あ った り、繰

り返 しがあ った り、 省略 があ った りす る。私 が今 しゃべ って いる文章 も話 し言葉で

しゃべ って い ます が、 おそ らくはイ ンフ ォーム ドにな ってい る と思 い ます 。速記録

は真 っ赤 になる ぐらい直 さな くてはいけな こ とにな ります。

そ うい った もの を人 間は対話 にお いて理解 して いますか ら、 とくに音声 に絡 めて、

非文の解析技術 の研 究 はたいへ ん重要 にな って きます。

それ か ら先 ほ ど確 率文法 に関連 して話 しま したが、 コーパ スベースの処 理 です。

これ は用例 ベ ース、事例 ベース、統 計 ベースです。 コーパス とい うのはデー タです。

そのデー タをい っぱい集 めて、確 率 的な、統計 的 な情報 を使 って解析結 果 の候補 に

対 してス コア リングをや ります。用例 ベース などはかなり膨 大 な ものにだんだんな っ

てきつつあ り ます。EDRで 開発 しているのは基本単語で20万 語 と言われてい ます。

四、五 十 の概念 を上位 下位 関係 、 部分全体 関係 として関係 で結 びつ ける ものです。

米 国で も日本 の通 産省 のプ ロジ ェク トに刺激 され て ワー ドネ ッ トとい うプ ロジ ェク

トが始 まってい ます。 これはパ ブ リ ック ドメ イ ンになっていて、 だれで も使 える よ

うな状 況 にな って い ます。 また、 こうい った言 語学的 な常 識 や百科事典 的知 識 は ま

だ 自然 言語 につ いて は使 うまで に至 ってい ませ ん。専 門知 識 は ドメイ ン に限 った自

然言語 の対 話 をす る場合 に必 要 にな る とい うこ とで重要 になって きてい ます。

先 ほ どお話 ししま した コーパス とい うのは言 語 コーパ スで、 これは今大 量 に集 め

な くて はい けない。 ただ、問題 はわが国で は著 作権 の問題が あ って、難iしい状況 に

あ ります。 もし出版 社 の方 がお られ ま した ら、 少 な くとも大 学 には無償 で いろいろ

なデー タを提供 して いただければ あ りが たい と思 ってい ます。私 どもの と ころでは

日経 さんか らいろい ろなデー タをい ただいてお りま して、 それ を研究 に役 立 ててい

ます。そ れで もまだ まだ足 りな くて、 ある言語学者 によ ります と、 コーパ スは1000

万例文 ぐらい必要 だ と言 われ てい ます。 われわ れの研究室 で集 め ているのは四 、五

十万例 文 ですが まだ足 りませ ん。 また生 の コー パスだけで は な くて、そ れ にいろい

ろなタ グ、 品詞 をつ け る とか、括 弧 を付 ける。 構造化 しな くて はいけない 。 このあ

た りは 自然 言語処理 の技術 を使 って自動 的 にで きるか もしれ ませ ん。 さらに機 械 翻

訳が可 能で す と、 バ イ リンガルの コーパ ス、多 言語間の コーパスが で きます。 これ

につ い てはほ とん ど今 集 まってお りませ ん。統 計 的 な情報が 非常 に重要 に なって き

ている とい うこ とで、 このあた りを今後 どん どん集 めな くてはいけない。

それ か らあ と音 声 コーパ スは、 最近 の音声処 理 につ いては、 タグ付 音声 コーパ ス

を集 め れば認識率 が 上が る とい う こ とで、 この五、六年 は一 生懸命音声 コ ーパ ス を

集 めて い ます。 これはATRの ほ うで も集 めてお りまして、 それが使 われ た り、 あ

るいは音響 学会 、電 総研 とか、 か な りの ところ で公 開 されて いる ものがで きて きま

して、 そ うい った ものを使 って音 声処理 の精 度 を上 げてい ます。 それか ら音声 処理

は、FFTと かLPCと かメルケ プス ラム とい った解析技術 が あ りますが 、 イ ン ト
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ネーシ ョンあるい は ピッチの抽 出 な どの技術 が まだ十分 ではない。 ピッチ の抽 出 と

いうの はあ る意味 で音声特有の現象 で、疑問 文 か どうか とい うこ ともイ ン トネー シ ョ

ンで決 まる し、重 要 な もの は大 きな声 で しゃべ る とか、 あ るい はち ょっ と高 い ピッ

チで イ ン トネーシ ョンをつ けて しゃべ る。そ うい う情 報は音声認識 において重 要で、

このあた りの研 究 は もっ ともっ と進 まな くてはいけな い と考 え ます。

それ か ら音 韻処 理 につい てはIBMが 開発 した技術 ですが 、HMMを 使 った もの

が最近 は よ く使 われ てい ます。ATR研 究 所 ではHMMと ニューラル ネ ッ トをパ ラ

レルに研 究 してい ま したが、 どうや って もニ ューラル ネ ッ トが追 いつ かな い。 まだ

まだ技術 的 に限界 が あ る らしくて、 どうもこの研 究 はだんだ ん縮小 に向か っている

ようで す。 そ のほか にバ イグラム、 トライ グラムが あ ります 。 これは音素 の確 率情

報 で、 こうい う音素 とこうい う音 素が きた ら、次 は ど うい う音素が くるか とい うこ

とを音 声 コーパ ス を使 って統計 的 に予 測す るわけで す。バ イ グラ ムは一つ手 前 の音

素 が こ うだ った ら、 次 はこ うい う音素 とい う双 頭形状 で、 トライ グラムは一 つ、 二

つ前 まで見 る。四 つ前 を見 た らい いか とい う と、 ど うもそ う も行 か な くて、 四つ 目

になる と今 度 は音声 デ ー タが相 当ない と候 補の数が多 くな って十 分 な統計 デー タが

取れない とい うこ ともあ る ようです。現在 の ところバ イグラム、 トライグラム とい っ

た音素 の並 びについ ての統計情報 を使 ってい ます。

あ と私 が知 ってい る限 りでは、認識 関係 で はワー ドラテ ィス、 アイ ラ ン ド駆 動 、

ワー ドス ポ ッテ ィン グ技術 とい う ものがあ る と思 い ます。 これ らは音声処 理 のほ う

で使 え る技術 です。 チ ャー ト法 とい う方法を私 は構 文解析の ところで述べ ましたが、

あ の方法 は文章 を左 か ら見 て もい い し、右か ら見 て もいい し、 どこか ら見 て もい い

という方法 です。特 にアイラ ン ド駆動 は もっ と もらしい ところか ら始 め る とい う方

法 で、 そ うい うや り方 に一番適 している という こ とで、 チ ャー ト法 で は よ く使 い ま

した。GLR法 の欠 点 は、 一応左 か ら右 に見 る。方 向性 が決 まって いる。 もち ろん

テーブ ルをい くつ も用 意 すれば、逆方向 に読む こ ともで きますが、 ち ょっ とオープ

ンワー ドのや り方 に なる。 チ ャー ト法 の方が スマ ー トであ る と思 い ます。 音声 合成

につ い ては私 はそん なに専 門家で はないので、 たぶ ん漢 字か な変換 を音素 に落 とす

とい う技術 が必 要 になるので はないで しょうか。

時 間にな って しまい ま したので、 このあた りでやめ ます か。

諏訪=ま とめ として、 ヒューマ ンメデ ィア との繋が りにつ いてお考 え をお聞かせ く

だ さい。

田中=自 然言 語 は ヒューマ ンメデ ィアの典型 です か ら、 ヒューマ ンメデ ィアで は な

い とお っ しゃる方 は いない のではないか と思 い ます。 私 自身 の個 人 的な考 えで は、

昔 か らイ ンタフェー スの こ とをず っとやって きたつ も りです 。 これか ら情 報 イ ンフ

ラが整備 されて きます と、一つは高速 なネ ッ トワー クが整備 され る時代 にな って く

る。 も う一 つは分 散 され、巨大な知識ベ ースが だんだん にあ ち こち で利 用 され る よ

うにな って くる。、そ れか ら もう一 つは計算機が 高速化 され る。 と くに第5世 代 の成

果 として、数値計算 だけで はな くて記号処理 で も超並列 が非常 に有 効 である とい う

ことが 分 か って きて いる。その三 つ を前提 に して、 これか らインフラが整 備 されて
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き ます と、 そ の 中 を飛 び交 う ヒ ュー マ ン メ デ ィア と して一 番 わ れ わ れ に とっ て フ レ

ン ドリ とい うか、 分 か りやす い コ ミュ ニケ ー シ ョンの メ デ ィ ア は 自然 言 語 で は な い

か 。 ネ ッ トワー クが 張 り巡 ら され て音 声 な ん か も使 え る よ う にな っ て き ま す と、 音

声 を含 む 自然 言語 が 全 世界 を飛 び 回 る時代 に な る の で はな い か 。 そ うい う こ とに な っ

て くる と、 そ れ ら を如何 に処 理 す るか とい うこ とが 非 常 に重 要 に な っ て くる。 そ う

い う意 味 で私 は とら え て い ます。 で す か ら こ うい っ た も の を きち っ と処 理 す る技術

を確 立 しな くて は い け な い。 そ れ で 自然 言 語 処 理 応 用 シ ス テ ム と して い ろ い ろ考 え

られ ます が 、 マ ル チ モ ー ダル イ ン タ フ ェ ー ス を取 り入 れ た非 常 にお も しろ い シス テ

ムを ソニ ーな どが研究 して い ます。 人 間 の顔 の動画 面が 出て、応 対 して くれ る。 ち ょっ

と答 え に くい ときは 困 っ た な とい う顔 つ きをす るわ け です 。 そ うい った画 像 や音 声 、

自然 言 語 をイ ンテ グ レー トした マ ル チ モ ー ダル な イ ン タ フ ェ ー ス で す 。

そ れ か ら機 械 翻 訳 シス テ ムで も ネ ッ トワー クが グ ローバ ラ イ ゼ ー シ ョン され ます

と、 言 語 の ギ ャ ップ を感 じな い で い ろ い ろ な情 報 に ア クセ ス した い とい う こ とが起

こ り ます か ら、翻 訳 の技術 はそ う い う場 面 で も生 きて くる はず で す。 日本 に あ るデ ー

タ だ け で は な くて 、 世 界 に散 らば っ て い る い ろ い ろ な 国 の 言 葉 、 そ うい っ た言葉 を

知 らな くて も この情 報 が ほ しい と い う と、 機 械 翻 訳 で翻 訳 され て、 あ ち こ ち を探 し

に い くこ とが可 能 にな る。 これ も重 要 だ と思 い ます 。

【質疑応答 】

諏訪=あ りが とうご ざい ま した。 それで は ご質問あ るい は コメ ン ト等 が ご ざい ま し

た らお願 いいた します。それ では先 に手 を上 げた加藤 さん。

加藤:画 像屋 的 な立場 か ら音声 とか言 語 の役 割 につい てお伺 い した いのですが、 先

ほ ど田 中先 生 は、 自然 言語 とい うのは ヒューマ ンメディアの典型例 で人 間 にいちば

ん近 い ところのメデ ィア とい うお 話で した。 あ る意味で はそ れ はそ うかな とも思 い

ますが 、 まった く逆 の考 え方 をす る と、一番遠 くな りかねな いか な とい うの もあ り

ます。 それ は画像 屋 か らい うと、絵 とい うのは言葉で説明 しな くて も、見 れ ば とり

あ えず それで何 か伝 わる。 そ うい う面か ら見 る と、 た とえば うち の子 ど もに絵本 を

見せ る と、 まず字 を読む前 に絵 を見 て喜 んでい る とい うこ と もある。 それ か ら本 を

読 んで やる ときも単 調 にただ字面 を読 んでやる とい うので は な くて、た とえば民話

とか昔 話 とか物語 だ と下手 くそ な りに一生懸命 感 じを込 め て読 んでや らない と子 ど

もは喜 んで くれ ない とい うこ とが ある。 そ うい うこ とか らす る と高度 情報 に応 じた

ところ ではた しか に 自然 言語 は人 間 との距離 は近 い ところに あ るか もしれ ないけれ

ども、実際 の コミュニケー ションあるいはイ ンタラクションでは結棲灘 しい話 がい っ

ぱいあ って、必 ず し もいち ばん近 い とい うわけで もないので は ないか とい う気が し

ます。

それ か らもう一 つ は、 リアル ワー ル ドコンピューテ ィングで は、対 話 の 状況 を設

定 して、音声対話 コーパ スや ビデ オ と音込み の デー タを取 って デー タベー ス を作 り

始 め て い ます。 た とえば旅行代理 店 の窓口での対話 の例 では 、実際 にや っ ているの

は アナ ウンサーのお客 さん と、 ア ナ ウンサーの旅行代理店 の 人 とによる対 話 になる
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ので、1円 で も高い ところに旅行 させ てやろ う とか、何 とか この商 品 を売 り込 んで

やろ う とかい う根性 な しに、 ただ字面 で読 んでいるだけにな ります。

今 まで はデー タの 蓄積 が ないの で、 それ を作 る ことはた しか に意味が あ る と思 う

んです が、 そ こで売 り手 のほ うの、何 とか売 りつ けてやろ う とい う根 性 とい うか、

気概 とい うか、気迫 とい うか、 そ うい った ところ まで機械 が認識 するか、少 な くと

も相手 に伝 わるか、 あ るいはその機械が それな りに分 か った とい うふ うに話 しかけ

ている相 手 に思 わせ るか。 そのへ んは、 どうい うふ うに今 の音声技術 とか 言語技術

が発展 していけば、音声 と言語が 融合 していけ るのか な とい うあた りをお伺 い した

い と思 い ます。

田中=後 者 の ほ うにつ いて は もうち ょっ と研 究が進 まない といけな い と思 ます。 も

うち ょっ と基礎研 究 を きち っ とやっ てい く必 要が ある分 野だ ろ うと思 い ます 。それ

か ら前 者 のほ うの質 問ですが、 もちろん画像 で パ ッと伝 わ る場合 は画像 を使 えばい

いわけ です。地理 な ん てい うのは絵 で見せれ ば いい。左 を何m行 った ら何 とかが あ

るで し ょう。 そこ を右 に回 ってむ に ゃむ にゃ と言 わないで、 地図画像 を提 示すれ ば

い い。 だか ら適材適 所 があ る と思 い ます。 ただ 、現 実 に情 報 が どうい うか たちで蓄

積 され てい るか と言 う と、 ほ とん どが文章で す。最近 は電子化 が相当 されて きては

い ます が、実会社 の情報 は、文章 に よる蓄積 と交換 がほ とん どです。 フ ァ クスで も

絵 が ほ とんどか とい う と、そ うで はな くてほ とん ど文章 だ と思 います。 そ うい う意

味 で どち らがす ぐれ てい る とい う こ とで はな く、あい補 うべ き ものだ ろ う と思 い ま

す。

したが って コ ミュ ニケー シ ョン をす る上 で最 も適切 な もの を選択 あ るい はそれ ら

を複合 して使 うのが いい場合 には複 合 して使 うのが よい と私 は思 っています。

柏木=人 類発生論 的 に考 えてみ ます と、人間が複数 いるときに非 文のほうか ら始 まっ

てい る はず なんです 。 お互 いの意 思疎 通は きわ めて短 い フレーズで行 われ ていた と

思 い ます。

田中=た とえば単語 のみで。

柏木:1つ は、 自然発 生 的 にはお互 いに必 要な情報 を単 に交換 す る とい う言語活動

と、 もう1つ は形 態素解析 などに則 って書いている、たとえば 自分 の思考 とい うか、

思索 した もの を記録 に とどめ よう とす る ときに、一生懸命 静 か な ところで考 え なが

ら作 っ てい る文章 な どの言語活動 があ る と思 い ます。極 端 に言 う とそ うい う二つの

流 れ に言語 は分 かれ ている ような気 が します。 両方 やればい いんで しょうが、 どっ

ち を最 初 に手掛 け ていっ た らヒューマ ンメデ ィアの課題 を解決 してい くの にい いん

だろ うか。 そのへ んの アプ ローチ の戦略 とい うの を何 かお持 ちでい らした ら聞かせ

ていた だ きたい。

田中=答 え にな るか ど うか分 か りませ んが、私 自身は今 まで どち らか とい うと書 き

言葉 を対 象 に して き ま した。柏木 先生 がお っ しゃった 「考 え なが ら記録 す る」 に属

す る言 語活動 です。 先 ほ ど私 は音 声 と言語 の間 のブ リッジが 足 りない と言 い ま した

が、音 声 と言語 の間の ブ リッジ をかけ よう と思 うと、言 語 の研 究成 果 に対 する音声

屋 の評価 は必 ず しも芳 ば しい もので はあ りませ ん。

一167一



今私 は少 な くともこのあた りの技術 はまだま だや らな くて はいけない と思 い ます

が、書 き言葉 に関 しては、構文解 析 の技術 とい うの はか な りいい技術 が生 まれて き

ている と思 い ます。 た とえば1億 ぐらいの曖昧 性 が出 る解析 結果 なんかは、今 の普

通 の ワークステー シ ョンで は数秒 で 出 ます。実 に素晴 らしいアル ゴ リズ ムが開発 さ

れてい ます。 このあ た りにつ いて研 究 している 人 は、 もう少 しこのあた りに目を向

けてや る。 その手掛 か りが やは りこ こにある。 このあた りをベース に しな が らこ う

い うこ とをや る。

それ か ら音声屋 さんは このあた りをあ ま りベ ース に しない で、 とりあ えず数百 ぐ

らいの発 話で五、六 語 ぐらいの文 章 を扱 うこ と を対象 に して い ますか ら、 ア プロー

チが違 うと思 い ます 。長 い 目で見 る とや は り書 き言葉 か ら攻 めるほ うが いいの じゃ

ないか 。 ただ、 この あた りは今始 まったばか りです。CMUか らス タンフ ォー ド大

学 に行 かれた冨 田 さんがス キ ッピ ングアル ゴリズ ム とい うの を作 りまして 、それ は

非文 の ある種 の繰 り返 しのあ る ところ をどん どんス キ ップ してい く。非常 に高速 に

うま くやる とい うよ うな手 掛か りを作 りました 。です か らこのあた りにつ いて さら

にやる こ とはもうや め て、 このあ た りを使 って こ うい う問題 を どうアタックす るか

とい うこ とを、私 は考 えたい と思 ってい ます。

どち らか とい う と行 き当 た りば った りのほ うが、短期 的 に は早 い成 果が 出るか も

しれ ませ ん。それ は それでいいん ですが、そ うい うこ とで は うまく行 か ない問 題 が

いっぱ いこ こにはあ りそ うな気 が していま して、 そ ういった ことをや りた い と思 っ

てい ます 。 それ をやる ため にはEDRの 辞書 を も う少 しよ くしたい。20万 語あ って

ほ とん どは完壁 なん です。 ところが やは り使 ってみ る と漏 れがあ って、その漏れ が

なかな か直 らない。 もっ と修 正の サ イ クル を速 くしてア ップデー トをがん が んやっ

て、2年 ぐらいで ものす ご く質 の いい もの に した ら、 これ は もうヒューマ ン メデ ィ

アのベ ース として世 界 に確 たる成 果 にな る と思 い ます。 その基礎 を横 井 さ んが作 っ

て くれ たわ けで、そ の先 のこ とをぜ ひ2年 間 ぐ らいでや るべ きだ と思 って い ます。

それか ら私 はこれ に も非常 に興味 が あ って、 ここの ギャ ップ を、繋 り'を、 こ うい う

文章 だけで はな くて もうち ょっとや りたい。

それ で考 えている のは、 アル フ ォンのモ デル とい うのが あ るんです。音 声 認識で

は異音 とい うものを考 えな くては いけない。 ア カ とい うのはAとAで は さまれ たK

です。 アキはAと1と は さまれたKで す。 同 じKと 書 きます が、音響 的 に違 うらし

いんで すね。 これは異音 として見 な くてはいけ ない。異音 の 数 をい くつ に設定 した

らいいか とい うこ ともまだ よ く分 か っていない。ATRで は百二十 い くつか ら2の1

0乗 の1㎜ の2乗 に増 や してみ て、 それ を4000に 増 やす。1000の2乗 まで は音声認識

の精度 が上が るけれ ど、そ れ をさ らに増 やす と音声認 識 の精 度が下が る。 これはお

そ ら くは異音の定義 が悪 く、細 か く分 けす ぎて い るために何 か ノイズが入 ってい る

ので は ないか とい うこ とです。 だ か ら異音 に関 す る問題 を さ らに突 き詰 め た い。噂

による と、NTTあ た りで一生懸 命 やっている ようです。 そ ち らでいいモ デルが作

れれ ば、 われわれ も手 に入 れたい。

それか ら電総研 で も速 水 さんたちが 中心 になって進 めてい る異音 のモデ ルが あ り
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ます。 異音 のモデ ル に関する処理 の技術 が実 は この方法 の上 でで きるんで す。 それ

か ら形 態素解析 につ い ては接続表 とい うの を使 っ て、み んなパ ッパ ッと切 ります。

形 態素 もこの形 態素 とた とえば4段 活用 の互換 には5段 活用 の語尾 がつ か な くては

いけない。形 態素 間には繋 るもの と繋 らない ものが ある。 そ うい うのを表 のマ トリッ

クス に してお きます。左側 に来 る もの、右側 に来 る もの とマ トリックス に してお く。

そ こに ビ ッ トを立 て ておいて とい う表 を使 うんですが、 その表 につ いて コ ンソ レー

トが こ ち らの ほ うに うま く乗 るんです。それ か ら異音 に関 する コ ンソ レ ー トもこの

上 に乗 る とい うこ とが ようや く最近分 か って きま した。

諏訪:柏 木先 生、 よろ しいで しょうか。 まだ質問が お あ りだ とは思 い ますが、ス ケ

ジュール 的 に10分 ほ どオーバー していますの で、セ ッシ ョンllに つ きま しては以上

で終 わ りた い と思 い ます。 また最 後 のパ ネルの中でいろいろ と問題提起 な どを して

いただけ た らと思 い ます ので よろ し くお願 いいた します。
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コ ン ピュ ー タ を中 心 と した伝 達 メデ ィア の 融 合

通信 ・放送系メディア
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OHP-S2一 田 村 一2

マルチ メデ ィアの真 の意 味

ゴ ン ビュ ー タ&ネ ッ トワ ー クの手 の 丙 に'"

画 像/映 像 が入 っ た 川

◆ それでどうなる?
・映像表現の自由度の飛躍的向上
・新 しい画像/映 像 メディア ・ビジネスの開花

◆ 現 実 に は ・ …
・既 存 の 業 界 の 枠 組 み の崩 壊 ・覇 権 争 い

・技 術 戦 略 不健 全 症 候 群

一焦 って も ダ メ
、静 観 しす ぎ て も ダ メ!
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コ ン ピ ュ ー タ に よ る イ メ ー ジ処 理

■ 人間の視覚機能を拡大する

■ 人間の視覚機能を代行する

■ 人間の視覚機能に訴える

OHP-S2一 田 村 一4
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● 画像再構成
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符号化画像
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生成(CG)
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● レンダリング
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● 記述に よる入力

　　 　 　

1シ ンボル処理
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特徴抽出

● 静止 画像 圧 縮
・MH

,MMR,JBIG,JPEG

● 動画 像 圧 縮
・AfPEG

●3次 元 画 像圧 縮

●ModelBasedCOding

特徴量

認識

●エ ッジ/線 検出

●領域分割
●テクスチ ャ解析

●幾何形状処理

●パ ターンの分類
・マ ッチ ング

'統 計的分類
・借)ど的決定

●画像の理解
・モデル記述
・Aッ プダ ウ♪γ
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●カラー処理技術

(記録技術)
§ ●中間調処理技術

・濃度殼開

'面積語調

●カラー処理技術
き ・マス ヰ ング

・色変 換

・UCR

O立 体視

1● ステレ槻
.● レンチキ ュラ方 式

‖ ● ホ ロ グヲ・ブ イ
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－mammo.1騨moreぽ 埠 ≡nege.nvs・"× 廓獺 鮒恒殼z"rm脳 霧

1二∵:三 ぽ三三『癒 二　 ㈹'
る ●OS●GUI● 並 列 処理 §情

願 〔 叉 察ふ_,一 献撒.=締 一 既頴 〔,一 〔 ジ=,≡ 松治 紺 ㌍ ・聯(・ ㎜ 。_.

mml

－174一



OHP-S2一 田 村 一6

画像 メディア処理の要素技術

圧 縮 ・符 号 化 技 術

一未曾 有の大発展。標準化 とLSIが 大成 功。

一 デ ィジタル化 で、各種 冗長度圧縮 法が統 合 され る。

一新 しい理 論的研究(ウ ェー ブ レッ ト、 フラク タル等)

CG、Visualization技 術

一 レ ン ダ リン グ手 法 は一 段 落
。技 術 体 系 が ほ ぼ固 ま る。

一 ソ フ トウ ェア ・ツ ー ル整 備 が進 む
。

一 画 像 処 理 とCGの 融 合
、 実写 とCGの 融 合 が 活 発 。

認 識 ・理 解 技 術

一手法 的に は大 きな進歩 な し
。

一研究論 文数 は太 いが、S/N比 が悪い。

一 マルチ メデ ィアで新 しい用途 が増 えて きた1?

0卜IP-S2一 田 村 一7

大 き な発 展 分 野 広 帯域 デ ィジ タル ・ネ ッ トワ ー クの応 用

テ レ コ ラ ボ レ ー シ ョ ン(RealtimeCSCW)

遠 隔 教 育(DistanceLearning)

遠 隔 医 療(TeleMedicine)

ア ウ エ ア ネ ス

ー ビデ オ サ ーバ ー や コ ン ピ ュー タ制 御 カ メラ を取 り入 れ た

ビ ジ ュ ア ル コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム
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OHP-S2一 田 村 一8

マ ル チ メ ァ ィア か ら ヒ ュ ー マ ン メデ ィ ア へ

Human(Oriented)Media=

人 間 に とっ て便 利 な 、賢 い メデ ィア に す る ため に ・ …

↓
● コンピュータに とって は煩雑 で多様 な画像/映 像 のデ ータ形式 を、

人間 に見 せないよ うにす る仕掛 け/工 夫 が必 要(デ ィジタルに限 る)

●知 的 ヒューマ ン1/Fと しての画像 メデ ィアの役 割 が重要

一 ビジ ュ ア ル エ ー ジ ェン ト、

仮 想 空 間協 調 作 業etc.

OHP-S2一 田 村 一9

悲観 的 に見 れ ば ・

い まのマル チメデ ィア ・フ ィーバ ーは、技術的可能性 の ある

もの だけを最大限 に拡大解釈 してい るだ け。

それ をすべ て実現 するだ けのR&Dリ ソースはない。

た だです ら、焦点 が絞 れない画像 分野 の研 究開発 が、 ます ます

散漫 になるだ けではないか!?

楽観 的 に見 れ ば ・

マル チメデ ィア ・ブーム を引 き起 こす源 となった

①CPUパ ワーの増大

② メモ リの大容量化

③ 通信 チャネルの高速 ・広 帯域化

は、今後 も続 きそ う。社会投資 が な され、R&D人 口 も増 えれば、

今後 どう発展 して も不思議 では ない。画像/映 像分野 に とって

大 チ ャンス1.
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OHP-S2一 田 ‡寸一10
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OHP-S2一 田 中 一1

≡ ≡五
目 回目

・音 声処 理技術

自然言語処理応用システム

言語学

音韻論

{統語、構文】論

意味論(MG意 味 論、

語用論 状況意味論

DRT)

日本語文法論 、GB

ユ ニ フ ィケ ー シ ョン 文 法

DCG

LFG

GPSG

HPSG

JPSG

FUG

カ テ ゴ リア ル 文 法

t音声li鋪話システム
亨ルチ遊子ダ海インタブ'エース
.撮械麟 殴 ス■ム

鞠 涙 テム
婿寒鹸 索

文鯉 鯉
ス裡ルチェグ鑑 ワープ働

校正斑摺i

推鼓:シ・ステム

形 態 素 解 析 技 術

構 文 解 析 技 術

(CYK、ATN、 ア ー リー法,

左 隅 分 岐,Pratt法)

チ ャー ト法

GLR法

意味解析技術

格 フ レーム

確率文法

意味文法

辞書 ・言語 的常識

文脈解析技術 意味 ネソ トワー ク

省 略補強 レ トリカル構造抽出

照応 関係認識

対 話処理技 術

プラン認識

意図 ・信 念認識

ユーザモデル

文章生成技術

プラン、

意図

非文 の解析

音 声対話

話 し言葉 の文

言い淀み

繰 り返 し

省 略 な ど

コーパスベース処理技術

用例 ベース

事例 ベース

統 計(確 率)ベ ース

声 処 理'

(音 響 処 理 技 術)

FFT、LPC、[メ ル]ケ プ ス トラム

音 韻処 理 技 術

HMM

バ イ グ ラ ム/ト ラ イ グ ラ ム

コ ン フユ ー ジ ョン マ トリク ス

(ニ ュー ラ ル ネ ノ ト)

ワ ー ドラ テ ィス

ア イ ラ ン ド駆 動

ワ ー ドスポ ノテ ィ ン グ

音 声合 成

述語論理
言語行為論

At技術
知識表現

推 論
探 索

辞書

音素情報

形態素情報

構文情報

意味情報

専門用語辞書

言語学 的常識

上位 ・下位関係

部 分 ・全体関係

反 義 ・同義関係

(百科事典 的知識) 専門知識

行政 法律

教育 特許

医療 など

斗手口矢刀
心

一一ーー口

)

ー

学

言語 コーパス

タグ付 き

構造付 き

KWic

バ イリンガル

多言語間

文書デ ータの標準化

マ ークア ノブ言語

SGML

音声 コーパ ス

タグ付 き

(その他 の専門知識

物理、化学 な ど)
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セ ッ シ ョ ンlll

ヒューマンメデ ィア技術 の展望

一社会 文化的視点 ・産業的視点一

司 会:西 田 豊 明(奈 良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 教授)

話題提供:月 尾 嘉 男(東 京大学 工学部 産業機械工学科 教授)
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西 田:今 度 は視点 を変 えま して文化社 会 的 な視 点 か ら とい うことで 、社 会文化 ワー

キング グループの主査 をな さってお られ ます東 京大 学の月尾 先生 に話題提 供 をお願

いいた します。

【話題提供 】

月尾:社 会文 化 ワーキ ング グルー プは、 現在、 メデ ィア神 話か らの脱却 とい うこ と

で報告書 をま とめ よ うか と考 えて い ます。 まだ議論 を してい る ところです が、私 が

考 えた三つの神 話 の打破 と五 つの神 話 の打破 とい うかたちで お話 を したい と思 い ま

す。最 初の三つ は ヒ ューマ ンメデ ィアが 目指 す ものではな くて、 い ま現 れ たマ ルチ

メデ ィアがす でに壊 した話 とい うこ とで、後 の五 つが これか らヒューマ ンメデ ィア

が壊 すべ き神 話 とい うこ とで、話 を させ て いただ きます。最初 の三つ は何 度 も話 を

してい まして、重複 しますが お許 しいただ きたい と思 います。

い ま世 の中で騒 が れ ているマ ル チメデ ィア とい うの は、技 術 か ら見 て ど う'いう特

性 があ るか と言 うと、簡単 に三つ にま とまるの で はないか と思 い ます。 一つ はデジ

タル情報処理 とい うこ とで、従来 ア ナログ処理 が中心 だった メデ ィアでは 、一 つの

メディ アに対 して一 つ の フォー ムが あ り、 一つ の デ ィス トリ ビュー シ ョン システム

が ある とい うか た ちだ ったわけ ですが、 デジ タル情報処理 が行 われ る と、端末 が一

つに統 合 され、 デ ィス トリビュー シ ョンシス テ ム も一 つの もの に統合 され てい くと

い うふ うに言 われ てい ます(OHP-S3一 月尾一1)。

従来 メ デ ィアの分 野 で受 け入 れ られ て きた説 は、 マ クル一八 ンが1960年 代 に提 起

した 「メデ ィア ・イズ ・メ ッセー ジ」 とい う概 念 で、あ る特 定 の媒体 はそ れ 自身が

すで にメ ッセ ージ性 を持 っている とい うこ とで す。 た とえば昨 日大地震 が起 こった

わけで すが、 あの大 地震 は どこに震 源が あ って 、 どの ような被 害 をどこへ もた らし

たか というこ とを正確 に表現 しよ う と思 うと、 もちろん正確 には科学雑誌 な どに紹

介 され るわ けですが 、 い まの ところ新 聞 が最 も適切 な表現 が で きるので はないか と

思 い ます。細 かい解 説 な どをつ け て克 明 に解 説 す る とい うか たちでで きる。 テ レビ

ジ ョンで も地 図 を出 して、 こ うい う地震 が起 きて、 こうい う被害 が あ りま した とい

うことを伝 え られ るわ けですが、 それ はか な り概略 に しかす ぎない。

一方 、 では地震 で た とえば肉親 をな くした方 が どの くらい 悲 しいか とい う状態 を

伝達 しよう と思 うと、 その時 には おそ ら くテ レ ビの ような ものが泣 いてい る肉親 の

方 を一瞬映 す とい うこ とで非常 に伝 わ りやす い。新 聞記者が名文 で書 いて も、 必 ず

しもそ うい う悲 しい感情 はうま く伝 わ らないか もしれない。

自分 の知 っている人 が大丈夫 か ど うか を調 べ ようと思 う と、 電話 の ような もの を

皆 さん使 われる。 つ ま り一つ の地震 とい うこ とに 関連 して起 こ った事象 をい ろいろ

伝 える時 に、 メデ ィ ア とい うのは そ こか らある側面 を切 り取 って くる性質 が ある と

い うことをマ クル一八 ンは言 ったわけです。

ところが フ ォーム もデ ィス トリ ビューシ ョン も全部統合 され て い くと、そ れ ぞれ

が特性 を持 ったメデ ィア という社会 で はな くな るこ とによって、 メディアはメ ッセー

ジであ る とい う信 号 の媒体依存性 とい う神 話 は崩 れ ていって、次 に何 らか の理論 を
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作 る こ とが 必 要 にな っ て くる の で は な いか とい う のが まず1点 目で す 。

2点 目 のマ ル チ メ デ ィア技術 の 特徴 は、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な ネ ッ トワー クが 社 会

に で き る とい う こ とで す 。 これ ま で一般 に社 会 にあ っ た メデ ィ ア とい うの は、1対

1の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を可 能 に す る電 話 の よ う なパ ー ソ ナ ル メ デ ィ アか 、 一 人 の

人 も し くは一 つ の組 織 か ら多 数 の 人 々 に伝 達 す る た め の マ ス メデ ィ アの ど ち らか し

か な か っ た わ け で す 。 もち ろ ん 中 間 的 な もの は い ろ い ろ あ っ たの で す が 、 大 き く言

え ば この二 つ が 重 要 な メ デ ィア だ った(OHP-S3一 月尾 一2)。

と こ ろが い まイ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・コ ミュ ニケ ー シ ョン ・ネ ッ トワー クの よ うな も

のが で きる こ とに よ っ て、N対Nの コ ミュ ニケ ー シ ョン が社 会 の 中 で ご く一 般 的 に

使 わ れ る可 能 性が 出 て くる こ とにな りま した。 わか りやす く説 明 す れば 、 パ ー テ ィー

で五 、 六 人 で集 ま っ てが や が や 話 をす る よ うな こ とが 電 子 メ デ ィ ア を通 じ て で き る

よ うな新 しい社 会 が 出 て くる とい う こ とに な った。

従 来 の メ デ ィア と い うの は統 合 制 御 性 とい う、 一 つ の 場所 か ら全 体 の メ デ ィア を

コ ン トロー ル す る と い う概 念 が強 か った わ け で す 。 コ ン ピュ ー タで 言 え ば ノイ マ ン

型 コ ン ピュ ー タの よ うな一 つ の プ ロセ ッサ が すべ て を コ ン トロ ー ル し なが ら シス テ

ム を統 括 して い く と い う概 念 だ っ た わ け で すが 、 す で に リア ル ワ ー ル ドコ ン ピ ュ ー

テ ィ ン グ な どで も超 並 列 、 超 分 散 とい う よ うな 新 しい概 念 が 始 ま っ て、 コ ン ピ ュー

タの 内 部 とか 、 コ ン ピュ ー タの ネ ッ トワー ク と い う点 で ノ イ マ ン神 話 は崩 れ始 め て

い る わ け で す 。 そ れ を も っ と一般 的 な社 会 環 境 に拡 張 して、 私 たち が使 う メ デ ィ ア

の 中 で も ノイ マ ン型 の考 え方 、1ヵ 所 が す べ て の系 を統 合 して い る とい う考 え 方 が

稀 薄 に な っ て 、全 体 と して の 制御 とい う概 念 が な くな る とい う こ とが 出 て くる とい

うの が2番 目の特 徴 で は な い か と思 い ます。

3番 目の マ ル チ メ デ ィア の特 徴 は、 大 変 巨 大 な容 量 の 情 報 を処 理 し た り伝 達 す る

ことが 可 能 に な る とい う こ とで す 。 パ ソ コ ンが78年 に私 た ち の手 に入 る手 段 に な り、

デ ジ タル 通 信 回線 を80年 代 前 半 に使 える よ う にな っ た 時代 を起 点 と して 情 報 環 境 を

考 え て み る と、80年 代 とい う の はだ い た い 端 末 装 置 に しろ、 通信 回 線 に しろ、 記 憶

装 置 に しろ、 キ ロ とい う単位 で 表 現 で きる よ うな 能力 を持 って い た と思 い ます(OH

P-S3一 月尾 一3)。

た と え ば コ ン ピ ュ ー タ1台 当 た りの メ モ リは 数 十 キ ロバ イ トで あ り、外 部 記憶 装

置 も640キ ロバ イ トの フ ロ ッ ピ ィが使 わ れ る とい う状 態 だ っ た わ け で す 。 演 算 能 力

は だ い た い キ ロ イ ンス トラ ク シ ョ ン/セ カ ン ド(KIPS)程 度 で あ り、 通 信 媒 体 は た

とえ ばINSネ ッ ト64が83年 に使 わ れ る よ う にな りま した け れ ど も、64キ ロ ビ ッ ト

/セ カ ン ドだ った わ け で す。80年 代 の終 わ りか ら現 在 にか け て は だ いた い メ ガ にな っ

て い て 、パ ソ コ ンで もだ い た い メ ガバ イ トの記 憶 能 力 を持 っ てお り、 コ ン ピ ュー タ

の処 理 速 度 もだ い た い ミッ プス(MIPS)に な って い る 。公 衆 回線 で も1.5メ ガ ビ ッ

ト/セ カ ン ドのINSネ ッ ト1500が 使 え る とい う状 況 に な っ て きた。

やが て これ が もう3桁 上 の ギ ガ に入 っ て い くの は ほ ぼ確 実 で し ょう。 現 在 の ミニ

ス ーパ ー コ ン ピ ュー タ程 度 の もの が パ ソ コ ン程 度 の値 段 で 、 デ ス ク トップ にな るか

ど うか は わ か りませ ん が 、皆 さん が使 う よ うに な る。 当然 そ の処 理 能 力 は ギ ップス
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(GIPS)も しくは ギガ フロップス の ような程度 の能力 にな り、通信 媒体 は現在 のN

TTの 構想 で す と0.6ギ ガ ビ ッ ト/セ カ ン ド程度 ですが 、 アメ リカの規 格 な どに合

わせ てい くと数 ギガビッ ト/セ カ ン ドの通信 回線 が使 える とい うこ とになる。

多 少強 引 に分 けてい ますので はみ 出す部分 があ るに して も、 ほぼ10年 で3桁 ず つ

上が ってい く。 この3桁 上 が った ギガ とい う技術 の特徴 は何 か と言 うと、 キ ロビッ

トの時 代 はだいたい文字 とか記号 を主 な情報処 理 の形態 としてい ました。 メガであ

れ ば図形 とか音声が ほぼ中心 的 な もの にな って きたわけです が、 ギガにな れば、私

たちが 日常使 う情 報処理 が映像 とか動画像 とか、 もう少 し先 まで行 けばバ ーチ ャル ・

リア リティ とか立体 画像 を使 うとい う もの に変わ って くる とい うこ とになる。

その時 に、社 会 に何 が起 こるか とい うこ とですが、1948年 にシ ャ ノンの作 った信

号優先 性 を持 った コミュニ ケ ーシ ョンの理論 を考 え直 す時が来 てい るので はない か

と思 います。

た とえで話 したほうがわか りやす いか と思 いますが、 い まか ら15年 前 テ レビジ ョ

ンで ニ ュース を伝 え る時 は どうい うかたちで伝 えたか と言 う と、 ご く普通 の背景 の

前 にア ナウ ンサ ーが座 って、書 か れた原稿 を読 み上げ る とい うかたちで した。そ こ

では非 常 に きれ いに整理 され たシ グナル、 もち ろんこれ は通 信理論 で言 うシグナル

とは別 ですが、本来伝 えたい情報 内容 とい う意 味で シグナル とい う言葉 を使 えば、

シグナルだけ を読 み上 げる とい う状 態で した。

ところが い まエ レク トロニ クス ・ニュー ス ・ギ ャザ リン グ(ENG)と かサ テライ

ト ・ニュ ース ・ギ ャザ リン グ(SNG>が ご く普通 になって、 リアル タイ ムに しろ、

記録 された画像 に しろ、 ビデ オ画 像 をどん どん ニュースの中 に持 ち込む とい うこ と

になる と、 その中 には当然本来 シグナル として伝 えたかった こ ととは別 の こ とがい っ

ぱい入 って くるこ とになるわけです。

一 つ の例 で言 えば、大地震 の現 場 でサテ ライ ト・ニ ュース ・ギ ャザ リン グのか た

ち で リアル タイ ムで ニ ュース を送 ってい る時 に、子 どもが テ レビカメ ラを見 てVサ

イ ンを出す とい うこ とが時々 ある わけです。そ うい うこ とが 送 られて くる と、 アナ

ウ ンサ ーが シア リァスな事故 として状況 を伝 え ているの とは現場 は少 し違 うのでは

ないか とい うこ とが社 会の 中へ伝 わ る可能性 が ある。つ ま りあ らか じめ用意 された

シ グナルだ けを伝 え る社 会 か ら、 そ の時 に不可 避的 に従来 は ノイズ と思 わ れていた

ような もの、つ ま り本来伝 える意 図が ない ものが一緒 に社会 の中 に どん どん伝 わ っ

てい くこ とになる とい うこ とです。

私 たち はその ような状況 に慣 れ ていないので拒否 する傾 向 もあって、京 阪奈研 究

学園都市 のPNESの 実験 で、100世 帯強 にテ レビ電話が入 れ られ てい ますが、 実際 は

ほ とん ど誰 も使 って いない とい うことで す。理 由は ご想像 がつ くと思 い ますが、 と

くに家 庭 にお られ る女性 が いつ も化粧 を してい なければ いけ ない とか、 いつ もある

程 度 の服装 を してい なけれ ばいけ ない というこ とで、 た とえ ば夕 方か らパ ジ ャマ に

着替 えて気 楽 にのん び りしている こ とがで きな い とい うような こ とです。 そ うい う

ような こ とは どこか ら来 るか とい う と、本来 これ まで社会 的 に電話媒体 を介 した コ

ミュニケ ーシ ョンはシグナルだけ伝 える とい う建前 だ ったか らです。
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その時 だ け作 り声 を出 し、普段 使 わない ような言葉 を使 う とい うかたち でシ グナ

ル的に コ ミュニケー シ ョン してい たのが、画像 まで入 る とノイズ とな るよ うな もの

まで どん どん伝 わ って しまう。そ れ によってあ る種 の神 話性 が崩 れ る とい うこ とを

いま皆 さん は嫌が ってい る とい う状況 だ と思 い ます。

シャノ ンが1948年 にシグナル とノイズ とを明確 に区別 して、 シ グナ ルをいか に忠

実 に伝 えるか とい うかたちで通信理論 が研 究 され、 と くに符 号化理論 な どが研 究 さ

れ て きたわけ ですが 、 そ うい う社 会 が、大容量 の情報 を自由 自在 に処理 し、送 る と

いうこ とが可 能 にな って きた こ とによって崩 れ ようとしている とい うこ とで、 マ ル

チ メデ ィアがす でに こうい うような新 しい社会 を作 り出 そ う としてい る とい うこ と

です。

次 に ヒューマ ンメ デ ィア とい うのは一体 どうい うものを壊 してい くべ きか とい う

ことを、五 つ ほど社 会文化 ワーキ ンググループでは取 り上 げ ようか と考 えて い ます。

一つ は まず空間比 喩性、 メデ ィアは何 らかの既存 の空間 も し くは物体 の メ タファ

として存 在 す る とい う考 え方 は検 討 してみる必 要が あるので はないか と思 い ます。

た とえば長年 コ ンピュー タの画面 とい うのは紙 と鉛筆 のメ タフ ァとして作 られ て き

ま した。 わ ざわ ざエ ネルギー も余 分 に使 い、技 術 も高度 に して、 白い画面 の上 に黒

い文字 を出す とい う ことを一 生懸命研 究 して きたのは、紙 と鉛筆 のメ タフ ァが背景

にあ ったか らだ と思 い ます。

次 に出 て きたメ タ ファはデスク トップメタフ ァで、マ ッキ ン トッシュあ た りか ら

出て き ま した。 これ に よって多 くの コンピュー タの画面 はだ いた いデスク トッ プメ

タファで構 成 され るこ とになって きたわけです。

次 にマ ルチメデ ィ アの世界 で出 は じめたメタ フ ァは、 タウ ンス ケープメ タフ ァと

言 われ て い ま して、 マ ジ ックキ ャ ップ とテ レス ク リプ トで通信 を しようとす る と典

型 的で すが、 いちば ん最初 に出 て くる画面 は町 の通 りに銀行 が並 んでいる とか、映

画館 が あ る とか、学校 、図書館 な どが並 んで い て、 た とえば買 い物 をした い とい う

と、そ の タ ウンスケ ープメ タファの中か らシ ョッピ ングセ ンター を探 し出 して 、 そ

こをク リックす るこ とに よってシ ョッピングセ ンターの中に入 ってい くとい うか た

ち にで きているわけです

今年 の4月 からタイ ム ワーナーが フロリダの オー ラ ンドでフルサ ービス ネ ッ トワー

クの実 験 を始 め ます が、 その最初 の画面 もタウ ンスケ ープメ タフ ァにな って い ま し

て、 きれい な町が出 て きて、そ の町 の中か ら自分 の行 いたい行 為 を行 わせ て くれ る

場所 を選 ぶ とい うかたち にで きてい ます。

その先 とい うわけ で もないのですが、情報 スーパ ーハ イ ウエ ーに よっ て何 を創 る

か とい うこ とに対 して、 ゴァ副大統領 はサイバ ースペ ースだ と言 ってい ます。 これ

もまさ に空間 のメ タ フ ァとして、新 しいネ ッ トワー クが作 り出す社 会 の総 体 を空 間

のイメー ジ として表現 しているわけです。

そ れは使 いやす さを もた らす とい うこ とで はその とお りだ と思 い ます。 デス ク トッ

プメ タ フ ァな どは非 常 にコ ンピュ ータを使 いや す くして くれ たわけですが 、一方 そ

れ は私 たちが過去 の習 慣 とか現 実 の空間 の中 に依 然 として縛 られた ままだ とい うこ
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とで、 わ ざわ ざヒューマ ンメデ ィア とい う もの を開発 す るこ とに よって、 あ る種 の

飛躍 な り開放へ向かお う という時 には、む しろ拘束 になるので はないか と思 い ます。

そ うい う点 でメ タフ ァで はないか たちで次 のメ デ ィアの表現 形態 を考 え る必要が あ

るので はないか と思 ってい ます。

2番 目は身体拡 張性神 話です。 マ クル一八 ンが言 った 「メデ ィア ・イズ ・イ クス

テ ンシ ョン ・オブ ・マ ン」 とい う言葉が あ りま して、 あ らゆ る媒体 は人間 能力 の拡

張 だ と言 ったわけです。 自動車 とい うのは足 の拡 張 であ り、 望遠鏡 とい うのは 目の

拡張 で あ りsテ レビジ ョンも目の拡張 だ。電話 は耳 の拡張 だ と言われて きたわけで、

多 くのメデ ィアは人 間の能力 を拡張 す るこ とを 目標 としていたわけです。

た とえば タイプライ タは文字 を書 く能力 を拡 張 し、 ワー プロ も同 じような こ とだっ

たわけです。 これは人間の能力 の拡張 の部分 ももちろんあ ります。 自動車 で行 け ば

10分 の ところ を歩 いて行 けば2時 間か か る とい うよ うな こ ともあ りますか ら、 た し

か に能力 の拡張 です が、 一方 、本 来 の人間 の能 力 を衰 退 させ ている部分 も非常 に強

い とい うわけです。

私 は普段 時計 を持 た ない ように してか ら15年 ぐらい経 ち ますが、 時 間 の感覚 は昔

よ りはだいぶ よ くな って います。 ところが どこ にで も時計が ある とい う よ うな環境

にい る と、だんだ ん時間 に対 す る能力が人 間か ら失 われてい くことに なる。 もっ と

典 型的 なの は、 ワー プロを使 い過 ぎる と漢字 を どん どん忘 れ て しまう とか 、最近 で

は毛筆 のす ば らしい表現が で きる ワー プロ もあ りますか ら、書 道の ような ものは多

くの人 が や らな くな る。 その程度 だ と害 は ないのか も しれ ませんが、 た とえば暗算

の能力 が失 われてい くとか、人間 が本来持 って い る能力 を個 人 として失 う とい う危

険性 がある とい うこ とです。

それ か ら社会 としての能力 の喪 失 とい うこ とも考 えない といけ ない と思 い ます。

た とえ ばテ レビジ ョンによるニ ュースが非常 に進 んだこ とに よって、 た しか に普通

は体験 で きない社会 を体験 す るこ とは可能 にな りま した。 昨 日の神戸 の災 害 で も、

とて もわれわれ普通 の社 会の人間 は現 地へ到達 す る こ とはで きませ んが、 その状 況

が現 地か ら送 られ て くる とい うこ とも可能 にな る。

何 千 メー トル とい う海 の中へ も 自分 では行 け ないけれ ども、代 わ りにテ レビジ ョ

ンカメ ラが行 ってわれ われに送 り届 けて くれ る とい う意味 で は、 た しか に身体 の拡

張性 、社 会集団 の能 力 の拡張性 を もた らして くれているわけ ですが、 同時 にそれは

あ る種 の危険 もあっ て、切 り取 られた現 実 だけ が私 たち に送 られて くる とい うこ と

にもなっているわけです。 ニュースが典 型的 ですが、 カメラマ ンも しくは レポー ター

の視点 を私 たちは 自分 の視点 とせ ざるを得 ない社会 になって くるわけです。

メデ ィアが社会 の 中 に浸 透 して い くとい うこ とは、一方 で本来生物 として の人 間

が持 っていた個 人の 能力 の衰 退 に もつなが る し、 ある集 団が持 ってい た危 険予知能

力 とか集 団 として の防衛 能力 とか、集 団 と しての発 展能力 とい う ものの減 退 もし く

は抑制 に もつなが る可能性 もある とい うこ とで、 これか ら ヒューマ ンメデ ィア を開

発 して い く時 に、単純 に人 間の能 力 を拡 大 して便利 にす る とい うような発 想 だけで

いいか とい うこ とも考 えてみ る必 要があ るのではないか と思 い ます。
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それ か ら客観伝達 性神 話 につい ては昔か らい ろいろ警告 を発 せ られて い るわけで

して、 メデ ィア 自体 は客観 的に相 手 に物事 を伝 えるわけでは ない とい うこ とです。

送 り出 す人 と受 け取 る人 とのバ ックグラ ウン ドの違 いに よっ て どうにで も解釈 され

る ものだ とい うのが メデ ィアなわけです。

面 白 い例 をご紹介 します。良妻 賢母 とい う言 葉が あ ります。私 ぐらいの 年代 です

と、家 にいて、安 い材料 を一生懸 命 スーパーマ ーケ ッ トへ行 って買 って、料 理 をこ

つ こつ作 って、主人 に ご飯 を食べ させ る とい うのがた とえば 良妻 ではない か と思 う

のです が、最近 の若 い人のあ いだ で は、あ らか じめで きた冷凍食 品 を買 っ て きて、

電子 レンジの中へ入 れ て、主人が帰 って きた らチ ン と温 めてす ぐ食べ させ る とい う

のが良妻 賢母 だ とい う概 念が多 くの若 い男女 のあいだに浸透 してい るそ うです。

その 背景 は何 か と言 うと、台所 仕事 を してひ び割れ た汚 い手 を主 人 に見 せ るよ り

は、 あ ま り水 を使 わ ないで電子 レ ンジのボ タンを押す程 度 で、 シ ラウオの ような指

を保 った ほ うが亭 主 は喜ぶ のではな いか とい うこ とで、最近 の若 い人 々の間 にはそ

うい う ことの ほうが 新婚 の奥 さん のやるべ きこ とではないか とい う概 念 が あ るわけ

です。 そ うい う良妻 賢母 とい うあ る一 つの時代 の中のあ る集 団の 中では 非常 に客観

的な事 実 を伝 える とい う言葉 も、文化 的背景 が違 って くるこ とに よって意 味が大 き

く違 うこ とになって きます。

ここか ら ヒューマ ンメデ ィア開発 の問題 が出 て きます。従 来 、 メデ ィア とい うの

はある種 の普遍性 を持 った手段 と して開発 す る こ とが暗黙 の うち に了解 さ れていた

と思 い ます。 で きれ ば世界 中の人 が共通で使 え る言語 を作 り出 して、共 通 に使 える

フ ォー ムで、 しか も共通 のマ ナーで使 えて コミュニケ ーシ ョンが で きる とい うの が

理想 だ と考 え られ ていた と思 い ます。

しか し、 そ うい う こ とに対 して違 うのではな いか とい う新 しい世界 的 な反対 が出

てきて い ます。た とえば、一昨年 サ ミュエル ・ハ ンテ ン トンが書 いた 「文明 の衝 突」

とい う論 文 があ った のですが、要 は次 の時代 は、 もはや普遍 的な文明 に よ って人 々

が コミュニケー シ ョ ン して平和 な社会 を築 け る とい う保証 は ない。む しろ そ れぞれ

違 う文 明 がお互 いに衝突 してい く中で次 の社会 は持続 してい くとい うよう な概念が

出て きたわ けです。

ヒューマ ンメデ ィ アは国際的 に提携 して技術 開発 を してい かれ るのだ と思 い ます

が、 日本 が開発す る技術 が非常 に普遍的で、 あ る種 の文明的 な側 面 を持 つ 、 つ ま り

どこへ も浸 透 してい け るメデ ィア として開発 して い くのが い いのか を再考 す る必 要

があ る。た とえば漢 字 を使 うのに極 めて特 異性 を発揮 で きる メデ ィアで あ った り、

主語 の ない表現 とか 、 日本的 な曖 昧 な言語 を適切 に処 理す るよ うなメデ ィア を開発

した ほ うが いいのか とい うあた りも、 ヒューマ ンメデ ィアで は考 えてみ る必 要があ

るので はないか と思 い ます。

従 来 は文化 を背 景 に して出て きたメデ ィアは、可能 な限 り文明 を目指す 、つ ま り

普遍性 を 目指 す とい うような方 向 で とらえ られ て きたのですが、 果た して そ の方針

で今後 も進 めてい くのか。 とくに文明 の衝突 と言 われる ような時代 を前 に して、そ

れ を回避す るため の メデ ィア とい うような大義名分が いいのか とい うこ とも考 え て
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み る必 要が あるだろ うと思 い ます。

それ に近 いこ とで現実再現性神 話 もあるわけ です。 た とえ ばテ レビジ ョ ンのカメ

ラで写 して送 り出 す とい うこ とは、 そ こで の現実 を正確 に離 れた場所 へ送 り届 ける

とい う こ とで あって、それ をいか によ り正確 にす るか とい う こ と、 た とえ ば色 の調

子 を整 える とか、音 をいか に忠実 に再現 す るか とい うことに これ まで努力 されて き

たわけです。

しか し、先 ほどの客観伝 達性 と深 く関係 す る わけですが、 それぞれ個 人 が過去 に

蓄積 した もの を トリガー となって引 っ張 り出す 以外 にはメデ ィアは役 に立 たない。

む しろ、そ うい うこ とに主 に役 に立 っているんだ とい う考 え方 があ るわ けです。

た とえば俳句 はたっ た17文 字で非 常 に詳細 に風 景 を再現す る と言われ てい ます。

「古池 や蛙飛 び込 む水 の音」 と聞 くと、 あ る集 団 の中で は共 通 のイメー ジ を浮か び

出 させ ることがで き る。で はそれ に近 い景色 を どこか探 して、 カメ ラで蛙 が池 に飛

び込む ところ を写 して送 り届 け た時 に、多 くの 方が共通 に持 つ俳句 のほ うか ら受 け

る感覚 を再現 で きるか とい う と、 それは再現 で きない と考 え たほ うがい い。つ ま り

再現性 を どん どん追求 していって、 それが現実 をよ り忠実 に再現す る とい うこ とが、

本 当 にメデ ィアが 目指 すべ きこ とか とい うこ とも考 えてみ る必要 がある。

先 ほ どテ レビ電話 の話 を しま したが、 これはNHKのOBの 浦 達也 さ ん とい う

方が言 われたのですが、 マイナス ワンメデ ィア とい う考 えが あ ります。 電話 とい う

のは非 常 に豊富 な コ ミュニケー シ ョンを人 と人 とのあいだ に実現す る可 能 性が ある

と言 っ ているわけで す。小 学生が 学校 ではほ とんど話 を しな い。 ただ し家 に帰 って

きた ら同級生 と電 話で何 時間で も話 をしてい る。

それ はいろい ろな解釈 があ ります。一 つには シャイで、お 互 いに面 と向 か うと話

せ ない とい う解釈 もあ るのですが 、別 の解釈 は、 フルスペ ク トラムのメ デ ィア とい

うのは実 は コミュニケ ー シ ョンを阻害 す る。 つ ま り相手 の全 人格 を前 に して話 す と

い うの は、 コミュニ ケー シ ョン したい ところだ け をうま く相 手 に伝 え に くい。 とこ

ろがマ イナス ワン とい うこ とで画像 を消 して音 声 だけ にす る と、伝 えた い こ とが極

めて相 手 に よ く伝 わ る。小 学生 は伝 えたい こ とを伝 えるため に、逆 にマ イ ナス ワン

メデ ィアを駆使 して夜 中 に一生懸命 電話 をしてい るんだ とい う解釈 もあ るわけです。

た とえば古池 や蛙飛 び込 む とい う感 じの シー ンを相手 に伝 えたい とか、 自分 の心

の内 を伝 えたい とい う時 に、 フル スペ ク トラム に、 しか もそ のスペ ク トラ ム をどん

どん広 げてい くとい うこ とをメデ ィアが 目指 した時 に、そ れが その 目的 を達成 して

いるか とい う と、そ うで もない とい うわけです。

ある抽象化 した概 念 を送 り届 け る こ とによっ て、 メデ ィア とい うの は相 手 の中に

あるシ ー ンな り、 ボ キャブラ リな りに トリガー をか けるだけ の ものだ と考 えれば、

よ り有効 に トリガーをかけ て、 自分 が伝 えた い ものを相手 の中 か ら引 っ張 り出す ト

リガー にな るような情報 を送れ れ ばいいので は ないか と考 え る と、現 実再 現性 をひ

たす ら目指 す とい う ような目標 も一度考 え直 してみ てはどうで しょうか。 とくにバー

チ ャル ・リアリテ ィ とい うもの を考 えてい くと、 そ うい うあ た りが研 究 の対象 とし

て上 が って くるこ とになる と思 い ます。
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これ もご存 じの こ とか と思 い ますが、 「バ ック ・トゥ ・ザ ・フュー チ ャー」 で最

近明 らかに された こ とが あ ります 。 ガソ リンス タン ドの プラスチ ックでで きた大 き

な看板 が あ りまして、 そ こへ 自動車が空 中を飛 んでい って突 っ込 み、その プラスチ ッ

クが こな ごな になる とい うシー ンが あ ります。

それ を ビデオで ひ とコマずつ送 ってい くとどうい うことになっているか とい う と、

看板 へ 自動車 があ た る以前 にす で にプラス チ ックの看板が一 旦割 れて、 そ れで一瞬

閉 じて、 その後 もう一度 自動車が あたって、 これ は ご く物理 的に割 れる よ うな シー

ンが コ ンピュー タ ・グラ フィックスで作 り込 まれ ているそ うです。私 もス ローモー

シ ョンで見せ て もら ってなるほ ど と思 ったので すが、 そ うす る とコ ンピュー タ ・グ

ラ フィ ックスで物理 法 則 をその ま ま忠実 に再現 して、 あたっ た時 にひびが 入 って、

その後 こな ごな に割 れ てい くとい う表現 よ りは、物理法則 を無視 したほ うが 自動 車

が突 っ込 ん だ とい う印象 が多 くの人 に とっては正確 に伝 わるのだ そ うです。 そ のた

めに物 理世界 では起 きない ことをわ ざわ ざ画像 として作 って いる。 その こ とに よっ

て私 たちは よ りリア リテ ィを感 じる とい うこ とです。

つ ま りバ ーチ ャル ・リア リテ ィとい う技術 が出 て きた時 に、従 来 の物理 世界 をい

か に物 理法則 の まま に再現 してい くとい うのが リア リテ ィの再現 だ と私 た ちは信 じ

ていた わけですが、 バ ーチ ャル ・リア リティ、 つ ま り物理空 間 に存在 しな い もの も

作 れる ようにな って くる と、 そ うい うか たち だ けでの リア リティの再現 が 果 た して

妥 当か とい うことも、 い ま現実 に 「バ ック ・トゥ ・ザ ・フュ ーチ ャー」 の よ うな と

ころで は実験 的 に検 討 され始 め られてい る とい うこ とです。 そ う考 える と、 この現

実再現 性 こそメデ ィ アの 目指すべ きところだ とい う目標 も改 めて考 えてみ る必要 が

あるだろ うと思 い ます。

最後 は人 間中心性 神 話です。 メ ディア とい うの は人 間の コ ミュニ ケーシ ョンのた

めに役 に立つ ことを前提 としてい るわけです。 それ はそれほ ど極 端 に否定 しな くて

もいいか もしれ ませ んが、 た とえ ば世界 を どう分 けるか とい うこ とでテイ ヤール ・

ド ・シ ャルダ ン以来 世界 とい うの はまず基本 に リ トス フェァ とい う鉱物 で で きた世

界 が あ って、 その上 にア トモス フェア とい うものが あ って、 そ の上 に人 間 も入 った

バ イオス フェア とい うものが あっ て、そのバ イ オス フェア を もう少 し別 の 観点 か ら

見 ればエ コス フェァ とい うのが あ って、 あ とは ヌース フェア とい う精神 世 界 が さ ら

にそれ を包 んでい る とい う階層構造 を示 してい ます。

私 た ちはメデ ィア は人 間社会 の 中で使 うもの と考 えている わけですが、 い ま科 学

全体 が人間 中心だけで考 えることをそろそろやめ よう とい う方 向に来た時 に、 メデ ィ

アは人 間 と人 間が コ ミュニケーシ ョンす る とい う方 向 に向け てい こう とい う考 え方

だけで いいか も再考 の必要 がある。

た とえばバ イ オス フェアの中で考 えて、つ ま り大気 も水 も、 もちろんそ こ にい る

植 物 とか動 物 も含 め た中でのメデ ィア技術 とい うのは一体 ど うあるべ きか とい う程

度 まで含 め て次は考 えていかない と、 自然界か ら切 り離 した人 間 と人間 とのあいだ、

つ ま り人 間社会 の中 での コ ミュニケー シ ョンとして の ヒューマ ンメデ ィア とい うも

のだけ を考 えてい い のか どうか とい うこ とも、 一度 は考 えてみ た らどうで しょうか
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とい うこ とです。

現 実 に どうい う技術 を開発 す るか とい うこ とには直接 はつ なが らな い ような話 で

すが、 少 な くとも従 来 の大学 の情 報工 学科 とか 電気工 学科が 寄 りどころ と して きた

ような メデ ィアを扱 う理論 はもうマルチ メデ ィアでか な り壊 され始 めた と思 い ます。

次 に、 ヒューマ ンメデ ィア とい うのは もっ と先 を目指す とい うこ とであ れば、 そ

の先 に 出て くるい くつかの神話 をあ らか じめ予想 してお いて、 それ を打破 する とい

う表現 が適切 で もな い と思 い ます けれ ども、十 分 それに対 す る解答 を得 な が ら技術

開発 を してい く必 要 があ るので は ないか と思 い ます。 かな り勝手 なこ とを言 ってい

ます ので、 いろいろご意見 が ある と思 い ます。

【質疑応 答 】

西 田:ど う もあ りが とうご ざい ま した 。かな り時間 を残 していた だ きま したの で フ

ロアの ほ うか ら。 では原 島先生。

原 島:非 常 に面 白い話 をど うもあ りが と う.ございま した。今 日のお 話 はほ とん どす

べ て否 定形 でお話 しにな られ ま した。 もしで きれ ば、 た とえば1、2、3、4、5

につ い て肯定形 で言 葉 を作 る とど うい うこ とに なるのか教 え ていた だけれ ば と思 い

ます。

月尾:ぜ ひ先生 方で考 えて くだ さい とい うこ とです。(笑)

原島:ち ょっ と気 にな った の は、肯定形 の言葉 があるの か。それ とも今 日のお話 は

基本 は ここに書 いてある従来 の神 話 なんだ けれ ども、 それが100%で はな い よ。 も

しか した ら99%か もしれ ない よ。マ イナス1%と い うのがあ る よ とい う話 な のか。

これが50%以 下 だ よ。50%以 上 の言葉 があ るはずだ よ という趣 旨なのかが ち ょっ と

読 めな か った。 今 日のお話 の範 囲 では、何 か100に 対 してマ イナ スの要素 が あるか

ら100で はな い よとい う主張 の ように聞 こえたのですが、結 局 そ うい うことで 、肯

定形 があ るな らばそのほ うが50%以 上 だ ろ うとい うこ とでお伺 い したのですが。

月尾:私 も研 究会 に参加 させ ていただ い ていてわか らない ところ は、 ヒューマ ン メ

デ ィア とい うのは何 を達成す れば い いのか とい うこ とで、 お そ ら くどなた もまだ共

通 の 目標 としてお られないのだ と思 い ます。 そ の点 について共通 の認識 が で きれば

肯定 形 は何 か とい うこ とは出て くるのだ と思 い ます。

た とえば よ り便利 にす るの だ とか、 よ り使 いやす くす るのだ とか とい うことであ

れば、 それ に対 して どうすれば い いか とい うこ とは出て きます。私 が漠然 と考 えて

い るの は、 これ まで の メデ ィアで は得 られ なか った能力 を人 間 に付 与 す る とい うこ

とが ヒ ューマ ンメデ ィアの目標 で はないか と思 ってい るので すが、 そ うな った らた

とえば従来 の空間のアナロジー とい うこ とか ら抜 け出せない とだめ だと否定 的 に言 っ

ている わ けです。 ヒューマ ンメデ ィア とい う概念 で考 えてお られ る ものが 目指 す統

合 的な 目標 は どうい うものか とい うこ とを議論 しない といけない と思 い ます。

原 島:そ うす る と従来 の人 間の能力 にな かった ものを作 る とい う立 場 で もし定義 す

る と、比較 的簡単 に肯定 的な用語 が出 て くる とい うことですか。

月尾:可 能性 はある と思 い ます。
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原島:そ うす る とたぶ ん難 しさは、それ が ヒューマ ンメデ ィアの 目的か どうか とい

うこ との議論 が難 し くな るので はないか とい うことですか。

月尾=そ うい うこ とです。 これ は社 会文化 ワーキ ンググルー プ だけが や る話 題 で も

ないの ですが、社 会 文化 ワー キ ンググルー プで もそ こは まだ あ ま り議論 していない

です。 ヒューマ ンメ デ ィアを開発 して、 われわ れは何 を手 にす れば成功 か とい うこ

とにつ い ての議論 もない し、統 一 的 な見解 もな いのですが、 そ こが あ る程 度見 えて

こない といけない。 もし空間の ア ナロジーをよ り拡大 してい けばいいんだ とい うこ

とであ れ ば、 その神 話 を打破 す る必要 はない わけです。サ イバ ースペー スの ような

ものが 自由にスク リー ンの上 に再 現 で きればい い とい うこ とにな って しま うか もわ

か らな い。 で もそ うい う現 実 の空 間に縛 られ ない、現状 の空 間の アナロジ ーか ら飛

び出す とい うことが 一つ の 目標 だ とい うこ とになる と、 この空 間比喩性 を否定 しな

ければ いけない とい うこ とにな りますが、 その大 きな 目標 が 私 には まだわ か らない

とい うこ とです。

柏木=大 変否 定形 のい いお話 を伺 い ました。 ただ技術屋 と して ち ょっ と理解 に苦 し

むの は、 た とえば ノ イマ ン神 話 とい うかたちで ノイマ ンの名 前 を出 してい ますが、

これ は フォン ・ノイマ ンの こ とで しょうか。

月尾1そ うです。

柏木=だ とした ら彼 の著作 をきち っ とお読み になっての論拠 で しょうか。

月尾=そ うで はあ りませ ん。

柏木:シ ャノ ンにつ いて も、彼 の主張 をすべ てご理解 な さってか らこ うい うかた ち

で浮 き彫 りに して くだ さるのはい いんですが、 世の 中に大変 誤解 をふ りま くこ とに

なって い ますので、 そのへ ん十分 ご勉 強 いただいて こ うい う言 い方 をしていた だ き

たい と思 います。少 な くともフォ ン ・ノイマ ンの言 ってい る こ とは これが すべ てで

はあ りませ ん し、 シ ャノンに関 して も、彼 自身 の著作 の中 に はいろいろな 思想 が盛

り込 まれてい るはずで す。 それ を正 しく理解 しないで茶化す ようなや り方 をす る と、

私 ども に とっては大 変無礼 な行 為 と受け取 れる わけで、 と くに工学部 にお られる先

生 か らこ うい うお話 が出て くるのは、私 自身は大変気 になる ところです。

第2に 、先生 自身が社 会文化 ワーキ ング グループ をお 引 き受 け にな る時 に、社会

文化 とい うのは受 け 身であ る とお考 えで しょうか。 それ とも技術 に対 して どうい う

役割 を持 っている とい う立場 で この会 を動か してお られ るので しょうか。

月尾=双 方性 とい うか、 どち らも主導権 は取 らない とい うふ うに思 ってい ます。

柏木:技 術 に は 目標 が必 要 です。 そ うす る とどち らに も責任 を取 らず にこのテー マ

を追 求 してい こうとい うお考 えですか。

月尾:技 術 の 目標 とい うの が、短期 的な 目標 か、長期 的 な 目標 か に もよ ります け れ

ど も、単純 に 目標 を設 定 したか ら技術 が 目標 を達 成 す る とい う こ とで はな い と思 い

ます。 設定 された 目標 をただ達成 すればいいの ではない。そ のあた りをむ しろある

技術 に対 していろい ろな視 点か ら評価 される とい うこ とを やるのが、社 会文化 ワー

キ ンググループではないか と私 は解釈 してい ます。

柏木:技 術 開発 とい うの は 目標 を持 ってや っているん です。 マルチ パ ーパス な ど と
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い うこ とは全然考 えて いな くて、何 かの役 に立 とう と して一生懸命 や ってい るの が

普通 で 、 目標 があ っ てそ の技術 開発 がや られて、 その 目標 の 意図 と違 うこ とに利用

され る こ とは多 々あ りますが、少 な くとも最初 志 を立 て る場 合 にはそ うな ってい な

い はず です。そ うす る とそれはい ったい官 が立 てるべ きとお考 えなんです か。学 は

放棄 した。それで産 に考 えろとおっ しゃるのか。 そのへんが よ く見 えないのですが。

月尾:や る方が広 く考 えるの ではないです か。 つ ま りこれ まで科学技術 の発展 の中

で 目標 を立 てて研 究 され、 目標 は た しかに達成 してい る。で も次 の社会 か ら見 た ら

非常 に害 だったこ と も多数 あるわ けです。そ うい うこ とに対 して なるべ く広 い視 点

か ら技 術 とい うもの を考 え ましょ う とい うこ とが、社 会文化 ワーキ ンググ ープに課

せ られ た課題で はないか と思 い ます。

柏木:そ うい う議論 で い き ます と、誰 か の立てた理 の ある技術 開発 が万民 に とっ て

理 の ある技術 になる とは限 らない。

月尾:そ の とお りです。

柏木:や は り半分 以上 は犠 牲 を強 い るこ とにな る と思 い ます。 した が って先 生 は先

ほ どの原 島先生 のお 話 に対 しては 、技術 を否定 す る とい う立 場 で ご発言 な さってい

るこ とにな りますが。

月尾=い まの話 の中で技術 を否定 は してい ません。 これ までメデ ィ ア とい う もの に

つ いて社 会が さまざまに解釈 して きた解釈 の ま まの延長 では で きないので はないか

と言 っ ているわけです。決 してい まメ ディアを開発 しよう として いる さま ざまな直

接 の 目標 を否定 しているわけで も何 で もないのです。

柏木=先 生 のおっ しゃるその 目標 とい うのは何 です か。

月尾=そ れ をい まいろい ろな視 点か ら考 え始 めている とい う ところ で、 それほ ど単

純 には 目標 は設定 で きない とい うこ とを、私 はこの五 つの従来 メデ ィア と技術 に付

随 して きた視点 か ら単純 にはで きませ ん とい うことを申 しあげたのです。

柏木:と い う ことは この プ ログラムは当分お あづ けに してお いた らいい とい うこ と

ですか。

月尾:そ んな こ とは全然 申 しあげてい ませ ん。 た とえば これか ら報告書 を書 くため

にいろ い ろな方が努 力 され る と思 い ますが、 そ の中で出 て くればいいので すが、 い

まの段 階で明確 に誰 もが 同 じ目標 を抱 いている わけで はない のではないか とい うこ

とです。

柏木:で はひ と月で出 て くるのですか。

月尾:そ れはわか りませ ん。

柏木:と い うことはこの プログラムは推進すべ きではない というこ とです ね。

月尾:そ うも言 ってい ませ ん。出て くるか もしれ ない ので、べつ に い まの時点 で 明

日出て こない とも言 えない し、1年 やって も出 てこない か もしれ ない し、そんなふ

うには決 め られないので はないで しょうか。

柏木:目 標 ってそんな ものです か。

月尾=そ うだ と思 い ます。

柏木:先 生 のお っ しゃるメデ ィア とは何 ですか。
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月尾:必 ず しも相 手 は人間だ け とは限 りませ んが、相 互 に何 らかの意 図 を伝 えるた

めの手段 だ と考 えてい ます。

柏木:手 段 ですか。 そ うす る と現 実 とは何 ですか。

月尾:現 実 とい うのは?

柏木:現 実再現性神 話 のお話の中での現 実。

月尾=現 実 とい うのは、一般 的 に物理 的 に記述 され る空間 と考 えてい ます。

柏木=普 遍性 の ある空 間 を指 してい ますか。

月尾=い ままで多 くの技術 者 はそれ を普 遍性 と思 って お られ た とい うこ とです。 つ

ま り物 理 的 に記述 され る とい うこ とが普遍性 だ とい ままで考 えてお られた が、 それ

が必ず しもそ うで はない とい うこ とを私 は申 しあげたのです。

適切 な例 か どうか わか りませんが、最 近医学 の分野 で さま ざまな病気 が気 力 で治

る とい うこ とが言 わ れは じめてい ます。 しば ら く前 まで、記 述 される方法 が なか っ

た時 に は、 それ は まやか しだ とか 言われてい ま した。 ところが記述 す る方法 な り計

測す る方法 が出 て きた時 には、そ れはある種 の普遍性 を持 っ て現実 にな っ て くる可

能性が あるわけです 。 つ ま り計 測技術 な り処理 技術 な りの能力 に よって現 実 とい う

のは絶 えず変 わ って くるわけですが 、い まここで現実 と言 って いるのは、 い ま計測

可能 な範 囲での物 理 的 に記述 され る ものであ って、 それが必 ず しも普遍性 とは言 え

ない と思 い ます。そ の言葉 の中だけで話 される方 に とってはた しか に普遍性 です。

柏木=そ うす る と個 人個 人 によって現実 は変 わ っていいんです ね。

月尾=そ れは もち ろん当然 です。

柏木=そ うす る と再現性 とい うのは何 ですか。

月尾:再 現性 とい うのは、い ま計測可能 な範 囲で誰 もが納得 され る こ とです。

柏木:そ れ と普遍性 とどう違 うのですか。誰 もが納得 する とい うこ とと普遍性 とは

どう違 うのですか。

月尾=そ れが必 ず しも新 しい表現技術 、計測 技術 に よって 普遍 で はな くな る とい う

こ とが ある とい うこ とを申 しあげ たのです。 た とえば これ まで はテ レビカ メラで計

測 で きる もの を現 実 とか普遍 とか 言 って きたわ けです。 そ うで はない もの まで も含

める可 能性 が ヒュー マ ンメデ ィア にはあるので はないか とい うこ とを申 しあげてい

るのです。

柏木:普 通芸 術作 品 とい うの は、作者 の意 図がいか に見 る人 に通 じるか とい うこ と

が主 たるね らい にな ってい る と思 い ます。

月尾:作 者 一人の ね らい として はそ うだ と思 い ます。

柏木=で も万民 が好 まなければいけない とい う理 由 は全 くないんです。

月尾=あ りませ ん。 それ はその とお りです。

柏木:だ か ら現 実再現性神話 をなぜ壊 さなければいけないの か理解 で きませ ん。

原島:議 論 が かみ合 ってい ない ような感 じが しますが、感想 を述べ させ ていただ き

ます。私 自身技術屋 です が、技術屋 の苦 しみ とい うのはや は りあ るんです。今 日お

話 にな ったた とえば空 間比喩性神 話 とい うこ とで も、今 日午 前 中 に実 は現 在 のマル

チメデ ィアは時 メ タ フ ァまで進 ん でいる とい う話 を私 は した んですが、そ の時 にそ
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れだけ でい いか どうか は正直言 っ て迷 いがあ る。迷いがあ るけれ ども、 そ れ に対 す

る別 の発想 が まだ ない。 と りあえず は迷 いなが らで もこれで行 かな くて はいけない。

そ うい う位 置 にいるわけです。

とくに産業界 の方 はほ とん ど迷 い なが ら、そ れ に対 す るオ ル ターナテ ィ ブが ない

か らこ うい うか たち でやっている んだ と言 う。 そ の時 に結局 欲 しいの はオ ル ターナ

テ ィブで あって、否定形 は自分が迷 ってい る ところを また指摘 されて いる とい う印

象 を持 つ人が結構多 い。最近 そ うい う時代 にな って きたので はないか。 あ る意味 で

技術屋 が これが100%で あ る とこの神 話 を信 じで楽 観的 にや ってい る時代 では な く

な って きたのではな いか。そのへ ん の ところで心情 的な議論 になった のか な とい う

気 が します。

月尾:そ れ を指摘 されて どう して嫌 だ と思 うのですか。

原島:若 干 い ままで不幸 な歴 史があ った と思 うん です。先生 は必 ず しも文科 系 では

あ りませ んが、 い ま までいわゆ る文科系 の方 は、否定形 だけ で終 わって し まってい

るので はないか。あ との難 しい ところは技術 屋 がや りな さい よ と逃 げてい るので は

ないか6こ れはも しか した ら先入観 、 あるいは誤 った偏見 か もしれ ませ んけれ ども、

そ うい うものが あって、 また今 回 もそれで終 わ られ るので は ないか とい う不安感が

ある。 たぶんそうい う猜 疑か ら来 ているので はないか。今回 はぜ ひ一緒 にや りたい。
一緒 にや りたい とい うこ とは

、否 定形 だけで終 わるので はな くて、 や は り同 じ苦 し

み を文 科系 の立場 か らやっていた だ きたい。そ れが非常 に重 要 な こ とで は ないか と

思 います。

月尾:そ れは その とお りで いいのですが 、私 が こうい う問題 も考 え て進むべ きだ と

言 って いるのに、なぜ それ を不愉 快 に思 われる のか理解 で きない。 なぜ た だ否定 だ

け して いる と思 われ るのかが非常 に不 思議 です。社会 文化 ワー キン ググルー プで は

こ うい うこ とを考 え て、次 にでは そ こに何 が 出 て くるか とい うこ とを考 え てい ます

と言 っているわけです。

西 田:月 尾先 生 には非常 にた くさん の論 点 をお出 しい ただいた と思 い ます。それ に

関係 してなるべ くた くさんの コメ ン トをピック ア ップ したい と思 い ますの で、 ご協

力 いただ きたい と思 います。で は横 井 さん どうぞ。

横 井:一 つ はい ま原 島先生 の言 われた よ うな見 方 もあ りますが、逆 に言 う とこれ は

月尾先生 の考 え方 とは違 うか もしれ ませ んが、文科系 の言 われる こ とよ りもも う一

歩下 が った ぐらいの ところが常 に われわれのエ ンジニア リングの 目標 の設 定 です。

む しろ最近 メディアの世界 で安易 にわれわれエ ンジニアが文科系 にす り寄 りす ぎた。

その しっぺ返 しを若 干受 けたので は ないか とい う面 もあるの ではないか。 つ ま りあ

る程度距離 を置 く。 そ して文科系 の方、 あるいは社 会科学系 の方 はわれ われ よ りもっ

と先 か ら常 に批判 の 目で見 てお られ る とい うよ うに考 えるの も、われ われ エ ンジニ

アが心 を休 める一つの方法 か も しれ ない。

ただ ここ数 ヵ月 の努力 に よって このギ ャップが埋 まって、 すば らしい 目標 が設定

され るか もしれない。 ただ安易 に妥協 す るのは よ くないだろ う。 やは り一つの差 が

あ る。 そ こ を議論 の種 に して、徹 底 的 に議論 す る必 要はあ るだ ろ うと思 い ます。 こ
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れは こうい う課題 だか ら初 めて出て きたのだ と思 い ます。

高橋:NHKの 高橋 と申 します。 い まの議論 を聞い て い ましてひ と言 申 しあげた い

と思 い ます。私 自身 は工学部 出身 だ し、エ ンジ ニアですが、 先生 のお話 が 非常 によ

くわか りま した。ぜ ひ この方 向で進 めてほ しい と思 う一人 ですが、 た とえば実際産

業界 で いま何 を悩 ん でいるかの一 つが ここに よ く出 ている と思 い ます。 た とえば う

ちの番 組 で取 り上 げ た名古屋 にお ける中華航 空機 の事故 を見 て も、 自動化 神 話が航

空機 業界 にはあ って、 人間 とのかかわ りの ところを考 えないがゆ え にあの事故 を起

こ した わけですが、 技術 と人 間 とのかかわ りとい うことで、 広 い意味 で は かな り貴

重 なこ とを言 っていた だいた と思 ってい ます。

技術 屋 とい うのは容量 の広 い 目でい まみ たいな意見 を受 け入 れ られ ない と発展 は

ないの ではないか とい う感 じが します。 ノイマ ンが どうだ とか何 だ とか言 っている

ようで はいい研究 はで きないので はないかとい う感 じが します。私 は第 三者 ですが、

ぜ ひこ うい う議論 を進 めていただ いて、 それ を乗 り越 えるのが われ われの仕 事 かな

と思 い ます。

井口=東 大工 学部産業機械 工 学科 にお ります井 口 と申 します。実 は私 の専 門 は交 通

技術 で して、 ある理 由で こ うい う関係 の仕事 をマ ネジメ ン トをす る ことにな りま し

たので、今 日初 めて勉 強 させ ていただきにまい りま した。

ヒュ ーマ ンメデ ィ ア とい うの は なるほ ど感情 まで込 め て議 論 す るんだな 。大変 エ

キサ イ テ ィングな議 論 だな とい うのが印象 です。最近 の こ うい うデ ィスカ ッシ ョン

では、 非常 に表面 的 なこ とをち ょっ と聞いては講 師が答 えて、それで わか ったのだ

かわか らないのかわか らないまます んで しまうようなディス カ ッシ ョンが多 い中で、

これだけホ ッ トな議論 とい うのは大変 エキサイテ ィングで、 なるほ どこれは面 白い。

さすが ヒューマ ンメ デ ィアだ と感心 しま した。

私 は い ま申 しま した ように機械 工 学科 にい ま して、 自動 車 な どの典型 的 な固 い技

術屋 な わけですが、 月尾 先生 のお話 は文科系 の話 だ とは全 く思 わ ないで、技術 系 の

方 のお話 その もので 、 しか も否定 形 とネガテ ィ ブな表現 をされ ましたけれ ども、 そ

うでは な くて固定観 念 を破 って くだ さったわけ です。 なに も こんな固定観 念 に縛 ら

れる こ とはあ りませ ん よ。 その先 に何 かあ る。何 か は まだ月尾 先生 も教 えて くだ さ

らなか ったけれ ど も、非常 に心が広 くな りま した。私 も文部 省 の重点研 究 の総括責

任者 をさせ られるのですが、 どうしようか と迷 ってい たのが、 これは大変夢 が広が っ

た とい う印象 を受 け ま した。 どうもあ りが とうございま した。

中谷:文 科系 の考 え方 と理 科系 の考 え方 が どうい うふ うにず れてい るかみ たいな議

論が行 われた と思 い ますが、月尾 先生のお話 は私 はた しか に面 白い と思 い ま した。

私 は文 科系 ですが、 しか し議論 され ていた方 は みん な文科系 ではなかった か と思 い

ます。 す り寄 ったか ど うか を反省 す る とお っ しゃい ま したが 、 それ も文科 系 のいな

い ところでの話 で はないか と思 い ます。それ も神話 として否定 していただ きたい。

西 田:そ れで は最後 に月尾 先 生 に まとめ ていただ きま して、 このセ ッシ ョンは と り

あえず終 わ りにした い と思 います。

月尾:井 口先 生 に も言 って いただいたよ うに、誤解 とか独 断 のある説 に対 して多 数
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反 応 し て い た だ い て 大 変 感 謝 して お ります。 原 島先 生 か ら ご指 摘 の あ った こ とに も

答 え ま した け れ ど も、 い まこ の社 会 文 化 ワー キ ング グ ル ー プ は、 そ うい う とこ ろ か

ら何 が 可 能 か とい う こ とを議 論 し て い る とい う こ とです 。 皆 さんが 納 得 さ れ る よ う

な もの が 出 る か 出 ない か はわ か らな い の です が 、 そ うい う こ とで議 論 を進 め て い ま

す。

技 術 系 と文 科系 を分 け る必 要 も な い と思 い ま す が 、 実 際 こ れ か ら具 体 的 な 開発 を

され た い 方 が 目標 を立 て られ る時 に、 そ うい う議 論 が役 に立 て ば い い と この社 会 文

化 ワー キ ン グ グル ー プの主 査 をや っ て い るわけ で す 。 それ で は不 十 分 だ とい うの だ っ

た ら私 は辞 め ます 。

そ れ か ら柏 木先 生 に反 論 して 申 し訳 な いの で す が 、 ノイ マ ン の こ とを よ く知 ら な

い か ら言 う な とか 、 シ ャ ノ ン の こ とを全 部 読 ん で い な い か ら言 う な と い う言 い方 は

非 常 に フ ァ ッ シ ョ的 で、 よ くな い 言 い 方 だ と思 い ます。 私 も一応 は読 ん で い ます 。

しか し人 に よ って解 釈 は違 い ます 。 ノイ マ ンが 言 う とお り解 釈 され た方 もお ら れ る

で し ょうが 、誤 解 して い る人 の ほ うが 世 の中 には多 数 い る と思 い ます 。

柏 木:た とえ ば ノイマ ンな らノ イ マ ンの 一 つ の と ころ で制 御 す る と い う引用 の仕 方

は、 そ れ こそ並 列 処 理 の話 か らい ろ い ろ あ っ て 、 非 ノイ マ ン型 等 い ろ い ろ な言 い 方

を して か え って誤 解 を深 め て い る 部 分 が あ る ん です 。 ご本 人 の バ ック にあ る フ ィ ロ

ソ フ ィ を 曲 げ て し ま う よ うな印 象 を与 え る よ う な お話 は避 け て い た だ きた い と言 っ

たつ も りで す。

月尾:100人 の う ち99人 が私 と違 う意 見 で あ れ ば そ うい うふ うな批 判 もあ る か も し

れ ませ んが 、 私 の よ うに解釈 して い る人 間 は私 一 人 で は な い と思 って い ま す 。 世 の

中 の ほ とん どは誤 解 の連 続 で続 い て い る社 会 だ と私 は思 っ て い ま して 、(笑)そ う

い う時 に誤 解 を した やつ は発 言 す る な とい う よ う な言 い方 は 、 非 常 に フ ァ ッシ ョ的

で よ くな い とい う印象 を持 ち ま した。

私 の 浅 学 さを謝 る の は い く らで も謝 ります が 、 十分 理解 し て い な い や つ は あ ま り

発 言 す る な とい うふ う に言 われ ま す と、 今 後 人 前 で し ゃべ る の は面 倒 臭 い か らや め

よ う とい うこ とに な って しま い ます 。

井 上:副 委 員 長 の立 場 で ひ と言 申 しあ げ ます 。坂 井先 生 が い らっ し ゃれ ば う ま い 具

合 に ま と め て くだ さっ た こ とだ と思 い ます が 、私 は ど う し よ う か と思 い なが ら先 ほ

ど聞 い て い ま した。 柏 木 さん の こ と も私 は よ く知 って い ます し、 あ あ面 白 い と思 っ

て聞 い て い ま した 。

社 会 文 化 ワ ー キ ン グ グル ー プで は 、 ヒュー マ ン メ デ ィ ア は こ れ だ とい う コ ン セ ン

サ ス は まだ成 り立 っ て い ない 。 そ この とこ ろは まだ迷 って い る とい うか、 探 そ う と

して い る 時 だ と思 い ます 。社 会文 化 ワ ー キ ン グ グル ー プ は、 技 術 が 先 に あ っ て とい

う こ とよ り もむ しろそ れ を離 れ て 、 人 間社 会 は ど うあ った ら よか ろ うか とか 、 ど う

い う こ とを忘 れ て は い け ない か と か 、 そ うい う立 場 まで含 め て広 い立 場 か ら議 論 を

して い た だ きた い とい う こ とで で きた もの だ と思 って い ま す し、 ほ か の ワー キ ング

グ ル ー プか らは こ この成 果 が非 常 に大 きな期 待 を持 た れ て い ます 。

シ ャ ノ ン神 話 、 ノ イ マ ン神 話 の 名 前 はち ょっ と とい う とこ ろ は あ った か も しれ ま
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せ んが 、言 ってお られた こ とは もっ ともだ と思 って私 は聞 い てい ました。2番 目の

ヒューマ ンメデ ィアが 開放 す る。 これ は開放 していないわけ で、開放す る か もしれ

ない とい うわけです 。 とい うような この五 つの神 話、 われわ れが技術 的 に考 えます

と、空 間比喩神話 な どをついつい極 限 の ところまで追 い求 め よう とい う立場が 先 に

立 つ ような気 が します。

それ で時 々全 く素 人 の人 か らふ っ と聞かれては っ と思 うとい うこ とが わ りとあ っ

た りす るわけですが 、そ うい う感 じか ら言 う と、バーチ ャル ・リア リテ ィの ところ

では現 実再現性 をた ぶん追求す る立場 で当面 は行 くので しょ う し、 そ もそ もヒュー

マ ンメ デ ィア とい うのは人間中心 です か ら、そ こをどんな ものだろ うか とい う立場

で追求 す る とい う立場 で当面 は行 くんだ。で もそ れだけでは な くて、 ほかの こ とも

考 えておい て くだ さい よ と言われ た とい う具合 に考 えてい るわけです。

この場 をお さめ よ うと思 って発 言 しているわ けではな くて 、月尾 先生が この社 会

文化 ワーキ ンググル ー プを辞 め る と言 われ る と私 は非常 に困 ります の で、 そ うい う

こ とに な らない よ うに、神 話 か らの脱却 で も何 で もいいです か ら。(笑)わ れわれ

技術屋 が胸 に手 をあ てて考 えてみ る と、比較 的考 え方が狭 か った りす るこ ともあ り

ます。 そ うい うこ とに対 す る指摘 をして もらった という具合 に否定 的で は な く肯定

的 に とらえる。

また そ うい う甘 い こ とを井上君 は言 っている と柏木 さん は お思 い にな るか もしれ

ませ ん が、 それ も含 めて これか らたぶ ん1カ 月のあいだ に、社 会文化 ワー キンググ

ループ で少 しは肯定 的な プロポ ーザ ル も出 して いただ くよう にお願 い して お きたい

と思 い ます。井 口先 生 の コメ ン トの よ うに、感 情 まで含 めて ヒューマ ンな ものが剥

き出 しにな って くる。 こうい うものが コンピュ ータ と共 にあ り得 るのだろ うか とい

うこ とまで考 えて いけば面 白い話 にな るか もしれ ませ ん。

西 田=そ れで はこの セ ッシ ョンは以上 に させ ていただ きます。 ど う もあ りが とう ご

ざいま した。
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井上=そ れ で は、 ヒ ュー マ ンメ デ ィ ア プ ロジ ェ ク トへ の提 言 とい う こ とで最 後 の セ ッ

シ ョン のパ ネル討 論 を始 め ます 。 パ ネ リス トは 、 知 識 、感 性 、 仮 想 の各 メ デ ィ ア、

お よび 電総 研 か ら出 て い た だ い て い ます 。

初 め に各 パ ヘ リス トか ら10分 程 度 の プ レゼ ンテ ー シ ョ ン して い た だ き、 そ の あ と

フ ロ ア を交 えて討 論 を した い と思 い ます 。 で は 最 初 は、 電 総 研 の諏 訪 さん か らお願

い します 。

【プ レゼ ンテ ー シ ョン】

諏 訪=最 近 の 情 報 技術 の流 れ につ い て の 認 識 は、 お お よそ コ ン セ ンサ スが 取 れ て い

る と思 い ます が 、 い わ ゆ る ネ ッ トワ ー ク社 会 と い うか た ちへ と情 報 技術 が 進 み 、 実

際 にそ れが使 われ る よ うに な って い る。 す る と、 い ま まで の情 報 機 器 を、 よ りコ ミュ

ニ ケ ー シ ョン とい う立 場で 利 用 し よ うで は な い か とい う方 向 に世 の 中 は実 際 、動 い

て い る と思 い ます。

コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン も単 な る電 気 通 信 で は な く、 『広 辞 苑 』 に書 い て あ る よ うに

知 覚 、 感 情 、 思 考 の伝 達 とい う こ とで す。 そ れ を ど う い うか た ち で伝 え る か 、 い ま

まで と違 う もの が ど ん ど んで きて くる と思 い ま す。 す る と、 コ ン ピ ュー タ ー&ネ ッ

トワー ク とい った もの の 一 つ の ご 利 益 と して、 ネ ッ トワー ク に よ る空 間 の 超 越 、 メ

モ リに よる時 間 の 超 越 が あ ります 。 さ らに こ こ で強 調 して お か な け れ ば な らな い の

は、相 互作 用 の触 媒 、 知 識 の増 幅 とい う観 点 が あ ります(OHP-S4一 諏 訪 一1)。

で は 、 い ま まで技 術 開発 が どの よ うに な され て きた か 。 さ らに ヒ ュ ー マ ンメ デ ィ

ア分 野 の技 術 開発 をす る とすれ ば 、感 じとして どん な方 向 に進 も う として い る の か 。

どう ご理解 い た だ け る か 自信 が あ り ませ んが 、 こ うい う絵 の描 き方(OHP-S4一 諏 訪 一2)

を して み ま した。

た とえ ば通 産 省 が 第 五 世 代 プ ロ ジ ェ ク ト、 リ ア ル ワ ー ル ド コ ン ピ ュー テ ィ ング と

い う技 術 開発 を始 め る ときの 説 明 の仕 方 は、 従 来 の ノ イマ ン型 の コ ン ピ ュ ー タの考

え方 で は、 ソ フ トウ エ ア を書 くの が た いへ ん に な る とい う こ とで 、 まず 、 ソ フ トウ

フ ェ ア危 機 を回避 す る と称 して第 五 世 代 の プ ロ ジ ェ ク トをス ター トさせ た。

い ま リ ア ル ワー ル ドコ ン ピュ ー テ ィ ン グ をや って い ます が 、今 度 は問 題 を ア ル ゴ

リズ ム に書 き下 ろす こ とが 難 しい 、 非 常 に複 雑 な 問 題 を扱 うた め の新 しい技術 を開

発 し よ う とい う方 向 で 進 め て きて い ます 。 さて 、次 は この絵 を も う少 し立 て て 、 こ

の 延 長 線 上 で は な く少 し直 交 す る か たち で技 術 に 肉づ け をす る。 そ うい う こ とを考

え る のが 、 ヒュ ーマ ンメ デ ィ アの プ ロ ジ ェ ク トで は な い か と考 え て い ます。

何 を言 っ て い る ん だ と思 わ れ る か も しれ ませ ん が 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン とい う こ

と を考 え た と きに、 原 島先 生 な ど もい ら っ しゃ い ます が 、 い ま まで の計 算 機 を そ の

ま ま コ ミュ ニ ケ ー シ ョン に使 お う とす る と、 この絵 に 示 し ます よ う にバ ン ド幅 の 狭

い、 限 られ た情報 しか相手 に伝 わ らない もの にな って し まい ます 。そ れ に対 して ヒ ュー

マ ンメ デ ィア は 、 い ま まで の方 法 だ とはみ 出 して し まっ て い た よ うな情 報 を上 手 に

相 手 に伝 え る技 術 開発 が 狙 い どこ に な る と思 い ます(OHP-S4一 諏訪 一3)。

思 い 出 して い た だ きた い の は、 相 互 作 用 の触 媒 とい う よ う な こ とが コ ミ ュニ ケ 一
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シ ョンの本 質で、従 って ネッ トワー クはただデー タが伝 われ ば いい とい うものでは

な い と申 し上 げなけ ればいけ ませ ん。 い ままで この種 の問題 にどんなかた ちで取 り

組 んで きたか。実 は 、あ ま り取 り組 んで きてい なか った ので は ないか とい うのが私

の見 方 です。第五世 代 のプロジェ ク トな どでや って きている情 報処理技術 の拠 って

立つ と ころは、物事 、 あるいは事 象 のお互 いの関係 、 いわば"因 果律"で 記述 で き

る ような世 界 を扱 うためのベス トな方法 を探 し求 めて きた(OHP-S4一 諏訪 一4)。

逆 に言 うと、 問題 全体 を小 さな要素 の相互 関係 で規律 で き る ようなかた ちで分解

して扱 う方法論 が、 ここでは適用 され ます。分 解 され て しま えば、 うまい 具合 に記

述 で きる とい うこ とです。 いわゆ る還元論 の世界 です。

非常 に大規模 で無数 の要素 か ら成 り立 っていて、熱力 学 的 な扱 いが 適用で きるよ

うな世 界 の問題 を扱 う手法 に対 しては、統計 的 な手法が使 わ れ ます。パ タ ー ン認識

な どは、 ある意 味 で は こうい う ところか らの ア プローチ とも言 え る と思 います 。 こ

うい う方法論 が使 われて きてい ます。

とこ ろが、 ネ ッ トワー クシステ ム、 ヒューマ ンイ ンタフェ ース、 ソ フ トウエア構

築 、学習、 自然 言語理解 、 コ ミュニケーシ ョ ンetc.と書 いてい るアプ リケーシ ョンと

はい ったい何 なのだろ うか をつ らつ らと考 えているわけ です。

た とえば ネ ッ トワー クシステ ム に関 して言 う と、い まいろ い ろ警 鐘が鳴 らされて

い ます が 、 シス テ ムが どん どん大 き くなってい く。その上 で分 散 されてい る情報 を

全体 で扱 お うと した ときに、 け さ方 の話で はあ りません が、 いわ ゆる スケーラ ビリ

テ ィー みたい な技術 が単純 には適 用で きない とい う感触 を持 って いるので はないか

と思 い ます。

ヒュ ーマ ンイ ンタ フェース とい う切 り口 を考 えてみ て も、機械 と人 間 がや り取 り

を して い る。 そのた め には どうい うイ ンタフェース をつ くった らいいか とい う議論

が あ ります。 そ こで 一つ大 き く忘 れている話 は、 それ を使 って いる うち に人間がだ

んだん と変質 して い く。 そ うい うもの を、 中 にきちん と考 えなければい け ません。

そ うい う もの を考慮 に入 れた技術 は、 なか なかで きてい ない。

あ る いは身近 な話 で、 ソ フ トウエア をつ くるプ ロセス を考 えてみた ときに、問題

が あ っ て頭 か ら トップ ダウンに プ ログラ ムを書 き下せ るか とい うとけ っ してそ うで

はない 。 プ ログラム をつ くり、走 らせ てみて悩 み、何 回か や り取 りしてい る うちに

どこかで うまい具合 に動 くシス テムにたど り着 くという現象 があ るわけです。

学習 で も然 りだ と思 い ます。 学 習 とい うの はあ る ところ か ら知 識 を取 り込み、頭

の中で整理 をするか知 らないけれ ど、あ る所作 を した ときに どこかで変質が起 こる。

そんな類 の話 ではないか。情報処理 をダイナ ミックにいろいろ とや り取 りす る中で、

途 中で 変質 があ る。 そ うい う と らえ方 を、 い まや コ ミュニ ケー シ ョンとい う切 り口

か らやっていか なければいけ ないので はないか。

しい て言 えば、従 来型 の情報技術 はわ りと因果律 に立脚 して技術 開発 を して きた。

あ るい は、統計 法則 を扱 うアプロ ーチ も提 案 されて きている。 それ を一 つ の絵 にま

とめてみ る と、 こん なかたちで はないか と思 います(oHp-S4一 諏訪 一5)。

た とえば、第五世 代 の プロジェ ク トで論 理型 の プログ ラ ミングをや り、 このへ ん
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か ら攻 め て きて い る わ け で す 。少 しで も シス テ ムが よ り複雑 な とこ ろ に向 か って使

え る よ うな技術 をつ く りた い。 ど うい う工 夫 を した か とい う と、 た くさん あ ります

が 典 型 的 な の は た とえ ば 制 約 充 足 とい うア プ ロ ー チ を提 案 して い ます 。

ソ フ トウエ ア工 学 で柔 軟 性 を持 っ た プ ロ グ ラ ミ ン グ技術 をつ く りま し ょ う と い う

こ とで 、 い ま協 調 ア ー キテ ク チ ャ とい う プ ロジ ェ ク トを や っ て い ます 。 そ の 中 で、

た とえ ば オ ブ ジ ェ ク ト指 向 の プ ロ グ ラ ミ ン グ に対 して エ ー ジ ェ ン トとい う考 え方 を

入 れ る こ とに よ り、 よ り複 雑 な手 法 、 技 術 を開 発 し よ う とい うア プ ロー チ が 出 て き

て い ます 。AIの 知 識 ベ ー ス の ア プ ロー チ で も、 た とえ ば ヒ ュ ー リス テ ィ ックス な

ど とい うの は、 すべ て 因 果 関係 で は規 律 で き な い。 か とい っ て、 統 計 的 な ふ る まい

だ け で は説 明 で きな い 問 題 を扱 う た め の工 夫 と して、 こ うい う ものが 入 れ られ てい

る。

一 方 で
、統 計 的 な処 理 の 典型 例 と して は 、 い ま通 産省 では リア ル ワール ドコ ンピュ ー

テ ィ ン グ とい う プ ロ ジ ェ ク トをや って い ます 。 統 計 的 、確 率 的 な ア プ ロー チ か ら、

情 報 処 理 の新 しい パ ラ ダ イ ム を考 え よ う とい う話 を して い ます 。 さ ら にニ ュ ー ラ ル

ネ ッ トな ど も、 大 量 の情 報 を統 計 的 に ど う扱 お う か とい う よ う な こ とで ア プ ロ ー チ

を して きて い る とい う こ とで整 理 で き るので は な い か 。 た とえば そ の 中 に人 工 生命 、

最 近 の 創 発 な どの発 想 も、 イ ン タ ラ ク シ ョ ン を して い く中 で だ ん だ ん と変 質 して い

く。 あ るい は 、相 転 換 が 起 こる よ うな領 域 を ね らお う とい う研 究 の ア プ ロ ー チ で は

な い か と整 理 して み た わ け で す。

この 部 分 はい わ ゆ る混 沌 の世 界 なの か も しれ ませ ん が 、 こ うい う とこ ろ を扱 う手

法 が あ るか とい う と、 実 は ま だ ち ゃ ん と見 え て い な い 。 だ か らこそ 、 い ろ い ろ な周

辺 か ら こ う い う と こ ろ を攻 め て き て い る わ け で す 。 い くつ か の試 み と して 、 そ うい

う状 態 の情 報 を扱 お う と した と き に、 まず い ま まで の事 例 を 集 め て し まお うで はな

い か と い う ア プ ロー チ も も しか し た ら有 効 で は な い か とい う の で事 例 ベ ー ス 云 々 の

話 、 あ るい は先 ほ ど 田 中先 生 と話 して い て 、非 文 を扱 うの に 大 規模 な コー パ ス を集

め る ん だ な ど とい う話 も、 も しか す る と この へ ん を ね らっ た ア プ ロー チ か な と勝 手

に解 釈 して い ます 。

こ う い う領 域 の技 術 開発 を ね ら お う と して い る のが ヒ ュー マ ンメ デ ィ ア とい う話

で は ない か。 つ ま り、 イ ン タラ ク シ ョンの 中 で 情 報 が 新 た に付 け加 わ っ た り変 化 し

て い く。 情 報 が新 し く変 わ っ て い き、 そ の 情 報 に対 す る評 価 も変 わ っ て い くよ うな

もの を対 象 と した新 しい技 術 開発 が ヒ ュ ーマ ンメ デ ィ アで す 。

で は 、 そ うい う こ とに よ って、 ア プ リケ ー シ ョン と して ど う い う うれ し い話 が あ

る か とい う トップ ダ ウ ン の議 論 も しな け れ ば な りませ ん。 い まの 話 は技術 オ リ エ ン

テ ッ ドな発 想 で す 。 きの う坂 井 先 生 が フ ァ ッ ク ス で加 藤 さん に送 っ て くだ さっ た の

で す が 、 経 済審 議 会 の 中 で 「21世 紀 の社 会 と技 術 の あ り方 」 とい う議 論 が行 わ れ て

い る とい う こ とで す。21世 紀 の社 会 の 目標 が 、 た とえ ば そ う い う ソサ エ テ ィ ーで は

ど うい う議 論 が な さ れ て い るか 。 そ うい った も の を実 現 す る た め の社 会 の 特徴 が ど

うい う もので あ る か 、 そ うい う も の を実 現 す る た め の い ろ い ろな基 本 項 目 とい うか

たち で 整 理 されて い る とい うこ とで す 。 これ は また あ との デ ィス カ ッシ ョンの 中 で 、
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必 要があれ ば出 して きて議論 しようと思 い ます。

ヒュ ーマ ンメデ ィ ア を考 えた と きに、研 究す べ き技術 の所 在 、 プ ロジェ ク トとし

ての基 本 的 なオ リエ ンテー シ ョンの方 向づ け と して、 た とえ ばこんな切 り口 はど う

で しょうか とい うのが私 の主張 です。

お手元 に、 ヒューマ ンメディア コンセプ ト試案概要 を配 らせ ていただ いてい ます。

われわ れ電総研 グル ープが委員会 か らこ うい う作 業 をしろ と言 われて提 案 してい る

もので す。 目標 として、人 間 と情 報機 器 の革新 的 な コミュニケ ーシ ョン形態 の基礎

確立 とい うような問題点 を整理 して挙 げてい ます(OHP-S4一 諏訪 一6)。それ か ら、新

しい情 報学 の確立 で す。理性 と感性 の統 合 に基 づ く情報処理 の仕 組み の解 明 をね ら

い、最 終 的 には新 しい コンピュー タ文化 の創 造 とい うような こ とが、今 回 の ヒュー

マ ンメ デ ィア プロジ ェク トの大局 的な 目標 で は ないか とい う こ とです。 背 景 につい

て は、 い まお話 し した ようなこ とです。私見 も入 っています が、背景 が あ ります と

い うこ とで あ とで資料 をご覧 いただければ と思 い ます。

井上:ど う もあ りが とうござい ました。次 は横 井 さんにお願 い します。

横井:ま ず、 い くつか の論点 を挙 げます(OHP-S4一 横 井 一1)。第一 は、情 報処理 技術

の現状 と動 向 です。 過去 の分析 を きち ん としな くてはな りません。技術 の 問題点 、

産業 の 問題 点 は、先 ほど私 が知識 メデ ィアの最後 にお話 しした ものです。 いずれ に

よせ 、私 自身 は非常 にが っち りとした技術 開発 が で きる時代 にな った と思 っ てお り

ます。 したが って、 が っち りと技術 開発 をす る プロジェク トをや るべ きだ とい うの

が基本 にあ ります。

第二 は、 ヒューマ ンメ ディア とはイ ンタフェース としての メデ ィアか情 報 表現 の

メデ ィアか とい うこ とです。いず れ に しろ、 メデ ィアにはそ れぞれ の役 割 が あ りま

す。 自然言 語が 中心 だ、画像 が中心 だ、音声 が 中心 だ とい う議論 を してい る とい う

こ とは 、 まだ きちん とした コンセンサスがで きてい ない証拠 で す。む しろ正 確 に、

基本 的 な要素 メデ ィ アの技術 の現状 が ど うで これか らの技術 開発 の進展 に よって、

ここ10年 ぐらい を見 た らどれ ぐらいに行 くのか。そ のへ んの見 通 しは きち ん と分析

すれば 出 るはず です 。そ ろそ ろそ こ らの資料 が きち ん と出 る とい うのが ほ しいかな

と思 い ます。

第 三 に、国家 プロジ ェク トのあ り方です。 きち ん とした技 術 開発 をす る のが国家

プロジ ェク トなのか 。それ とも国家 プロ ジェク トシ ョーウィ ン ドー 説 とい うの もあ

ります。誰 も、 シ ョー ウ ィン ドー に飾 ってある ものが実用 に耐 える とは思 ってい な

い。 シ ョー ウィン ドー説 とい うの も見 方 に よっ ては重要 な考 え方 です。 どこ に焦点

を合 わせ るのか、通産省 もなけな しの金 です。 うま く使 って、 どう方向づ けるのか、

真剣 に考 えていただ きたい。

特 に ソフ トの プロジ ェク トは非常 に難 しい。産 ・官 ・学、 それ ぞれの役 割 と協力

と言葉 で は言 い ますが 、現在 はメー カーが若 干疲 弊気味 です。 そ うい う意味 では、

電総研 を始 め とした 国研 が うま くリー ダシ ップ を取 る とい う、非常 に重要 な時期 に

来 てい る と思 い ます。

最後 は、政策 か らの位 置づ け と して、基礎研 究基盤 の充実 と して見 るのか 、新 産
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業創 出 へ の貢献 として見 るのか、NII、GIIへ の貢献 と して見 るのか 。 ここら

へん を しっか りとセ ッテ ィングす る必 要が あろ うか と思 い ます。中途半端 にや ると

あ とで おか し くな る。明快 な政策 か らの位 置づ けが必 要だ ろう と思 い ます。

以上 、 と りあえず用意 した もの を さら りとお話 ししま した 。知 識 メデ ィ アに関 し

て、先 ほ ど田中先生 が非常 にアカデ ミックに分 析 され ま した が、 キヤ ノンの田村 さ

ん流 に、私 が関係 して きた電子化辞 書 や機械翻訳 の動 向を非 アカデ ミックに分析 し、

皆 さんの議論 の タネにお使 いいただ きたい。

先 ほ ど田村 さん は、映像 、画像 が コンピュー タの世界 の手 に入 ってきた とおっ しゃ

い ま した。 これ は ま さに画期 的 なこ とです。 自然 言語、 日本語 に関 して その ような

時期 は どこか とい う と、 日本語処 理 とか漢字 情 報処理 とい う ものが言 われ 始 めた と

きです。デ ィスプ レイ上 に漢字が表示 で きる、 ワープ ロが で きて入力が容易 になる、

内部表現 の仕様が決 ま り、基本 的な処理 のアル ゴリズムが確立 され る。 これ によ り、

コン ピュー タの ソフ トウェアは一 気 に 日本 語化 するわけです 。い ままでは ローマ字

や英語 を使 っていた のですが 、 これ はま さ.に画期 的な こ とです。ち ょ うどそ こらへ

んが、 い まの映像 、画像 の状態 と同 じなわけです。

自然 言語 は、 その段 階 を経 て、次 に どこに ターゲ ッ トを絞 るか にな ります。 自然

言語 に関す る技術 開発 はメーカー主 導 で進み ま した。約10年 前、機械翻訳 に ターゲ ッ

トを絞 ろ う とい うので、何 とメ イ ンフレームの ほ とん どの メ ーカー、 日本 で十指 に

余 る コ ンピュータメー カーか らソ フ トウェア会 社 が、機械 翻 訳 に突入 しま した。商

品化 の ため の経 費 も含 め、 おそ ら く総 開発 費 は300億 円 か ら500億 円 ぐらい使 われた

か もしれ ませ ん。

当時 はメーカーの財布 にはた くさんお金 が あ りました。次 の戦略 商 品 と して機械

翻訳 に ターゲ ッ トを絞 りました。 その余波 を受 けてス ター トしたのが、私 がい ま幕

を引 こ うとしてい る電子化辞書 の プロジェク トです。

しか しなが ら、機 械翻訳 とい う技術 は、 ワー プロの ような技術 に比べ て少 な くと

も二桁 難 しい技術 です。 わずか10年 ぐらい の技術 開発 で爆発 的 に売 れ る商品 にまで

は成長 で きませ ん。で きた ものか ら少 しつ つ広 が ってい くとい うものです。 い まわ

りと安 い ものが出回 ってい ます。 い ちばん安 い もの は1万 円以下 で9800円 です。6

万語 か らの辞書 がち ゃん とつ いて、十分 に使 え ます。そ れ よ りち ょっ とい い もので

も、19万 円、い わゆる20万 円 を切 る ところで市 場 に出 て きて い ます6こ こ らあた り

は、わ りと着 実 に伸 びてい ます。

明 らか に、 自動翻 訳 とい う代 物 で はあ りませ ん。少 々高級 な辞書 引 きシ ステ ム と

思えば十分 に使 える ものです。 そ こに夢 とギ ャップがある。 しか し、い まは確 実 に、

翻訳 業 界 も含 めて利 用者 も冷静 に機 能 を見極 め 、 うま く自分 たちの仕事 の 中に組み

込 もう としてい ます。技術 とい う のはある種 の オーバー シュ ー トとい うか 、行 きす

ぎた宣伝 と世 の中の思 い込 み と、 そ れに対 す る引 き戻 しを繰 り返 しなが ら進む もの

です。 しか し、若干行 きす ぎが あった とい う感 じは します。

この ように機械 翻訳 システ ムは それな りに定 着 して きて い ますが、実 は まだ まだ

技術 開発 すべ きものが多 々 あ ります。先 ほどお話 ししたように、画像、映像 の フェ一
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ズ を経 て、 自然言語 処理技術 は、 難 しい ところへ突入 して きているわけ です。 これ

は容易 に、安 い商品 を次 々 とつ くるわけ にはい かないの です 。 ここをクリ ア しなけ

れ ばな らない。

メーカーはこの10年 間、機械翻訳 をタネに、 これ をクリアす る努 力をや りました。

しか し、300億 円 か ら500億 円 を使 いなが ら、各 メー カーの機械 翻訳 グループ、 自然

言語 グ ルー プは極端 に縮小 されて い ます。 どう も先 進 的な ソ フ トウェアを 開発 す る

とい うのは、大規模 な金 を注 ぎ込 んでやる とい う性 質 に は合 わない。む しろ アメ リ

カ的な ベ ンチ ャーの ように、少 しずつ市場 を拡 大 してい くとい うス タイル で開発 し

ない といけない。 一気 に大資本 をつかってやっ てだめな ら撤 退す る。蓄積 した技術

は散 逸 してい く。 これ を繰 り返 していてはな りませ ん。

自然 言語処理技術 は、次 の山 を越 えるための蓄積 の段 階 に入 ってい ます 。 きちん

とした技術 開発 がで きる し、 しな くてはな りませ ん。大規模 な辞書 とか コ ーパ ス を

土台 に して、現 実的 な、確 実 に技 術 として捕捉 で きる意味処 理 の技術 がつ くられつ

つあ ります。 これ は これか ら10年 ほ どで 十分 に育 って い く技術 だ ろ うと思 い ます 。

ここ らあた りを どうす るか。 メー カーが くた びれ返 ってい る ときに、次 に引 き継 ぐ

の は誰 か。私が関与 してい ます 電子化辞書 の プロジェク トも、最初 はメ ーカーが次

世代 の機械翻訳 を目的 に基盤 セ ン ターの資金協 力 の もとにつ くった もので す。残念

なが ら、次世代 の機 械 翻訳 をつ くる余力 は、各 メーカー には あ りませ ん。 電子化 辞

書 の役 割 も、 これか らの 自然言語 処理技術 の共 通 の情報 イ ン フラ と位 置づ け られ て

い ます。 い まは通産省 もそ うい う位置づ けで対応 してい ます。

自然 言語処理技術 開発 は大型化 し、大 きなお金が ない とで きない事態 に な ってい

ま した 。 しか し、電子化辞 書 の ような ものが きちん と整備 される と状況 が変 わっ て

きます 。先 進的 なソ フ トとい う ものは、小人数 で、 しか も トップ クラスの優 秀 な人

間が開発 して突破 口 を開いてい くべ きものです。 それが ソ フ トです。 どうで もいい

よ うな のが 山ほ どか か ってゴテ ゴ テ した ソフ トをつ くる と、 どう しよう もない もの

が で き ます。 国は、 そ うい う試み がで きるような環境 をつ くってい く。 そ して、 そ

の上 で いろいろなベ ンチャー的 な試 みが新 しいソ フ トをダイ ナ ミックにつ くってい

くこ とにな ります。 そ の ような環境 をつ くれば、新 産業 も創 出 されて くるで しょう。

井上:あ りが とうご ざい ま した。 田村 さんの画像 技術 、 い まの自然言 語 の技術 、今

度 は感性 とい うこ とで、原 島先生 にお願 い します。

原 島=今 日は午前 中 に もお話 し しました ので、 同 じ話 を して もまず い と思 い ます 。

私 自身 、 ヒューマ ンメデ ィア プロジ ェク トの中 で感性 メ デ ィア ・ワーキ ン ググルー

プを受け持 っています。社会文化は別 として、仮想 メデ ィアはバ ーチ ャル リア リテ ィー

に近 い ところがあ り、知識 メデ ィアがあるわけ です。知 識 メ デ ィア も仮想 メデ ィア

も、あ る程度 それ な りにきちん とした分野 に育 って きて い ます。 それ に対 して、感

性 とい うのは何 だか わか らない。 しか し、一方 で ヒューマ ンメデ ィアの コ ンセ プ ト

は感性 で決 まる とい う話 もあ り、貧 乏 くじを引 いてい ます。 そのへ んの悩 み も含 め

て、お話 ししたい と思、います。

た とえば、感性 メ デ ィア とい う ときに、 プロジ ェク トの中 でい ったい ど こまで や
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る の か 。 先 ほ ど諏 訪 さん か ら、 コ ン ピュー タ との 間 の感 性 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン とい

う よ う なお 話 が あ り ま した。 一 方 で 、通 産 省 の プ ロジ ェ ク トだ か ら産 業 育 成 だ 。感

性 産 業 な る もの を育 成 しな け れ ば い け な い。 感 性 産 業 とは い っ た い何 か。 化 粧 品 産

業 、 デ ザ イ ン関係 とか 、 そ うい う もの の 育成 も、 も しか した らこ こに か か わ っ て く

る の か 。 あ る い は、 感 性 とい う と芸 術 文 化 だ ろ う。 そ うい う芸 術 文 化 の話 を こ こ に

入 れ るの か ど うか 。 い ろ い ろ な悩 み が あ るわ け で す 。

私 自 身 が 最 初 、 ヒ ュ ーマ ンメ デ ィ ア とい う もの に 対 して持 っ て い た イ メ ー ジ は 、

マ ル チ メデ ィ ア に近 い 人 間 だ っ た こ と もあ る か も しれ ませ ん が 、 い まの私 の気 持 ち

と して は、 マ ル チ メ デ ィ ア の先 に 実 現 され る メ デ ィア環 境 が 人 間 に と って 第3の 環

境 に な るで あ ろ う(OHP-S4一 原 島 一1)。これ を抜 きに して 、 これ か らは考 え られ な い 。

とす る と、 い ま メ デ ィ ア環 境 を ど うす るか しっ か り考 え る こ とが 重 要 な の で は ない

か と考 え て い ます 。

ヒ ュー マ ンメデ ィ アの私 の定 義 は、 ヒ ューマ ンメ デ ィア プ ロ ジ ェ ク トとい うの は、

人 間 の 新 た な生存 環 境 と して の メ デ ィ ア環 境 を創 造 し、 そ れ を デザ イ ンす る とい う

こ とで す(OHP-S4一 原 島 一2)。特 に 、 環 境 とい う言 葉 とヒ ュ ーマ ン とい う言 葉 が 出 て

きて い ます が 、私 自身 が ヒューマ ンメ デ ィア とい う言 葉 に対 して持 った イ メ ー ジ は、

一 つ は シス テ ム 中心 パ ラ ダ イ ム
、 もの をつ くる 、 ど うい う も の を開発 す る か とい う

機 械 中 心 パ ラ ダ イ ム か ら、 人 間 中 心 パ ラ ダイ ム をは っ き り言 お う と して い る とい う

こ とで す(OHP-S4一 原 島 一3)。先 ほ ど人 間 中 心 主 義 か ら の脱 却 と い う こ とで 、 人 間 中

心 を見 直 す べ きで は な い か とい う話 は 最近 い ろ い ろ な とこ ろ で 出 て い る話 で す 。 黒

川 紀 章 な ど は非 常 に 早 くか らお っ しゃ った わ け で す が 、 人 間 中心 か らい わ ゆ る共 生

の 時代 へ とい う議 論 が い ろ い ろな とこ ろで 出 て い ます 。

た だ私 自 身 は、 ヒ ュ ーマ ニ ズ ム 、 人 間 中心 主義 とい うの は い つ の 時代 で も繰 り返

し出 て くる もので は な い か と思 い ます 。 人間 中心 主 義 とい うの は、 人間 中 心 で な か っ

た もの が支 配 して い た あ とに必 ず 出 て くる一種 の ア ンチ テ ー ゼ で す 。中 世 にお い て、

文化 が 人 間 を疎外 して い た。 そ れ に対 して人 間 中心 主義 が 出 て きた 。技 術 の 中 に は、

い ま ま で の技術 に対 す る反 省 か ら 、 ア ンチ テー ゼ と して人 間 中心 主義 が 出 て い る。

人 間 中 心 主 義 とい う の は、 け っ して 終 わ る もの で は な い、 必 ず何 か 人 間 的 で な い も

のが 支 配 した ときに は、 そ のあ とに出 て くる もので あ る と個 人 的 に は思 っ て い ます。

も う一 つ は い ろ い ろ と物 議 をか も した の です が 、 い ま まで の 通 産省 の情 報 関係 プ

ロ ジ ェ ク トは 、 ほ と ん どが コ ン ピ ュ ー テ ィ ング パ ラ ダ イ ム で あ っ た。 昔 の パ ター ン

情 報 処 理 もそ うだ っ た と思 い ます し、 ス ーパ ー コ ン ピュ ー テ ィ ン グ、 超 高 速 の コ ン

ピ ュ ー テ ィ ン グ もあ った 。 あ る い は、 推 論 で き る コ ン ピ ュー テ ィ ング が あ った 。 リ

ア ル ワ ー ル ドコ ン ピ ュー テ ィ ング も、 文 字 通 り コ ン ピ ュー テ ィ ングパ ラ ダ イ ム だ っ

た わ け で す 。

コ ン ピ ュー テ ィ ン グパ ラ ダ イ ム の追 求 も重 要 で は あ るが 、 そ れ だ け に 限 定 す る時

代 で は な くな っ て きた の で は な い か 。 む しろ 、今 日 もい ろ い ろ な ところ で 話 が 出 て

き ま した が 、 ス ペ ー ス パ ラ ダ イ ム 、 あ るい は環 境 パ ラ ダ イ ム が だ ん だ ん と強 くな っ

て きて い る ので は な いか 。 コン ピ ュー テ ィン グパ ラ ダ イム よ りも、 だ ん だ ん とメ デ ィ
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アパ ラ ダイ ムに変 わ って きた。環 境パ ラダイ ム、 スペースパ ラダイム と言 葉 は同 じ

か ど うかわか りませ んが、 メデ ィア とい う言葉 で言 う とメデ ィアパ ラ ダイ ム とい う

ふ うに変 わ って きたので はないか。

とす る と、機械 中心 か ら人 間中心、 コンピューテ ィングパ ラダイ ムか らメデ ィア

パ ラダ イムへ となる と、 ヒューマ ンとメデ ィア とい う言葉 が考 え方 として 出て くる

わけで す。 そ れが ヒューマ ンメデ ィア プ ロジ ェク トな のではないか とい うのが、 と

りあ えず私 自身が当初考 えていた ヒューマ ンメデ ィアです。

で は、 こ こで何 をや りたか ったか(OHP-S4一 原島一4)。新 しいメデ ィ ア環境 は、必

ず しも技術 だけの問 題 ではない。 あるいは、 む しろ技術 が先 行 してい るか も しれな

い。 マ ルチメデ ィア な どは、 まさにそ うい う感 じがす るわけ です。午 前 中 に、 とり

あえず の メ タファ と して都 市メ タフ ァを出 しました。 メデ ィアの 中 に都 市が で きる

と した ら、 これか ら は技術 も重要 だけれ ど、 わ ざわ ざ都 市 と言 ったの は、 そ こで経

済活動 が行 われる。経 済活動が行 われ なけれ ば都 市 とは言 わ ない、 ただ人 間がいる

場所 です。経 済活動 が行 われ る と、 メデ ィアの中の経 済 とはい ったい何 だろ うか。

考 え ればわか る こ とですが、す ぐ価格破壊 が起 こ ります。 ある店 とあ る店、 どち

らが安 いか、 ある もの を買 いたい とい う ときに一覧表で出す こ とが できるわけです。

み んな安 い ほ うに行 くと、 どん どん価格 破壊 が起 こる。 あ るいは、 メデ ィアの中 の

法律 は、 いわ ゆる一般 の都市 の中 の法律 と同 じなのか、違 う こ となのか という問題

が あ ります。あ るい は、社会心理 学 的な問題 もあるか も しれ ません。顔 を見 せ ない'

で都 市 の中 に登場 して行動 する と、人 間はい ったい どうなる んだ ろ う。 い まわれ わ

れ一般 の都市 がそ れ な りに秩序 を保 っている とい うことは、 裸 の顔 を見 せ てい るか

らです 。 したが って、 あ ま りえげつ ない ことはで きない。顔 を見せ ない とど うい う

振 る舞 い をするのか 。 あるいは、 都市 とい う都 市 デザ イ ンの 問題 があ り、 そ こで ほ

ん もの をほ しい とい うこ とにな ります。 そ うす る と、 いろい ろな分野 の人 が関わ ら、

なけれ ばいけな くな る。 ヒューマ ンメデ ィアは通産省 の プロジ ェク トだけ れ ど、将

来 の通 産省 はほ とん どメデ ィアの 中で成 り立 つ、 メデ ィアの 中の通産省 、 メデ ィア

の中の 産業が大部分 になるわけで す。す る と、通産省 が 拠 って立 つ こ れか らの土台

をどうす るか とい う話 です。 それ を しっか り、 いろいろな分 野 で考 えるべ きで はな

いか。 十分 、通産省 プ ロジ ェク トだ とい うわけです。

技術 だ けの問題 で はない。社 会 文化関係 、経 済、法律 の人 たち にど う加 わ って も

らうかが、 問題 にな って くるわけです。仮想 、感性、知識、 い ろい ろな技術 が加 わ っ

ている ワー キ ング グ ループの 中で、最後 まで一緒 に文科系 の人 と仕事 をす るのが重

要 では ないか と主張 しま した。 ただ、実際 に動 か してい くときには、 技術 の中 にマ

イノ リティー として文科系 が入 って もや りに くいだろ う。 やは り文科系 には まとまっ

て何 か や って もらい 、みん なで言 えば怖 くない とい うの をや って もらわ ない といい

のが 出 て こないので は ないか。結 果的 に、社 会文科 ワーキ ング グルー プ とい うこ と

にな りま した。

先 ほ ど月尾先 生 の ホ ッ トの議論 をうかが って、 これか らど うい うかたち で持 って

い くのが いちば んい いのだ ろうか といろいろ考 え る と、月 尾先生が割 り切 ってい た
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だ け れ ば、 さ っ き の や り方 はお も しろ い。 毎 回 、会 議 の場 で あ あ い う議 論 が起 こる

と、 両 方 に とって建 設 的 な の で は な い か とい う気 も して い ます 。 こ れ は、 こ れ か ら

の進 め 方 だ と思 い ます 。 ヒュ ーマ ン メ デ ィ ア を ど うや っ てい っ た らい い か を、 これ

か ら一 緒 に考 え て い きた い と思 い ます。 ど う もあ りが とう ご ざい ま した。

井 上:ど う もあ りが と う ご ざい ま した 。 そ れ で は、 廣 瀬 さん 、10分 間 で お 願 い しま

す。

廣 瀬:所 用 が あ りま して午 前 中 の議 論 に 参 加 して い な い の で、 ま っ た く文 脈 フ リ ー

な発 言 をす る と ど う い う話 にな る の か 、 ま と ま った話 が で きる か心 配 で す 。 ヒ ュ ー

マ ンメ デ ィア とい う プ ロ ジ ェ ク トが 始 まる よ う で す が 、 ヒ ュ ー マ ンメ デ ィ ア とい う

言 葉 に 対 す る感 想 め い た もの を述 べ させ て い た だ く と同 時 に 、私 自 身 、仮 想 メ デ ィ

ア グ ル ー プ の 中 で バ ー チ ャ ル リ ア リテ ィー み た い な テ ク ノ ロジ ー の研 究 が 少 しで も

で きれ ば と思 って い ます 。 そ の 中 で、 い ま困 っ て い る よ うな こ と を思 いつ くま ま、

10分 間 の 間 に 申 し上 げ た い と思 っ て い ます 。

私 の 専 門 はも とか ら ヒュ ーマ ンマ シ ンイ ン タ ー ラ ク シ ョ ン で、 人 間 と機 械 の 間 の

関係 をず っ とや っ て きた わ け です 。 最 近 感 じる の は 、 こ うい うふ う な先 導研 究 に取

り上 げ られ る よ うに 、 人 間 と機 械 との 関係 の話 題 が 、 ず いぶ ん い ろ い ろ な とこ ろで

注 目 を集 め て きた とい う感 じで す。 まさ に原島 先生 もお っ しゃった よ うに、昔 は ヒュ ー

マ ン と い う言 葉 に慣 れ て い ませ ん で した。 ヒ ュ ー マ ン と言 う とそ の言 葉 だ け が 一 人

歩 き し て し まい 、 ヒ ュー マ ンの 具 体 的 内 容 に 関 して そ こで思 考 が ス トッ プ して し ま

う こ とが あ った よ うな気 が し ます 。

ヒ ュ ー マ ン とい うの は い い言 葉 です が 、 ど な たか に聞 い た 話 で は 、 文 科 系 の方 た

ちに 聞 い て み る と、 ヒュ ーマ ン とい うの は必 ず し もい い意 味 で は な く、 ワイ ロ を贈 っ

た り、戦 争 もやる。非 常 に人 間 的で、悪 い意味 まで全部 含 まれる とい うの です 。 ヒ ュ ー

マ ン イ ンタ フ ェ ー ス を学 会 の研 究 会 の 名 前 に冠 した ときに、 「そ う い う と こ ろ まで

考 え て ヒュ ー マ ン と い う言 葉 を使 って い る ん で す か」 とい う厳 し く言 わ れ た の をい

ま思、い 出 して い ます。

こ とほ ど左 様 に、 感 性 な ど とい う キ ー ワー ドも も しか した らそ うか も しれ ませ ん。

わ わ わ れ の側 か ら見 る と、 や さ し さ、 美 しさ とい う もの は頬 を ニ コ ッ と させ る い い

言 葉 と して使 え るの で は な いか と思 っ て い ます 。 ほ か の分 野 の方 た ち か ら見 た とき

に は 、 も しか した ら もう少 し違 っ た言 葉 が あ る のか な とい う気 も して い ます。

そ う は言 っ て も、 世 の 中全体 が 感 性 的 な もの 、 や さ し さ、 美 しさ とい う もの に対

して 、 お金 を払 う、 価 値 を見 出 す 方 向 に動 い て い る こ と 自身 は 間 違 い な い こ と の よ

う に思 って い ます 。 大 きな流 れ の 中 で は 間違 っ て い な い 。 電 子 メ デ ィア が ヒュ ーマ

ン とい うキ ー ワー ド と絡 み な が ら進 歩 して い く とい う流 れ 自 身 は、 そ ん な に 間違 っ

た方 向 で は な い の で は な い か と思 っ て は い るわ け で す 。

ク オ リテ ィ ・オ ブ ・ラ イ フ(QOL)と よ く言 わ れ ます が 、 た ぶ ん そ れ だ け を徹

底 的 に 追 求 して しま う の も間違 い で し ょう。 あ る病 院 の先 生 か ら、命 あ っ て のQO

Lと い う話 を聞 い た こ とが あ りま す。 そ れ な どは 端 的 に表 して い る と思 い ま す が 、

や は り微 妙 なバ ラ ン ス の上 に立 っ て テ ク ノ ロジ ー を進 歩 させ て い か な け れ ば い け な
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い のではないか とい う気 が してい ます。

た とえば仮想 メデ ィア と言 っ て も、通常 の技術屋 の セ ンスでや って い こ うとす る

と、 た とえばバ ーチ ャル リア リテ ィのシス テムの よ り洗練 された もの をつ くって い

く。現実 とほ とんど区別 のつかないような、 よ り高 いクオ リティの システ ム をつ くっ

てい く。 そ うい う方 向で の技術 開発 を進 めるべ きか もわか りませ ん。原 島 先生 が指

摘 され た ように、 も う少 し上 に1枚 枠 をかぶせ る必要が ある ので はないか とい う気

が します。

特 に最近 マ ルチメ デ ィア とかそ ういう ところで感 じられ る こ とは、技術 開発 を し

てい く ときにあ ま りに もス トー リーに関 して鈍 感 だったので はないか とい う気 が し

ます。 つ ま り、 こうい った ものが で きて、 それ で どうなの と言 われ た とき に、そ れ

に対 して技術屋 と して お話が で きない といけな いのではない か。 どう役 に立 つ の と

言 われ て 「応 用 です ね」 と言 って しまうと、 え ら く薄 っぺ らな議論 になっ て しま う

わけで す。 自分 自身 が やってい る ことに対 して もう少 しお話 しで きる ような、物語

性 みたい な もの を付 け てい く必 要があるのではないか とい う気 が します。

た とえばバ ーチ ャル リア リテ ィな どの場合 、私 自身が ヒン トとして考 えた い と思 っ

てい るの は、 われわ れ は国立小児 病 院 と共 同の プロジ ェク トをやって い ます。長期

入 院 して いる子供 た ち に、疑似体 験 のテク ノロジーみたい な もの を使 って 通常 の元

気 な子 供 たちが体験 で きるであ ろ う体験 とほぼ似 た ようなこ とを、何 らか のか たち

で与 え てやる こ とはで きないだ ろ うか とい うこ とです。 それ はある種 の 内 容 を含 ん

でい ます。 そのため に、バ ーチ ャル リア リテ ィみたい な技術 を使 うと説明 で きます。

ただ 、 これ を実 際 にや ってみ る と、いろいろ と難 しい点 もあ ります 。 医療 のこ と

さえや っていれば い いのか とい う議論 は当然 出 て きますが、 実際 にや って い くと口

で言 うほ どや さ しい ことで はな いのがわか って きた りもします。 そ うい う感 じの ヒ

ン トみ たいな もの を、 い ま模索 してい る最中で はあ ります。

ロで 言 っただけ で はわか らないか も しれ ませ んので、 ビデ オで ご説明 申 し上 げ よ

うか と思 い ます。持 って きたビデ オは、小児 病院 とわれわれが や ってい る、バ ーチ ャ

ル リア リテ ィを小 児 医療 に利用 した らどうか とい う話 です。 いろい ろ なプ ロジ ェ ク

トがあ ります が、今 日持 ってきた ビデ オはバ ーチャルサ ッカー と呼 ばれ る ものです。

去 年 の8月 末 頃、小 児病 院 の先生 方 と一緒 にや った ものです 。 なぜ持 って きたか と

い うと、 ヒューマ ンぽい話 と仮想 メデ ィ アぽ い話が同 時 に入 ってい るの で、 こん な

ものが例 題 になるか と思 って持 って きたわけです。

仮想 の運動会 をや ってみ よう とい う もので、入 院 している難病 の子供 た ちは外 に

出 られ ないわけです か ら、そ こ と横浜 マ リノス とい うJリ ー グのチ ー ムの練習場 と

をハ イ ビジ ョンの回線 でつ な ぎ、 コンピュー タを介 し、 コン ピュー タの中 に仮想 の

サ ッカ ー場 をつ くる わけです。 そ こでPK戦 をや らせ てみ よ うとい う話 で す。実 は

け っこ うお金 がか か った プロジェ ク トで、慶応 義塾 大学 の石 井威望先 生 に ずいぶん

ご努力 いただ きま した。通産省 の新 映像 産業室 に もお力 を借 り、 ハ イ ビジ ョンな ど

はず いぶ ん安 い値 段 で中継 に使 わせていただ いた りしてい ます 。 そ のへ んは 、 ご覧

い ただければあ りが たい と思 い ます。
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(ビ デ オ上 映)

ご覧 に な れ ば シス テ ム構 成 な ど は だ い た い わ か る と思 い ま す が 、 子 供 の 足 に空 間

位 置 セ ンサ ーが付 け て あ ります 。 い つ 子 供 が ボ ー ル を蹴 っ た の か、 コ ン ピ ュ ー タに

す ぐ入 力 で きる よ う に な っ て い ま す 。 選 手 側 に も フ ッ トス イ ッチ が付 け て あ り、 選

手 が ど こ に い る か は 回線 で子 供 連 の側 に送 られ て くる よ うに な って い ます 。 選 手 が

蹴 った ボー ル を コ ン ピュ ー タの 中 で 弾 道 計 算 を す る と、 そ こ に キ ー パ ー が い る、 い

な い か の判 断 は、 き わ め て単 純 に プ ロ グ ラ ム で き ます。 そ れ で、 ゲ ー ム を 成 立 させ

ます 。

見 え て い る映 像 は ハ イ ビジ ョンで 、150イ ンチ の大 ス ク リー ン を使 っ て い ます。

注 意 し た の は、 と に か く選 手 が そ こ に い る よ う に見 せ る こ と で す 。 大 き さ の感 覚 か

ら何 か ら、全 部 か な り注 意 深 く もの さ し を使 って 測 りま した。 た だ 、 中継 ス タ ッ フ

はNHKの 人 で、 す ぐに ズ ーム ア ップ を して しま うん です 。 そ れ で努 力 が 無 駄 に な っ

た とこ ろ は あ ります。

これ をや っ て い る うち に 、原 島 先 生 が 環 境 メ タ フ ァ とい う こ と をお っ し ゃい ま し

た が 、 も う一 つ 、 た ぶ ん楽 器 の メ タ フ ァみ た い な もの を考 え て もい い の で は な い か

と考 え る よ うに な り ま した 。 とい う の は、 結 局 こ うや っ てつ く り上 げ た コ ン ピ ュ ー

タの シス テ ム は、 使 う人 が お も しろ く演 出す るか しな いか に よ って 、 お も しろ くな っ

た りつ ま らな くな っ た りす る とこ ろが あ ります 。 あ の 選 手 は ま じめす ぎて 、必 ず し

も使 い 方 が い い とは言 え ませ ん 。 ち ょっ と早 回 し して い た だ く と、 も うち ょっ と ま

しな選 手 が 出 て き ます 。

(ビ デ オ終 了)

きわ め て ま じめ な議 論 が な され て い た とこ ろ に、 こ ん な ふ ま じめ な もの を持 っ て

きて、 も しか した ら文脈 を壊 した か な と思 っ て い ます 。 結 局 、 こ れ を見 て お わ か り

の よ う に、 こ う い う メ デ ィ アで 昔 か ら よ く言 われ て い る の は、 コ ンテ ン ツで す 。 こ

こ まで 到 達 す るの に 、 わ れ わ れ は 実 際 、 か な り苦 労 して い ま す 。 ハ イ ビジ ョ ンの 向

こ う側 にい るの は、 横 浜 マ リノ ス の選 手 で な い とい け な い と い うこ と もわ か りま し

た。 ど こか の 大 学 院 の 学 生 に立 た せ て お け ば済 む とい う話 で もな い。 しか し、 そ う

い うテ レ ビ局 的 な演 出 だ けで 話 が 済 む か とい う と、 もち ろ ん そ れ だ け で は な い。 実

際 にや ろ う と思 っ た と きに は、 ハ イ ビ ジ ョ ンの 中継 車 か ら何 か ら、 か な りの テ ク ノ

ロジ ー が必 要 にな ります 。 おそ ら く、 あ れ は イ ン タ ラ クテ ィブ に使 われ たハ イ ビジ ョ

ン中継 と して は最 初 の もの で し ょう。

あ の 中 で使 わ れ て い る コ ン ピ ュ ー タは シ リ コ ン グ ラ フ ィ ッ クス の オ ニ キ ス で 、 実

際 にか な り高 級 な プ ロ グ ラ ミン グ を や っ て い る わけ で す 。 そ うい っ た もの を実 際 に

つ く り上 げ て い こ う と思 った と き に、 最 初 、 メ ー カ ー と一 緒 にや ろ う と言 っ た らで

きる人 が い な い とい う こ とに な っ て し まい ま した。 結 局 、 学 生 の 尻 をひ っ ぱ た きな

が らつ くら ざる を え な か っ た わ け で、 あ る意 味 で ク オ リテ ィ は非 常 に低 い もの で が

ま んせ ざる を え なか っ た わ け で す。

そ う い う もの をち ゃ ん とつ くっ て い こ う と した と き に、 い ま の と こ ろ 満 足 な もの

が で きな い の は事 実 です 。 もしか した らテク ノ ロジ ー で は な い か もわか りませ ん が 、
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ど うい う もの を組 み 合 わせ て い っ た ら、 われ わ れ が理 想 的 に や ろ う と思 っ て い た も

のが で き る の だ ろ う か と考 え た りす る わけ で す 。 ヒ ュー マ ン な メ デ ィ ア と い っ た と

きに、 か な りア ー ト的 な 要素 が も ち ろ ん必 要 に な って くるで し ょ う。 一方 で 、 か な

り最 先 端 の コ ン ピュ ー タテ ク ノ ロ ジ ーみ た い な もの が な い と、 口 で言 うだ け に な っ

て し まい ます 。 イ ン プ リメ ン テ ー シ ョ ンが で き ない こ とに な ります 。

イ ン プ リ メ ンテ ー シ ョンす る こ とだ け を 目標 に す るの で は な く、 ア ー ト的 な 部 分

まで 踏 み 込 んで で き る人 た ち は い る の か ど うか、 い ま問題 意 識 と して持 って い た り

す る わ け で す 。 お 話 に な った か ど うか わ か りませ んが 、 これ ぐ らい で終 わ らせ て い

た だ き ます 。

【討 論 】

井 上=ど う もあ りが とうご ざい ま した。 これで一通 り、 パ ネ リス トの方 にお話 しい

た だい たわけです。 パ ネ リス トの 中で、 まだ言 い足 りなか っ たこ とが おあ りで した

ら、手 を挙 げて くだ さい ますか。 なければ、 す ぐ議論 に入 ってい きます。

午 前 中のセ ッシ ョ ンで、横 井 さんは確 か知識 メデ ィアの立 場 の ところで、 柏 木 さ

んの質 問 に答 えて、 実問題 を取 り上 げてそち らか らア プロー チ してい きた い と言わ

れた と思 い ます。 この ヒューマ ンメデ ィアの と きに も、 ヒュ ーマ ンメデ ィアはいか

にあ るべ きか、か くあ るべ しだ とい う議論 は もち ろん考 えな けれ ばいけな い こ とで

はあ り ますが、何 か 実問題 を取 り上 げてそこで深 くしてい くアプローチ もあるか も

しれ な い。 これ に関 して、 お考 え等が あれば、 ここで コメ ン トをい ただけ れば と思

い ます。

横 井=従 来 の 国の プロジェ ク トは、 どち らか とい う と原理 的な技術 を開発 す る もの

で した 。五世代 コン ピュータ もそ うです し、 リアル ワール ドコンピューテ ィ ングプ

ロジ ェ ク トもそ うで す。原理 的 な ところを開発 し、そ の技術 の普遍性 ない しは実用

性 を検 証 す る素材 と して、 いろい ろなアプ リケ ー シ ョン分野 、実 問題 を取 り上 げて

い くとい うス タイル です。 これが 、従来行 われ て きたいちば ん オーソ ドックス な、

実 問題 とプ ロジ ェク トの中心 になる技術 開発 課題 との関係 です。

この ときに、実問 題側 か らい う と問題点が ど う して も出て きます。実問 題 が、そ

の原理 的 な部分 の検 証 の ため とい う素材 や手段 として取 り組 まれ ますか ら、実 問題

か ら見 た と きに、本来 そ の問題が解決 してほ しい問 題が本格 的 に取 り組 まれる か と

い う と必 ず しもそ うで はない。 これはやむ をえ ませ ん。

当然 、実問題 か ら取 り組 んだ と きには、取 り組 む ときには 、理論 やモデ ルや手法

や方法 論 をいろいろ使 うわ けです。 今度 は、理論 や方法論 に、 その中で革新 的な も

のが一気 に生 まれて くるだろ うか。 もしか した ら生 まれて こないか もしれない。

ヒューマ ンメデ ィアの定 義 はい ろいろあ ろうか と思 い ます が、 このテ ー マに取 り

組 む ときに、 どち らか ら取 り組 ん だほ うが健全 なの だろ うか。 い まの ところ、 私 自

身 として は、理論 や方法論 は各 メ デ ィアに対 して もソ フ トウ ェアの構成技 術 に対 し

て も、 だい たい基本 的 な ものは列挙 された と言い たい○

次 に は、それ らを実 問題 の環境 の中で きちん と叩 き上 げ る必 要が あるだろ う。 も
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ちうん 、長期 的な基 礎 的 な次 のメ カニズム を求 め ての研 究 は非常 に重 要で すが、 こ

れは本 当の基礎研 究 に撤 す る。 そ こらの見極 め が非常 に重要 になるだ ろ うと思 い ま

す。 中 途半端 にや る と、必ず しっぺ返 しを受 け ます。立脚点 をどこに置 くのか、非

常 に重要 な判 断 になろ うか と思 い ます。

井上:あ りが とうご ざい ます。 た とえば 、知 識 メデ ィアのほ うで は ど うい う実 問題

が あ りますか。

横 井:通 産省 のプ ロジ ェク トとして見 る と、通産省 の高度情報化 プ ログラムで取 り

組 もう としている行 政、教 育、医療 、研 究、電 子 図書館 な どの5分 野が あ ります。

電子 図書館 に関 して は、具体 的 な プロジェク トが来年度 か ら動 きます。 日本 のNI

Iと い う立場 か ら、 いろいろ なコ ンテ ンツの整 備 が進 め られ ようとしてい ますが、

ここ らあた りと連携 を持 つの も一つ の手 です。

また 、すでに コンテ ンツ素材 を蓄積 している ところ は、現実 にた くさんあ るわけ

です。 特許庁、学術 情報 セ ンター、JICSTは 、すで に大 量 に素材 と してのデー

タを蓄 積 してい ます 。NHK、 日経新聞社 とい った ところ も、非常 に大量 に コンテ

ンツ素 材 を蓄積 してい ます。 こ うい う ところ と一体 になって新 しい技術 開発 をする

とい うのが、一つ は健全 な行 き方 で はないか と思 います。

井上:も う一 つ重 ね て聞 き ますが、 そ この中で感性 とか仮想 メデ ィ アはど うい う位

置 づけ にな りますか。

横井:と りあ えず は、知識 メデ ィ アの立場 でお 話 ししま した 。あ ま り中途 半端 な話

をす るのは、 とりあえず やめ に してお きます。

井 上:原 島先 生 に伺 いたい のですが、原 島先 生 は ヒューマ ンメデ ィアの コンセ プ ト

な り切 り込 み方 な りにつ いてのお 話 をな さった。 その ときに、実問 題 との関 わ りに

つ いて はあ ま りな さ らなか った と思 い ます。感 性 の方 で考 え てい くときに、感性 メ

デ ィア は基礎研 究 の立場 で臨 もう と考 えるのか。 あ るい は、何 か実 問題 を取 りなが

ら、感性 の重要 な問題 を追求 してい くのか。 どうお考 えで しょうか。

原島:感 性 の実 問題 とはい ったい何 か、 非常 に難 しい ところです。 今 日の午前 中 の

話 で出 た 「祭 り」 をや るの も、実 は問題 なんで す。それ は と もか くとして、先 ほ ど

申 し上 げた延長で言 えば 、 メデ ィア環 境 、マルチ メ デ ィア によって将来都市 的 な も

のが で きて くる。都市 を具体的 に どうデザイ ン してい くのか。 たぶ ん、マ ルチメデ ィ

アでで きる都 市は、2種 の利 用者 とい うか、 ニ フテ ィ、PC-VANと か がそれぞ

れつ くってい くこ とにな り、 それぞれが競 争す る ことにな る と思 い ます。

そ の ときに、 うち の都 市 は住 み やす い とか、 税金が安 い、 あるいは社会 的 ステー

タスが 高 い。 田園調布 とい う名前 の都市が で きて、 やた ら と住 民税が高 い とい うの

が ある か もしれ ない。 しか し、 いず れに しろ競 ってい い もの をつ くってい くや り方

もある。専 門の違 う人 にわか って いただ くのは基本 的 にはメ タファで、そ うい うや

り方が ある。実 問題 に近 い とい うこ とです。

もう一 つは、 と りあえず実 問題 とい うこ とで 言 えば、マ ル チメデ ィアで 出て きて

い るい ろいろなマ ル チメデ ィアク リエー ターの 人 たちが、少 しずつ育 って きて いま

す。 そ うい う人達 はわれ われ か ら見 る と全然 違 った ところな のか。そ れ とも、 やは

一212一



りマ ル チ メデ ィアを支 え るの はマ ルチ メデ ィア ク リエ ーター、 コンテ ンツ を支 える

人 なの で はないか。 これか らそ うい う産業 を ど う育 ててい くのか。 その基礎 にな る

話 はい ったい何 なのか とい うこ とが ある と思 い ます。
一方 で基礎 的 に近 い ほうで は

、 諏訪 さんが お っしゃった、 人 間の間 のイ ンタラク

シ ョン を前提 とした新 しい情報処 理、 アル ゴリズムです。 い ままで は もち ろんイ ン

タラク シ ョンはあ ったのか もしれ ないけれ ど、 それ を積極 的 に利用 した ア ルゴ リズ

ム、情 報処理 で はな い。人間が い な くて も動 く、 イ ンタラ ク シ ョンを前提 として、

どん ど ん ダイ ナ ミッ クに変 わって い くような情報処 理、 アル ゴ リズ ムみ た いな もの

がい ったい何 なのか。感性 のコミュニケーシ ョン と密接に絡 んで くると思 い ますが、

そ うい うもの も一 つ の柱 にな ってい くので はないか と思 い ます。

さっ き情 報環境 パ ラダイム と言 い ま したが、情報環境 の中 には当然、情 報処理 も

入 って い るわけです 。新 しい情報 環境 の中の情 報処理パ ラダイ ム と新 しいパ ラダイ

ムを探 って い く。 これ は基礎 なの か実 問題 なの か よ くわか りませ んが 、そ うい うよ

うなこ とです。

井上:第1の 環境 は自然環 境、第2の 環 境 は都市環境 とい う話で した。 自然環境 の

場合 に は、そ の中で 生活す るわれ われ全部 がそ れ を共有 して いる。都 市環 境 もある

程度 共 有 す る もので ある ときに、 情報環境 は、 そ こにイ ン タラク トす る か コ ミュニ

ケ ー トす る人 たち に とって共有 すべ き ものなのか、共有 で きる もので しょうか。

原島:私 は、 共有 す るスペ ースだ と思 ってい ます。共 有 の中で成 り立 つ ものです。

もちろ ん、個 人 的 な空 間はあ ります。 われわれ の実環境 の中 で も、 トイ レに入 れ ば

個 人空 間が で きます 。 そ うい う個 人空間 はあ るけれ ど、 それ だ けで成 り立 つ もので

はない 。共有 という か、 そ こに社 会 がで きるこ とが、ある程 度 、環境 の本 質 である

と思 って い ます。

と同 時 に、誤解 のない ように 申 し上 げ る と、都市環境 とメ デ ィア環 境 は独立 のも

のでは あ りませ ん。 メデ ィア環境 の中で生 きる、都市環境 の 中で生 きる とい うのは

互 い にイ ンタラクシ ョンを持 って いる。そ のイ ンタラクシ ョ ンが 、 ある意味 で非 常

に重要 な ところです。

た と えば、 カーナ ビ とい うのが ある。 ある意 味 でメデ ィア環境 の ほ うか らサポー

トして いる。 あ るい は知識 メデ ィ アに よって行 動 をサ ポー トす る とい う言 い方 もで

きるか もしれ ない。現実 の環 境 と、 これか らかな り力 を持 って くるで あろ うメデ ィ

ア環境 は、 たぶ ん互 い に補完 し合 う関係 になる と思 います。

井上=実 問題 とかそ うい うことを聞 いているので、仮想メ デ ィア ・ワーキ ンググルー

プは、 ど うい うよ うなス タンスで 実問題 な どを考 えてお られ るのかお聞 かせ くだ さ

いo

廣 瀬=個 人 的 な見 解 しか 申 し上 げ られ な い と思 い ます が 、 あ る意 味 で バ ー チ ャル と

言 っ て し ま った とた ん、 リア ル は ど こか へ行 っ て しま うわ け で す。 ど な た か が お っ

し ゃ っ て い ま したが 、 バ ー チ ャル とい うこ とに よって初 め て リア ル が あ ぶ り出 され

て くる と ころ は あ ります 。

た と え ば、 ネ ッ トワー ク環 境 な ど とい うの は 、 ま さにバ ー チ ャル 以外 の な に もの
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で もな い わけです。 ネ ッ トワーク環 境 は単体 で存 在 す るわけ で はない。先 ほ ど経済

活動 と言 われ ました 。 ネ ッ トワー ク内通貨 が あ って、最終 的 にはお金が出 て こない

とリア ルな経 済 活動 とリンク して こない とい うこ とが、 たぶ ん当面 は続 くだろ う と

思 います。

そ うい う意味 で、 バ ーチ ャルな環境 と言 いな が ら、実 はち ゃん とリアル を見 なけ

ればな らないで しょう。舘先生 の テ レエ グジス タンス は、 あ る意味 でバ ー チ ャルの

中 を操作 してい るよ うで あ りなが ら、 テ レロボ ッ トな どの場 合 には限 りな くリアル

な もの を操作 して い た りす るわけ です。バ ーチ ャルなメデ ィアの中で、あ る意味で

リアル なア プリケ ー シ ョンは重要 だ し、具体 的 にプ ロジ ェク ト全体 として リアルな

実応用 の分 野 とこの プ ロジ ェク トを結 びつけてい いかは、実 は非常 に難 しい問題 で、

私 もどうす ればい いか わか りませ ん。個 人的 には、小 児病 院の話 で はあ りませ んが、

リアル な もの を常 に意識 しなが ら、そ こか ら問 題 を拾 い出 してい くかたち に しない

といけない とい う気 が して います。

それ をち ゃんとまとめ られるか は、仮想メデ ィアだけの問題 で はない。 おそ ら く、

ヒューマ ンメ デ ィア全体 の 問題 だ ろ うと思 い ます。現 実だけ にかか ず らわ ってい る

とジャ ンプが ないの で はないか とい うご意見 も もっ ともだ し、現実 にいろ い ろこね

くり回 している うち に、事 実 は小 説 よ り奇 な り的 に とんで もな い ものが 出て くる と

い う話 もあ ります。 それ をどう上 手 に組 み合 わせ てい くべ きなのか と思 って いた り

します。

井上=ま だ まだ初年度 の報 告書 まで は時 間があ ります か ら、 そのへ んは少 し考 え て

おいて くだ さい。諏 訪 さんは、混 沌 の世界 を取 り扱 う新 たな情報学 とい う ような こ

とを言 ってお られ ました。 そうい う ときには原理 、原則だけでい ったほ うが いいか。

あるいは、実問題 に切 り込 んでい ったほ うがい いのか。お聞かせ くだ さい。

諏訪:情 報技 術 を開発 しよ う とした とき に、実問題 とい うのがい ま非常 に話題 に は

な ります。 しか し、 皆 さんが頭 の 中で描 い てい る実 問題 は実 は千差 万別 で しか もレ

ベ ル も違い ます。従 って大切 なの は、 い まわれ われが技術 開発 で どこに視点 を据 え

てやろう としてい るか。 そのへ ん をよ く議論 してお くことが必要 だ と思 い ます。

産業 界 の方 は、 い ま経 営 的に非 常 に厳 しい状 況 に置 かれて い ますか ら、 それ を国

として もサ ポー トす る ような プロジ ェク トを考 えた ときの実 問題 は どうな る とい う

問題設 定 もあ るで し ょう。 もう少 し先 をに らん で、技術 開発 は こうあ るべ きだ とい

う設定 の仕方 もある と思 い ます。 いず れの場合 も、実 問題抜 きで議論 して は だめだ

と思い ます。先 ほ どの私 の カオス の話 も、 や は り実 問題 を意識 しているわけです。

技術 者 としては、 技術 はこ うあ りたい とい う主張 が ある。 それ を極 める ために、

基本的 には どうい う問題 設定が い いのか を自分 達 で考 えてみ ないか ぎ り、 誰が考 え

て くれ るのか と言 い たいわけです。 た だその とき に、 そ こで生 まれて くるで あ ろう

技術が 本 当にその先 役 に立 つのか 、必 要 とされ ているか どうかの吟味 は、 十分 にや

らなければいけ ない と思 い ます。

で は、 ヒューマ ンメデ ィア とい う切 り口の中 で、い ったい技術 として何 をね らう

か。 こ この ところの シナ リオ と技 術 課題 の う まい コ ンセ ンサ スが とれれば 、 このプ
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ロジ ェク トはス ター トす る と思 い ます。

それ をどの レベ ル に設定 す るか です。産業振 興、経 済活性 化 であ れ ば、横 井 さん

が言 わ れて いた通産省 としての五 つ の情報化 の分 野が あるわ けです。行政 、教 育、

医療、 研 究、電子図 書館 とい った枠 の中で、そ ういった もの を実現 す るた め に必 要

な技術 開発 を行 政 のほ うか ら トップ ダ ウンに列挙 し、国 を挙 げ てや ろ うで は ないか

とい う話があ るの か も しれ ませ ん。 ヒューマ ンメデ ィアの研 究 開発 は、そ うい うも

のでは ない と思 ってい ます。

少 し技術屋 の勝 手 を言 わせ て も らうとどうな るか とい うの が、先 ほ どお 話 しした

こ とで す。つ ま り、 非常 に比喩 的 に言 えば三人寄 れば文殊 の知 恵 とい うよ うな もの

を実現 する技術 が な いだろ うか とい うのが一つ の切 り口です 。 そのため に は、三人

寄 って何 か しなけ れ ばな らない わけです。一 人で しこ しこ と考 えていて もだめ。一

人 で しこ しこ と計算 機 にプログラムを叩 き込 んで何 かで きる話 で はない。

とい うようなセ ッテ ィングの中 で、1+1=2以 上 になる ような うまい問題設定

と、 そ れが うまい具 合 に有効 に働 きそ うな実 問題 を見 つ け、 技術 的な共通 項 を研 究

してい こう とい うス タイルで はな いか と思 い ます。 た とえば実 問題 として どんなの

が ある の とい うの は、先 ほ どお手 元 にお配 りした資料 に絵 で描 いてある こ とだ と思

い ます。

井 上:あ りが とうご ざい ま した。原島先生 どうぞ。

原 島:感 性 ワーキ ンググル ー プの主査 と しての実問題 とい うと答 え に くくな ります

が、私 自身の現実 問題 、 あるい は近 い将来 に現 実問題 にな る であろ うとい うこ とで

言 い ます。21世 紀初頭 に 日本 が ど うなるか、世界 が どうなるか、 いろいろな予 測が

あ ります。 その中で 、確 実 に来 るのが高齢化社 会 です。私 は団塊 の世代 の ち ょっ と

前 の昭和20年 、戦後1カ 月後生 まれです。 それは別 と して、20年 後、30年 後 には確

実 に高 齢者 になるわ け です。私 の 親 も、 い まパ ーキ ンソン病 で足が動 かな くな り、

自分 で外 には出 られ ないわけです 。たぶん 自分 もそ うな るの ではないか と い う予想

が ある。 その ときに自分 はい った い何 がほ しいのか。

さっ きの仮想 メデ ィア都市 とい う概念 に最近 こだわ ってい るのは、現 実 の都 市 で

は生活 で きな くな る、 あるいはい ろい ろな生産 的活動 がで きな くな って も、 もしか

した ら仮想 のメデ ィ ア都市 の中 な ら生 きられるか も しれ ない。 まだ まだ働 け る か も

しれ な い。子供 の世 話 にな らな いで も、 自分 が食べ るだ けは仮想 メデ ィア の中な ら

収 入が 得 られるか も しれない。 マ ルチメデ ィア とい う と若 い人 のシステ ム の ような

感 じが するけれ ど、本 当 に重 要 な のはむ しろ高 齢者 であ る。 若 い人 は、基 本 的に足

を使 っ たほ うがいい 。ハ ンデ ィキ ャ ップのある人 で も同 じよ うに生活 で き る ような

環境 をいかにつ くっ てい くか。 これ はある意味 で、 日本 の現 実 問題 だろ う と思 い ま

す。 そ うい うもの に対 して、 これ か らメデ ィア あるい は ヒュ ーマ ンメデ ィ ア とい う

ものが何 らの解決 策 を出 さない と した ら、片手 落 ち にな るの ではないか とい う気 も

してい ます。

井 上=あ りが とうご ざい ま した。

横 井:先 ほ ど井 上先 生 の鋭 い質問 に詰 ま って しまい ま したが、それ に対 す る若干 斜
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め か らのお 答 え を最 後 に付 け加 え させ て い た だ き ます 。

実 問 題 と して先 ほ どい くつか挙 げ ま したが 、 一 つ ひ とつ を全 部 や る とな る と大 テ ー

マ に な ります 。 た と え ば、 医療 情 報 に関 す る こ とだ け の大 プ ロジ ェ ク ト をや るべ き

だ とは 思 っ て い ませ ん。 産 技 制 度 で や る の で し た ら、 プ ロジ ェ ク トの ス タ イ ル か ら

して ど うい うス タイ ルが い いか 。 共 通 の研 究 開 発 の イ ン フ ラ 、 ネ ッ トワー ク、 デ ー

タ、 手 法 、 共 通 言 語 な どの い ろ い ろ な ツー ル類 を共 通 化 した 一 つ の土 台 を つ くる。

そ の上 に 、 い ろい ろな 実 問 題対 応 の テ ー マ を10か ら20並 べ る。 これ は お金 次 第 で 、

伸 縮 自在 で す 。

そ の 実 問題 の 中 に は、 知 識 メ デ ィ アの ウエ ー トが 高 い もの 、感 性 メデ ィア の ウエ ー

トの 高 い もの、仮 想 メ デ ィア の ウ エ ー トが 高 い もの 、 あ る い は 三 つ の メ デ ィアが い

ろ い ろ協 力 し合 う もの、 い ろい ろバ ラエ テ ィに富 ん だ テ ー マ が含 まれ ます。

そ うい うか た ち で運 営 し、各 テ ーマ は超 優i秀 な研 究 者 が5人 か ら10人 ぐらい か か

る。そ れ ぞ れ は わ り と独 立 して運 営 され て い て 、 しか も協 力 し合 い な が ら い く よ う

な ス タ イ ル の プ ロジ ェ ク トが で き た らい い。 あ とは お金 次 第 とい うの も、 一 つ の解

だろ う と思 っ てい ます。

井 上=あ りが と うご ざい ま した。 な か な か ユ ニ ー ク な発 想 で すが 、 そ れ が通 産省 の

プ ロジ ェ ク トと して成 立 し得 る か ど うか は疑 問 な点 もあ りま す が 、 非常 に 大 事 な視

点 を含 んで い る と思 い ます 。

ヒュ ーマ ンメ デ ィ ア は、 作 る立 場 よ りも使 う立 場 を大 事 に しな け れ ば い け な い と

述 べ て お られ るポ ジ シ ョンペ ーパ ー もた くさん あ る。 そ う い う具 合 にな っ て き た と

きに、 もち ろ ん技 術 開発 を や っ て い く ときの実 問 題 は あ る程 度 考 えな け れ ば い け な

い け れ ど 、20、30の すべ て を プ ロジ ェ ク ト側 で や るの が い い の か ど う か は わか らな

い 。 む しろ、 そ うい う よ うな もの をや りたい と思 う よ うな人 た ち が 、 そ こ に参 加 で

き る よ うな仕 組 み を つ くる。 人 を育 成 す る よう な仕 組 み を中 につ くっ て い くの が 、

必 要 な ので は な い だ ろ うか。 とい う こ とを、 第2回 目 の技術 調査 委 員 会 の と き に ご

指 摘 が あ り ま した。 た と え ば 、 ヒ ュ ー マ ンメ デ ィア が い ろ い ろ優 秀 な人 た ち の 興 味

を引 き、 どん どん 中 へ 入 って い け る よ うな基 本 的 な イ ン フ ラ 、 仕 組 み を整 備 して い

か な け れ ば い け な い と思 い ます 。

私 の 実 問題 につ い て の考 え を 申 し上 げ て い た わ け で す が 、 坂 井 委 員 長 と話 を して

いて、 坂 井 委 員長 もこの ヒ ューマ ンメ デ ィア を時 間 的 なス ケ ー ル で 考 え る と、 光 フ ァ

イ バ ー の ネ ッ トワ ー ク が だ いぶ 整 備 さ れ るで あ ろ う2010年 な い し2015年 ぐ らい を 目

標 に した い とお っ しゃ っ て お られ ま した。 とな る と、 だ い た い20年 か ら25年 、 通 産

省 の プ ロ ジ ェ ク トで 言 う と二 つ な い し三 つが 回 る。 そ れ ぐ ら い の つ も りで 、先 導研

究 の初 年 度 の と ころ は取 り組 ん で い こ う と言 って お られ ま した。 ワー キ ン グ グ ル ー

プ で も、 長 い 目標 を見 据 え なが ら計 画 を立 て て お られ る と思 い ます 。

た だ 、 プ ロポ ーザ ル な り何 な りに な っ て くる と、 あ る程 度 問 題 点 を絞 り込 ん で い

か な け れ ば な らな い 。 そ うな る と 、見 通 しの あ る現 実 な 目標 との 関 係 で 、 プ ロジ ェ

ク トの ス タ ンス を考 え て い か な け れ ば な らな い ので は な か ろ うか と思 い ます 。

そ の へ ん の とこ ろ で フ ロア の方 か ら ご意 見 を い た だ き た い と思 い ます 。 特 に産 業
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の方 か ら意 見 をお 聞 き さ した い と思 い ます 。 まず手 始 め に 、 先 ほ ど ク リ ア にス タ

ンス を述 べ られ た 田村 さん い か が で し ょうか 。

田 村:実 は私 は そ れ ほ ど産 業 界 で は な く、 い まだ に客 分 気 分 で会 社 に オ フ ィス と部

下 だ け 借 りて い る よ うで あ ま り適 切 か ど うか知 りませ ん が 、 こ うい う とき はふ りを

い た しま し ょ う。

ヒ ュ ー マ ンメ デ ィ ア とい うの は 、最 初 に聞 い た と き何 だ ろ う と思 い ま した。 よ く

わ か ら な い。 しか しそ の うち、 ヒ ュー マ ン オ リエ ンテ ッ ド、 コ ン ピ ュ一 夕 オ リエ ン

テ ッ ドの対 比 か らお 話 を聞 き、 い まの セ ッシ ョ ンの 中 で も原 島先 生 の機 械 中 心 か ら

人 間 中 心 へ 、 情 報 処 理 か ら情 報 環 境 へ とまで 言 って い た だ くと、 だ い ぶ わ か っ て き

ま した 。 問 題 は そ の 次 な の で は な いか と思 い ます 。

現 実 に は、 あ る種 の技術 開発 か らや る しか な い 。 そ の 間 の ギ ャ ッ プ は誰 が 埋 め る

の だ ろ う。 ヒ ュー マ ンオ リエ ンテ ッ ドメ デ ィ アで あ れ ば 、 そ の サ ブ ゴー ル を誰 か が

う ま く ブ レー ク ダ ウ ン して くだ さ れ ば 、 もっ とわ か りやす くな る。 当然 、 人 に よっ

て ブ レー ク ダ ウ ンの 仕 方 は違 い ま す。 そ の ブ レー ク ダ ウ ンの 仕 方 、 も し く は ブ レー

ク ダ ウ ン して くだ さ っ た結 果 が わ か りや す くて コ ンセ ンサ ス が 得 られ る な ら、 これ

は み ん な シ ャ ン シ ャ ン とい き ます 。 た ぶ ん現 実 はそ うで は な い。 み ん な、 よ くわか

らな い と言 っ て い る のが このへ ん で す。 で は、 い ます ぐブ レー グ ダ ウ ンで きな い な

らば、 あ る い は 人 に よっ て違 うな らば 、 ブ レー ク ダ ウ ンの仕 方 に関 す る何 か いい 方

法 論 は な い で し ょう か とい ま感 じて い ます 。

も う 一 つ は、 プ ロ ジ ェ ク トをや る か ら に は 目標 が な い と き れ い ご と にな って しま

う。 国 家 プ ロジ ェ ク トと して や る な ら、先 ほ ど横 井 さん が 産 業 界 の育 成 と か い ろ い

ろ挙 げ られ ま した 。 そ こ で意 見 が 分 か れ るの で は な い か と思 い ます。 要 素 技 術 開発

の プ ロ ジ ェ ク トな の か 、 プ ロ トタ イ プ をつ くって皆 さん 真 似 しな さい とや るの か 。

あ る い は規 制 緩 和 そ の他 、 単 な る カ ン フル剤 、 い ろ い ろ あ る と思 い ます。 そ こで 出

され た 実 問 題 は 、 一 つ の方 法 論 だ と思 い ます が 、 そ れ だ け な ん で し ょうか 。

産 業 界 と言 わ れ る か ら一 つ言 い ま す と、 ヒュー マ ンメ デ ィア の 目標 レン ジ は20年

か ら25年 先 との こ とで す が 、 人 材 育成 な ど とそ ん な悠 長 な こ と を言 っ てい られ な い

と思 い ます 。

た と え ばマ ル チ メ デ ィア分 野 の 状 況 を見 る と、悔 しい け れ どい つ も アメ リカの ほ

う を向 い て い な い と不 安 で し ょ う が な い 。 ビル ・ゲ イ ツ な どが 新 しい コ ン セ プ トを

どん どん 出 て きて い る。 今 、 国 の プ ロジ ェク トとい う制度 で 、 人 材 育成 で あ ろ うが 、

実 問題 を解 い て み せ て 間 に合 う状 況 で は な い と思 い ます 。 実 問 題 も企 業 が や って し

ま った ほ うが 早 い の で は な い か。 結 局 の とこ ろ 、 う まい サ ブ ゴー ル を ブ レ ー ク ダ ウ

ン して くだ さ って も 、 そ れが 国 の プ ロジ ェ ク トで や れ そ うだ な と思 わ な い か ぎ り、

参 加 す る側 も、 横 で 見 て い る側 も、 ち ょっ と辛 い な と思 い ま す。

ブ レ ー ク ダ ウ ンの 仕 方 に い い方 法 論 が あ るか とい う こ と と、 実 問題 を解 くの が 国

家 プ ロ ジ ェ ク トに対 す る一 つ の方 法 だ け れ ど、 そ れ で い いの だ ろ うか とい う疑 問 を

も って い ます 。 皆 さん、 ど う思 わ れ るか お 聞 かせ くだ さ い。

井 上=も う1、2人 、 フ ロア か ら産 業 界 の ご意見 を伺 い た い気 が します 。
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林:富 士通 研 究所 の林 と申 します。委 員会 に出 させ ていただ いて い ます。 い ま田

村 さんが言 われ ま した ように、 メ ー カー の立場 か ら見 る と日本 の立 場 は全然 こん な

感 じではあ りませ ん。

た とえば実 際 にコ ン ピュー タの世界 は どうな ってい るか、 ほ とん どの生 産 はアジ

アへ行 こうと してい る。 その ときの いろいろな イ ンパ ク トは ほ とん どアメ リカ か ら

来 て、 プロセ ッサ に しろOSに しろ コンパ イ ラ に しろ、 日本 を通 り越 して アジアへ

行 って いる。 なおか つ、 た とえば ネ ッ トワー ク に して も、 シ ンガポールが ハ ブ とし

て 日本 はなか なか太刀 打 ちで きない状 況 にな って きてい る。 ヒュ ーマ ンメデ ィ アプ

ロジェ ク トが 目指 している 目標が違 うところにあ るのは理解 してい ますが、今 のメー

カーの おかれ ている状況 を見 る とあ ま りに も乖 離 があ りす ぎる。現実 には メ ーカー

が悪 い とい う話 になるか わか りませ んが、それだけで この状 況 を片付 け る とこの先 、

悔 い を残 す感 じが します。 そ うい う中で、 なお かつ国の プロ ジェク トと してやるべ

きところは どこで し ょう。先 ほ どい ろいろ批判 があ りま したが、実問題 、 た とえば

情報処 理 でい くと本 当 に必要 な ところが抜 けた ままでそち らの方 向へ行 っ ている と

い う感 じが い ま してい ます。

深見:私 は凸版 印刷 とい う印刷会社 にい ま して、たい へん うが った見方 で 皆 さんに

失礼 な発言 になるか もしれ ませ んが、 い まマ ルチメデ ィアが ブームにな ってい ます。

先 ほ ど月尾先 生が否 定 されてい ま したが、 ヒューマ ンメデ ィア とい う言葉 を使 えば

国か らお金 が出 て、 自分 たちの研 究 に使 えるのか と思 いつつ聞 いてい ま した。

い くつか の点 で意 見 を言 わせ て いただ きたい のですが、原 島先生 がお っ しゃった

メデ ィ ア環境 とい う話 です。私 は省 庁 の管轄 が よくわかって お りませんの で素人 み

たい な話 をす るか も しれ ませ んが 、 自分 が生 活す る視点 か ら見 る のが正 しい と思 っ

て います。先 ほ どの メデ ィア環境 で言 えば、通信料 金が高 す ぎる と思 って い ます。

通信料 金 とい うよ りも、 メデ ィア環境 をつ くる のであれば、 空気 と水 と同 じだ とな

れば、空気 にはお金 を払 ってい ませ んが お水 には払 っている。電話 にも払 ってい る。

テ レビに も払 ってい る。 それ ぐらいの料金 で、 自分 が ある通 信環境 を使 い こな した

ときに、給料 の何 分 の1か の料金 で生活 で きる空 間が できない と環境 とは言 えない。

そ こへ のアプ ローチが非常 に重要 なので はないか と思 ってい ます。

印刷 屋 で印刷屋 の否定 をす る よ うで変 ですが 、実 は情報 は紙 に乗 って流 され てい

ます。 その仕組 みは 、 アナ ログで あれデ ジ タル であれ、チ ラ シ も新 聞 もそ うです 。

紙 の上 に情報 が乗 って い ますが、 実 はあれ は紙 でな くて もい い とい うこ とが われわ

れの周 辺 では起 こって い ます。私 ど もの 中で も、 コンピュー タを手段 としてず いぶ

ん使 ってい ます し、世 の中のほ うが 非常 に進歩 して います。そ れはなぜ か とい う と、

そち らで処理 したほ うが コス トが安 いか らです 。 となる と、 デジ タルの情 報 が どん

どん貯 まって きているわけです。

これ を、紙 とい うメデ ィアで は な く、違 うメ デ ィアで置 い たほ うが いい。 環境 問

題 はよ くわか りませ んが、 これ だ け紙 を消費 す る。材料屋 さんで言 えば フ ィルム と

か を使 ってい ます。 企業 の立場 で はな く生 活着 の立場、環境 の立場 か らい くと、紙

やフィ ルムは使 わな い ほ うが いい。 使 わ ないです むな ら使 わな い ほ うが いい 。 た と
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えば液晶 デ ィスプレイ、ハ イビジ ョンがあ りますが、紙 と同 じレベルの高精細 のデ ィ

ス プ レイがで きれば 、何 度 で も使 えるわけです6こ れは素材 の話 にな るか も しれ ま

せ んが 、 そ うい う ものが で きれば 、紙 でやって、新 聞少年 が毎 日チ ラシを配 らなけ

れ ばな らない世界 は 回避 で きる。 一部 の人 に とってはア ンハ ッピーか もしれ ませ ん

が、 そ れはみんな に とってハ ッピーなのではな いか と思 い ます。 そ うい う ことに関

して何 か コメ ン トが あった らうかがいたい。

感 性 とい うお話 が あ りますが、 た とえば私 どもは通販 のカ タログをやってい ます。

女性 の下着 を通販 カ タ ログで買 うこ とは、 だいぶ 日常 になって きてい ます。 印刷屋

に課せ られた課題 は 、印刷 物 でほ ん ものの下着 と同 じ感触 を表現 しろ とい うのが最

終 的 な ものです。従 来 、印刷屋 は与 え られ た原 稿 どお りにつ くればいい とい うこ と

です の で、写 した フ ィルムをその まま印刷物 にすれば よか っ たのです。 最 近 は、通

販屋 さんは乱暴 です ので、下着 の切 れ端 を持 って きて、何 が何 だか理屈 は よくわか

らな い けれ ど、 これ と同 じもの をつ くれば い い と言 って きます。 そ うい うこ とか ら

い くと、感性 を麻 痺 され る とい うこ とは、そ うい う世界 に もあ ります。大 事 な世界

ではあ る と思 い ます が、そ こは必ず通過 しなければいけ ない話 で しょう。

も し ヒューマ ンメ デ ィアの プ ロジェク トが成功 のあかつ きに、消費者 にな るのか

企業 に なるのか わか りませんが、 最終的 なエ ン ドユーザ ーが ど うい うメ リ ッ トを受

け られ るのか見 えて いない。 もし、私 がエ ン ドユーザ ーであ れば、仕組み が どうで

あれ 自分 が必 要 な情報 をすば らし くリアル に取 り出す ことので きる環境 をつ くって

くれ る。 そ うい うプ ロジ ェク トをやれば歓迎 されるのではな いか。そ のた めに、 で

きるだけ少 ないお金 でや って とい うのが要求 ではないか と思 い ます。

した が って、 コ ンテ ンツ とい う問題 が非 常 に重要 です 。技術 の問題 ではな く、 コ

ンテ ン ツをどうや っ て集 めた らいいか。 た とえ ば出版社 、新 聞社 があ りますが、 コ

ンテ ン ツをフ リー に使 うのでは な く、経済 の仕 組み に則 った 、 コンテ ンツを提 供 す

る側 と受 け取 る側 が 、 ち ゃん と対 価 の関係 でバ ラ ンスの取 れ る ような仕組 み を考 え

ない と無理 なので は ないか。著作 権 問題が うる さい と言 うけ れ ど、出版社 の人 たち

は著作 権 の ところで 非常 に苦労 されて い ます。 そ うい うもの をただで使 お うとは思

わない で、膨大 な対 価 を要求 され た ら拒否 すれ ばいいですが 、そ うい う経 済 の仕組

み を きちん とつ くらない とヒューマ ンメデ ィアは成立 しない と思 い ます。

余計 ですが、MPEGと かでデ ジ タルの動画 が流 れる ようにな りま す。 い まわれ

わ れが 生活者 と見 た ときには、NHKの 放送 で ただ で映画 が見 られ る環境 はやめた

ほうが いのではない か。 あれに対 して対価 を払 う仕 組み をつ くれば、文化 は変 わ っ

て くる。 コンテ ンツに対 して お金 を払 う。NTTの 料金 を下 げる とい う話 と逆 に、

た とえ ばい まは時 間 制約 さえ解放 すれば、衛星放 送で寅 さん がただで見 え て しまう

わけです。 そ うい う環境 の中にいるのにわざわ ざコテ ンツにお金 を払 うとい うのは、

常 識 で は一般 の人 に はないのでは ないか。 そ うい う仕組 み も考 えな くては いけない

のだ ろ うか と思 い ます。

井上:あ りが とうご ざい ま した。 ちなみ に、NHKも ただ じゃないです よね。 も う

一 方 お願 い します。
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田中:三 菱 電機 の田中です 。一 つは、先 ほど田村 さん もお っ しゃい ま したが、 こ れ

に よって どういう体 系 が で きるの か。 いままで 一つの コンピュー タに対 する体 系 は

ある程 度 あ った と思 い ますが、分 散処理 、 ネッ トワー ク、 シ ステ ム とい っ た ときの

体系 は どん な ものか 。そ の コンテ ンツ もある程 度含 め て、 ち ゃん と整理 す るこ とが

大 きな課題 か な と思 います。

産 業界 の 立場 に立つ と、 コンテ ンツ は別 にす る と、 やは り問題 はソフ トです 。 ア

メ リカ の仕 組み は、 フ リー ソフ トか有償 ソフ トか知 りませ ん が、 いいソフ トが世界

に出 て きて世界 を席 巻 し、 デ フ ァク トになる。 いか にいい ソ フ トをつ くる かが、情

報処 理 の世界 では非常 に大事 だ と思 い ます。

この プ ロジ ェク トは、環境 に して も方式 に して もソ フ トに して も何 で もいいです

が、 そ うい う明確 な成果 でみん なが使 えるソフ トをつ くるこ とが、 これか ら世界 に

対 して やってい くた め にはいち ば ん大事 である。 それがわれ われに とって は商 売 に

なる。 環境づ くりな のか、要素技 術 づ くりなの か。 い まソフ トは全部 アメ リカか ら

来 てい ますので、 そ うい うこ とを脱却 するためには、 ヒューマ ンメデ ィア に関 す る

どうい うソフ トをつ くれ ばいいか。 どこまでブ レー クダウ ンで きるか どうか わか り

ませ ん が、 それが非 常 に大事 だろ う と思 い ます。 その ために、 フ リー ソフ トとい う

制度 もあ ります し、そ うい うことも考 えていた だ きたい と思 い ます。

井上:あ りが とうござい ま した。 い ま4人 の方か らご意見 をうかが ったわけですが、

一つ ひ とつや ってい くと時 間が あ りません。そ ろそ ろ まとめの時間 のフェーズに入 っ

ていか なければな りませ ん。 そ こで、 パ ネ リス トの方 に、 い まい ただいたご意 見 の

すべ て にではな くて けっ こうです が、 自分 の答 えやす い もの で もいいです 。 それ に

つ いて あ ま り長 くな らない範 囲で 、 お答 えで も、 ご 自分 のお考 えで も言 っ て くだ さ

い。諏訪 さんか らお願 い します。

諏訪:田 村 さんの、 サブ ゴ ーノレヘ ブ レー クダ ウンす る方法論 は何 か とい う話 です 。

基本 的 に、私 が先 ほ ど申 し上 げた話 は、還元論 的な問題 を解 くのではない 。還元論

的 では解 け ない ような問題 を解 くような問題設定 を しようと言 ってい るわけで す。

そ こで サブ ゴール を設定 して しま うと、 自己矛 盾が生 じる。 それは参加 者 が考 えな

ければ いけない問題 とい うこ とで、 うまいオ リエ ンテ ーシ ョンをつけたい な と思 っ

てお ります。

・悠 長 なこ とを言 って とい うご指 摘 に関 しては 、技術 開発 の施策 の一部分 を見 る と

全体 の調和 が わか らな くなる こと に由来す るの で はないで し ょうか。 これ はわれ わ

れの責任 か もしれ ませ んが 、技術 開発 の施 策の全体 像 とい う ような もの、 つ ま りあ

る部分 はカ ンフル剤 の役 割 を期待 す る もの、 あ る部分 は長期 的 とい う位置 づけ を明

確 に しなければいけ ない。その と きに、 このプ ロジ ェク トは どこに位置 づ け るのが

妥 当 であるか とい う議論 を しなければいけない気 が します。

林 さんの件 につい て も、同 じよ うな点が言 え るので はない か と思 い ます 。乖離 の

件 につ きましては、私 もそ うい う心配 を している ところです。 ア カデ ミァ とい うか、

学術 的研究 を進 め る ところで の技術 開発 の価値 観 と、現実世 界 の技術 として扱 って

いる世 界 での技術 に対 す る価値観 は、 もしかす る と分 野 が成 熟 してい くとだんだ ん
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乖離 す るのかな と勝 手 な仮 説 を立 ててお ります。情報 の分 野 で もそ うい う現象 が起

きつつ あ る。 それ を厳 に戒 めて取 り組 まなけれ ばいけない とい う認識 は持 ってい ま

す。 そ うい うところ で、実問題 とい うキー ワー ドが い ま飛 びかってい る と思 って い

ます。

凸版 印刷 の深見 さん はた くさん いろいろな こ とをお っ しゃ ってい ま した が、たぶ

んほか のパ ネラーの 方が触 れ られ る と思 い ます。田 中 さんの件 につ きま しては、 た

とえば体系 を明確 に しろ、分 散 か並列 か とい うご指摘 で したが、 これはひ とこ とで

何 か という と協調 とい うキー ワー ドだ と思 って い ます。 ヒュ ーマ ンメデ ィ アの位置

づ けの 問題 は、協 調 。 よそ のプ ロジェ ク トと一 緒 のキー ワー ドにな って しまい ます

が、 一般 名詞 と して考 えていただ くと、協調 ア ーキテクチ ャ とい うもの をね らって

い く位 置づ けが これか らの問題点 ではないか と思 い ます。

よい ソフ トウエ アが世界 に出 てい くような仕掛 け というの は、 まった く同感 です。

そ うい う意味 で、 た とえば このプ ロジ ェク トで よいソ フ トが で きた ときに 、 どん ど

ん フ リー ソフ トと して使 って もら う。 さらに高度化 す るため にアイデ ィア をその上

に積 み 上げ る。逆 にわれ われ と して もよその技術 の上 に積 み上 げて とい うアプロー

チです 。実際問題 と して、 い まネ ッ トワーク とい うイ ンフラが で きつつあ る中で、

ソ フ トウエ アの技術 開発 が ま さに そ うい う発想 で進 め られつ つ あ ります。 この プ ロ

ジ ェク トにおいて も、進 め る段 階 で、 おおいにそ うい う発想 で オープ ンに してい っ

た らいかがか と思 ってお ります。

廣 瀬:何 をお答 え していい のか よ くわか らないのです が、最初 の実 問題 とか悠長 な

話 でいい のか とい う話 は、個 人ベ ースで考 える ときわ めて簡単 です。 た とえ ば、大

学 の先 生 と企 業 の方 たち はわ りとイ ンフ ォーマ ルな情 報交換 網 を持 ってい た りしま

す。一研究 室 の レベ ルで見 る と、何 が問題 かはだいたいわか って いた りします。'

ここで問題 なのは、 ヒ ューマ ンメデ ィア という切 り口 でち ゃん ときれいに整 理 で

きるだ ろ うか とい う こ とによるので はないか と思 い ます。答 えに も何 もな ってい ま

せ んが 、 たぶ んこの プロジ ェク トのキー ワー ドをヒューマ ンメデ ィアだ とい うだけ

で は、 それ を使 う第 三者 に対 して、 このプ ロジ ェク トの コンテ ンツが いっ たい何 な

のか を明確 に伝 え き ってい ないの ではないか とい う気 が します。上手 な コ ピー をつ

くらない とい けないので はないか とい う気 が します。

た とえば、古 い話 と言 われ るか もしれ ません が、 東海 道新 幹線 の場 合 に は東 京

一大阪 間 を3時 間で結 ぶ とか、 わ りと素人 に もわか る明 白な コピーが あっ た ような

気 が し ます。 これは技術屋 に とっ ての 目標 で もある と思 い ます が、 たぶ ん技 術 屋 に

とって は ヒューマ ンメデ ィア とい うの はあ る人 間的なメ デ ィア をつ くって い くのだ

とい うこ とで、つ くる側 の立場 の枠組 み として は非常 にいい か も しれ ませ ん。実際

に確信 犯 として やる のはいい と思 い ますが、外 に対 して凝 集 力 を持 った プ ロジェク

トとして進 め るた め には、何 か も う1枚 、 ある種 のわか りやす い コンテ ン ツの シェ

ル をかぶせ る必 要が あるのではないか とい う気 が してい ます。

ここか ら先 は独 り言 ですが、最 近、 コンテ ンツが大事 だ と言 われ るわ りには、 ま

す ます ネー ミングが コンテ ンツか ら離 れてい く方向 にあ る よ うな気 が します。そ の
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へ ん は、私 自身 も問題 意 識 と して持 って い る とこ ろで す。

よい ソ フ トとい う の も、 非 常 に 的 を射 た ご指 摘 だ と思 い ます 。私 自身 の ぶ っ ち ゃ

けた話 を して しま う と、 よ いソ フ トが 先 にあ るの で は な くよい コ ンテ ン ツが 先 に あ っ

て よい ソ フ トが 出 て くる。 た とえ ば、 フ ォー トラ ンな ど とい うの は 、 共 通 言 語 をつ

くろ う と思 っ てつ くった の で は あ りませ ん。 で っち 上 げて変 な もの をつ くっ て し ま っ

た ら、 そ れが い や に あ と まで生 き残 って しま っ た。 だ か らい け な い の だ と異 を唱 え

る方 もお られ るか も しれ ませ ん が、 そ う い うス トラ クチ ャ にな って い ます 。

で あ る とす る な ら、 も うち ょ っ とち ゃん と し た コ ンテ ン ツ をつ くっ て い か な け れ

ば い け ない の で は な い か とい う気 します 。 こ う い う議 論 自身 、 コ ンテ ンツ を欠 い て

い るの で す が 、 そ うい う問 題 で はな い か と思 い ます。

ゲ ー ムな どの 世界 で は、 そ こ らへ ん は非 常 に い い で す。 某 社 の サ タ ー ンな ど とい

うマ シ ンが偉 い の で は な く、 み ん なバ ー チ ャ フ ァイ ター を買 う とい うこ と は よ く言

わ れ る 話 で す 。 ヒュ ーマ ンメ デ ィ ア とい っ た と きに、 もう少 し何 か ひ と こ と必 要 な

気 が し ます 。

コ ン テ ン ツ をつ くる と き に一 つ 重 要 な の は、 さ っ きお祭 りの 話 が 出 ま し た が 、 ペ

イ しな いあ る種 の異 常 な リ ク ワイ ァメ ン トを 出 す よ うな お 墨 付 き とい うの で し ょ う

か 。 オ リ ン ピ ック で も何 で もか まわ な い と思 い ま すが 、 そ うい う もの をつ く る こ と

が で き る。 そ の コ ン テ ン ツ に向 か っ て あ る種 の 、 わ れ わ れ が や ろ う と して い る技 術

を収 束 させ て い く方 法 もあ るか も しれ ませ ん。 単 一企 業 の レベ ル で言 う と、研 究 開

発 費 で は な く広 報 費 と して 落 と し て し まえ とい う考 え方 で す 。 そ れ は そ れ な りに、

い い行 き方 か な と思 って お り ます 。

原 島=こ の プ ロジ ェ ク トを 最 初 に立 て る とき、 い ち ば ん何 をす べ き な の か とい う こ

とで す 。 通 産 省 の プ ロジ ェ ク トと い うの は 、比 較 的 産 業 界 を見 て、 産 業界 を ど う説

得 す る かが す ぐ最 初 に出 て きます 。 と ころ が 、 個 人 的 に は、 この プ ロ ジ ェ ク トは産

業 界 の 説 得 も もち ろ ん重 要 か も しれ な い け れ ど、 そ れ 以 上 に 国 民 を ど う説 得 す る か

が 勝 負 な の で はな い か とい う気 が して い ます 。 ヒュ ーマ ンメ デ ィ ア プ ロ ジ ェエ ク ト

とい う の は 、 あ る意 味 で い ま まで とは ま っ た く性 格 が 違 って い ます 。 で き れ ば通 産

省 の お役 人 が 国 民 に対 して、 通 産 省 は これ か らイ メ ー ジ が変 わ る よ とい う ぐ らい に

胸 を張 れ る よ う な プ ロ ジ ェ ク トに す る。 産 業 界 に対 して胸 を張 る の で は な く、 国 民

に対 し て胸 を張 る よ うな プ ロジ ェ ク トにす る。 国民 に胸 を張 れ る よ うな 説得 性 を ど

うつ くっ て い くかが 、 い ち ば ん 重 要 な こ とな の で は な い か と思 い ます 。

ヒュ ーマ ン メ デ ィ ア とい うか マ ル チ メ デ ィア に近 い分 野 で す が 、 い ま 日 本 の産 業

界 で マ ル チ メ デ ィア は ど う な っ て い る ん で す か 。 大 学 に い る と、 きわ め て悲 観 的 に

な る の です 。 い まほ とん どの マ ル チ メ デ ィ アの 大 学 関係 、 評 論 関係 の 人 は 、 日本 の

産 業 界 に失 望 して い ます 。 これ は び っ く りす る ぐ らい、 失 望 して い ます 。 あ る先 生

は、 日本 の電 機 を滅 び ゆ く産 業 、 そ ん な の を相 手 にす る な とい う ぐ らい失 望 して い

る。 こ れ は い った い ど う して そ う な った の だ ろ う。 滅 び ゆ く産 業 の説 得 性 ば か りを

考 え る と、 下 手 をす る と ヒュ ー マ ンメ デ ィア プ ロジ ェ ク トも 滅 び ゆ く通 産 省 の プ ロ

ジ ェ ク トにな っ て し ま う可 能 性 が あ る。 こ のへ ん を しっか り考 え な け れ ば い け な い

一222一



]

のではないか と思 って います。

通信 料金 の問題等 、答 える とした ら私 か な と思 い ますが、 基本 的 にマ ルチメデ ィ

アは従 来 と全 然違 った料 金体系 に しなけれ ばい けない。私 自 身は、 マ ルチ メデ ィア

は一種 のデパ ー トメ タフ ァで考 え てい ます。 デパ ー トに入 る ため に入場料 を取 るデ

パー トは ないわけで す。む しろ、人 をた くさん集 めてそ こで経済活動 を行 わせ る。

経済活動 をすれば、 そ こか らそれ な りの対価 を取 る、消費税 を取 るのがマ ルチ メデ ィ

アの基 本 的 な料金 の 話 です。人 を集 めなければ経 済活動 は起 こらな い。 その最 初 を

どうす るかが問題 で あろ うと思 い ます。

横 井=原 島先 生 がお っ しゃている感性 を 「感 じるこ とすべ て」 と解 釈 しては いけ な

いので しょうか。 それ以外 にも何 かある と匂 わす よ うな行 き方 が必 要なのだ ろ うか、

私 にはまだ解 けて いない問題 です。

それ か ら、廣 瀬先 生 の切 り込み 方 は重要 だ と思 い ます。私 ど もが現実問 題 と言 っ

ている のは、 おそ ら く具体 的な例 示 と して、今 日お見せいた だい た ものが 一つ の ヒ

ン トに なるのか も しれ ませ ん。 いずれ に して も、難病 で自分 のか らだが動 か な い人

に とっ ては、あ あい うこ とがで きる こ とはた いへ んあ りが た いで しょう。 老齢化 を

迎 えて、 「背 こうだ った」 と昔 に誇 りを持 って いるお じさん たちには、 た いへ んメ

ンタル ないい刺激 に な る と思 い ます。儲 か らな いけれ ど、 い い切 り込 み方 だ とい う

感 じが します。

あ ま り通産省 を意 識せ ず、通産 とい えど も、 この国 をよ くしようと思 っ てい る気

持 ちは変 わ らないわ けです。文部省 で あ ろ うと科学 技術庁 で あろ うと、 いず れ に し

て もい い技術 開発 を や るこ とがい まいちばん重 要 だ と思 い ます。ぜ ひ とも ご協力 を

お願 い 申 し上 げたい と思 います。
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OHP-S4一 諏 訪 一1

叉 情報技術 と通信技術の融合によるコミュニケーシ ョン社会

従来のコンセプ ト

コ ミュニ ケー シ ョン

社会生活を営む人間の間に行われる知覚 ・感情 ・思考の伝達。 ≡

語 ・文字、その他視覚 ・聴覚に訴える各種の ものを媒介 とする。

コ ン ピ ュ ー タ&ネ ッ トワ ー ク に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

空間の超越 ・時間の超越 ・相互作用の触媒 ・知識の増幅

copyright

OHP-S4一 諏 訪 一2

これからの情報技術の方向 ■■〉 幅をもった技術へ
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OHP-S4一 諏 訪 ・5

お$
システムの複雑 さと情報処理 アプ ローチ

因果律
バンキングシステム
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統計法則
パターン認識

計量診断
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白

下 ヒューマンメディア技術開発の 目標

○人間と情報機器の革新的なコミュニケーション形態の基礎確立

人間と情報機器の新しい相互作用の形を提案

○新しい情報の確立

理性と感性の統合に基づく情報処理の仕組の解明

○新しいコンピュータ文化の創造

copyright
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OHP-S4-8黄 井 一1

い くつ かの論 点

(1)情 報処理技術 の現状 と動 向

過去 の分析

技 術 の問題点 と産業(ビ ジネス)の 問題点

マルチ メデ ィアブームの分析

(2)ヒ ューマ ンメデ ィア とは

イ ンタフェース と しての メデ ィア、情報表現 の ための メデ ィア

メデ ィア それ ぞれの役割 と融合効果

(3)国 家 プ ロジェク トの あ り方

市場 のダ イナ ミズムに委 ねるべ きもの とそうでない もの

国家 プ ロジェク ト(特 に ソフ ト)の むず か しさ

産学官 それ ぞれの役割 と協 力

(4)政 策 か らの位 置付 け

基 礎研 究の充 実

新産業創 出への貢献

Nll、Gllへ の貢献

一227一



OHP-S4一 原 島 一1

OHP-S4一 原 島 一2
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OHP-S4一 原 島 一3

OHP-S4一 原 島 一4

基 本 コ ンセ プ ト

機 械(シ ス テム)中 心 か ら

人 間(ヒ ュ ー マ ン)中 心 へ

情 報 処 理(コ ン ピュ ー タ)技 術 か ら

情 報 環境(メ デ ィア)技 術 ヘ

ヒュ ー マ ン メデ ィア へ
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井 上:あ りが とうご ざい ま した。終 わ りに しなければ な らない時 間 になって きま し

た。先 ほど、 「悠長 な話」 とい う話 もあ りま したが、 たぶ ん皆 さん は、今取 りかか

らなけ れば な らない こ とはわ りと分 か ってお られ るだ ろ う。 マ ルチ メデ ィア、情報

技術 、 いずれ をとってみ て も、 日本 は気がついた ら非常 に立 ち遅 れ てしまっていた。

そ この ところを何 とか しな くて はな らない とい う気持 ちは、皆 さんお持 ちだ ろ う と

思 い ます。それ とと もに、 ただそ れ を何 とかす るだけではイ マイチ だな とい う思 い

もあ る。そ この ところで、感性 とか仮想 、知 識 、 ヒューマ ンメデ ィア とい うような

こ とで 、何 か夢 を持 ちなが ら具体 的 な こ とをや ってい くのが よろ しいので はなか ろ

うか とい うところではないか と思 い ます。

最後 はオチみたい な話 にな ります が、 もの作 りの面 でみ ます と、非常 に高精細 な

デ ィス プ レイで、省 資源 で 、紙 を使 わず 自然 に もや さ しい。安 くて いい性 能の メ ガ

ネ とか、バ ーチ ャル リア リテ ィー な どは、非常 に 「パ ー ソナ ル な もの」 と 「大 きな

環境 メデ ィア」の例 として挙 げ られ るわけですが、 そ うい う ような もの を考 えていっ

て も、 その中でい ろい ろな実問題 、 コ ンテ.ンッが考 え られ るので はないか と思 って

い ます。

今 日は朝早 くか らこんな に長時 間、活発 な ご議論 をいただ きま して本 当 にあ りが

とうご ざい ま した。 これ を活 か して、報告書 に反映 させ て い きたい と思 い ます。 ど

う もあ りが とうご ざい ま した。
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